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全体 総括 的 な 要約 的 説明 。2024 年 10 月 。 

初期 内 容 。2022 年 12 月 初出 。 複数 物質 の 操作 。 物 質問 の 社会 的 相 
互 作 用 。 そ れ ら の 内 容 の 一 覧 。 物 質 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 
性 と の 、 区 別 の 必要 性 。 

追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 エ ネル ギー 性 物質 と 保存 性 物質 。 
粒子 間 に お ける 引力 と の 関連 。 

追加 内 容 。2023 年 3 月 下旬 初出 。 従来 の 物理 学 に お ける 保存 力 の 概 
念 と その 限界 。 保 存 力 の 概念 の 根本 的 な 革新 の 必要 性 。 保存 性 の 概 
念 の 、 欧 存 物理 学 へ の 新規 導入 の 必要 性 。 観 察 物 理学 の 新規 提唱 。 
質 子 の 概念 の 新規 提唱 。 

追加 内 容 。2023 年 4 月 上 旬 初 出 。 エ ネル ギー 性 物質 と 保存 性 物質 と 
の 、 対 比 。 エネ ルギー 的 思想 と 保存 的 思想 と の 、 対 比 。 

追加 内 容 。2023 年 4 月 下旬 初出 。 物 質 の 化合 物 を 操作 する コン 
ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション の 、 マ ル チ プ ロ セ ス の モジ ュー ル 化 に 
よる 、 実 現 。 

追加 内 容 。2023 年 5 月 下旬 初出 。 複数 物質 に お ける 、 機 能 分 化 の 発 
生 。 そ れ ら の プロ セス の 、 コ ンピュータ ー シ ミ ュ レ ーション 。 弁 証 
法 的 物質 と し て の 生物 。 生 物 に お ける 、 互 い に 相 反する 、 エ ネル 
ギー 性 と 保存 性 と の 、 共 存 と 合 一 化 。 

追加 内 容 。2024 年 1 月 中 旬 。 ダー クマ ター。 ブ ラック ホー ル 。 そ れ 
ら は 、 保存 性 の 物質 で ある こと 。 そ れ ら の 一 種 が 、 生 物 一 般 や 女性 
で ある こと 。 あ る 物質 に お ける 暗黒 性 は 、 そ の 物質 に お ける 保存 性 
に 由来 する こと 。 

追加 内 容 。2024 年 2 月 上 旬 。 エネ ルギー 性 。 保存 性 。 そ れ ら の 性 質 
に つい て の 、 新 た な まとめ の 素 。 

追加 内 容 。 2024 年 9 月 中 旬 。 保存 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 中 心 
性 実現 の 重要 性 。 エ ネル ギー 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 普遍 性 実 
現 の 重要 性 。 保存 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 な 排除 や 排 潤 や 排出 
や 拝 。 保存 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 中 心性 と 専制 支配 力 と の 
相関 。 そ うし た 相関 の 、 コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション に よる 測定 
の 、 必 要 性 。 

追加 内 容 。2024 年 9 月 下旬 。 物 質 一 般 の 社会 に つい て 。 引 力 や 圧力 
と 、 保 存 性 や エネ ルギー 性 と の 対応 関係 。 引力 や 兵力 と 、 専 制 支配 
や 暴力 支配 と の 対応 関係 。 物 質 一 般 に お ける 引力 の 存在 と 、 資 本 主 
義 の 根源 と の 関連 。 それ ら の 知見 の 、 生 物 一 般 の 社会 や 人 間 社 会 へ 


の 適用 。 
追加 内 容 。2024 年 9 月 下旬 。 そ の 2。 従来 の 物理 学 に お ける 、 地 球 
の 重力 や 位置 エネ ルギー や 保存 力 の 概念 。 そ れ ら を 全面 的 に 置換 す 
る 、 新 た な 上 位 互換 の 視点 の 必要 性 。 その 最 終 目標 と し て の 、 物 質 
一 般 に お ける 引力 や 兵力 の 法則 の 解明 の 必要 性 。 物 質 一 般 に お ける 
物理 法則 の 研究 に お いて 新た に 克服 され る べき 、 従 来 の 社会 的 価値 
観 。 
追加 内 容 。2024 年 11 月 上 旬 。 保存 性 物質 に お ける 、 内 部 発熱 と 内 
部 発光 の 発生 の メカ ニズム 。 保存 性 物質 に お ける 、 熱 エネ ルギー 内 
部 保有 の メカ ニズム 。 そ の 物質 に お ける 構成 要素 同士 の 引力 行使 の 
大 き さ と の 関連 。 保存 性 物質 内 部 に お ける 、 保 存 性 と エネ ルギー 性 
と の 共存 。 弁 証 法 的 物質 と し て の 保存 性 物質 。 保存 性 物質 に お け 
る 、 エ ネル ギー 性 行為 と し て の 爆発 と 、 そ の 直後 の 再度 の 沈静 化 
の 、 定 期 的 な 繰り 返し の 発生 に つい て 。 
追加 内 容 。2024 年 12 月 上 旬 。Python3 の マル チ プ ロ セ ッ シ ン グ 機 能 
を 利用 し た 、 引 力 と 圧力 の 両方 を 考慮 し た 、 汎 用 的 な 物質 動作 シ 
ミュ レー ショ ンプ ログ ラム 。 そ の 最初 の スク ラッ チ 版 の ソー スコ ー 
計 。 
私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 。 

私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 合 的 な 要約 。 

筆者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当たっ て の 方 法論 。 

参考 文献 。 

私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 

私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の プロ セス に つい て 。 

私 の 略歴 。 


中 一 般 に お ける 、 
作 と 社会 。 
生物 や 人 間 へ の 、 
適用 。 


物質 一 般 に お ける 、 動 作 と 社会 。 生物 や 人 間 へ の 、 適 用 。 


Iwao Otsuka 


全体 総括 的 な 要約 的 説明 。2024 
年 10 月 。 


私 自身 が これ まで 生成 し た 、 物 質 や 生物 に つい て の 、 一 般 社 会 理 
論 。 そ れ ら に つい て の 全体 総括 的 な 要約 的 説明 。 そ れ ら の 社会 的 な 
存在 意義 や 有用 性 に つい て の 説明 。 

2024 年 10 月 。Iwao Otsuka. 


物質 世界 は 、 以 下 の 2 つの 力 か ら 成 り 立 っ て いる こと 。 
各々 の 粒子 に お いて 。 


保存 力 。 

物事 を 止め る 力 。 ブ レーキ 。 物 事 を 低速 化す る 力 。 物 事 を 不動 化す 
る 力 。 物 事 を 微動 化す る 力 。 

物事 を 減速 させ る 力 。 物 事 を 停滞 させ る 力 。 物 事 の 前 例 を 踏襲 する 
力 。 物 事 を 冷却 する 力 。 物 事 を 鎮め る 力 。 物 事 を 抑制 する 力 。 物 事 
を 陰気 に する 力 。 物 事 を 沈静 化す る 力 。 物 事 を 消極 化す る 力 。 物 事 
を 制止 し 禁止 する 力 。 

物事 を 低く する 力 。 物 事 の 温度 を 下降 させ る 力 。 物 事 の 位置 を 下降 
させ る 力 。 

現状 を 維持 する 力 。 現 状 を 保存 する 力 。 原 状 回 復 する 力 。 治 癒す る 
力 。 メ ン テ ナ ンス する 力 。 補 給 す る 力 。 元 に 戻す 力 。 

自己 を 保身 する 力 。 安全 な こと だ け 行 う 力 。 

全 世 界 の 中 心 や 中 枢 に 位置 する こと を 、 指 向 する 力 。 

物事 を 吸引 し 吸収 する 力 。 物 事 を 貯蔵 し 貯蓄 する 力 。 物 事 を 保有 す 
る 力 。 物 事 を 重く する 力 。 物 事 を 余剰 化 さ せる 力 。 物 事 を 肥満 させ 
る 力 。 自己 所 有 物 を 貸し 出す 力 。 

内 方 向 へ と 動 こ つう と する 力 。 物 事 の 内 部 と 外部 と を 、 隅 て る よう に 


する 力 。 物 事 を 内 部 へ と 閉じ 込め る 力 。 物 事 を 外部 へ と 締め 出す 
力 。 開 口 部 を 塞ぐ 力 。 物 事 を 圧 公 開化 する 力 。 物 事 を 隠蔽 する 力 。 
物事 を 機密 化す る 力 。 物 事 を 排他 化す る 力 。 表 面 張力 。 物 事 の 表 埋 
を 作る 力 。 表 面 的 な 綺麗 事 の 主張 と 、 内 面 的 な 汚濁 や 不浄 や 停 菩 と 
で 、 動 く 力 。 

防御 する 力 。 抑 圧し 鎮圧 する 力 。 

閉じ 込め る 力 。 隠蔽 する 力 。 局 所 的 で いる 力 。 免疫 力 。 


エネ ルギー。 

物事 を 動か す 力 。 ア クセ ル 。 物 事 を 高速 化す る 力 。 物 事 を 移動 させ 
る 力 。 

物事 を 加速 させ る 力 。 物 事 を 進歩 させ 進化 させ る 力 。 物 事 を 加熱 す 
る 力 。 物 事 を 沸き 立た せる 力 。 物 事 を 燃焼 させ る 力 。 物 事 を 陽気 に 
する 力 。 物 事 を 活発 化す る 力 。 物 事 を 積極 化す る 力 。 物 事 を 自由 化 
する ナ 。 

物事 を 高く する 力 。 物 事 の 温度 を 上 昇 さ せる 力 。 物 事 の 位置 を 上 昇 
させ る 有力 。 

現状 を 変え る 力 。 現 状 を 破壊 する 力 。 仕事 する 力 。 稼ぐ 力 。 元 に 誠 
せな くす る 力 。 

自己 を 消耗 させ る 力 。 自 己 を 致傷 させ る 力 。 捨 て 身 で 動く 力 。 危 険 
を 冒す 力 。 

全 世界 に 普 台 的 に 分 布 する こと を 、 指 向 する カ 。 

物事 を 放出 する 力 。 物 事 を 拡散 する 力 。 物 事 を 消費 する 力 。 物 事 を 
軽く する 力 。 物 事 を 不足 化 さ せる 力 。 物 事 を 消耗 させ る 力 。 他 者 の 
所 有 物 を 一 時 的 に 借用 し て 済ま せる 力 。 

外 方 向 へ と 動 こ うと する 力 。 物 事 の 内 部 と 外部 と を 、 隔 て な いよ う 
に する 力 。 物 事 を 解放 する 力 。 物 事 を 容 孔 す る 力 。 物 事 を 開放 する 
力 。 物 事 を 公開 化す る 力 。 物 事 を 暴露 する 力 。 物 事 を 露出 させ る 
力 。 物 事 の 表面 を 解消 する 力 。 物 事 の 表裏 を 無く す 力 。 率 赴 さ で 重 
く カ 。 

攻撃 する 力 。 暴 れ 回 る 力 。 

解放 する 力 。 公開 する 力 。 世 界 に 拡がっ て 行く 力 。 感 染 力 。 


複数 の 粒子 の 間 に お いて 。 
引力 。 
互い に 惹き 付け 合う 力 。 互 い に 接 近 し 結 合 し 融合 する 力 。 互 い に 連 


結 す る 力 。 互 い に 接 着 し 癒着 する 力 。 互 い に 融 合 す る 力 。 互 い に 集 
合 す る 力 。 互 い に 連 続 化 する 力 。 互 い に ア ナ ロ グ 化す る 力 。 互 い に 
全体 化す る 力 。 自己 を 実体 化 さ せる 力 。 互 い に 湿っ た 塊 と し て 存在 
し よう と する 力 。 

互い に 依存 し 合う 力 。 互 い に 一 体 化し 合体 する 力 。 互 い に 調 和 す る 
力 。 互 い に 同 一 化す る 力 。 互 い に 同質 化 する 力 。 

中 心 や 中 枢 へ と 進 も うと する 力 。 互いに 足 を 引っ 張り 合う 力 。 

内 側 へ と 外部 資源 を 吸い 込み 貯め 込む 力 。 資 本 主義 の 原点 と し て 

の 、 所 有 し 貯蔵 し 蓄積 する 力 。 富 裕 性 や 豊潤 性 を 実現 する た め の 原 
動力 。 

専制 支配 を 行う 力 。 

岳 力 。 

互い に 反発 し 合う 力 。 互 い に 分 離す る 力 。 互 い に 離 散 す る 力 。 互 い 
に 切断 する 力 。 互 い に 断 片 化 する 力 。 互 ! い に デ ジタル 化す る 力 。 互 
い に 個 人 化す る 力 。 自 己 を 仮想 化 さ せる 力 。 互 い に 乾 いた 粉 粒 と し 
て 存在 し よう と する カ 力 。 

互い に 自立 し 独立 する 力 。 互 い に 東 縛 さ れず に 個人 で 自由 に 動き 回 
る 力 。 互 い に 多 様 化す る 力 。 互 い に 異 質 化 する 力 。 相 互 批 剤 を 行う 


2 
普遍 的 に グロ ー バ ル に 分 布 し よう と する 力 。 互い に 自 由 に 動き 回 る 
力 


対外 的 に 、 内 部 資源 を 、 エ ネル ギー に 変え て 放出 する 力 。 消 費 し 消 
耗 する 力 。 清貧 性 や 喜 捨 性 を 実現 する た め の 原 動力 。 
暴力 支配 を 行う 力 。 


保存 力 が 、 個 体 間 に 引力 を も た ら す こと 。 引 力 が 、 そ れ ら の 個体 に 
保存 力 を も た ら す こと 。 

エネ ルギー が 、 個体 間 に 慰 力 を も た ら す こと 。 圧 力 が 、 そ れ ら の 個 
体 に エネ ルギー を も た ら す こと 。 


保存 力 と 引力 と は 、 そ れ ら の 存在 に お いて 、 互 い に 密接 に 関連 し て 
いる こと 。 

エネ ルギー と 圧力 と は 、 そ れ ら の 存在 に お いて 、 互 い に 密接 に 関連 
し て いる こと 。 


物質 一 般 に お いて 。 


保存 力 。 引力 。 そ れ ら の 力 で 動く 物体 や 個体 。 そ れ は 、 保存 性 の 物 
質 で ある こと 。 

それ は 、 液 体 や 固体 で ある こと 。 それは 、 生物 一 般 で ある こと 。 
生物 に お いて 。 そ れ は 、 生 きた 細胞 で ある こと 。 そ れ は 、 女 性 や 卵 
子 で ある こと 。 それ は 、 定 住 生 活 様 式 社会 の 構成 員 で ある こと 。 そ 
れ は 、 女 性 優位 社会 の 構成 員 で ある こと 。 

例 。 中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 。 東 南ア ジア 諸国 。 そ れ ら の 社会 の 
大人 W。 


エネ ルギー。 殿 力 。 そ れ ら の 力 で 動く 物体 や 個体 。 そ れ は 、 エ ネル 
ギー 性 の 物質 で ある こと 。 

それ は 、 和 気体 で ある こと 。 

生物 に お いて 。 そ れ は 、 ウ ィ ル ス で ある こと 。 それ は 、 男 性 や 精子 
で ある こと 。 それ は 、 移 動 生活 様式 社会 の 構成 上 員 で ある こと 。 そ れ 
は 、 男 性 優位 社会 の 構成 員 で ある こと 。 

例 。 欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 そ れ ら の 社会 の 人 々 。 


保存 力 や 引力 で 動く 社会 に お ける 、 社 会 的 禁忌 。 そ れ は 、 以 下 の 内 
容 で ある こと 。 

エネ ルギー や 兵力 を 、 軒 骨 に 行使 する こと 。 

例 。 個人 主義 的 に 動く こと 。 自由 主義 的 に 動く こと 。 反抗 し 批 章 す 
る こと 。 内 情 暴露 を 行う こと 。 暴 力 支配 を 行う こと 。 

それ ら は 、 定 住 生活 様式 の 社会 に お ける 、 社 会 的 禁忌 で ある こと 。 
それ ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 禁忌 で ある こと 。 

例 。 そ れ ら は 、 中 国 や ロシア や 韓国 や 日 本 に お ける 、 社 会 的 禁忌 で 
ある こと 。 


エネ ルギー や 兵力 で 動く 社会 に お ける 、 社 会 的 禁忌 。 そ れ は 、 以 下 
の 内 容 で ある こと 。 

保存 力 や 引力 を 、 露 骨 に 行使 する こと 。 

例 。 集団 主義 的 に 全体 主義 的 に 動く こと 。 統制 と 禁止 で 動く こと 。 
内 的 調和 を 強制 的 に 保つ こと 。 秘密 主義 で 動く こと 。 専 制 支 配 を 行 
つら だ 


それ ら は 、 移 動 生 活 様式 の 社会 に お ける 、 社 会 的 禁忌 で ある こと 。 
それ ら は 、 男 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 禁忌 で ある こと 。 
例 。 そ れ ら は 、 欧 米 諸国 や 中 東 諸 国 に お ける 、 社 会 的 禁忌 で ある こ 


生物 。 

それ は 、 保存 性 物質 の 一 種 で ある こと 。 

それ は 、 自 己 保存 や 自己 保身 で 動く 物質 で ある こと 。 

それ は 、 内 的 貯蔵 の 増大 や 増強 を 、 ひ た すら 指向 する 物質 で ある こ 
と 。 そ れ は 、 資 本 主義 で 動く 物質 で ある こと 。 

例 。 生物 に お ける 自己 増殖 。 そ れ は 、 自 己 複製 や 自己 バッ クア ッ プ 
を 行う こと で 、 自 己 保存 や 自己 保身 を より 確実 に する 行為 で ある こ 
ど 。 

それ は 、 そ うし た 性 質 を 保持 する た め に 、 外 部 資源 を 絶え ず 消費 し 
続け る 物質 で ある こと 。 

それ は 、 そ うし た 性 質 を 保持 する た め に 、 そ うし た 外部 資源 を 絶え 
すず 必要 と する 物質 で ある こと 。 

それ は 、 そ うし た 外部 資源 を 、 絶 え ず 獲得 し 吸収 し 続け る 必要 が あ 
る 物質 で ある こと 。 

それ は 、 そ うし た 外部 資源 獲得 の た め に 、 エ ネル ギー 性 の 行為 を 絶 
え ず 必要 と する 物質 で ある こと 。 

エネ ルギー 性 の 行為 。 

それ は 、 対 外 的 に 要 を 差し 込む こと 。 そ れ は 、 対 外 的 に ドリ ル で 容 
也 す る こと 。 そ れ は 、 対 外 的 に ツル ハシ や 金 西 を 打ち 込む こと 。 
それ は 、 対 外 的 に 破壊 行為 を 行う こと 。 

それ は 、 稼 ぐ こ と 。 それは 、 仕 事 す る こと 。 そ れ は 、 破 壊す る こ 
と 。 そ れ は 、 改 変 す る こと 。 


生物 。 
それ は 、 そ うし た 保存 性 と エネ ルギー 性 と の 相反 する 相互 矛盾 する 
機能 を 、 同 時 に 必要 と する 、 同 時 に 内 包 す る 、 弁 証 法 的 物質 で ある 
こと 。 


生物 に お ける 、 そ うし た 、 保存 性 と エネ ルギー 性 と の 、 相 反する 両 


面 性 の 保有 に お いて 。 


保存 性 を 主 に 受け 持つ 個体 。 そ れ は 、 女 性 や 卵子 で ある こと 。 そ れ 
は 、 生 きた 細胞 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 王道 を 行く 存在 で ある こと 。 そ れ は 、 生物 に 
お ける 本 質 を 示す 存在 で ある こと 。 そ れ は 、 生 物 に お ける 主流 的 存 
在 で ある こと 。 

それ は 、 自 己 保存 や 自己 保身 に より 適し た 、 楽 で 快適 で 安全 な 領域 
に 滞留 する 存在 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 自己 複製 や 資源 保有 の た め の 設 備 を 、 独 占 的 
に 所 有する 存在 で ある こと 。 

それ は 、 そ うし た 自己 占有 する 体内 設備 を 、 男 性 や 精子 や ウィ ルス 
に 貸し 出す こと が 出来 る 存在 で ある こと 。 

それ は 、 そ の こと で 、 不 労 所 得 で 優雅 に 暮らす こと が 出来 る 、 投 資 
家 的 存在 で ある こと 。 そ れ は 、 地 主 や 工場 主 や 銀行 家 と 同様 の 、 富 
裕 で 豊潤 な 存在 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 の 世界 に お いて 、 本 質 的 に 、 上 位 で 優位 の 存在 で ある 
この 。 

彼ら の 形成 する 社会 の 典型 例 。 農耕 定住 民 の 社会 。 それ は 、 保存 性 
や 原状 回 復 性 の 社会 の 特徴 で お る こと 。 そ れ は 、 引 力 主体 の 社会 の 
特徴 で ある こと 。 それは 、 女 性 優位 社会 の 特徴 で や る こと 。 


エネ ルギー 性 や 破壊 性 を 主 に 受け 持つ 生物 個体 。 そ れ は 、 男 性 や 精 
子 で ある こと 。 そ れ は 、 ウ ィ ル ス で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 脇道 を 行く 存在 で ある こと 。 そ れ は 、 生 物 に 
お ける 付随 的 性 質 を 示す 存在 で ある こと 。 そ れ は 、 生 物 に お ける 非 
主流 的 存在 で ある こと 。 

それ は 、 捨 て 身 や 討ち 死に に より 適し た 、 昔 酷 で 不快 で 危険 な 領域 
で 活躍 する し か 無い 存在 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 自己 複製 や 資源 保有 の た め の 設 備 を 、 女 性 や 
卵子 や 生き た 細胞 か ら 借 用 する し か 無い 存在 で ある こと 。 

それ は 、 そ の こと で 、 ひ た すら 苦 役 し 労働 し 続け る 、 企 業 家 的 存在 
で ある こと 。 それは 、 小 作 人 や 工場 労働 者 や 借金 返済 者 と 同様 の 、 
偵 相 で 清 仙 な 存在 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 の 世界 に お いて 、 本 質 的 に 、 下 位 で 労 位 の 存在 で ある 
(< 


エネ ルギー 性 や 破壊 性 を 主 に 受け 持つ 生物 個体 。 男 性 や 精子 。 ウ ィ 
ルス 。 

彼ら が 、 上 記 の 、 そ うし た 惨め な 社会 的 地位 を 、 挽 回 し 逆転 する た 
め の 、 絶 好 の 奈 件 。 そ れ は 、 以 下 の 内容 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 や 移動 性 を より 必要 と する 生活 環境 の 下 で 生活 する こ 
と 。 移動 生活 様式 を 必要 と する 環境 の 下 で 生活 する こと 。 


保存 性 や 不動 性 の 保有 が 、 生 存 面 で より 不利 と な る 環境 。 そ うし た 
特有 の 環境 の 下 で 生活 する こと 。 

例 。 乾燥 地帯 に お ける 生活 。 遊牧民 の 生活 。 放牧 を 伴う 牧 対 民 の 生 
活 。 具 体 例 。 欧米 諸国 や 中 東 諸 国 の 人 々 の 生活 。 


彼ら 特有 の 、 離 散 性 や 粉 粒 性 や 身軽 さや 開放 性 と いっ た 性 質 。 そ れ 
ら の 性 質 を より 必要 と する 生活 環境 を 、 新 た に 実現 する こと 。 
デジ タル で 仮想 的 な 情報 の 活用 を 主流 と する 生活 環境 を 、 新 た に 実 
現す る こと 。 

例 。 

現代 の 欧米 諸国 が 主導 する 、 イ ンタ ーネット 情報 綱 社 会 。 

それ は 、 エ ネル ギー 性 や 破壊 性 の 社会 の 特徴 で る こと 。 それは 、 
岳 力 主体 の 社会 の 特徴 で や る こと 。 そ れ は 、 男 性 優位 社会 の 特徴 で 
ある こと 。 


そう し た 移動 生活 様式 で 暮らす こと 。 そ の こと が 、 そ うし た 生物 個 
体 に 対し て も た ら す 、 社 会 的 価値 観 上 の 、 大 き な 副 作用 や 制限 や 東 
縛 や 歪曲 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

例 。 人間 の 場合 。 移 動 生活 様式 の 社会 の 人 々 の 場合 。 男 性 優位 社会 
の 人 々 の 場合 。 そ の 具体 例 。 欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 

彼ら 自身 と 酷似 し た 身体 的 働き を 持つ 、 他 種 の 生物 。 彼 ら 自 身 と 高 
い 同 質 性 を 互い に 共有 する 、 他 種 の 生物 。 大 型 貴 乳 類 と し て の 、 和 牛 
や 馬 や 肘 や 羊 や 山羊 。 

そう し た 他 種 の 生物 を 、 放 牧 生 活 に お いて 、 多 数 飼育 する 必要 が あ 
る こと 。 

そう し た 他 種 の 生物 を 、 彼 ら 自 身 の 宋 養 補 給 を 満た す た め に 、 頻 繁 
に 層 殻 する 必要 が ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

彼ら 自身 と 同質 の 、 本 来 彼ら 自身 に と っ て 仲間 的 で 同等 的 な 生物 


を 、 頻 敬 に 導 数 する こと 。 

そう し た 行為 を 、 生 活 上 、 ど うし て も 回 避 す る こと が 出来 な いこ 
と 。 

そう し た 、 級 閉 行 為 。、 そ うし た 導 生 。 

それ ら の 頻 驚 な 生起 は 、 そ の まま で は 、 彼 ら 自 身 の 精 神 に 対し て 、 
深刻 な 負担 や ダメ ー ジ を 、 繰 り 返 し も た ら す こと 。 

その 結果 。 

彼ら 自身 の 精神 が 破壊 され 、 彼 ら 自 身 の 生 存 が 危う く な る こと 。 
彼ら は 、 そ うし た 彼ら 自身 の 精神 の 破壊 を 回 避 す る た め に 、 以 下 の 
行為 を 、 社 会 的 禁忌 と し て 、 徹 底 的 に 忌避 する し か 無く な る こと 。 


彼ら 自身 と 、 そ うし た 級 吉 対 象 の 他 種 生物 と を 、 共 通 の 、 生 物 一 般 
と いう 枠組 み で 、 包 括 し て 捉え る こと 。 

彼ら 自身 と 、 そ うし た 殺 閉 対象 の 他 種 生物 と を 、 区 別 せ すず に 、 同 質 
の 存在 と し て 、 同 じ 仲 間 や 同等 者 と し て 、 捉 える こと 。 


更に 根本 的 に 。 彼 ら は 、 そ うし た 彼ら 自身 の 精神 破壊 を 回 避 す る た 
め に 、 以 下 の 行 為 を 、 社 会 的 禁忌 と し て 、 徹 底 的 に 忌避 する し が 無 
く な る こと 。 


彼ら 自身 と 、 彼 ら 自 身 を 除く 全て の 他 種 生物 と を 、 共 通 の 、 生 物 一 
般 と いう 枠組 み で 、 色 括 し て 捉え る こと 。 

彼ら 自身 と 、 彼 ら 自 身 を 除く 全て の 他 種 生物 と を 、 区 別 せ すず に 、 同 
質 の 存在 と し て 、 同 じ 仲 間 や 同等 者 と し て 、 捉 える こと 。 


ある い は 。 彼 ら は 、 そ うし た 彼ら 自身 の 精神 破壊 を 回 避 す る た め 
に 、 以 下 の 行為 を 、 社 会 的 禁忌 と し て 、 徹 底 的 に 忌避 する し か 無く 
な る こと 。 


徴 ら 自身 の 精神 と 、 彼 ら 自身 を 除く 全て の 他 種 生物 の 精神 と を 、 共 
通 の 、 生 物 一 般 の 神経 系 の 働き と いう 枠組 み で 、 包 括 し て 捉え る こ 


と 。 
彼ら 自身 の 神経 系 と 、 彼 ら 自 身 を 除く 全て の 他 種 生物 の 神経 系 と 
を 、 区 別 せ ず に 、 同 質 で 同等 の 存在 と し て 、 平 等 に 捉え る こと 。 


それ ら の 結果 、 彼 ら が 止む を 得 ず 作り 上 げた 、 価値 観 の 体系 。 
それ は 、 人 間 と 、 そ の 他 の 種類 の 生物 と を ひたすら 明 別 する タイ プ 


の 、 社 会 的 通念 で ある こと 。 


人 間 と 、 そ の 他 の 種類 の 生物 と を ひたすら 央 別 す る 場合 。 以下 の 2 
通り の 選択 肢 し か 存在 し な いこ と 。 


人 間 を 、 そ の 他 の 全て の 種類 の 生物 の 上 に 、 位 置 付け る こと 。 そ の 
内 容 は 、 人 間 に と っ て 十分 に 心地 良い こと 。 その 選択 肢 は 、 選 ん で 
良い こと 。 

人 間 を 、 そ の 他 の 全て の 種類 の 生物 の 下 に 、 位 置 付 ける こと 。 そ の 
内 容 は 、 人 間 に と っ て 屈辱 的 過ぎ る こと 。 そ の 選択 肢 は 、 避 ける し 
か 無い こと 。 


それ ゆえ 、 人 間 は 、 下 記 の 選択 肢 を 選ぶ し か 無い こと 。 人 間 を 、 そ 

の 他 の 全て の 種類 の 生物 の 上 に 、 位 置 付け る こと 

結局 。 

それ は 、 人 間 を 、 そ の 他 の 全て の 種類 の 生物 の 上 に 位置 付け る タイ 

プ の 、 社 会 的 通念 で ある こと 。 

例 。 ユ ダ ヤ 教 や キリ スト 教 や イス ラム 教 と いっ た 、 一 神 教 。 

そう し た 価値 観 の 体 償 。 そ れ は 、 生 物 社 会 や 人 間 社会 の 真実 を 、 決 

し て 直視 し よう と し な い 、 歪 ん だ 視点 に 基づい て いる こと 。 

その 結果 。 そ うし た 価値 観 の 体 衝 。 

それ は 、 生 物 研 究 や 人 間 研 究 を 今後 進展 させ る 上 で 、 大 き な 障 害 物 

や 足 柳 と し て 作用 し て いる こと 。 

それ は 、 生 物 研 究 や 人 間 研 究 を 今後 進展 させ る 上 で 、 と て も 無益 

有害 な 存在 と な っ て いる こと 。 

その 事例 研究 。 

現代 の 欧米 諸国 の 社会 学 に お いて 。 人間 に お ける 生物 的 な 側面 を 、 

徹底 的 に 嫌悪 し て 、 除 外し て 把握 し よう と し て 、 あ が き 続 ける こ 

で 

その 具体 例 。 

フェ ミニ ズム 。 男女 の 性 差 の 存在 を 、 意 図 的 に 無視 し 、 男 女 平等 の 

理想 を 、 ひ た すら 提唱 し 続け る こと 。 

人 コレ クト ネス 。 男女 の 性 差 の 存在 を 明示 する 研究 者 
、 性 差別 主義 者 と し て 、 社 会 的 に 弾 効 し 抹 訂 し 続け る こと 。 


上 記 の 歪ん だ 価値 観 の 体系 を 、 生 き て いく 上 で あま り 必 要 と し な 
い 、 生 活 様式 。 農 耕 生活 。 西 物 栽培 メイ ン で 暮らす 定住 生活 。 
そう し た 定住 生活 様式 の 社会 。 不動 性 を 移動 性 より も 優先 する 、 女 


性 優位 社会 。 

その 具体 例 。 中 国 。 ロ シア 。 韓国 。 日 本 。 東 南ア ジア 諸国 。 

そう し た 生活 に お いて 。 

人 間 と 、 植 物 と は 、 性 質 的 に 、 類 似 度 が か な り 低 ゆめ で ある こと 。 人 
間 と 、 植 物 と は 、 相 互 に 十分 に 異質 で ある こと 。 

仮に 、 人 間 が 植物 を 殺生 し た と し て も 、 あ まり 精神 的 負担 に は な ら 
な が L1 選 と 。 

そう し た 社会 向け に 、 上 記 の 、 移 動 生 活 様 式 特有 の 歪ん だ 価値 観 か 
ら の 解放 が 、 新 た に 必要 で ある こと 。 

そう し た 社会 の 人 々 向け に 、 以 下 の よ うな 内 容 の 価値 観 の 体系 の 構 
築 が 新た に 必要 で ある こと 。 


彼ら 自身 と 、 彼 ら 自 身 を 除く 全て の 他 種 生物 と を 、 共 通 の 、 生 物 一 
般 と いう 枠組 み で 、 包 括 し て 捉え る こと 。 

彼ら 自身 と 、 彼 ら 自 身 を 除く 全て の 他 種 生物 と を 、 区 別 せ すず に 、 同 
質 の 存在 と し て 、 同 じ 仲 間 や 同等 者 と し て 、 捉 える こと 。 


徴 ら 自身 の 精神 と 、 彼 ら 自身 を 除く 全て の 他 種 生物 の 精神 と を 、 共 
通 の 、 生 物 一 般 の 神経 系 の 働き と いう 枠組 み で 、 包 括 し て 捉え る こ 


と 。 
彼ら 自身 の 神経 系 と 、 彼 ら 自 身 を 除く 全て の 他 種 生物 の 神経 系 と 
を 、 区 別 せ ず に 、 同 質 で 同等 の 存在 と し て 、 平 等 に 捉え る こと 。 


更に 究極 的 に は 。 

彼ら 自身 と 、 彼 ら 自 身 を 除く 全て の 他 種 物質 と を 、 共 通 の 、 物 質 一 
般 と いう 枠組 み で 、 包 括 し て 捉え る こと 。 

彼ら 自身 と 、 彼 ら 自 身 を 除く 全て の 他 種 物質 と を 、 区 別 せ すず に 、 同 
質 の 存在 と し て 、 同 じ 仲 間 や 同等 者 と し て 、 捉 える こと 。 


そう し た 新た な 価値 観 の 体 償 の 構築 。 そ れ は 、 今 まで 、 明 示 的 に は 
殆ど 実現 され て いな か っ た 、 未 知 領域 の 産物 で ある こと 。 

その 実現 こそ が 、 私 自身 の 終生 の ライ フワ ー ク で ある こと 。 

その 内 容 こ そ が 、 私 自身 の 今 ま で の 著作 に お ける メイ ン テ ー マ で あ 
る と と 。 


初期 内 容 。2022 年 12 月 初出 。 複 


数 物質 の 操作 。 物 質問 の 社会 的 相 
互 作 用 。 それ ら の 内 容 の 一 覧 。 物 
質 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 
性 と の 、 区 別 の 必要 性 。 


物質 の 操作 。 物 体 の 操作 。 

単体 の 物質 自身 に よる 、 自 己 操作 。 例 。 粒子 。 分 子 。 電子 。 原 子 。 
素子 。 素 粒子 。 量子 。 

複数 の 物質 同士 に よる 、 相 互 の 操作 。 

複数 の 物質 同士 に よる 、 相 互 作用 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 

複数 の 物質 同士 に お ける 、 社 会 性 。 

物質 社会 の 、 生 成 や 形成 や 構築 。 


物質 の 操作 。 

単 一 物質 の 操作 。 複数 物質 の 操作 。 

複数 の 物質 の 間 に お ける 、 社 会 的 相互 作用 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


有る こと 。 存在 する こと 。 

無い こと 。 存在 し な いこ と 。 
可能 な こと 。 出 来る こと 。 

不可 能 な こと 。 出来 な いこ と 。 

止め る こと 。 久 め る こと 。 停止 。 制 止 。 停 留 。 
動か すこ と 。 移動 。 運 動 。 行動 。 

動か な いこ と 。 不動 。 静 止 。 


作用 。 


反作用 。 


働き か ける こと 。 

受け 止め る こと 。 

反応 する こと 。 フ ィ ー ド バッ ク す る こと 。 
働く こと 。 

休む こと 。 怠 ける こと 。 


増やす こと 。 プ ラス に する こと 。 陽 性 に する こと 。 加 点 す る こと 。 
減ら すこ と 。 マ イナ ス に する こと 。 陰 性 に する こと 。 減点 する こ 


と 。 

ゼロ に する こと 。 

慣性 。 不 変性 。 保存 。 現状 維持 。 
変化 。 変 質 。 変 性 。 

不動 。 

変動 。 


平静 。 平和 。 凪 。 
混乱 。 波乱 。 


順調 。 
乱調 。 


安定 。 
不安 定 。 


安 全 。 
危険 。 脅威 。 


無害 。 無毒 。 
有害 。 有毒 。 


無風 。 
強風 。 
暴風 。 


沈着 。 
爆発 。 暴発 。 


丁 宮 。 


乱暴 。 粗 暴 。 


制御 可能 。 沈 静 。 
制御 不能 。 暴走 。 暴発 。 


責任 が 有る こと 。 責任 を 負う こと 。 責任 を 取る こと 。 
無責任 。 責 任 回 避 。 責任 転嫁 。 


品質 保持 。 
巡 化 。 


自動 。 
手動 


慢性 。 
急性 。 


定性 。 恒 常 性 。 状態 維 持 
変更 。 
押 変 更 。 
増加 。 
減少 。 


増大 。 
編 小 。 


強化 。 
弱 化 。 


遺伝 。 先天 性 。 
文化 。 後 天性 。 
前 世 。 

現在 。 昨 今 。 


後世 。 


祖先 。 前世 か ら の 繰越 。 
後世 へ の 継承 。 世 代 間 継承 。 後継 。 


継承 の 断絶 。 


加工 。 工作 。 改 変 。 
素性 。 無 加工 。 原 型 保持 。 


宣 面 。 演技 。 見 せ 掛け 。 酔い 。 


素 面 。 


作 話 。 物語 。 フ ィ ク ショ ン 。 
事実 。 真実 。 


操作 。 制 御 。 


指揮 。 指 示 。 指 金 。 凍 念 。 
法則 。 規則 。 法 規 。 
無 規則 。 ラ ンダ ム 。 


保有 。 保守 。 保 持 。 
放 径 。 遺 到 。 破 束 
移動 
不動 


放浪 。 浮 遊 。 根 無し 。 
所 属 。 定 着 。 根 付き 。 


単体 。 
組成 。 合 成 。 対 合 。 化合 。 合 体 。 
解体 。 


自己 。 


他 者 。 周囲 。 環境 。 
主体 。 
客体 。 
主観 。 
容 観 。 


内 部 。 
外部 。 


部 分 。 


全体 。 全 部 。 


孤立 。 

関与 。 

共存 。 

独立 。 

相互 依存 。 

一 方 的 な 依存 。 


支配 。 


分 割 。 分 化 。 分 業 。 シ ステ ム 。 
不 分 。 複製 。 複写 。 


急所 。 服 弱 性 。 
急所 で 無い 場所 。 


強い 点 。 


当事者 。 利 害 関 係 者 。 


敵 。 ライバル 。 俊 威 
味方 。 仲 間 。 協力 者 。 友達 。 


傍観 者 。 第 三 者 。 中 立 者 。 
促 坊 者 。 裁 電 者 。 


合成 。 統合 。 


分 解 。 分 析 。 直 元 。 


会 、 上 豆 合 。 
結合 。 融 台 


分 離 。 引 き 離し 。 


入力 。 
中 間 処 理 。 
出力 。 


上 昇 
チ F。 
宮 6 カ 
〒 還 o 


下降 。 


上 澄み 。 
沈殿 。 


呑み 込み 。 丸 呑み 。 
泡 。 脱出 。 引き 租 も り 。 


包含 
突入 。 没 入 。 


親 。 
子供 。 


置換 。 代 替 

組み 換え 。 

並べ 替え 。 順列 。 

00 

変形 。 整 形 。 幾 何 。 トポロジ ー。 
微分 


積分 。 


時 間 。 
空間 。 


正負 。 

プラ ス 。 陽性 。 
マイ ナス 。 陰 性 。 
ゼロ 。 無 性 。 


増加 。 プ ラス の 変動 。 


減少 。 マ イナ ス の 変動 。 
拡大 拡張 。 
縮小 。 縮 退 。 
離散 。 拡散 。 


保管 。 保全 。 
劣化 。 変 性 。 病 変 。 


集中 保管 。 


散 衝 あ 。 散 代 。 
ョ へ 
/EE ロ o 


純粋 。 分 離 。 隔離 。 


純血 。 
対立 。 
併存 。 共存 。 
自律 。 
他 律 。 

区 別 。 

ー 体 運用 。 


同 調 。 
同調 


間 調 和 。 
調和 . 


対立 。 抗 争 。 
和合 。 和解 。 


決別 。 離別 


oO 
融合 。 結合 。 婚 敵 。 


新品 。 未 使用 。 
中 古 。 使 用 済み 。 


蓄積 。 
流動 
保存 。 
廃棄 。 破棄 
発明 。 発見 
前 例 踏襲 
進出 。 
滞 留 。 


拡張 。 
圧縮 。 


未知 。 新 規 。 
眺 知 。 眺 存 。 前 例 。 


元 の 動作 。 元 の 行動 。 
反応 。 有 関 心 。 
無 反応 。 無 視 。 無 関心 。 


感心 。 感動 。 
不感 心 。 無 感動 。 
選好 。 

嫌悪 。 


健康 . 
病気 


単 層 。 
重層 。 複 層 。 


単 相 。 
複 相 。 


可変 。 
固定 。 


柔軟 性 。 展 性 。 延性 。 
硬 性 。 剛 性 。 


析出 。 


0 
トン 3 
溶解 。 


三 濾 % 
不定 。 


傾 性 。 
ラン ダム 性 。 


銃 計 。 分 布 。 
正 の 相関 性 。 
負 の 相関 性 。 
無相 関 性 。 
幅 凸 。 
複製 。 複 写 。 
削除 。 抹 消 。 


獲得 。 取 得 。 

司 失 。 付与 。 譲渡 
奪取 。 強 礁 

死守 。 守 り 抜く こと 。 
攻撃 。 上 撃 。 
防衛 。 了 と 御 , 

反撃 。 


DVIC3 


誕生 。 

生存 維持 。 活 か すこ と 。 生 か すこ と 
死亡 。 級 二 。 抹消 。 無 効 化 。 
意識 が 有る こと 。 反応 が 有る こと 。 
麻痺 。 意識 は 有る が 、 反 応 出来 な いこ と 。 
意識 不明 。 無 反応 。 睡眠 。 睡 。 


軽症 。 
重症 。 
原型 保持 。 


コト イク 
倫 曲 。 変形 。 


粉砕 。 破 壊 。 破 断 。 


保有 。 所持 。 


借り る こと 。 


上 馬 え る こと 。 払い 下げ 。 恩 龍 。 需 恵 。 慈悲 。 福祉 
シン gp 25 pc 

収入 。 

支出 。 


利潤 。 利益 。 
損失 。 


対価 。 


支払 い 。 譲 渡 。 清算 。 
受け 取り 。 


貸出 。 


借受 。 


開通 。 流 通 。 疎通 。 
不通 。 閉塞 。 


発生 。 
消失 。 解 消 。 
保存 。 


崩壊 。 壊 滅 。 


流入 。 


流出 。 


輸入 。 


発生 。 誕 生 。 
成長 。 隆 起 。 
成 球 。 熟練 。 


人 腐敗 
e 役 世 。 


摩擦 。 

擦る こと 。 
擦 られ る こと 。 
勝利 。 

敗北 。 

引き 分 け 

優位 。 

労 位 。 

同位 。 

切断 。 

接合 。 
先鋭 化 。 鋭 表 化 。 
鈍化 。 
反発 。 離反 。 
惹き つけ 合い 。 結合 。 調 和 。 
矛盾 。 

整合 。 


抑 圧 。 
解放 。 


強制 。 強 引 。 
任意 。 自主 。 自発 


促進 。 
提 制 
自由 。 自 分 勝手 。 
規制 。 統制 。 管 理 。 


攻撃 。 批 
防御 


和平 。 和 合 。 調 和 。 


内 部 。 
外部 。 


内 外 区 別 。 
内 外 の 疾 区 別 。 


開放 。 自由 。 
閉鎖 。 東 締 。 


公開 。 
募 公開 。 機 密 。 秘 密 。 


受け 入れ 。 共 存 。 
排除 。 除 外 。 


外向 。 


内 向 。 

発射 。 発 信 。 攻 め 。 凸 。 

中 継 。 燥 介 。 仲介 。 尋 体 。 深 召 。 
待ち 受け 。 待 機 。 

受容 。 受 信 。 受 け 。 由 


交信 。 対 話 。 会話 。 交 涼 。 折 衝 。 やり取り 。 
交信 の 拒絶 。 対 話 の 断絶 。 交渉 し な いこ と 。 


交信 記録 。 


記憶 。 学 澤 。 
忘却 。 


開始 。 
終了 。 


寺 
持続 。 連続 。 維持 。 
切断 。 破 断 。 断絶 。 


中 断 。 
再開 。 


有 為 。 何 か する こと 。 
無為 。 何 も し な いこ と 。 


能動 。 
受動 。 


生成 作成 。 
複製 。 増殖 。 
削減 。 

抹消 。 削除 。 消 去 。 


作為 。 人 工 。 調 整 。 調 節 。 
自然 。 天 然 。 無 調整 。 
衝突 。 

緩衝 。 ク ッ シ ョ ン 。 和 ら げ 。 
硬化 。 

軟化 。 


放 足 。 放 任 。 自 由 化 。 
干渉 。 東 縛 。 管理 。 統制 。 


開放 。 
閉鎖 。 閉 門 。 密閉 。 


ー 体 化 。 融 合 。 
衛星 。 
離散 。 離隔 
ー 緒 。 
隔 。 


平常 
異常 


Ei 


一 般 。 
特殊 。 
特別 。 


中 証 。 中 位 。 平 均 。 中 央 。 中 立 。 
極端 。 両端 。 両 細 。 偏向 。 


中 和 。 無 桶 性 。 不 偽 性 。 
桶 化 。 極 性 。 備 性 。 


左 。 左派 。 
中 道 。 中 間 派 。 
右 田 。 右派 。 


低 密度 。 


大 ま か 。 粗雑 。 粗暴 。 


高 濃度 。 

低 濃度 。 

高 湿度 。 湿潤 。 
低 湿度 。 乾 燥 。 
強力 。 

弱 力 。 

高 重 力 。 高 重量 。 
低 重力 。 低 重量 。 
高 負 荷 。 高 圧 。 
低 負 荷 。 低圧 。 


高 エ ネル ギー。 高 仕事 。 
低 エ ネル ギー。 低 仕事 。 
活発 。 

不 活発 。 


高周波 。 
低 周波 。 


位置 。 高 低 。 上 下 。 を を 右 。 
サイ ズ 。 大 き さ 。 


主要 。 基 埋 。 根 幹 。 親 
付加 。 添加 。 枝葉 未 節 。 子供 。 


多数 派 。 
少数 派 。 


物体 間 力 。 個 体 間 力 。 粒 子 問 力 。 分 子 問 力 。 
表面 張力 。 


表面 。 
昌 面 。 


外面 。 
内 面 。 


外側 。 
内 側 。 中 側 。 奥 側 . 
外 超 。 


内 実 。 中 身 。 


外圧 。 


内 圧 。 

気体 。 

液体 。 

固体 。 

気化 。 沸 騰 。 沸点 。 

液化 。 融解 。 溶解 。 融点 。 
固化 。 凝固 。 凝固 点 。 結 量化 。 


動作 。 稼働 。 
静止 。 停 止 。 


移動 
定住 。 不 動 


刻 Eh。 
読み 取り 。 


摩耗 。 


記憶 。 学 泊 。 


実体 。 実物 。 
情報 。 デ ー タ 。 仮想 物 。 
機能 。 関数 。 


代数 。 数 値 。 文 字 列 。 
幾何 形状. 


伝達 。 伝 描 。 伝 導 。 配布 。 配 達 。 
消費 。 

残 洲 の 排 注 。 ゴ ミ 出 し 。 

送付 。 

配送 。 配達 。 物流 。 

受付 。 受け取り 。 


均一 。 均 等 。 均質 。 


同質 。 同 類 。 同種 。 
異質 。 異 類 。 異種 。 別 種 。 


点 。 時 点 。 地点 。 位置 

線 。 境界 線 。 時 刻 。 

領域 。 帯域 。 幅 。 空間 帯 。 時 間 帯 。 

面 。 面 積 。 

立体 。 箱 。 山 。 川 。 湖 。 海 。 溜 まり 。 建物 。 体積 。 


流体 。 気体 。 液 体 。 粉 粒状 の 固体 。 
慕 流体 。 固 体 。 固体 的 な 液体 。 


粘性 。 接着 。 
粘性 。 剤 離 。 


禁止 。 阻止 。 
許可 。 庄 認 。 


可 侵 。 
不可 侵 。 


侵入 。 侵 攻 。 進入 。 加入 


認可 。 許可 。 


閉門 。 締め出し 。 阻 止 。 了 衛 。 
追放 。 追 い 出し 。 


取り 込み 。 呑 み 込み 。 丸 呑み 。 捕 捉 。 逮 捕 。 全 捕 。 
逃避 。 逃走 。 


閉じ 込め 。 幽 囚 。 幽 閉 
脱出 。 脱走 。 


浸す こと 。 浸 液 。 浸 水 。 
抜く こと 。 液 抜き 。 脱 液 。 水 抜き 。 脱 水 。 


潰す こと 。 取り 潰し 。 黄 潰し 。 押 し 潰し 。 
牙 吹 く こ と 。 発 丼 。 盛 りう 上 が る こと 。 興 隆 。 隆 起 。 


倒す こと 。 打倒 。 
立て る こと 。 起 こす こと 。 擁立 。 


倒れ る こと 。 転倒 。 
立つ こと 。 起 きる こと 。 起立 。 


操作 対象 に お ける 、 局 所 性 。 
操作 対象 に お ける 、 普遍 性 。 


操作 対象 に お ける 、 微 細 性 。 
操作 対象 に お ける 、 大 局 性 。 


操作 対象 に お ける 、 部 分 性 。 
了 作 時 おる に < 信 人 必 人 


操作 対象 に お ける 、 構 造 性 。 


操作 対象 に お ける 、 再 帰 性 。 

各 物 質 は 、 よ り 小 さ な 単 位 の 粒子 状 の 物質 か ら 、 構 成 さ れる こと 。 
ある 物質 は 、 よ り 低 い 単 位 の 小さ い 粒 子 的 物質 へ と 、 再 帰 的 に 分 解 
され て いく こと 。 

より 大 きい 次 元 の 物質 が 、 よ り 小 さい 次 元 の 粒子 状 の 物質 へ と 、 分 
和解 さ れ 、 解 体 さ れる こと 。 

より 大 きい 次 元 の 物質 が 、 よ り 小 さい 次 元 の 粒子 状 の 物質 か ら 、 合 
成 さ れる こと 。 

より 小さ い 次 元 の 粒子 状 の 物質 が 、 相 互 に 合体 し て 、 よ り 大 きい 次 
元 の 物質 を 、 新 た に 構築 する こと 。 

そう し た 粒子 状 物質 の 最小 単位 、 そ れ は 、 素 粒子 で ある こと 。 
そう し た 、 物 質 に お ける 再帰 構造 。 

それ は 、 量 子 論 や 分 解 論 の 、 基 礎 で ある こと 。 

それ は 、 化 合 論 や 合成 諭 の 、 基 礎 で ある こと 。 


より 低い 単位 の 小さ い 粒 子 的 物質 。 そ れ は 、 部 品物 質 で ある こと 。 


それ ら の 知見 の 応用 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

力 が 働く 対象 に お ける 、 再 帰 性 。 

各々 の 力 は 、 よ り 小 さ な 単 位 の 粒子 的 な 物質 に 働く 、 力 か ら 、 構 成 
され る こと 。 

ある 力 は 、 よ り 低 い 単 位 の 小さ い 粒 子 的 な 力 へ と 、 再 帰 的 に 分 解 さ 
れ て いく こと 。 

より 大 きい 次 元 の 力 が 、 よ り 小 さい 次 元 の 粒子 的 な 力 へ と 、 分 解 さ 
れ 、 和 解体 され る こと 。 

より 大 きい 次 元 の 力 が 、 よ り 小 さい 次 元 の 粒子 状 の 力 か ら 、 合 成 さ 
れる こと 。 

より 小さ い 次 元 の 粒子 状 の 力 が 、 相 互 に 合体 し て 、 よ り 大 きい 次 元 
の 力 を 、 新 た に 構築 する こと 。 

例 。 分 子 間 力 。 電子 間 力 。 原子 間 力 。 

そう し た 粒子 状 の 力 の 最小 単位 、 そ れ は 、 素 粒子 間 力 で ある こと 。 
そう し た 、 力 に お ける 再帰 構造 。 

それ は 、 量 子 論 や 分 解 論 の 、 基 礎 で ある こと 。 

それ は 、 化 合 論 や 合成 諭 の 、 基 礎 で ある こと 。 


より 低い 単位 の 小さ い 粒 子 的 な 力 。 そ れ は 、 部 品 的 な 力 で ある こ 
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より 高い 次 元 の 概念 が より 低い 次 元 の 概念 へ と 、 分 解 さ れ 、 解 体 
され る こと 。 

より 高い 次 元 の 概念 が 、 より 低い 次 元 の 概念 か ら 、 合成 され る こ 

より 低い 次 元 の 概念 が 、 相 互 に 合体 し て 、 よ り 高 い 次 元 の 概念 を 、 
新た に 構築 する こと 

ぞう つ し た 、 概念 に お ける 再帰 構造 。 

それ は 、 二 元 主 義 の 、 基 礎 で ある こと 。 

6 構築 主義 の 、 基 礎 で ある こと 。 


操 作 対象 に お ける 、 陽 性 。 
操作 対象 に お ける 、 陰 性 。 


操作 対象 に お ける 、 プラ ス 。 
操作 対象 に お ける 、 マ イナ ス 。 


操 作 対象 に お ける 、 加 人 算 や 乗算 。 
2 お の 減算 や 除算 。 


物質 の 操作 。 
その 一 玉 と し て の 、 生 物 の 操作 。 
その 一 環 と し て の 、 人 間 の 操作 。 


物質 の 社会 。 


その 一 環 と し て の 、 生 物 の 社会 。 
その 一 環 と し て の 、 人 間 の 社会 。 


デー タ の 操作 。 
数 値 。 文字 列 。 情報 。 そ れ ら の 操作 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


単体 の デー タ 自 身 に よる 、 自 己 操作 。 
複数 の デー タ 同 士 に よる 、 相 互 の 操作 。 
複数 の デー タ 同 士 に よる 、 相 互 作用 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 
複数 の デー タ 同 士 に お ける 、 社 会 性 。 
デー タ 社 会 の 、 生 成 や 形成 や 構築 。 
それ ら は 、 以 下 の 手 段 に よっ て 、 も た ら さ れる 。 
コン ピュ ー タ ー に よる プロ グラ ミン グ 。 
神経 に よる プロ グラ ミン グ 。 

論理 回 路 の 設計 と 稼働 。 

神経 回路 の 設計 と 衝 人 

た タ 内 容 の 、 環 境 へ の 刻 Eh。 

デー タ 内 容 の 、 環境 か ら の 読み 取 け 。 


それ ら を 定式 化し た 内 容 。 

それ は 、 機 能 で ある 。 

それ は 、 関 数 で ある 。 

それ ら の 操作 は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 一 で ある 。 


物質 の 操作 。 実体 物 の 操作 。 


ある 物質 中 に お ける 、 他 の 物質 。 


ある 気体 の 中 。 ある 液体 の 中 。 ある 固体 の 中 。 
他 の 気体 。 他 の 液体 。 他 の 固体 。 


同一 。 同 質 。 同 類 。 同種 。 
相違 。 異 質 。 異 類 。 異 種 。 


> 邊 へ 突 合 
混合 。 溶解 。 


両者 の 媒介 者 と な る 物質 。 
溶媒 。 
ある 液体 中 に 、 別 種 の 固体 が 、 溶 艇 し て 液体 化す る こと 。 


ある 気体 中 に 、 別 種 の 気体 が 含ま れ て いる 場合 。 
それ ぞ れ の 種類 の 気体 の 体積 は せ 、 そ れ ぞ れ の 気体 の 分 子 数 に 、 比 例 
する こと 。 


物質 の 状態 。 
物質 の 性 質 に お ける 、 度 合い 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


力量 。 


例 。 仕事 量 。 エ ネル ギー。 稼ぎ 。 熱 。 温 度 。 
例 。 保存 力 。 重 力 。 質 量 。 重量 。 


サイ ズ 。 
例 。 面積 。 体 積 。 


大 き さ 。 長 さ 。 厚 さ 。 重 さ 。 
小さ さ 。 短 さ 。 消 さ 。 軽 さ 。 


位置 。 分 布 。 例 。 時 間 。 時 和 糸 列 。 補 間 。 


密度 。 混合 度 。 融合 度 。 近接 度 。 


物質 に お ける 慣 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 の 状態 が 、 よ り 低い 次 元 に お いて 変化 する こと 。 例 。 速度 の 増 


加 。 
物質 の 状態 が 、 よ り 高 い 次 元 に お いて 変化 し な いこ と 。 例 。 加 速度 
の 一 定性 。 


上 記 の 2 つの 状況 が 、 同 時 に 起き る こと 。 


物質 の タイ プ の 分 類 。 
例 。 化学 の 、 高 校 用 参考 書 に お ける 、 記 述 。 


部 品物 質 . 
ある 物質 を 構成 する 部 品 と し て の 、 代 次 的 な 物質 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 授受 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 授与 。 

ある 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 あ る 特定 の 部 品物 質 を 、 放 出し 、 
付 所 する こと 。 

例 。 

酸化 。 あ る 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 電 子 あ る い は 水素 を 、 放 出 
し 、 付 与 する こと 。 

酸 。 他 の 物質 に 対し て 、 電 子 あ る い は 水素 を 、 放 出し 、 付 后 す る 、 
物質 。 

例 。 

還元 。 ある 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 酸 素 を 付 后 する こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 受領 

ある 物質 が 、 他 の 物質 か ら 、 あ る 特定 の 部 品物 質 を 受信 する こと 。 
次 化 。 あ る 物質 が 、 他 の 物質 か ら 、 電 子 ある い は 水 表 を 、 受入 す 
半 計 人 の 物 近 が Ei 電 補 あき IE2 革 に 2 和 お き 、 生 
隆光 責 が に: 析 の 牧 叶 が 所 、 関 有 二 お さら 


部 品物 質 の 授 己 。 
部 品物 質 の 受領 。 


それ ら は 、 同 時 に 起き る こと 。 
例 。 酸 化 元 反応 。 
その 結果 、 新 た に 生成 する 物質 。 


水分 。 
水分 以外 の 場合 。 塩 分 。 


物質 に お ける 、 特 定 の 部 品物 質 の 、 優 位 性 。 

例 。 

酸性 。 そ の 物質 に お いて 、 酸 が 優位 で ある こと 。 

中 性 。 そ の 物質 に お いて 、 酸 と 塩基 と が 、 対 等 で や る こと 。 
塩基 性 。 そ の 物質 に お いて 、 和 塩基 が 優位 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 授受 の 、 数 量 。 

例 。 酸 化 数 。 

原子 の 状態 を 、 基 準 と する こと 。 

その 基準 に お いて 、 授 受 し た 電子 の 数 を 示す 、 数 値 。 


酸化 。 上 記 の 数 値 が 、 増 加 し た こと 。 そ の 物質 に お いて 、 電 子 の 受 
領 が 、 電 子 の 放出 より も 、 多 か っ た こと 。 


中 元 。 上 記 の 数 値 が 、 減 少し た こと 。 そ の 物質 に お いて 、 電 子 の 受 
領 が 、 電 子 の 放出 より も 、 少 な か っ た こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 授受 の 、 行 い 易 さ 。 


例 。 イ オン 化 。 
陽 イ オン に 、 成 る こと 。 


例 。 イ オン 化 傾向 。 
陽 イ オン へ の 、 成 り 易 さや 、 成 り 難 さ 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 同士 の 、 相 互 結合 。 
例 。 イ オン 性 物質 。 

塩分 に お いて 。 

塩基 に お ける 、 陽 イオ ン の 部 分 。 

酸 に お ける 、 陰 イオ ン の 部 分 。 

その 両者 が 、 相 互 に 結合 し た 、 物 質 。 

そう し た 相互 結合 。 

それ は 、 イ オン 結合 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 同士 の 、 中 和 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

対照 的 な 性 質 の 物質 同士 の 、 対 等 な 合成 。 

例 。 酸 と 塩基 と の 、 中 和 。 

酸 と 塩基 と を 、 過 不足 無く 、 互 ! い に 加 える こと 。 
その 結果 。 

塩分 と 水分 だ けが 、 生 成 さ れる こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 、 価 数 。 


例 。 価 数 。 
ある 物質 が 、 他 の 物質 に 与え る 、 陽 イオ ン の 、 数 。 
ある 物質 が 、 他 の 物質 か ら 取得 する 、 電 子 の 、 数 。 


例 。 酸 の 価 数 。 

水素 原子 の つう ち 、 陽 イオ ン と な る 数 。 
例 。 塩基 の 価 数 。 

水 酸 化 イ オン の 数 。 


価 数 と 、 濃 度 と 、 体 積 と を 、 掛 け 算 する こと 。 
その 数 値 。 

酸 に お ける 値 。 

塩基 に お ける 値 。 

その 両者 が 、 同一 で ある 場合 。 

それ は 、 酸 と 塩基 と の 、 中 和 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 、 分 離 。 

例 。 物質 に お ける 、 電離 。 

ある 物質 が 、 別 の 物質 の 中 へ と 溶解 する こと 。 例 。 水 へ の 溶解 。 
その 溶解 し た 物質 が 、 陽 イオ ン と 陰 イ オン と に 分 か れる こと 。 

ある 物質 が 、 別 の 物質 の 中 へ と 溶解 し て 、 電 離す る こと 。 例 。 水 へ 
の 溶解 。 

そう し た 性 質 を 持つ 物質 。 

電離 し た 物質 量 を 、 溶 解 し た 電離 質 の 物質 量 で 、 除 算 し た 結果 の 、 
数 値 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 、 質 量 の 計算 。 

部 品物 質 一 つ 当 た り の 質量 に 、 部 品物 質 の 個数 を 、 乗 算 し た 結 
の 、 数 値 。 

例 。 原子 量 。 

ー 定 の 原子 の 粒子 数 に お ける 、 そ れ ら の 原子 の 総 質量 。 例 。 ア ボ ガ 
ドロ 定数 。 


例 。 分 子 量 。 
分 子 中 の 、 原 子 の 原子 量 。 


例 。 イ オン か ら 成 る 物質 の 場合 。 

イオ ン の 中 の 原子 の 原子 量 。 組 成 式 量 。 
物質 に お ける 、 量 の 計算 。 

物質 に お ける 、 量 の 構成 要素 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
個数 。 質量 。 体積 。 


例 。 物 質量 。 


その 物質 の 質量 を 、 一 定 の 原子 数 で 除算 し た 結果 の 、 数 値 。 例 。 


ボ ガ ド ロ 定 数 。 


物質 に お ける 、 組 み 合わ せ 。 


例 。 物質 に お ける 、 ペ ア の 形成 。 
電子 対 。 ベ ペア を 形成 し て いる 電子 。 
不 対 電 子 。 ペ ア を 形成 し て いな い 電 子 。 


物質 に お ける 、 外 側 と 内 側 。 
外側 。 外 吉 。 
内 側 。 内 実 。 


例 。 価 電 子 。 

最 外 殻 の 電子 。 最 も 外側 に 位置 し て いる 電子 。 
物質 に お ける 、 関 避 や 共有 。 

例 。 電子 対 の 共有 の 、 有 無 。 

共有 し て いる 場合 。 共 有 電 子 対 。 

共有 し て いな い 場 合 。 幕 共有 電子 対 。 


例 。 電子 対 へ の 関与 の 、 有 無 。 
関 馬 し て いな い 場 合 。 孤 立 電子 対 。 
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例 。 価 標 。 

一 対 の 共有 電子 対 。 そ れ を 、 一 本 の 線 と し て 表示 し た も の 。 
例 。 構造 式 。 

分 子 間 の 原子 の 結び 付き を 、 価 標 を 用 いて 表し た 、 式 。 
例 。 価 標 の 個数 。 

各 原 子 か ら 出 て くる 価 標 の 個数 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

電子 対 の 数 。 

それ は 、 以 下 の 数 値 と 同等 で ある 。 

不 対 電子 の 数 。 

例 。 原子 価 。 

各 原 子 に お ける 、 電子 対 の 個数 の 、 数 値 。 

各 原 子 に お ける 、 不 対 電子 の 個数 の 、 数 値 。 

上 記 の 両者 は 、 常 に 、 同 一 の 値 を 取る こと 。 

例 。 電子 式 。 

元素 記号 の 周囲 の 四方 に 、 最 外 殻 の 電子 を 、 点 で 表示 し た 、 式 。 
元素 記号 の 周囲 の 四方 に 、 価 電子 を 、 点 で 表示 し た 、 式 。 


物質 に お ける 、 結 合 。 

例 。 共有 結合 。 

単 一 結合 。 電子 対 を 、 一 対 、 共 有 し て いる こと 。 

二 重 結合 。 電子 対 を 、 二 対 、 共 有 し て いる こと 。 

三重 結合 。 電 子 対 を 、 三 対 、 共 有 し て いる こと 。 

例 。 配 位 結合 。 

坦 共 有 電 子 対 を 、 二 つの 原子 が 共有 する 、 結 合 。 

共有 電子 対 の 電子 が 、 一 方 の 原子 か ら の み 提 供 さ れ て いる 、 結 合 。 
そう し て 生成 され る 、 特 別 な 共有 結合 。 

例 。 電気 陰性 度 。 

共有 結合 を 形成 し て いる 原子 が 、 電 子 対 を 引き 付け る 強 さ 。 そ の 尺 
度 。 


物質 問 の 結合 に お ける 、 極 性 。 
極性 。 物 質 の 分 布 に お いて 、 偏 り が 有る こと 。 
無極 性 。 物 質 の 分 布 に お いて 、 偏 り が 無い こと 。 


例 。 共有 結合 に お ける 、 極性 。 
結合 に お いて 、 電 荷 の 備 り が 有る こと 。 


RE 3 
結合 し た 原子 問 に お ける 、 電気 陰性 度 の 差 の 、 大 き さ 。 


物質 問 力 。 

物質 の 間 に お いて 、 働 く 力 。 

物質 量 が 大 きい ほど 、 物 質問 力 は 大 きく な る こと 。 

物質 の 間 に お ける 極性 。 そ の 極 性 が 大 きい ほど 、 物 質問 力 は 大 きく 
な る こと 。 

物質 問 力 が 大 きい ほど 、 物 質 同士 を 引き 離す た め に 必要 な エネ ル 
ギー が 、 高 く な る こと 。 


例 。 分 子 間 力 。 

分 子 の 間 に お いて 、 働 く 力 。 

分 子 量 が 大 きい ほど 、 分 子 間 力 は 大 きく な る こと 。 

分 子 の 間 に お ける 極性 。 そ の 極性 が 大 きい ほど 、 分 子 間 力 は 大 きく 
な る こと 。 

分 子 間 力 が 大 きい ほど 、 融 点 や 沸点 が 高く な る こと 。 


結晶 物質 。 

ある 物質 に お いて 、 ンク 低い レベ ル の 部 品物 質 同士 が 、 結 晶 を 
形成 する こと 。 

ある 物質 に お いて 、 1 ラン ク 低 い レ ベル の 部 品物 質 同士 が 、 規 則 正 
し く 配 列 す る こと 


物質 結晶 。 
多数 の 物質 が 、 規 則 正 し く 配 列 す る こと 
その 場合 。 物 質問 力 が 、 弱 いこ と 。 


例 。 分 子 結晶 。 
多数 の 分 子 が 、 規 則 正 し く 配 列 す る こと 
その 場合 。 分子 間 力 が 、 弱 いこ と 。 融点 や 沸点 が 、 低 いこ と 。 


仲介 物質 。 

物質 問 の 結合 に お ける 、 仲 介 者 と し て の 物質 。 
例 。 水素 結合 。 

水素 原子 を 仲介 し て 形成 され る 、 分 子 間 の 結合 。 
その 分 子 間 カ が 、 異 様 に 、 と て も 大 きい こと 。 


物質 問 に お ける 、 結 合 の 強度 。 

例 。 

一 番 強 い 結 合 。 共 有 結 合 。 

次 に 強い 結合 。 仲 介 結 合 。 例 。 水素 結合 。 

一 番 弱 い 結 合 。 無 極性 物質 の 間 に 働く 、 物 質問 力 。 例 。 無 極性 分 子 
の 間 に 働 く 、 分 子 間 力 。 


物質 の 硬 さ 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 物 質問 力 に 、 比 例 す る こと 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 物 質量 に 、 比 例 す る こと 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 物 質 に お ける 構築 性 の 大 き さ に 、 比例 す る こ 
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物質 量 が 大 きい ほど 、 物 質問 力 の 総量 が 、 多 く な る こと 。 

その 結果 。 

物質 量 が 大 きい ほど 、 そ の 物質 に お ける 、 分 解 に 要する エネ ルギー 
が 、 高 く な る こと 。 

物質 が 巨大 構築 物化 する ほど 、 そ の 物質 に お ける 、 分 解 に 要する エエ 
ネル ギー が 、 高 く な る こと 。 


例 。 融点 や 沸点 。 
その 高 さ は 、 分子量 と 分 子 間 カカ と に 、 比 例 す る こと 。 


分 子 量 が 大 きい ほど 、 分 子 間 力 の 総量 が 、 多 く な る こと 。 
その 結果 。 
分 子 量 が 大 きい ほど 、 融 点 や 沸点 が 、 高 く な る こと 。 


物質 の 硬 さ 。 
その 大 き さ の 数 値 は 、 以 下 の 値 に 、 比 例 す る こと 。 
部 品物 質 に よる 内 部 移動 の 、 困 難 さ の 度合 い の 、 数 値 。 


物質 の 柔らか さ 。 
その 大 き さ の 数 値 は 、 以 下 の 値 に 、 比 例 す る こと 
部 品物 質 に よる 内 部 移動 の 、 容 易 さ の 度合 い の 、 数 値 。 


例 。 共有 結合 の 結晶 の 場合 。 


柔らか い 固体 結晶 。 例 。 3 
電気 を 通す こと 
電子 が 、 内 部 移動 可能 で ある こと 。 


硬い 固体 結晶 。 例 。 ダ イヤ モン ド 。 
電気 を 通さ な いこ と 。 
電子 が 、 内 部 移動 不能 で ある こと 。 


物質 の 硬 さ 。 

その 大 き さ の 数 値 は 、 以 下 の 値 に 、 比 例 す る こと 

部 品物 質 の 移動 が 発生 する こと 。 そ の 発生 の 、 困 難 さ の 度合 い の 、 
数 値 。 

部 品物 質 の 配列 の ズレ が 発生 する こと 。 そ の 発生 の 、 困 難 さ の 度合 
い の 、 数 値 。 

部 品物 質 同士 の 結合 が 切れ る こと 。 そ の 発生 の 、 困 難 さ の 度合 い 

の 、 数 値 。 


共有 結合 の 結晶 。 そ の 性 質 。 

例 。 分 子 の 場合 。 

巨大 分 子 を 形成 する こと 。 

小さ な 分 子 や イオ ン へ と 分 か れ な いこ と 。 溶解 し に くい こと 。 
硬い こと 。 融点 が 高い こと 。 

原子 の 配列 が 、 ズ レ に くい こと 。 

原子 間 の 結合 が 、 切 れ に くい こと 。 

電子 が 移動 し に くい こと 。 電気 を 通し に くい こと 。 


物質 に お ける 、 比熱 。 
ー 定 質量 の 物質 の 温度 を 、 一 定量 上 昇 さ せる た め に 必要 な 、 熱 エネ 


ルギー 量 。 
ー 定 質量 の 物質 の 分 子 問 力 を 、 一 定 程度 絞め る た め に 必要 な 、 エ ネ 
ルギー 量 。 


それ は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ー 定 質量 の 物質 の 物質 問 カ を 、 一 定 程度 弱め る た め に 必要 な 、 エ ネ 
ルギー 量 。 

物質 の 間 に お ける 結 台 。 

その 結合 を 形成 する た め に 、 一 定量 の エネ ルギー を 昔 積 す る こと 。 
その 結合 を 解消 する た め に 、 一 定量 の エネ ルギー を 消費 する こと 。 


例 。 水 。 

それ は 、 水 素 結合 で ある こと 。 

それ は 、 分 子 の 間 に お いて 、 大 き な 隙 間 が 存在 する こと 。 
その 水素 結合 は 、 液 体 の 状態 に お いて も 、 存 続 す る こと 。 


例 。 水素 結合 。 
それ は 、 比 熱 が 大 きい こと 。 
水素 結合 を 切る た め に 、 多 大 な 熱 エ ネル ギー を 、 余 計 に 消費 する こ 


水素 結合 を 形成 する た め に 、 多 大 な 熱 エ ネル ギー を 、 蓄 積 す る こ 
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物質 に お ける 、 溶 解 。 
ある 物質 に お ける 、 部 品物 質 の 極性 が 、 よ り 強 いこ と 。 
それ は 、 他 の 物質 の 部 品物 質 同士 の 結合 を 、 よ り 弱 め る こと 。 


その 結果 。 
その 物質 は 、 他 の 物質 を 、 よ り 良 く 溶 和解 さ せる こと 。 
例 。 水 。 


水 に お ける 、 分 子 の 極性 が 、 と て も 強い こと 。 

それ は 、 他 の 分 子 の イオ ン 結 合 を 、 弱 め る こと 。 
その 結果 。 

水 は 、 他 の 物質 を 、 よ り 良 く 溶解 させ る こと 。 

それ は 、 水 溶液 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 個数 。 


例 。 分 子 の 種類 の 、 分 類 。 

単 原子 分 子 。 一 個 の 原子 か ら 成る 、 分 子 。 
二 原 子 分 子 。 二 個 の 原子 か ら 成る 、 分 子 < 
三原 子 分 子 。 三 個 の 原子 か ら 成 る 、 分 子 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 個数 。 

その 個数 が 少な い 物 質 。 

そう し た 物質 は 、 物 質問 カカ が 小さ いこ と 。 

そう し た 物質 は 、 分 解 に 要する エネ ルギー が 少な いこ と 。 
例 。 

単 原子 分 子 。 251 

で < 気体 で ある こと , 

二 原 子 分 子 。 それ ら か ら 構 成 され る 物質 。 

その 物質 は 、 多 く の 場 合 、 分 子 間 カ が 小さ いこ と 。 そ れ ら の 物質 
は 、 常温 に お し 1 て 、 気体 で ある こと 。 

その 物質 は 、 分 子 量 が 多い 場合 、 液 体 や 固体 で ある こと 。 
多 原 子 分 子 。 そ れ ら は 、 固 体 で ある こと 。 

共有 結合 の 結晶 。 そ れ ら は 、 固 体 で ある こと 。 


その 個数 が 多い 物質 。 
そう し た 物質 は 、 物 質問 力 が 大 きい こと 。 
そう し た 物質 は 、 分 解 に 要する エネ ルギー が 大 きい こと 。 


その 個数 が 、 極 め て 多い 物質 。 
例 。 高 分 子 化合 物 。 
数 千 個 愉 上 の 原子 か ら 形 成 さ れる 、 大 き な 分 子 。 
そう し た 大 き な 分 子 か ら 形 成 さ れる 、 化 合 物 。 
それ は 、 ほ と ん どの 場合 、 有 機 化合 物 で ある こと 。 
有機 化合 物 。 
分 子 数 は 、 1 万 個 史 上 で ある こと 。 
それ は 、 災 素 を 含む こと 。 
それ は 、 生 物 の 活動 を 維持 する た め の 、 主 要 な 物質 で ある こと 。 
例 。 糖 質 。 タ ン パ バク 質 。 脂質 。 


重合 。 
より 小さ な 部 品物 質 同士 が 、 鎖 の よう に 、 多 数 結合 する こと 
その 結果 。 


部 品物 質 の 数 が 極め て 多い 、 物 質 。 そ うし た 物質 が 、 新 た に 形成 さ 
れる こと 。 

巨大 な 構築 物質 が 、 形 成 さ れる こと 。 

例 。 高 分 子 化合 物 。 

小さ な 分 子 が 、 鎖 の よう に 、 多 数 結合 する こと 。 

その 結果 。 

高 分 子 化合 物 が 形成 され る こと 。 


付加 重合 
二 重 結 合 に お いて 、 片方 の 結合 が 、 切 れる こと 。 
それ を 、 隣 の 部 品物 質 と の 結合 へ と 組み 替 きえ る こと 。 
そう し て 、 部 品物 質 同士 が 、 新 た に 、 互 い に 連 結 し て いく こと 。 
例 。 分 子 の 場合 。 
二 重 結合 に お いて 、 片 方 の 結合 が 、 切 れる こと 。 
それ を 、 隣 の 分 ) 子 と の 結合 へ と 組み 替 革 え る こと 。 
そう し て 、 分 子 同士 が 、 新 た に 、 互 い に 連 結 し て いく こと 。 


物質 に お ける 、 特 定 の 部 品物 質 の 、 除 外 。 
例 。 縮合 結合 。 


小さ な 部 品物 質 が 、 結 合 か ら 除 外さ れる こと 。 

残り の 大 き な 部 品物 質 同士 の み が 、 新た に 結合 する こと 
例 。 2 分 子 の 場合 。 

小さ な 分 子 が 、 結 合 か ら 除 外さ れる こと 。 
00082 抽 還 中 の 2008 新た に 結合 する こと 。 


物質 に お ける 、 部 品物 質 の 、 内 部 移動 し や すさ 。 
例 。 電気 伝 導 性 。 

ある 物質 に お ける 、 電 気 の 通し や すさ 。 

その 物質 の 分 子 に お ける 、 電 子 の 移動 し や すさ 。 


例 。 金属 結晶 に お ける 、 自 由 電 子 。 


電子 が 、 そ の 結晶 内 部 に お いて 、 自 由 移 動 が 可能 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 金 属 結晶 。 そ の 性 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 金属 。 

分 子 レ ベル で は 、 常 温 で 、 固 体 で ある こと 。 

電子 レベル で は 、 自 由 に 移動 可能 で ある こと 。 自由 電子 。 

電子 レベル で は 、 気 体 に 近い こと 。 

自由 電子 同士 が 、 互 い に 反発 し 合っ て いる こと 。 

電子 間 力 が 、 小 さい こと 。 

その 原子 は 、 単 位 格子 が 、 上 下 左右 方 向 に 、 配 列 さ れ て いる こと 。 
その 配列 は 、 特 定 の 方 向 性 を 持た な いこ と 。 

その 配列 は 、 最 密 構造 で ある こと 。 


最 密 構造 。 

同じ 大 き さ の 球 を 、 一 定 の 容器 の 箱 の 中 に 、 出 来る だ け 多 数 、 詰 め 
込ん で 配列 する こと 

その こと で 、 球 の 分 ) 布 が 、 密 に な る よう に する こと 


柔らか いこ と 。 

電子 が 、 自 由 に 移動 可能 で ある こと 。 
その 結果 。 

電気 を 、 容 易 に 通す こと 

熱 を 、 容 易 に 通す こと 


そう し た 自由 電子 が 、 絶 え ず 移動 し な が ら 、 原 子 同士 を 結び つけ て 
いる こと 。 

原子 同士 の 結合 が 、 全 て の 方 向 へ と 、 一 様 に 働く こと 。 

その 結果 。 

展 性 と 延性 を 、 持 つこ と 。 


展 性 。 
OU に 


延性 。 
9 の に 坦 司 NGRS EK る 中 


ノー マル な 物質 。 

存在 する 数 が 多い 、 物 質 。 多 数 派 の 物質 。 
空間 的 に 、 ど こ で も 普通 に 存在 する 、 物 質 。 
空 間 的 に 、 高 密度 で 存在 する 、 物 質 。 

時 間 的 に 、 何 時 で も 存在 する 、 物 質 。 

時 糸 列 的 に 、 高 密度 で 存在 する 、 物 質 。 


レア な 物質 。 

存在 する 数 が 少な い 、 物 質 。 少 数 派 の 物質 。 

空間 的 に 、 特 定 の 場所 に の み 存 在 す る 、 物 質 。 

空間 的 に 、 低 密度 で 存在 する 、 物 質 。 

時 間 的 に 、 特 定 の 時 間 帯 や 時 刻 に の み 存 在 する 、 物 質 。 
時 糸 列 的 に 、 低 密度 で 存在 する 、 物 質 。 


基本 的 な 物質 。 基盤 的 な 物質 。 
ある 物質 を 生成 する 際 に お いて 、 基 盤 と な る 、 何 ら か の 物質 。 
応用 的 な 物質 の 、 下 位 概念 


応用 的 な 物質 。 

基本 的 で 基盤 的 な 物質 に 基づい て 、 新 た に 生成 され る 、 何 ら か の 物 
質 。 

基本 的 で 基盤 的 な 物質 の 、 上 位 概念 と し て 、 初 め て 成立 する 、 何 ら 
か の 物質 。 


シス テム 的 な 物質 。 統 合 的 な 物質 


ある 物質 に お いて 、 内 外 の 区 別 が 有る こと 。 
その 物質 の 内 部 に お いて 、 分 化 が 発生 し て いる こと 。 


その 物質 内 部 に お ける 、 各 々 の 分 化 部 分 同士 が 、 相 互 に 依存 し 合っ 


て いる こと 。 
その 物質 内 部 に お ける 、 各 々 の 分 化 部 分 に お いて 、 分 業 が 発生 し て 


いる こと 。 
その 物質 内 部 に お ける 、 各 々 の 分 化 部 分 が 、 総 体 と し て 、 統 合 され 
て いる こと 。 


その 物質 の 内 部 に お いて 、 状 態 の 維持 が 、 発 生 し て いる こと 。 
その 物質 の 内 部 に お いて 、 恒 常 性 が 、 発 生 し て いる こと 。 
例 。 一 定性 。 慣 性 。 全 自動 性 


構築 的 な 物質 。 


ある 物質 に お いて 、 骨 組み が 有る こと 。 
ある 物質 に お いて 、 構 成 が 有る こと 。 
ある 物質 に お いて 、 部 品 が 有る こと 。 


その 骨組 みや 構成 。 
それ ら が 、 軟 質 で ある 場合 。 例 。 皮膜 。 
それ ら が 、 人 硬質 で ある 場合 。 例 。 骨 。 


総合 的 な 物質 。 全 体 的 な 物質 。 


ある 物質 が 、 部 品 的 な 物質 の 集積 に よっ て 、 全 体 と し て 、 新 た に 生 
成 さ れる こと 。 


部 品 的 な 物質 の 集積 方 法 。 


取り 付け 。 組 み 立て 。 
順列 。 組 み 合 わせ 。 


有機 的 な 物質 。 


例 。 有 機 化合 物 。 生 物 

それ は 、 以 下 の 内容 で ある 。 

シス テム 的 な 物質 

例 。 不変 性 。 一 定性 。 慣 性 。 全 自動 性 。 恒 常 性 。 

多 。 内 江 の 区 有人 。 内 部 に お ける 、 分 全休 と し て の 、 久 人 
構築 的 な 物質 

総合 的 な 物質 。 全 体 的 な 物質 


上 記 の 性 質 を 、 同 時 に 兼ね 備え て いる 、 物 質 。 


無機 的 な 物質 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

疾 シ ステ ム 的 な 物質 。 

例 。 変容 性 。 不 定性 。 慣 性 。 半自動 性 。 

例 。 内 外 の 皇 区 別 性 。 内 部 に お ける 、 一 様 性 。 全 体 と し て の 、 非 統 
合 性 . 

六 構 築 的 な 物質 。 

六 総 合 的 な 物質 。 部 品 的 な 物質 . 


上 記 の 性 質 を 、 同 時 に 兼ね 備え て いる 、 物 質 。 


生物 。 


物質 に お ける 、 生 物性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


エネ ルギー 消費 性 。 資 源 消費 性 。 

例 。 

資源 の 吸入 。 

資源 消費 に 伴う 、 残 沼 や 残骸 や ゴミ の 、 生 成 と 排出 。 


有機 性 。 
上 記 の 性 質 を 、 同 時 に 兼ね 備え て いる 、 物 質 。 


有機 的 な 物質 は 、 無 機 的 な 物質 へ と 、 分 解 され る こと 。 
有機 的 な 物質 は 、 無 機 的 な 物質 より 、 構 成 され 、 構 築 され 、 合 成 さ 
れる こと 。 


生物 は 、 そ うし た 有機 的 な 物質 の 一 種 と し て 、 存 在 する こと 。 
人 間 は 、 そ うし た 生物 の 一 種 と し て 、 存 在 す る こと 。 


生物 は 、 無 機 的 な 物質 へ と 、 分 解 さ れる こと 。 
生物 は 、 無 機 的 な 物質 より 、 構 成 さ れ 、 構 築 さ れ 、 合 成 さ れる こ 
ご 


人 間 は 、 無 機 的 な 物質 へ と 、 分 解 さ れる こと 。 
人 間 は 、 無 機 的 な 物質 より 、 構 成 さ れ 、 構 築 さ れ 、 合 成 さ れる こ 
ら 


物質 に お ける 、 予 測 可 能 性 。 


前 例 踏 豚 性 。 慣性 。 安 定性 。 不動 性 。 等 速 性 。 定 住 性 。 
静止 性 。 回 。 


複製 エラ ー の 発生 性 。 
複製 に お ける 、 精 細 性 や 正確 性 。 


物質 に お ける 、 予 測 不能 性 。 


意外 性 。 新 規 性 。 革 新 性 。 
乱れ 。 波 乱 性 。 変 動 性 。 不安 定性 。 


複製 エラ ー の 発生 性 。 
複製 に お ける 、 粗 雑 性 や 、 い い 加 減 さ 。 


物質 に お ける 、 動 作 。 
それ は 、 以 下 の 内容 で ある 。 


物質 の 状態 。 
それ が 、 力 学 的 な 作用 の 発現 を 、 含 ん で いる こと 。 


物質 に お ける 、 組 み 換え 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


構成 部 品 へ の 分 解 。 
構成 部 品 の 軸 換 。 
構成 部 品 の 合成 や 組み 立て 。 そ れ ら の 順序 の 、 置換 。 


物質 に お ける 、 構 築 。 

例 。 

気体 。 

その 温度 が 、 下 降 し て 、 沸 点 に 達する こと 。 

その 物質 が 、 気 化 熱 を 、 外 部 に 対し て 、 付 与 する こと 。 
その 物質 は 、 液 体 化す る こと 。 


液体 。 

その 温度 が 、 下 降 し て 、 融 点 に 達する こと 。 
それ が 、 融 解熱 を 、 外 部 に 対し て 、 付 所 す る こと 。 
その 物質 は 、 固 体 化す る こと 。 


物質 に お ける 、 分 解 。 

例 。 

固体 。 

その 温度 が 、 上 昇 し て 、 融 点 に 達する こと 。 

その 物質 が 、 融 解熱 を 、 外 部 か ら 、 吸 収 す る こと 。 
その 物質 は 、 液 体 化す る こと 。 

液体 。 

その 温度 が 、 上 昇 し て 、 沸 点 に 達する こと 。 

その 物質 が 、 気 化 熱 を 、 外 部 か ら 、 吸 収 す る こと 。 
その 物質 は 、 気 体 化す る こと 。 


物質 問 に お ける 、 上 下関 係 。 
物質 問 に お ける 、 力 関係 
物質 問 に お ける 、 支 配 と 従属 と 独立 の 、 関 係 。 


上 位 物質 。 下位 物質 。 
強い 物質 。 弱い 物質 。 
支配 物質 。 従 属 物質 。 独立 物質 。 


それ ら の 関係 は 、 生 物 と 無生物 と で 、 共 通 で ある こと 。 
それ ら の 関係 は 、 有 機 物質 と 無機 物質 と で 、 共 通 で ある こと 。 


1) 

物質 に お ける 、 上 位 性 。 
物質 に お ける 、 強 さ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A に お ける 、 物 質 B に 対す る 強制 力 の 、 所 有 。 
物質 A に お ける 、 物 質 B に 対す る 強制 力 の 、 保 持 


それ は 、 詳 細 と し て は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A に お ける 、 支 配 性 。 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 働 意 の 状態 や 動作 を 、 強 制す る こと 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 働 意 の 状態 や 動作 を 、 強 制 出来 る こと 
強制 可能 性 。 制 御 可 能 性 。 統 制 可能 性 。 操作 可能 性 。 


物質 A に お ける 、 制 止 性 や 防御 性 や 防衛 性 や 閉門 性 。 
が 、 物質 4 に 対し て 、 任意 の 枯 和 や 重 人 を 、 強 出来 な いこ 


牧 紅 A が 、 物質 B か ら の 、 働 意 の 状態 や 動作 の 強制 を 、 跳 ね 返す こと 
が 出来 る こと 

物質 A が 、 物 質 B を 、 そ の 場 か ら 締 め 出す こと が 出来 る こと 

強制 不能 性 。 制 御 不能 性 。 統 制 不能 性 。 操 作 不能 性 。 閉 鎖 性 。 拓 他 
性 。 


物質 A に お ける 、 回 復 性 。 

物質 B が 、 物 質 A に 対し て 、 任 意 の 状態 や 動作 の 維持 を 、 強 制 出来 な 
し いい こと 。 

物質 A は 、 物 質 B か ら 何 を され て も 、 元 の 状態 へ と 、 程 無く 復帰 出来 
る こと 。 

人 物質 B か ら 何 を され て も 、 後 へ 影響 を 残さ ず に 済む こ 


牧 紅 A が 、 物質 B に よ に か け を 、 無 効 化す る こと 
原状 復帰 性 。 緩衝 性 。 治癒 性 。 


物質 A に お ける 、 自 立 性 。 
物質 A が 、 任 意 の 状態 や 動作 を 、 取 る こと が 出来 る こと 
物質 A が 、 任 意 の 状態 や 動作 を 、 鈴 持 出来 る こと 


物質 A に お ける 、 包含 性 。 

物質 A が 、 物 質 B を 、 包 含 する こと 。 
物質 A が 、 物 質 B を 、 併 合 す る こと 。 
物質 A が 、 物 質 B を 、 丸 呑み する こと 


物質 A に お ける 、 独立 性 。 
物質 B が 、 物 質 A を 、 包含 出 来 な いこ と 。 
物質 B が 、 物 質 A を 、 丸 呑み 出来 な いこ と 。 


物質 A に お ける 、 有 能 性 。 


物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 能 力 を 、 有 し て いる こと 。 


物質 A に お ける 、 所 有 性 。 

物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 所 有 出 来る こと 。 
物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 眺 に 、 十 分 に 所 有 し て いる 
( 

物質 A が 、 力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 奪 われ な いこ と 。 
眺 得 権益 。 奪取 不能 性 。 


(2) 

物質 に お ける 、 下 位 性 。 
物質 に お ける 、 幸 さ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A に お ける 、 従 属性 。 
物質 A が 、 物 質 B か ら 、 任 意 の 状態 や 動作 を 、 強 制 され る こと 。 


物質 A に お ける 、 制 止 不 能 性 。 
物質 A が 、 物 質 B か ら の 任意 の 働き か け を 、 制 止 で き な い こと 。 


物質 A に お ける 、 上 自己 崩壊 性 。 
物質 A が 、 任意 の 状態 や 動作 を 、 取 る こと が 出来 な いこ と 。 
物質 A が 、 働 意 の 状態 や 動作 を 、 維 持 出来 な いこ と 。 


物質 A に お ける 、 依 存 性 。 
物質 A が 、 任 意 の 状態 や 動作 を 取る た め に 、 物 質 B へ と 、 依 存する こ 


と 。 
物質 A が 、 住 意 の 状態 や 動作 を 維持 する た め に 、 物 質 B へ と 、 依 存 す 
る の 選 。 


物質 A に お ける 、 三 独立 性 。 
物質 A が 、 物 質 B か ら 、 独 立 出来 な いこ と 。 


物質 A に お ける 、 被 包含 性 。 
物質 A が 、 物 質 B に よっ て 、 包 含 され る こと 。 
物質 A が 、 物 久 B し よっ て 、 丸 呑み され る こと 。 


物質 A に お ける 、 無 能 性 。 


物質 A が 、 


力 を 行使 する た め の 能 力 を 、 有 し て いな いこ と 。 


物質 A に お ける 、 欠 如 性 や 借用 性 。 


物質 A が 、 
物質 A が 、 
る こと 。 


力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 所 有 出 来 て いな いこ と 。 
力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 物 質 B か ら 、 借 り る 必要 が あ 


力 を 行使 する た め の 資 源 を 、 物 質 B に よっ て 、 礁 われ る こ 


TE き の 欠 如 。 被 奪取 性 。 


物質 に お ける 、 痢 制 。 
それ は 、 総 括 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


1) 


物質 A が 、 
物質 A が 、 


物質 A が 、 
物質 A が 、 
物質 A が 、 


(2) 


物質 A が 、 
物質 A が 、 


(3-1) 


物質 A が 、 


物質 B に 対し て 、 力 を 行使 する こと 。 
その た め の 資 源 や エネ ルギー を 、 有 し て いる こと 。 


物質 B の 力 を 、 止 め る こと 。 


物質 B か ら 、 力 を 奪う こと 。 
その た め の 資 源 や エネ ルギー を 、 有 し て いる こと 。 


物質 B を 、 動 か すこ と 
物質 B を 、 止 め る こと 。 


物質 B に 対し て 、 以 下 の 動 作 を 取る こと 


制御 。 統 制 。 操縦 。 


開発 。 


(3-2) 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 状 態 を 取る こと 。 


制御 不能 。 統制 不能 。 操 縦 不能 。 

開発 不能 。 

(4) 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 動作 を 取ら せる こと 。 
物質 A 自 身 を 、 無 限 に 制御 させ る こと 。 

物質 A 自 身 を 、 無 限 に 操 綻 させ る こと 。 

物質 A 自 身 を 、 無 限 に 開発 させ る こと 。 

その 結果 。 


物質 A が 、 物 質 B の 力 を 、 遷 さ せる こと 。 
物質 A が 、 物 質 B を 、 無 力 化 する こと 。 


(5) 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 状 態 を 取る こと 。 


物質 A が 、 物 質 B か ら 、 必 要 と され る こと 。 
物質 A が 、 物 質 B を 、 必 要 と し な いこ と 。 


物質 に お ける 、 強 制 。 
それ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 内容 で ある 。 


1) 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 操作 を 行う こと 。 


次 形 。 歪曲 。 


奪取 。 略 人 

突く こと 。 衝 突 。 突 入 。 

容 つ こと 。 容 通 。 

粉砕 。 破 壊 。 分 解 。 貫通 。 掘削 
移動 。 ど か すこ と 。 

散 休 。 逃 散 。 
制御 。 統 制 。 操 綻 

開発 。 

それ ら は 、 西 性 で ある こと 。 


それ ら は 、 気 体 性 で ある こと 。 
それ ら は 、 男 性 性 で ある こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 操作 を 行う こと 。 
溶解 。 解 消 。 消 失 。 消 滅 。 吸 収 。 回 収 。 消化 
無効 化 。 無 力 化 。 無 害 化 。 無 毒 化 。 
包含 。 併 合 。 丸 呑み 。 

それ ら は 、 凹 性 で ある こと 。 


それ ら は 、 液 体 性 で ある こと 。 
それ ら は 、 女 性 性 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 強 制 の 回 避 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 以 下 の 反 応 を 取る こと 。 


独立 。 自立 。 
それ ら は 、 凸 性 で ある こと 。 


それ ら は 、 気 体 性 で ある こと 。 
それ ら は 、 男 性 性 で ある こと 。 


物質 A が 、 物質 B に 対し て 、 以 下 の 反 応 を 取る こと 。 
不変 。 慣 性 。 現状 災 持 。 健 康 維持 

保持 。 防 御 。 防衛 。 

緩衝 制止 。 晃 ね 返し 。 

回 復 。 原 状 復帰 治 誠 

不動 。 定住 

集団 維持 

それ ら は 、 凹 性 で ある こと 。 


それ ら は 、 液 体 性 で ある こと 。 
それ ら は 、 女 性 性 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 強 制 力 の 根源 。 
物質 に お ける 、 力 の 根源 。 
それ は 、 資 源 で ある こと 。 
それ は 、 エ ネル ギー で ある こと 。 
それ は 、 保 存 で ある こと 。 


物質 問 に お ける 、 移 転 


物質 A に お ける 、 強 化 。 
物質 A に お ける 、 利 益 , 


物質 B に お ける 、 只 化 。 

物質 B に お ける 、 損 失 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 A に よる 、 物 質 B か ら の 、 資 源 や エネ ルギー の 、 取 得 。 
物質 B か ら 、 物 質 A へ の 、 資 源 や エネ ルギー の 、 移 転 。 


物質 A に よる 、 そ れ ら の 資源 や エネ ルギー の 、 所 有 や 保持 。 
物質 4 に よる 、 そ れ ら の 資源 や エネ ルギー の 、 防 衛 。 


そう し た 、 物 質問 に お ける 、 移 転 や 出入 り に お いて 。 

資源 や エネ ルギー は 、 物 質問 に お いて 、 保 存 さ れる こと 。 

資源 や エネ ルギー の 、 収 支 は 、 物 質問 に お いて 、 相 級 さ れる こと 。 
例 。 エ ネル ギー 保存 則 。 


物質 に お ける 、 権 益 。 


物質 ^A に お ける 、 力 の 、 保有 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 保有 。 
それ ら に お ける 、 以 下 の 性 質 の 実現 。 


豊潤 性 。 富 裕 性 。 余裕 性 。 球 余 性 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A に お ける 、 力 。 

物質 ^A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー。 

物質 A が 、 そ れ ら を 、 物 質 B に 、 練 える こと 。 
物質 A が 、 そ れ ら を 、 物 質 B に 、 恵 お むこ と 。 
物質 A が 、 そ れ ら を 行う 余力 を 、 有 する こと 。 


それ ら は 、 物 質 4 に お ける 、 余 力 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 ^4 に お ける 、 富 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 4 に お ける 、 権 益 で ある こと 。 


それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 強 大 性 の 象徴 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 上 位 性 の 象徴 で ある こと 。 


物質 A に お ける 、 力 の 、 有 効 な 保持 量 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 有 効 な 保持 量 。 


それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 學 得 権益 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 有 能 性 。 
物質 A に お ける 、 力 の 、 物 働 効率 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 利 用 効率 。 


物質 A に お ける 、 力 の 、 稼 働 に お ける 有効 性 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 利 用 に お ける 有効 性 。 


物質 A に お ける 、 力 の 、 品 質 の 高 さ 。 
物質 A に お ける 、 資 源 や エネ ルギー の 、 品 質 の 高 さ 。 


それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 有 人 能 性 で ある こと 。 


全能 物質 。 万 能 物質 。 絶 対 的 物質 。 


物質 に お ける 、 全 能 性 や 万 能 性 や 絶対 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 物質 が 、 何 で も 、 出 来る こと 。 

その 物質 が 、 何 に で も 、 な れる こと 。 

その 物質 に お ける 、 そ うし た 能力 が 、 最 大 化す る こと 。 
その 物質 に お ける 、 そ うし た 能力 が 、 永 続 す る こと 。 


物質 に お ける 、 気 体 性 。 

その 一 壇 と し て 。 
物質 に お ける 、 男 性 性 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


動く が 強い こと 。 
動か す 力 が 強い こと 。 


エネ ルギー が 強い こと 。 
仕事 する 力 が 強い こと 。 
稼ぐ 力 が 強い こと 。 

移動 する 力 が 強い こと 。 


跳ね 返す 力 が 強い こと 。 


物質 に お ける 、 液 体 性 。 
その 一 壇 と し て 。 
物質 に お ける 、 女 性 性 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


保存 力 が 強い こと 。 
止ま る 力 が 強い こと 。 
止め る 力 が 強い こと 。 
定住 する 力 が 強い こと 。 


包含 力 が 強い こと 。 

受容 する 力 が 強い こと 。 
呑み 込む 力 が 強い こと 。 
貯め 込む 力 が 強い こと 。 
革 積 する 力 が 強い こと 。 


受け 止め る 力 が 強い こと 。 


物質 に お ける 、 固 体 性 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


保存 力 が 強い こと 。 

止ま る 力 が 強い こと 。 
止め る 力 が 強い こと 。 
定住 する 力 が 強い こと 。 


跳ね 返す 力 が 強い こと 。 


物質 と 、 同 化 や 異化 。 


物質 と 、 同 化 。 


空間 的 な 同居 。 
時 間 的 な 同期 。 


波 に お ける 同調 。 
質 的 な 同質 化 や 調和 。 


ある 物質 が 、 別 の 物質 を 同化 する こと 。 そ の プロ セス 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 物質 が 、 別 の 物質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 働き か け を 行う こ 


oO 


第 一 段階 。 
包囲 する こと 。 
取り 囲む こと 。 
囲い 込む こと 。 
覆う こと 。 


第 二 段 階 。 
包含 する こと 。 
呑み 込む こと 。 
包み 込む こと 。 
取り 込む こと 。 
埋め 込む こと 。 
埋 没 させ る こと 。 


第 三 段 階 。 

逃避 不能 に する こと 。 
閉じ 込め る こと 。 

密 半 す る こと 。 
封印 する こと 。 
密 討 する こと 。 


第 四 段 階 。 

融合 する こと 。 
融解 する こと 。 
溶 朋 する こと 。 
分 解す る こと 。 
消化 する こと 。 


吸 I す る こと 。 


第 五 段 階 。 
残り 肖 を 、 外 部 へ と 排出 する こと 。 


物質 と 、 異 人 。 


空間 的 な 別居 。 

時 間 的 な 幕 同期 。 

波 に お ける 義 同 調 。 
質 的 な 異質 化 や 非 調和 。 


ある 物質 が 、 別 の 物質 を 異化 する こと 。 そ の プロ セス 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 物質 が 、 別 の 物質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 働き か け を 行う こ 
と 。 


第 一 段階 。 
析出 する こと 。 
凝 編 す る こと 。 
凝固 させ る こと 。 


第 二 段 階 。 

分 離す る こと 。 
剥離 する こと 。 
離 する こと 。 


第 三 段 階 。 
包囲 を 解除 する こと 。 


第 四 段 階 。 
追放 する こと 。 
追い 出す こと 。 


追い 落と すこ と 。 


第 五 段 階 。 
門戸 を 閉 さ すこ と 。 


物質 に お ける 、 混合 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

異な る 物質 問 に お ける 、 混 在 と 同居 と 併存 。 
異な る 物質 問 に お ける 、 接着 と 癒着 。 
異な る 物質 問 に お ける 、 接 合 と 融合 。 
異な る 物質 問 に お ける 、 協 和 や 平 和 。 


物質 に お ける 、 差別 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

異な る 物質 問 に お ける 、 分 離 と 別居 と 相互 攻撃 。 
異な る 物質 問 に お ける 、 昼 離 や 秦 離 。 

異な る 物質 問 に お ける 、 反 発 や 対立 。 


物質 と 、 変 化 や 保存 。 
それ ら は 、 物 質 に お ける 、 以 下 の よ うな 力 の 、 反 映 で ある こと 。 


変化 の 力 。 

物質 に お ける 、 変 化 を 促進 する 力 。 
物質 に お ける 、 変 わる 力 。 
物質 に お ける 、 変 える 力 。 


不変 の 力 。 
保存 の 力 。 
恒常 の 力 。 
物質 に お ける 、 保 つ 力 。 


物質 に お ける 、 変 化 を 抑制 する 力 。 
物質 に お ける 、 変 化 を 禁止 する 力 。 


物質 問 に お ける 、 上 下関 係 と の 関連 。 
物質 問 に お ける 、 支 配 従属 関係 と の 関連 。 


物質 A は 、 物 質 B を 、 支 配 す る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 A が 、 物 質 B を 、 変 える こと が 出来 る こと 。 
物質 B が 、 物 質 A を 、 変 える こと が 出来 な いこ と 。 


物質 に お ける 、 分 解 と 合成 。 

分 解 。 

ある 物質 を 、 よ り 小 さい 単位 の 粒子 物質 へ と 、 解 いて 分 ける こと 。 
合成 。 

ある 物質 を 、 よ り 大 きい 単位 の 粒子 物質 へ と 、 相 互 に 融合 させ る こ 
還 


ある 物質 を 、 よ り 大 きい 単位 の 粒子 物質 へ と 、 相 互 に 組み 合わ せ 
て 、 構 築 す る こと 。 


液体 に お ける 、 溶 解 。 
ある 物質 が 、 他 の 液体 物質 の 内 部 に 入っ て 、 溶 融 す る こと 。 


液体 に お ける 、 溶 媒 。 
他 の 物質 を 溶かす 、 液 体 物質 。 


溶媒 和 。 
例 。 水 の 場合 。 水 和 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


G) 
溶媒 の 液体 分 子 。 
② 
溶媒 の 液体 中 に 入っ た 他 の 物質 の 分 子 。 


上 記 の (1) が 、 上 記 の (2) の 周囲 を 、 完 全 に 取り 囲ん で 旨 う こと 。 
その 結果 。 

上 記 の (2) が 、 表 面 的 に 、 上 記 の (1) と 同様 に 振る 舞う こと 。 

上 記 の (2) が 、 表 面 的 に 、 上 記 の (1) へ と 、 同 化し 和合 する こと 


物理 化学 の 本 質 。 


1) 

それ は 、 粒 子 論 で ある こと 。 

それ は 、 分 析 主 義 で ある こと 。 

それ は 、 遺 元 主義 で ある こと 。 

それ は 、 粒 子 の 社会 学 で ある こと 。 
化学 物質 は 、 粒 子 の 社会 で ある こと 。 


物質 の 振る 細 い を 、 粒 子 の 単位 で 、 分 析 す る こと 
粒子 間 の 相互 作用 を 、 分 析 す る こと 。 

物質 を 、 個 別 化す る こと 。 

例 。 素 粒子 物理 学 。 


それ ら は 、 気 体 的 思想 で ある こと 。 
それ ら は 、 男 性 的 思想 で ある こと 。 


(2) 

それ は 、 集 合 論 で ある こと 。 
それ は 、 統 合 論 で ある こと 。 
それ は 、 構 築 主義 で ある こと 。 
それ は 、 全 体 主義 で ある こと 。 


物質 を 、 大 き な ま と まり と し て 、 分 析 す る こと 。 
物質 を 、 統 一 体 と し て 、 分 析 す る こと 。 
例 。 流体 力学 。 


物質 を 、 構 築 物 と し て 、 分 析 す る こと 。 
例 。 高 分 子 化合 物 の 研究 。 


それ ら は 、 液体 的 思想 で ある こと 。 
それ ら は 、 女 性 的 思想 で ある こと 。 


そう し た 、 気 体 的 思想 と 液体 的 思想 と の 、 統 合 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

分 析 と 統合 と の 、 両 立 。 

詳細 化 と 要約 と の 、 両 立 。 


例 。 

内 部 分 業 と 、 全 体 的 統一 と の 、 両 立 。 
シス テム 理論 。 

生物 学 。 

人 間 社 会 の 研究 。 


物質 に お ける 、 反 応 と 無 反応 と フィ ー ド バッ ク 。 


物質 に お ける 、 反 応 。 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 働 きか け を 行う こと 。 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 攻 撃 を 行う こと 。 
その 結果 。 


物質 B が 、 変 化す る こと 。 
物質 B が 、 変 質 す る こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内容 で ある 。 
物質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 侵 略 や 侵攻 。 


物質 に お ける 、 無 反応 。 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 働 きか け を 行う こと 。 
物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 攻 撃 を 行う こと 。 
その 結果 。 


物質 B が 、 変 化し な いこ と 。 
物質 B が 、 変 質 し な いこ と 。 


それ ら は 、 以 下 の 内容 で ある 。 
物質 B に お ける 、 物 質 A に 対す る 、 防 御 や 防衛 。 


物質 に お ける 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 
物質 B に お ける 、 反応 の 有無 。 
その 結果 が 、 物 質 A へ と 、 伝 わる こと 。 


物質 に お ける 、 振 動 と 流動 。 


物質 の 振動 。 
その 振動 が 、 周 囲 の 他 の 物質 へ と 、 伝 わる こと 。 
それ は 、 波動 で と る こと 。 


流動 。 
それ は 、 粒 子 状 の 物質 に お ける 、 周 期 的 な 動き で ある こと 。 


例 。 音波 の 場合 。 
それ は 、 和 気体 分 子 の 、 周 期 的 な 動き で ある こと 。 


例 。 光波 の 場合 。 
それ は 、 気 体 分 子 と は 別 の 物質 に よる 、 周 期 的 な 動き で ある こと 。 
その 物質 は 、 電 子 で ある こと 。 


物質 の 進行 方 向 へ の 、 伸縮 運動 。 

その 振動 が 、 周 囲 の 他 の 物質 へ と 、 伝 わる こと 。 
それ は 、 横 波 で ある こと 。 

例 。 光 流 。 電 磯 流 。 


物質 の 進行 方 向 以 外 へ の 、 上 下 運動 。 

その 振動 が 、 周 囲 の 他 の 物質 へ と 、 伝 わる こと 。 
それ は 、 縦 波 で ある こと 。 

例 。 音 流 。 


それ ら の 振動 が 伝わる 、 周 囲 の 他 の 物質 。 
気体 中 を 伝わる こと 。 

液体 中 を 伝わる こと 。 

固体 中 を 伝わる こと 。 

それ ら の 振動 が 伝わる 、 次 元 数 。 

二 次 元 の 場合 。 平面 波 。 

三次 元 の 場合 。 球面 波 。 

振動 や 波動 に お ける 、 分 析 項 目 。 

振動 の 幅 の 長 さ 。 振 幅 。 

振動 の 回 数 。 振動 数 。 

振動 の 密度 。 時 間 的 な 密度 。 空 間 的 密度 。 
振動 の 周期 。 周 波数 。 

振動 が 一 周 し た 場合 に お ける 、 そ の 波動 の 伝達 距離 。 波長 。 
振動 の 伝 播 に お ける 、 速度 。 

振動 が 伝播 する 、 媒 体 と し て の 物質 。 媒 質 。 
波動 に お ける 、 様 々 な 特質 。 

波動 の 伝播 は 、 物 質 毎 に 絢 立 し て いる こと 。 

複数 の 物質 の 波動 に お いて 、 加 人 算 と 減算 が 、 成 立 す る こと 。 
波動 は 、 常 に 、 最 短 距離 で 進 ひ こと 。 


波動 の 速度 と 、 振 動 数 と は 、 比 例 す る こと 。 
波動 の 速度 と 、 波 長 と は 、 比 例 す る こと 。 


波動 の 速度 。 
例 。 光 の 場合 。 
それ は 、 真 空中 に お いて 、 最 も 速い こと 。 


波動 が 与え る 、 高 さ に つい て の 感覚 。 

例 。 音 の 高 さ 。 

それ は 、 振 動 数 が より 多く な る ほど 、 よ り 高 く 感じ られ る こと 。 
それ は 、 振 動 数 に 比例 する こと 


流動 に お ける 、 屈 折 。 

波動 が 、 異 な る 媒質 の 境界 面 へ と 達し た 場合 。 

波動 の 進行 方 向 が 、 向 き を 変え て 屈折 し て 、 第 二 の 媒 質 の 中 を 進む 
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そう し た 、 流動 の 屈折 時 に お いて 。 
流動 の 振動 数 は 、 変 化し な いこ と 。 


波動 に お ける 、 屈 折 率 
物質 1 に 対す る 、 物 質 2 の 屈折 率 


ある 波動 に お いて 。 
物質 1 が 、 媒 質 1 で ある こと 。 
物質 2 が 、 媒 質 2 で ある こと 。 


1) 
媒質 1 か ら 、 媒 質 2 へ の 、 入 射 負 。 そ の 正弦 。 
(2) 
屈折 後 の 、 媒 質 2 に お ける 屈折 角 。 そ の 正弦 。 


上 記 の (1) の 値 と 、 上 記 の (2) の 値 と の 、 比 。 
その 値 は 、 一 定 で ある こと 。 
その 値 は 、 以 下 の 値 に 等 し いこ と 。 


(A-1) 
波動 が 媒質 1 を 進む 、 速 度 。 
(A-2) 
波動 が 媒質 2 を 進む 、 速 度 。 


上 記 の (A-1) の 値 と 、 上 記 の (A-2) の 値 と の 、 比 。 


(B-1) 

波動 が 媒質 1 を 進む 、 波 長 。 

(B-2) 

波動 が 媒質 2 を 進む 、 波 長 。 

上 記 の (B-1) の 値 と 、 上 記 の (B-2) の 値 と の 、 比 。 


媒質 1 の 密度 が 、 貴 で ある 場合 。 媒 質 2 の 密度 が 、 密 で ある 場合 。 
上 記 の (1) の 値 は 、 上 記 の (2) の 値 よ り も 、 大 きい こと 。 


波動 に お ける 、 物 質 A の 絶対 屈折 率 
真空 に 対す る 、 物 質 A の 屈折 率 。 


1) 

媒質 1 か ら 、 媒 質 2 へ の 、 人 入射 角 。 
(2) 

屈折 後 の 角度 。 


上 記 に お いて 。 
媒質 1 が 、 真 空 で ある 場合 。 媒質 2 が 、 物 質 A で ある 場合 。 


波動 に お ける 、 反 射 。 
人 射 角 と 反射 角 が 、 等 し いこ と . 


波動 に お ける 、 強弱 。 

それ は 、 波 の エネ ルギー に 、 比 例 す る こと 

波 の エネ ルギー。 

それ は 、 媒質 の 周期 運動 に よる 、 力 学 的 エネ ルギー で ある こと 。 


密度 が 大 きい 媒質 ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 
湿度 が 大 きい 媒質 ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 
例 。 波 の 強 さ と 媒質 の 種類 と の 関係 。 


媒質 が 、 固 体 の 場合 。 そ の 波 は 、 一 番 強 いこ と 。 


媒質 が 、 液 体 の 場合 。、 そ の 波 は 、 二 番目 に 強い こと 。 
媒質 が 、 気体 の 場合 。 その 波 は 、 三 番目 に 強い こと 。 その 波 は 、 
番 弱 いこ と 。 


振幅 が 大 きい ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 。 
振動 数 が 大 きい ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 。 
速度 が 速く な る ほど 、 そ の 波 は 強く な る こと 。 


波動 に お ける 、 速度 。 

それ は 、 媒 質 の 種類 の み に よ っ て 、 決 まる こと 。 

それ は 、 媒 質 の 温度 が 、 よ り 上 が っ た 場合 、 よ り 速 く な る こと 。 
それ は 、 媒 質 の 密度 が 、 よ り 上 が っ た 場合 、 よ り 速 く な る こと 。 


流動 に お ける 、 共 振 。 


振動 体 。 
それ は 、 振 動 す る 物質 で ある こと 。 


固有 振動 。 
振動 体 を 自由 に 振動 させ た 時 の 、 振 動 。 


固有 振動 数 。 
固有 振動 に お ける 、 振 動 数 。 


振動 体 に 対し て 、 そ の 固有 振動 の 周期 に 合わ せ て 、 周 期 的 に 変化 す 
る 外力 を 、 与 えた 場合 。 
その 振動 体 は 、 小 さ な 外 力 の み で 、 振 動 を 開始 する こと 。 
そう し た 振動 の 、 開 始 の 発生 。 
それ は 、 共 振 で ある こと 。 
SS 
気 的 振動 の 場合 、 そ れ は 、 同 調 で ある こと 。 


ある 振動 体 A が 振動 する こと 。 
その こと で 、 振動 の 波 が 発生 する こと 。 


その 波 が 、 別 の 振動 体 B へ と 、 達 する こと 。 

振動 体 A と 、 振 動体 5 と が 、 同 一 の 固有 振動 数 を 持っ て いる 場合 。 
その 振動 体 B が 、 新 た に 振動 する こと 。 

そう し た 振動 の 、 開 始 の 発生 。 

それ は 、 共 振 で ある こと 。 

音 の 場合 。 そ れ は 、 共 鳴 で ある こと 。 

電気 的 振動 の 場合 、 そ れ は 、 同 調 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 痢 制 。 
プラ ス の 強 制 と 、 マ イナ ス の 強制 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 B が 状態 P を 取る こと を 、 強 制す る 
こと が 出来 る こと 。 
それ は 、 プ ラス の 強制 で ある こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 B が 状態 P を 取る こと を 、 不 許可 に 
する こと が 出来 る こと 。 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 B が 状態 P を 取る こと を 、 禁 止 する 
こと が 出来 る こと 。 

それ は 、 マ イナ ス の 強制 で ある こと 。 


物質 A。 そ れ は 、 働 きか け を 行う 物質 で ある こと 。 

物質 B。 そ れ は 、 働 きか け を 受け る 物質 で ある こと 。 

状態 PD を 取る こと が 出来 る こと 。 状態 P を 取る こと が 出来 な いこ と 。 
それ ら は 、 物 質 に お ける 、 働 きか け の 意図 や 結果 で ある こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 A に 状態 0 を 取ら せる こと を 、 不 許 
可 に する こと が 出来 る こと 。 

物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 A に 状態 0 を 取ら せる こと を 、 禁 止 
する こと が 出来 る こと 。 

それ は 、 マ イナ ス の 強制 で ある こと 。 


物質 A。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 働き か け を 行う 物質 で ある こと 。 そ 


れ 上 自身 に 対す る 働き か け の 、 無 効 化 。 

物質 B。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 働き か け を 受け る 物質 で ある こと 。 
相手 物質 に 対す る 働き か け の 、 無 効 化 。 

状態 O を 取ら せる こと が 出来 る こと 。 状態 O を 取ら せる こと が 出来 
な いこ と 。 そ れ ら は 、 物 質 に お ける 、 働 きか け の 意図 や 結果 で ある 
ご きら 


プラ ス の 交 制 。 

それ は 、 働 きか け の 有効 化 の 強制 で ある こと 。 
マイ ナス の 強制 。 

それ は 、 働 きか け の 無効 化 の 強制 で ある こと 。 


物質 一 般 は 、 意 図 を 持つ こと 。 

意図 を 持つ 物質 。 そ れ は 、 生 物 に 限定 され な いこ と 。 
物質 に お ける 、 意 図 。 

例 。 

物質 は 、 重 力 に 従っ て 落下 し よう と する こと 。 
酸 は 、 相 手 物 質 を 酸化 させ よう と する こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 B が 変化 する こと を 、 強 制す る こと 
が 出来 て いる こと 。 

例 。 

塩酸 が 、 鉄 を 、 必 ず 酸 化 さ せる こと が 出来 る こと 。 

塩酸 が 、 鉄 に 対し て 、 酸 化 を 強制 する こと が 出来 て いる こと 。 


それ は 、 物 質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 攻撃 で ある こと 。 
それ は 、 物質 AN に お ける 、 高 い エ ネル ギー 性 で ある こと 。 
例 。 気体 性 。 男 性 性 。 


それ は 、 物 質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 支配 で ある こと 。 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 上 位 性 で ある こ 
と 。 

物質 A は 上 位 者 で あり 、 物 質 B は 下位 者 で ある こと 。 

例 。 塩 机 は 上 位 者 で あり 、 鉄 は 下位 者 で ある こと 。 


物質 A は 、 あ ら ゆ る 物質 を 、 絶 対 に 変化 させ る こと が 出来 る こと 。 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 絶 対 的 な 攻撃 能力 で ある こと 。 
物質 A は 、 絶 対 者 で ある こと 。 


物質 A が 、 物 質 B に 対し て 、 物 質 A を 変化 させ る こと を 、 禁 止 す る こ 
と が 出来 る こと 。 

物質 A は 、 物 質 B の 働き か け に よっ て 、 絶 対 に 変化 し な いこ と 。 

例 。 

白金 は 、 塩 酸 に よっ て 、 決 し て 酸化 され な いこ と 。 

白金 は 、 塩 酸 に 対し て 、 白 金 そ れ 自 身 の 酸化 を 禁止 さす せる こと が 出 
来 て いる こと 。 

例 。 

巨大 な 岩石 は 、 強 風 が 吹い て も 、 決 し て 移動 し な いこ と 。 

巨大 な 岩石 は 、 強 風 に よっ て 、 決 し て 動か され な いこ と 。 

巨大 な 岩石 が 、 強 風 に 対し て 、 岩 石 そ れ 自 身 の 移動 を 禁止 させ る こ 
と が 出来 て いる こと 。 

例 。 

鉄 は 、 決 し て 、 光 を 通さ な いこ と 。 

鉄 は 、 光 に 対し て 、 鉄 それ 自身 に 対す る 光波 の 通過 を 、 禁 止 さ せる 
こと が 出来 て いる こと 。 


それ は 、 物 質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 防御 や 防衛 で ある 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 高 い 保存 性 で ある こと 。 
例 。 液体 性 。 女 性 性 。 


それ は 、 物 質 A に よる 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 支配 で ある こと 。 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 物 質 B に 対す る 、 絶 対 的 な 上 位 性 で ある こ 
と 。 

物質 A は 上 位 者 で あり 、 物 質 B は 下位 者 で ある こと 。 

例 。 白金 は 上 位 者 で あり 、 塩 酸 は 下位 者 で ある こと 。 


例 。 巨大 な 岩 石 は 上 位 者 で あり 、 強 風 は 下位 者 で ある こと 。 
例 。 鉄 は 上 位 者 で あり 、 光 は 下位 者 で ある こと 。 


物質 A が 、 絶 対 に 変化 し な いこ と 。 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 絶 対 的 な 防御 能力 や 防衛 能力 で ある こ 


どら 
それ は 、 物 質 A に お ける 、 絶 対 的 な 保存 能力 で ある こと 。 


物質 A は 、 絶 対 者 で ある こと 。 
例 。 白金 は 、 絶 対 者 で ある こと 。 


物質 A が 、 そ れ 自 身 を 改変 する こと 。 

物質 A が 、 物 質 B を 改変 する こと 。 

それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 改 変 力 の 行使 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 働 きか け の 有効 化 で ある こと 。 
改変 力 の 行使 に お いて 。 


改変 する こと 。 物 質 A が 、 何 か を 為す こと 。 
改変 し な いこ と 。 物質 A が 、 何 も 為 さ な いこ と 。 


改変 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 有 能 性 で ある 


GS。 
改変 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 無能 性 で あ 
る こと 。 


改変 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 支配 性 で ある 


( ぎ っ 
改変 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 従属 性 で あ 
る ご ど 。 


改変 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 上 位 性 で ある 
Eee 
改変 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 下位 性 で あ 


物質 A が 、 そ れ 自 身 を 保存 する こと 。 
物質 A が 、 物 質 B を 保存 する こと 。 
それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 吉 い 換 え 可 能 で ある こと 。 


物質 A が 、 そ れ 自 身 の 改 変 を 禁止 する こと 。 
物質 A が 、 物 質 B の 改変 を 禁止 する こと 。 


それ ら は 、 物 質 A に お ける 、 保 存 力 の 行使 で ある こと 。 
それ ら は 、 物 質 A に 対す る 働き か け の 、 無 効 化 で ある こと 。 


保存 力 の 行使 に お いて 。 

保存 する こと 。 物 質 A が 、 何 か を 為す こと 。 

保存 し な いこ と 。 物質 A が 、 何 も 為 さ な いこ と 。 
それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 吉 い 換 え 可 能 で ある こと 。 


改変 を 禁止 する こと 。 物 質 A が 、 何 か を 為す こと 。 
改変 を 禁止 し な いこ と 。 物質 A が 、 何 も 為 さ な いこ と 。 


保存 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 有 能 性 で ある 
(が 

保存 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 無能 性 で あ 
SE 

保存 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 支配 性 で ある 


[5 
保存 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 従属 性 で あ 


る こと 。 


保存 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 上 位 性 で ある 
還 ) 

保存 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 下位 性 で あ 
る こと 。 


それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 吉 い 換 え 可 能 で ある こと 。 


改変 を 禁止 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 有 和 能 性 
で ある こと 。 
改変 を 禁止 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 無能 
性 で ある こと 。 


改変 を 禁止 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 支配 性 
で ある こと 。 

改変 を 禁止 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 従属 
性 で ある こと 。 


改変 を 禁止 する こと が 出来 る こと 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 上 位 性 
で ある こと 。 

改変 を 禁止 する こと が 出来 な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 A に お ける 下位 
性 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 強 制 力 と 禁止 力 。 


強制 力 。 
それ は 、 プ ラス の 強 制 力 で ある こと 。 
それ は 、 和 気体 的 な 力 で ある こと 。 それ は 、 男 性 的 な 力 で ある こと 。 


禁止 力 。 
それ は 、 マ イナ ス の 痢 制 力 で ある こと 。 
それ は 、 液 体 的 な 力 で ある こと 。 そ れ は 、 女 性 的 な 力 で ある こと 。 


生物 の 、 物 質 的 な 定義 。 

物質 A が 、 そ れ 自身 を 保存 する こと 。 

例 。 白金 

物質 A が 、 活 動 する こと 。 

例 。 活 火山 。 

それ ら の 性 質 を 併せ 持つ 物質 A。 

それ ら の 性 質 を 持続 させ る 物質 A。 

それ ら を 実現 する た め に 、 資 源 を 継続 的 に 消費 する 、 物 質 A。 
物質 A は 、 生 物 で ある こと 。 

資源 の 、 物 質 的 な 定義 。 


物質 B が 、 そ れ 自 身 を 保存 する こと 。 
物質 B が 、 活 動 す る こと 。 


物質 4 が 、 物 質 B に 対し て 、 そ うし た 生物 と し て の 性 質 を 、 持 続 さ せ 
る こと 。 
そう し た 、 物 質 A。 


物質 A は 、 物 質 B に と っ て の 資源 で ある こと 。 


追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 
エネ ルギー 性 物質 と 保存 性 物質 。 


粒子 間 に お ける 引力 と の 関連 。 


エネ ルギー 性 物質 と 、 保 存 性 物質 。 


エネ ルギー 性 物質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


エネ ルギー を 行使 する 物質 。 
動く 物質 。 動 か す 物質 。 
仕事 を する 物質 。 

稼ぐ 物質 。 
現状 を 変更 する 物質 。 
手術 を 行う 物質 。 
自己 捨て 身 を 行う 物質 。 
資源 や 宋 養 を 、 使 用 し 消費 する 、 物 質 。 
発 妹 す る 物質 。 発 信 す る 物 。 
例 。 

気体 。 

例 。 

気体 性 の 生物 。 男 性 。 


保存 性 物質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


保存 力 を 行使 する 物質 。 

不動 の 物質 。 止める 物質 。 
自己 保身 を 行う 物質 。 

原状 復帰 する 物質 。 
現状 を 維持 する 物質 。 

治癒 を 行う 物質 。 

資源 や 宋 養 を 、 付 与 する 物質 。 養 物質 。 
受け 止め る 物質 。 受 容 する 物質 。 受 信 す る 物質 。 
例 。 

液体 。 

例 。 

液体 性 の 生物 。 女性 。 


エネ ルギー 性 物質 。 そ の 欠点 。 

それ は 、 保 存 の 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 原 状 復 帰 の 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 現 状 維 持 の 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 治 癒 を 行う 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 消 耗 する こと 。 

それ は 、 自 己 捨て 映 で 、 リ スク に 貴 面 し な が ら 動く こと 。 


保存 性 物質 。 そ の 欠点 。 

それ は 、 仕 事 する 能力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 稼 ぐ 能 力 に 欠け る こと 。 

それ は 、 リ スク を 回 避 し て 、 安 全 第 一 で 動く こと 。 
それ は 、 新 領域 開拓 の 能力 に 欠け る こと 。 


エネ ルギー 性 の 行為 。 
それ は 、 和 気体 的 行為 で ある こと 。 
それ は 、 男 性 的 行為 で も る こと 。 


保存 性 の 行為 。 
それ は 、 液 体 的 行為 で や る こと 。 
それ は 、 女 性 的 行為 で も る こと 。 


エネ ルギー 性 の 思想 。 
それ は 、 気 体 的 思想 で ある こと 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 の 思想 で ある こと 。 


保存 性 の 思想 。 
それ は 、 液 体 的 思想 で ある こと 。 
それ は 、 女 性 優位 社会 の 思想 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 引 力 と 保存 力 と の 関連 。 


粒子 状 の 物質 に お いて 。 
以下 の 内 容 が 、 成 立 す る こと 


引力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 粒子 に お いて 。 

それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 接近 させ る 力 。 

それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 誘引 する 力 。 

それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 惹き 付け る 力 。 

それ 上 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 引き 込む 力 。 

それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 一 体 杏 合 化 させ る 力 。 
それ 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 呑み 込む 力 。 
それ 上 自身 へ と 、 他 の 粒子 を 包含 する 力 。 

例 。 女性 に お ける 、 男 性 に 対す る 、 性 的 誘引 力 の 行使 。 


引き 込む 側 の 粒子 。 

それ は 、 動 か な いこ と 。 

それ は 、 定 住 者 で ある こと 。 

例 。 固体 。 液 体 。 液 体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 卵細胞 。 女性 。 


引き 込ま れる 側 の 粒子 。 

それ は 、 動 く こ と 。 

それ は 、 移 動 者 で ある こと 。 

例 。 気体 。 気体 性 の 生物 。 ウィル ス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


万 有 引 力 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
全て の 粒子 物質 は 、 引 力 を 備え て いる こと 。 


万 有 引 カ 。 
それ は 、 保 存 力 で ある こと 。 


引力 。 保 存 力 。 そ れ ら の 大 き さ は 、 互 い に 比例 する こと 。 


引力 が 強い 粒子 。 そ の 質量 は 大 きい こと 。 そ れ は 、 重 いこ と 。 
例 。 固体 分 子 。 液 体 分 子 。 液 体 性 の 生物 。 細胞 。 卵子 。 女 性 。 


引力 が 弱い 粒子 。 そ の 質量 は 小さ いこ と 。 そ れ は 、 軽 いこ と 。 
例 。 気 体 分 子 。 気 体 性 の 生物 。 ウ ィ ルス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


例 。 

人 間 の 女性 が 、 彼 女 自身 の 体重 を 、 盛 ん に 気 に す る こと 。 
その 理由 。 

彼女 は 、 そ も そ も 重 い 存 在 で ある か ら 。 


引力 が 強い 粒子 。 そ れ は 、 保 存 力 が 強い 粒子 で ある こと 。 
例 。 固体 分 子 。 液 体 分 子 。 液 体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女 性 。 


引力 が 弱い 粒子 。 そ れ は 、 保 存 力 が 弱い 粒子 で ある こと 。 
例 。 気体 分 子 。 気体 性 の 生物 。 ウィルス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


他 の 粒子 に よる 引力 を 振り 切ら な い 、 別 の 粒子 。 

他 の 粒子 と 相互 に 引き 合う つ 、 別 の 粒子 。 

他 の 粒子 と 相互 に 足 を 引っ 張り 合う つ 、 別 の 粒子 。 

他 の 粒子 と 一 体 融 合 化し て 動く 、 別 の 粒子 。 

他 の 粒子 と 同調 し て 動く 、 別 の 粒子 。 

それ は 、 保 存 力 が 強い 粒子 で ある こと 。 

例 。 固 体 分 子 。 液体 分 子 。 液体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女性 。 


他 の 粒子 に よる 引力 を 振り 切っ て 、 自 由 に 飛 式 す る 、 別 の 粒子 。 
他 の 粒子 と は 独自 に 、 個 別に 自由 に 動く 、 別 の 粒子 。 

それ は 、 保 存 力 が 弱い 粒子 で ある こと 。 

例 。 気体 分 子 。 気体 性 の 生物 。 ウィルス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


ある 粒子 に お ける 、 他 の 粒子 か ら の 引力 を 振り 切る 力 。 
その 力 の 渡 。 
それ は 、 運 動 エ ネル ギー で ある こと 。 


運動 エネ ルギー が 大 きい 粒子 。 

仕事 を する 粒子 。 稼ぐ 粒子 。 

現状 を 変更 する 粒子 。 

それ は 、 保 存 力 が 弱い 粒子 で ある こと 。 

それ は 、 引 力 が 弱い 粒子 で ある こと 。 

例 。 気体 分 子 。 気体 性 の 生物 。 ウィルス 。 精子 。 精 細胞 。 男 性 。 


運動 エネ ルギー が 小さ い 粒 子 。 

仕事 を し な い 粒 子 。 稼 が な い 粒 子 。 

現状 を 維持 する 粒子 。 

それ は 、 保 存 力 が 強い 粒子 で ある こと 。 

それ は 、 引 力 が 強い 粒子 で ある こと 。 

例 。 固 体 分 子 。 液体 分 子 。 液体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女性 。 


ある 粒子 に お ける 、 位 置 エ ネル ギー。 

それ は 、 そ の 粒子 の 位置 の 高 さ の 表れ で ある こと 。 
それ は 、 そ の 粒子 の 重力 の 大 き さ の 表れ で ある こと 。 
それ は 、 そ の 粒子 の 保存 力 の 大 き さ の 表れ で ある こと 。 


その 粒子 の 土台 が 撤去 され な い 限 り 。 
それ は 、 運 動 エ ネル ギー に 転化 する こと は 、 決 し て 無い こと 。 


それ は 、 以 下 の よ うお な お 物質 に お いて 、 大 きい こと 。 
例 。 固体 。 液 体 。 液 体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女性 。 


引力 が 強い 粒子 同士 は 、 互 い に 一 体 席 合 化し て 、 ひ と まとまり に な 
る こと 。 
そう し た 、 粒子 群 の まとまり に お いて 。 


表面 張力 が 働く こと 。 そ れ は 、 表 面積 を 最小 に し よう と する 力 で あ 


る こと 。 

対外 的 に 、 閉 鎖 性 や 排他 性 が 、 生 じ る こと 。 
その 内 部 に お いて 、 機 密 性 が 生じ る こと 。 
その 内 部 に お いて 、 調 和 が 生じ る こと 。 


その 内 部 に お いて 、 調 和 を 乱す 粒子 が 発生 し た 場合 。 
そう し た 粒子 は 、 追 放さ れる こと 。 
そう し た 粒子 は 、 そ の 存在 自体 を 、 抹 消さ れる こと 。 


例 。 液体 に お ける 、 液体 分 子 同士 。 液 状 の 水 に お ける 、 水 分 子 同 
gi 

例 。 女性 専用 社会 に お ける 、 女 性 同士 。 

例 。 女性 優位 社会 に お ける 、 生物 同 士 。 例 。 ロ シア 社会 や 中 国 社会 
や 韓国 社会 や 日 本 社会 に お ける 、 人 間 同 士 。 


引力 が 層 い 粒子 同士 は 、 互 \ に バラ バラ で 、 ひ と まとまり に な ら な 
し いい こと 。 

例 。 気体 に お ける 、 気 体 分 子 同士 。 空気 に お ける 、 酸 素 分 子 同 土 。 

例 。 男性 専用 社会 に お ける 、 男 性 同 二 

例 。 男性 優位 社会 に お ける 、 生 物 同士 。 例 。 欧米 社会 や 中 東 社会 に 
お ける 、 人 間 同 土 。 


ある 粒子 に お いて 。 
質量 。 万 有 引 力 。 保 存 力 。 そ れ ら の 大 き さ は 、 互 い に 比 例 する こ 
と 。 


ある 粒子 に お ける 、 引 力 。 そ の 発生 源 。 
それ は 、 そ の 粒子 に お ける 保存 力 で ある こと 。 


ある 粒子 に お ける 、 保 存 力 。 そ の 発生 源 。 

それ は 、 そ の 粒子 その も の を 成立 させ る 力 で ある こと 。 

それ は 、 そ の 粒子 その も の を 維持 する 力 で ある こと 。 

それ は 、 そ の 粒子 その も の を 保つ 力 で ある こと 。 

それ は 、 そ の 粒子 その も の に 、 内 蔵 さ れ 、 内 包 さ れ て いる こと 。 
それ は 、 そ の 粒子 その も の の 根源 で ある こと 。 

それ は 、 そ の 粒子 その も の と 不可 分 で ある こと 。 


保存 力 。 そ の 探求 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
物質 の 根源 その も の 。 そ の 探求 。 


追加 内 容 。2023 年 3 月 下旬 初出 。 
従来 の 物理 学 に お ける 保存 力 の 概 
念 と その 限界 。 保存 力 の 概念 の 根 
本 的 な 時 新 の 必要 性 。 保存 性 の 概 
念 の 、 學 存 物理 学 へ の 新規 導入 の 
必要 性 。 観 察 物 理学 の 新規 提唱 。 
質 子 の 概念 の 新規 提唱 。 


従来 の 物理 学 に お ける 、 保存 の 概念 。 そ れ ら の 限界 。 


従来 の 物理 学 に お ける 、 保存 則 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


エネ ルギー 保存 の 法則 。 
孤立 償 に お いて 、 エ ネル ギー の 総量 な いし 総和 は 、 変 化し な いこ 
の 。 


運動 量 保存 の 法則 。 

閉鎖 的 で 外力 が 働か な い 糸 に お いて 。 

その 糸 の 運動 量 の 総和 は 、 不 変 で ある こと 。 
その 系 の 個々 の 物体 の 運動 量 が 変化 し た 場合 に お いて 。 
それ ら の 運動 量 の 総和 は 、 変 化し な いこ と 。 


角 運 動 量 保存 の 法則 。 

ある 軸 に 対し て 回 転 運動 を 行っ て いる 物体 に お いて 。 

角 運 動 量 。 回 転 の 勢い を 表す 量 。 

物体 に 働く 合力 が 中 心 力 で ある 場合 。 角 運動 量 は 、 時 間 に よ ら ず 一 


定 で ある こと 。 


電荷 の 保存 則 。 電気 量 の 保存 則 。 
孤立 祭 に お いて 、 電 気 量 の 総量 は 、 恒 久 的 に 変化 し な いこ と 。 


質量 保存 の 法則 。 
化学 反応 の 前 後に お いて 。 
物質 の 総 質 量 は 、 変 化し な いこ と 。 


上 記 の 間々 の 法則 に お ける 、 共 通 内 容 の 有 要約 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 的 変化 。 化学 的 変化 。 

そう し た 変化 の 前 後に お いて 。 

物理 量 の 総和 の 値 が 、 変 化し な いこ と 。 

物質 問 に お ける 結合 の 総量 の 値 が 、 変 化し な いこ と 。 


物理 現象 。 そ の 時 間 的 変化 。 そ の 段階 的 変化 。 
そう し た 変化 に お いて 。 
孤立 償 の 内 部 に お いて 。 
ある 物理 量 の 総和 の 値 が 、 変 化し な いこ と 。 


物理 学 に お ける 、 従 来 の 保存 に 関す る 知見 。 
物理 学 に お ける 、 従 来 の 保存 則 。 

それ ら に お ける 、 根 本 的 な 問題 点 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


それ ら の 内 容 は 、 エ ネル ギー 和 奈 に 、 偏 っ て いる こと 。 
それ ら の 内 容 は 、 運 動 償 に 、 偏 っ て いる こと 。 
それ ら の 内 容 は 、 動 的 反応 に 、 偏 っ て いる こと 。 


それ ら の 内 容 は 、 保存 力 の 行使 や 不動 性 に つい て の 内 容 を 、 無 意識 
の つ ち に 、 意 図 的 に 除外 し 省略 し て いる こと 。 

それ ら の 内 容 に お いて 。 保存 力 の 行使 や 不動 性 に つい て の 内 容 が 、 
欠如 し た まま で ある こと 。 


その 発生 原因 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


そう し た 知見 が 、 専 ら 、 気 体 性 社会 の 産物 だ っ た か ら 。 

そう し た 知見 が 、 専 ら 、 気 体 的 思想 の 産物 だ っ た か ら 。 

気体 は 、 高 い エ ネル ギー 性 の 物質 で ある こと 。 

気体 は 、 高 い 運動 性 の 物質 で ある こと 。 

その 結果 。 気体 的 思想 は 、 エ ネル ギー や 運動 や 動 的 反応 の み を 重視 
する こと 。 

そう し た 気体 的 思想 で 動く 気体 性 社会 。 例 。 欧米 諸国 。 

そう し た 社会 は 、 エネ ルギー や 運動 や 動 的 反応 に 関す る 知見 の み 
を 、 科 学 的 知見 と し て 重視 する こと 。 

そう し た 社会 は 、 保 存 力 に 関す る 知見 を 、 科 学 的 知見 と し て は 軽視 
する こと 。 
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液体 的 思想 で 動く 液体 性 社会 。 

そう し た 社会 は 、 本 来 は 、 保 存 力 に 関す る 新た な 知見 を 、 生 み 出 す 
べき で あっ た こと 。 

し か し 。 

そう し た 社会 は 、 新 た な 未知 の 知見 を も た ら す 能力 が 、 根 本 的 に 欠 
如 し て いる こと 。 


それ ら の 結果 。 
保存 力 に 関す る 新た な 知見 が 、 今 な お 、 十 分 に は 、 も た ら さ れ て い 
な いこ と 。 


私 は 、 液 体 的 思想 に 基づい て 、 物 質 保存 則 に つい て の 新た な 知見 
を 、 追 加 し て 行き た い 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 の 保存 。 
それ は 、 物 質 に 対す る 、 保 存 力 の 行使 で ある こと 。 


物質 の 保存 。 
その 有効 な 方 法 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


孤立 償 の 内 部 と 外部 と を 、 区 別 す る こと 。 
物質 に お ける 保存 力 は 、 孤 立 償 の 内 部 に 限定 され る 形 で 、 行 使 され 
る こと 。 


孤立 余 の 内 部 。 
それ は 、 保 存 系 と 呼ぶ こと が 出来 る こと 。 


孤立 償 に お ける 孤立 性 を 、 完 全 に 保持 する こと 。 

孤立 に お いて 。 漏れ や 隙間 が 、 完 全 に 無い こと 。 

孤立 償 に お いて 。 そ の 包装 や パッ ケー ジ が 、 完 全 で ある こと 。 
例 。 真空 パッ ク さ れ た 、 レ トル ト 食 品 。 

例 。 テ トラ バッ ク で 提供 され た 、 乳 飲料 。 


その 物質 その も の が 、 以 下 の 性 質 を 持っ て いる こと 。 
その 物質 その も の が 、 以 下 の 力 を 持っ て いる こと 。 


外部 影響 を ま 、 シャット アウ ト す る 力 。 

完全 な 包含 性 。 

完全 な 内 包 性 。 

完全 な 覆面 性 。 

完全 な シー ル 性 。 

完全 な 対外 隔離 性 。 

完全 な 対外 閉鎖 性 。 

完全 な 対外 庶 断 性 。 

完全 な 排他 性 。 

外部 物質 の 侵入 を 、 完 全 に 禁止 する 力 。 

外部 物質 を 、 そ の 内 部 か ら 、 完 全 に 締め 出す 力 。 

外部 物質 を 、 そ の 内 部 か ら 、 完 全 に 締め 切る 力 。 
完全 な 対外 防御 性 。 

完全 な 防御 武装 性 。 

完全 な 護衛 性 。 

表面 を 最小 化す る こと 。 液体 に お ける 、 表 面 張力 。 

例 。 真空 パッ ク 容 器 。 外気 の シャ ッ ト ア ウト 。 

例 。 魔法 瓶 。 冷蔵 庫 。 二 重 窓 。 衣 類 、 そ の 外部 に お ける 温度 変化 
の 、 シ ヤツ ト ア ウド 。 

例 。 サ ー ジ カル マス ク 。 そ の 外部 に お ける 菌 や ウィ ルス の 、 シ ャ ッ 


ドウ 


その 内 部 に お ける 、 完 全 な 調和 性 。 
その 内 部 に お ける 、 完 全 な 平和 性 。 
例 。 温室 生活 。 


その 内 部 に お ける 、 寺 全 な 機密 性 。 

内 部 物質 を 、 外 部 に 、 一 切 出 さ な い 力 。 

内 部 物質 を 、 内 部 の み に 、 閉 じ 込 め る 力 。 

内 部 物質 を 、 密 閉 す る 力 。 

内 部 物質 を 、 密 封 す る 力 。 

内 部 物質 の 漏洩 を 、 完 全 に 禁止 する 力 。 

その 内 部 と 外部 と を 繋ぐ 通路 の 存在 を 、 完 全 に 禁止 する 力 。 
その 内 部 の 存在 自体 を 、 外 部 に 知ら れ な いよ うに する 力 。 
その 内 部 の 存在 自体 を 、 最 初 か ら 無かっ た こと に する 力 。 


その 物質 が 、 以 下 の 性 質 を 持っ て いる こと 。 
寺 全 な 不動 性 。 
寺 全 な 不変 性 。 
寺 全 な 不 活性 。 


その 物質 が 、 以 下 の 性 質 を 持っ て いる こと 。 


仮に それ 自身 が 傷 付 いた 場合 。 その 傷 を 、 自 力 で 、 独 力 で 、 衣 ぐ に 
治す 力 。 

完全 な 原状 復帰 性 。 

売 全 な 原状 回 復 性 。 

完全 な 治癒 性 。 

売 全 な 予防 性 。 


いっ た ん その 内 部 へ と 侵入 し た 、 外 部 か ら の 影響 を 、 再 び シ ャ ッ ト 
アウ ト す る 力 。 

いっ た ん その 内 部 へ と 侵入 し た 外部 物質 を 、 そ の 外部 へ と 、 再 ひ 追 
い 出 す 力 。 

M 識 気 清 津 機 。 侵 人 し た ウィ ルス の シャ ッ ト ア ウト 。 


物質 に お ける 、 外 部 か ら の 影響 。 そ の 分 類 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


気体 性 の 影響 。 外 部 気体 の 侵 人 。 有害 ガス の 侵入 。 
液体 性 の 影響 。 外 部 液体 の 侵入 。 津 波 の 流入 。 有害 溶剤 の 流入 。 
固体 性 の 影響 。 外 部 固体 の 侵入 。 土 砂 の 流入 。 


物質 に お ける 、 防 御 。 

物質 に お ける 、 外 部 か ら の 影響 の 防止 。 
シー ルド 。 ブロ デン クト 。 
それ ら の 分 類 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


粒子 の 有無 の 影響 。 

真空 性 の 維持 に 対す る 妨害 の 、 防 止 。 例 。 真空 パッ ク 容 器 の 、 万 能 
化 。 

粒子 の 存在 維持 に 対す る 妨害 の 、 防 止 。 例 。 宇宙 毅 内 部 に お ける 、 
酸素 や 水 の 維 持 。 


気体 性 の 影響 。 

外部 気体 の 侵入 に 対す る 、 防 止 。 気 密 性 の 確保 。 例 。 寒 准 地 に お け 
る 、 冷気 流入 防止 の た め の 、 二 重 窓 の 万 能 化 。 

内 部 気体 の 漏出 に 対す る 、 防 止 。 気 密 性 の 確保 。 例 。 寒 準 地 に お け 
る 、 暖 気流 出 防止 の た め の 、 二 重 窓 の 万 能 化 。 


液体 性 の 影響 。 

外部 液体 の 侵入 に 対す る 、 防 止 。 濡 れ の 防止 。 例 。 台 所 の 水 仕事 に 
お ける 、 水 濡れ 防止 の た め の 、 娠 創 言 の 万 能 化 。 

内 部 液体 の 漏出 に 対す る 、 防 止 。 液 漏れ の 防止 。 例 。 浴室 に お け 
る 、 水 漏れ 防止 シー ルド の 万 能 化 。 


固体 性 の 影響 
外部 固体 の 侵入 に 対す る 、 防 止 。 


外部 の 岩石 や 土砂 の 、 流 入 の 防止 。 例 。 砂 防 ダム の 完全 化 。 
外部 の 粉塵 の 流入 の 防止 。 例 。 飛 背 す る 有害 昆虫 の 侵入 を 防止 す 
る 、 綱 戸 の 完全 化 。 

内 部 固体 の 漏出 に 対す る 、 防 止 。 

内 部 の 岩石 や 土砂 の 、 流 出 の 防止 。 例 。 コ ンク リー ト 擁 壁 の 完全 
化 。 
内 部 の 粉塵 の 流出 の 防止 。 例 。 小麦 凡 の パッ ケー ジ の 完全 化 。 


外部 温度 影響 の 防止 。 低 温 や 高温 に 対す る 防御 。 
外部 湿度 影響 の 防止 。 乾 燥 や 湿潤 に 対す る 防御 。 
外部 圧力 影響 の 防止 。 低 圧 や 高圧 に 対す る 防御 。 崩 沙 の 防止 。 


易 に 対す る 防御 。 

その 外部 は 、 傷 付く が 、 そ の 内 部 は 、 傷 付か ず 、 不 変 で ある こと 。 
変形 に 対す る 防御 。 

その 外部 は 、 変 形 す る が 、 そ の 内 部 は 、 変 形 せ ず 、 不 変 で ある こ 
ご 

切断 に 対す る 防御 。 

その 、 外 部 も 内 部 も 、 切 断 さ れず 、 不 変 で ある こと 。 
反応 に 対す る 防御 。 

その 外部 は 、 化 学 反応 し て 変質 する が 、 そ の 内 部 は 、 変 質 せ ず 、 不 
変 で ある こと 。 


不 活性 の 物質 。 


不 活性 。 
外部 か ら の 働き か け に 対し て 、 反 応 し な いこ と 。 
例 。 化学 反応 し な いこ と 。 


外部 か ら の 働き か け に 対し て 。 

と て も 微弱 に 反応 する こと 。 

と て も ゆっ くり 反応 する こと 。 

と て も 鈍く 反応 する こと 。 

例 。 金地 金 。 白 金 の 地 金 。 極 め て 、 化 学 反 応 し に くい こと 。 


例 。 室 素 。 電 子 を 必要 と し な いこ と 。 電子 を 外部 か ら 獲 得 し な いこ 
と 。 内 部 の 電子 を 喪失 し な いこ と 。 不 活性 ガス 。 


反応 。 
物質 内 部 に お ける 、 リ ンク や 結合 の 、 切 除 や 置換 。 


不 反応 。 
物質 内 部 に お ける 、 リ ンク や 結合 の 、 保 持 や 維持 。 


活性 。 
反応 する こと 。 


不 活性 。 
反応 し な いこ と 。 不 反応 で ある こと 。 


保全 。 

孤立 償 の 、 保 持 や 維持 。 

孤立 償 の 、 保 存 や 存続 。 

例 。 環境 保全 活動 。 環境 を 、 和 糸 と し て 捉え る こと 。 


現状 維持 。 そ の た め の ケ ア 。 現状 変化 に 対す る 予防 。 そ れ ら の 行為 
を 、 自 力 で 行う こと 。 セ ルフ ケア 。 

例 。 健康 維持 。 病気 予防 。 

現状 変化 後 の 、 原 状 復帰 や 原状 回 帰 や 原状 修復 や 、 源 へ の 回 帰 や 、 
根本 へ の 回 帰 。 そ の た め の 治 癒 行為 。 そ れ ら の 行為 を 、 自 力 で 行う 
こと 。 自己 修復 。 

例 。 傷 や 変形 や 失 れ の 、 治 癒 や 修復 。 傷 付い た 部 分 に お ける 、 か さ 
ぶた の 生成 。 離 反 部 分 の 、 縫 い 合 わせ や 接着 。 

例 。 液体 表面 を 斬っ て も 、 直 ぐに 元 に 戻る こと 。 


物質 に お ける 、 不 変性 。 

例 。 

物質 に お ける 、 不 動 性 や 定住 性 。 物質 の 所 在 位置 に お ける 、 守 間 的 
な 、 時 間 的 な 、 不 変性 。 


物質 に お ける 、 永 遠 性 。 物 質 の 不変 性 に お いて 、 空 間 的 な 限界 が 存 
在 し な いこ と 。 
物質 に お ける 、 永 久 性 。 物 質 の 不変 性 に お いて 、 時 間 的 な 限界 が 存 
在 し な いこ と 。 


それ ら の 対立 概 師 。 
仏教 に お ける 、 万 物流 転 の 概念 。 


不変 性 。 
物質 を 構成 する 粒子 問 の 、 組 み 合わ せ や リン ク は 変化 する こと 
し か し 、 粒 子 それ 自体 の 性 質 は 、 変 化し な いこ と 。 


を 構成 する 和子 問 の 、 組み 合わ せ や リン ク が 、 変 化し な いこ 
を する の 導 それ 邊 人 の 人 が 変化 し な いこ 
を 本 す る 和子 が 放す る 入 人 の ト ポロ ジー が 、 変 化し な いこ 


物質 を 構成 する 粒子 問 の 、 組 み 合 わせ や リン ク が 、 保 持 され 続け る 
思 


物質 を 構成 する 最小 単位 の 素 粒子 それ 自体 の 性 質 が 、 保 持 さ れ 続け 
し で 
物質 を 構成 する 粒子 が 形成 する 社会 の トポロジ ー が 、 保 持 され 続け 
る 選 之 。 


物質 に お ける 、 不 変性 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 を 構成 する 粒子 に お いて 。 

そう し た 粒子 社会 の トポロジ ー に お ける 不変 性 。 
そう し た 粒子 社会 の トポロジ ー に お ける 恒常 性 。 


反応 。 

物質 を 構成 する 粒子 間 の 、 順 列 や 組み 合わ せ や リン ク が 、 変 動 す る 
こと 。 変質 。 変量 。 

粒子 それ 自体 の 性 質 が 、 変 動 す る こと 。 変質 。 変 量 。 

粒子 の 社会 の トポロジ ー が 、 変 動 す る こと 。 変質 。 変量 

例 。 

合成 。 下 位 レ ベル の 粒子 群 か ら 、 上 位 レ ベル の 粒子 を 、 合 成す る こ 
と 


分 解 。 上 位 レ ベル の 粒子 群 を 、 下 位 レ ベル の 粒子 へ と 、 分 解す る こ 
と 。 


物質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


根本 粒子 。 素 粒子 。 

粒子 同士 の 、 順 列 や 組み 合わ せ や 、 リ ンク や ぜ や 連結 や 接続 や 、 相 互 作 
用 。 そ れ ら の 有無 。 

粒子 の 社会 。 


保存 性 の 物質 。 そ の 本 質 。 
例 。 液 体 。 生 物 一 般 。 液 体 性 生物 。 女 性 。 女 性 優位 社会 の 人 々 。 
例 。 中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 。 


その 物質 は 、 自 己 保 存 を 最 優先 する こと 

その 物質 は 、 自 己 保 身 性 で 動く こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 を 犠牲 に し て で も 、 そ れ 自身 は 存続 し よう と 
する こと 。 


その 物質 は 、 内 部 で 調和 する こと 
その 物質 は 、 外 的 存在 に 対し て 、 そ の 内 部 へ の 侵入 を 拒む こ 


その 物質 は 、 外 的 存在 に 対し て 、 そ の 表面 を 最小 化す る こと 。 2 
物質 は 、 表 面 張力 を 保持 する こと 


その 物質 は 、 そ の 内 部 が 、 温 室 的 で 、 快 適 で ある こと 。 
その 物質 は 、 そ の 内 部 か ら の 脱出 が 、 困 難 で ある こと 。 
その 物質 は 、 専 制 支 配 的 で ある こと 。 


そう し た 外 的 存在 が 、 そ の 物質 より も 、 強 力 で あっ た 場合 。 

その 物質 は 、 そ うし た 外 的 存在 か ら の 働き か け に 対し て 、 盲目 的 な 
丸呑み を 行う こと 。 

例 。 女性 が 、 強 権 者 の 主張 内 容 の 丸 暗 記 を 、 得 意 と する こと 。 女 性 
が 、 学 校 の 教科 書 の 丸 暗記 を 、 得 意 と する こと 。 

その 物質 は 、 そ うし た 外 的 存在 に 対し て 、 妨 び 、 迎 合 し 、 度 する 
こと 。 

例 。 女性 が 、 強 権 者 に 対し て 、 び 、 迎 合 し 、 装 度 す る こと を 、 得 
意 と する こと 。 日 本 人 が 、 ア メリ カ に 対し て 、 妨 び 、 迎 合 し 、 度 
する こと を 、 得 意 と する こと 。 

その 物質 に よる 、 そ うし た 動作 は 、 そ うし た 外 的 存在 が 居る 限り 、 
無限 に 続く こと 。 

その 物質 は 、 そ うし た 外 的 存在 が 去っ た 瞬間 に 、 そ うし た 盲目 的 な 
丸呑み を 、 下 ち に 停止 する こと 。 

その 物質 は 、 そ うし て 、 程 無く 、 原 状 復帰 する こと 。 

その 物質 は 、 そ うし て 、 程 無く 、 自 主 的 に 自己 治 癒 する こと 。 


その 物質 は 、 自 己 保 身 性 を 、 よ り 高 め よ うと する こと 。 
その 物質 は 、 そ れ 自 身 を 、 よ り 守 りや すく し よう と する こと 。 
その 物質 は 、 そ れ 自 身 を 、 よ り 防 御 し や すく し よう と する こと 。 


その 物質 は 、 自 分 か ら は 、 動 か な いこ と 。 

その 物質 は 、 自 分 か ら は 、 章 断 し な いこ と 。 

その 物質 は 、 動 作 を 、 他 の 物質 へ と 、 丸 投げ する こと 。 

その 物質 は 、 作 業 や 仕事 を 、 他 の 物質 へ と 、 丸 投げ する こと 。 
その 物質 は 、 麟 断 を 、 他 の 物質 へ と 、 丸 投げ する こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 が 動く こと で 、 初 め て 、 そ れ 自 身 も 動く こ 
。 

その 物質 は 、 外 部 か ら エ ネル ギー が 流入 する こと で 、 初 め て 、 そ れ 
自身 も 動く こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 に よる 働き か けが ある こと で 、 初 め て 、 そ れ 
自身 も 動く こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 に よる 働き か けが 終了 する こと で 、 直 ち に 、 
不動 化す る こと 。 


その 物質 は 、 


その 物質 は 、 
その 物質 は 、 
その 物質 は 、 
その 物質 は 、 
その 物質 は 、 


その 物質 は 、 
その 物質 は 、 
避 。 

その 物質 は 、 


エネ ルギー 性 物質 に よる 稼ぎ を 、 必 要 と する こと 
リス ク を 回 避 す る こと 

リス ク を 、 他 の 物質 へ と 、 転 嫁 す る こと 
責任 を 回 避 す る こと 

責任 を 、 他 の 物質 へ と 、 転 嫁 す る こと 。 

チャ レン ジ を 回 避 す る こと 

チャ レン ジ を 、 他 の 物質 へ と 、 転 嫁 す る こと 

新た な 未知 の 領域 へ の 自主 的 な 進出 を 、 回 避 す る こ 


新た な 未知 の 領域 へ の 自主 的 な 進出 を 、 他 の 物質 へ 


と 、 転 嫁 す る こと 


その 物質 は 、 


その 物質 は 、 
と 


その 物質 は 、 
その 物質 は 、 
その 物質 は 、 


その 物質 の 動作 する 環境 は 、 


(5 oe 相 


例 。 水滴 。 水滴 
一 箇所 に 廊 


それ は 、 


何時 まで も 、 後 進 的 で ある こと 。 

互い に 、 他 の 物質 の 助け を 得 や すく し よう と する こ 
護送 船団 方 式 で 、 動 く こ と 。 

集団 主義 で 、 動 く こ と 。 

同調 主義 で 、 動 く こ と 。 


恵まれ て いて 、 安 全 で 、 安 定 し て いる 


ヨリ 。 湖 。 海 。 
ま っ て 、 動 か な いこ と 。 


それ は 、 体 積 一 定 で ある こと 。 
それ は 、 表 面 張力 が 働い ! い て いて 、 形 状 が 丸い こと 。 


それ は 、 


軽い 外部 物質 を 、 排 除 す る こと 。 例 。 


極 く 小さ な 昆虫 が 、 


水面 の 上 に 浮く こと 。 


それ は 、 重 い 外 部 物質 を 、 盲 目的 に 丸呑み する こと 。 例 。 
水面 下 へ と 沈む こと 。 

一 度 、 内 部 に 入っ た 外部 物質 を 、 外 に 出 そ う と し な いこ 
と 。 例 。 水滴 の 中 に 入っ た 虹 が 、 


一 発 で 、 
それ は 、 


投石 が 、 


その 外 に 出 ら れ な く な けり 、 陸 上 に 


居 な が ら に し て 、 そ の 水滴 の 内 部 で 源 れ る こと 。 
それ は 、 他 の 物質 が 動く こと で 、 初 め て 、 そ れ 自 身 も 動く こと 。 


例 。 風 に よる 、 
それ は 、 外 部 か ら エ ネル ギー 
も 動く こと 。 


人 ea 地殻 変動 に よる 、 津 波 の 発生 。 
が 流入 する こと で 、 初 め て 、 そ れ 自 身 


例 。 太陽熱 に よる 、 水 の 高温 化 と 、 内 部 対流 の 発生 。 


それ は 、 他 の 物質 に よる 働き か けが ある こと で 、 初 め て 、 そ れ 自 身 
も 動く こと 。 例 。 気流 で 動く 雲 。 大 気 の 春 冷 化 に よる 降雨 の 発生 。 
山岳 勾配 の 発生 に よる 、 河 川 の 発生 。 

それ は 、 他 の 物質 に よる 働き か けが 終了 する こと で 、 直 ち に 、 不 動 
化す る こと 。 例 。 風 が 終息 する と 、 直 ち に 、 水 面 が 動か な く な る こ 
@ 

それ は 、 そ の 内 部 が 、 温 室 的 で 、 快 適 で ある こと 。 例 。 水中 や 海中 
は 、 生 物 に と っ て 、 よ り 生 きやすい 環境 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 の 物質 。 そ の 本 貸 。 
例 。 気体 。 気体 性 生物 。 男 性 。 男 性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧米 諸 
国 。 中 東 諸 国 。 


その 物質 は 、 自 己 拡大 を 最 優先 する こと 。 


その 物質 は 、 高 速 運 動 を 好む こと 。 

その 物質 は 、 エ ネル ギ ッ シ ュ な 活動 を 好む こと 。 
その 物質 は 、 仕 事 を 好む こと 。 

その 物質 は 、 稼 ぎ 事 を 好む こと 。 


その 物質 は 、 他 の 物質 の 破壊 を 、 好 むこ と 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 へ の 体 当 た り を 、 好 むこ と 。 
その 物質 は 、 他 の 物質 へ の 突撃 を 、 好 お こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 へ の 直撃 を 、 好 むこ と 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 へ の 、 掘 削 や 夫 孔 を 、 好 むこ と 。 
その 物質 は 、 暴 力 支 配 的 で ある こと 。 

それ ら の 結果 。 

その 物質 は 、 そ れ 自 身 が 傷 付 き や すい こと 。 

その 物質 は 、 自 己 消耗 し や すい こと 。 

その 物質 は 、 自 己 破壊 し ゃ すい こと 。 

その 物質 は 、 自 己 保 身 し な いこ と 。 

その 物質 は 、 保存 性 物質 に よる 治癒 行為 の 実行 を 、 必 要 と する こ 
を 


その 物質 の 動作 する 環境 は 、 昔 酷 で 、 危 険 で 、 不 安定 で ある こと 。 
その 物質 は 、 新 た な 未知 の 領域 へ の 自主 的 な 進出 を 、 好 むこ と 。 


その 物質 は 、 何 時 まで も 、 先 進 的 で ある こと 。 


保存 力 に つい て の 記述 に 関す る 、 補 足 。 


上 記 内 容 に お いて 。 

私 に よる 、 保存 力 の 定義 。 

それ は 、 従来 の 伝統 的 な 物理 学 に お ける 定義 と は 、 大 きく 違っ て い 
る こと 。 


保存 力 。 

それ に つい て の 、 徒 来 の 伝統 的 な 物理 学 に お ける 定義 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 物質 が 、 新 た に 運動 を 起こ す た め の 、 潜 在 的 な エネ ルギー の 、 
それ 自身 へ の 、 貯 蓄 や 保存 。 例 。 固体 に お ける 、 位 置 エ ネル ギー。 


保存 力 。 

それ に つい て の 、 私 の 定義 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 物質 に お ける 、 そ れ 自 身 を 保存 し 保持 する 、 力 。 


保存 力 に 関し て 。 

従来 の 定説 と は 、 別 の 種類 の 力 が 、 別 途 存 在 す る こと 。 

私 は 、 そ の こと に 、 液体 の 動き を 観察 し て いて 、 初 め て 気付 いた 。 
私 は 、 そ の 力 の 具体 的 内 容 を 、 上 記 に お いて 、 明 記し た 。 


観察 物理 学 の 提唱 。 


私 は 、 以 下 の よ うな 内 容 の 物理 学 を 、 新 た に 提唱 する 。 

それ は 、 従 来 の 、 数 式 運用 主体 の 物理 学 と は 、 異 な る も の で ある 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 の 現物 の 動作 の 、 実 験 心理 学 的 手法 に 基づく 、 観 察 。 

物質 の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション に 基づく 動作 の 、 実 験 心理 
学 的 手法 に 基づく 、 観 察 。 

そう し た 観察 に 基づく 分 析 を 、 主 要 な 内 容 と する 、 物 理学 。 観 察 物 


理学 。 


例 。 

液体 分 子 運動 の 視覚 的 な シミ ュ レ ーション 結果 の 、 観 察 。 
現物 の 水滴 の 動き の 、 現 場 観 察 。 

その よう な 、 液体 の 動作 や 性 質 の 、 観 察 と 分 析 。 


それ ら の 物質 に つい て の 、 視 聴覚 を 活用 し た 、 観 察 。 
それ ら の 物質 の 性 質 の 、 感 覚 心理 学 的 で 、 官 能 検査 的 な 、 分 析 。 


物質 と 社会 と の 関連 に つい て の 分 析 。 男 女 の 性 差 と の 関連 。 それ ら 
に つい て の 、 こ こま で の 内 容 の 、 有 要約 。 


私 は 、 私 自身 が 得 た 最終 的 で 根源 的 な 結論 か ら 、 今 まで と は 逆 方 向 
の 内 容 の 展開 を 、 新 た に 行っ た 。 
それ ら は 、 生 物 や 人 間 に つ いて の 内 容 を 一 括 し た も の を 、 含 むこ 
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それ ら は 、 男 女 の 性 差 の 根源 に つい て の 内 容 を 一 括 し た も の を 、 含 
お ご と 。 

私 は 、 そ れ ら の 内 容 の 要約 を 、 以 下 に お いて 、 記 述 す る 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 の 力 が 、 存 在 す る こと 。 
エネ ルギー 性 の 力 。 作動 する 力 。 移 動 する 力 。 仕事 する 力 。 
保存 性 の 力 。 制 止 す る 力 。 定住 する 力 。 不動 の 力 。 


その こと に 対応 し て 。 

物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 

エネ ルギー 性 の 物質 。 動き回る 物質 。 変動 す る 物質 。 作動 す る 物 
質 。 移 動 す る 物質 。 

保存 性 の 物質 。 動 か な い 物 質 。 現 状 維 持 する 物質 。 原状 回 復 する 物 
質 。 制 止 する 物質 。 不 動 の 物質 。 定住 する 物質 。 

気体 。 そ れ は 、 相 対 的 に 、 エ ネル ギー 性 の 物質 で ある こと 。 

液体 。 固 体 。 そ れ ら は 、 相 対 的 に 、 保 存 性 の 物質 で ある こと 。 


生物 一 般 。 人 間 一 般 。 そ れ ら は 、 液 体 で ある こと 。 そ れ ら は 、 保 存 
性 の 物質 で ある こと 。 
細胞 。 卵子 。 女性 。 そ れ ら は 、 液 体 的 生物 で ある こと 。 そ れ ら は 、 


生物 に お ける 、 基 盤 や 中 心 や 本 体 に 、 当 た る こと 。 

ウィ ルス 。 精子 。 男性 。 そ れ ら は 、 気 体 的 生物 で ある こと 。 それ ら 
は 、 生 物 に お ける 、 外 的 展開 物 や 、 周 辺 部 や 外縁 部 へ の 展開 物 や 、 
付随 物 や 、 使 い 捨 て の 試行 物 に 、 当 た る こと 。 


物質 に お ける 、 思 想 や ポリ シー。 
エネ ルギー 的 な 思想 。 作 動 的 な 思想 。 気体 的 思想 。 
保存 的 な 思想 。 制 止 的 な 思想 。 液 体 的 思想 。 固 体 的 思想 。 


物質 は 、 固 体 か ら 液体 へ 、 液 体 か ら 気 体 へ と 、 変 化す る こと 。 
物質 は 、 気 体 か ら 液体 へ 、 液 体 か ら 固体 へ と 、 変 化す る こと 。 
固体 と 気体 は 、 そ うし た 変化 に お ける 、 両 端 に 位置 する こと 。 
液体 は せ 、 そ うし た 変化 に お ける 、 中 間 に 位 置 す る こと 。 

その 結果 。 以下 の 関係 が 成立 する こと 。 

固体 的 思想 。 ター ミナ ル 的 思想 。 極論 。 

液体 的 思想 。 中 間 的 思想 。 中 心 的 思想 。 中 鹿 論 。 

気体 的 思想 。 タ ー ミ ナル 的 思想 。 極論 。 普遍 的 思想 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 


粉砕 性 の 物質 。 

粉末 化す る 固体 。 例 。 ビ ピス ケッ ト 。 そ れ ら は 、 粉 砕 や 破壊 が 、 可 能 
で ある こと 。 

気体 。 粉末 性 の 固体 。 例 。 小麦 粉 。 砂 粒 。 そ れ ら は 、 最 初 か ら 、 粉 
砕 され た 状態 で ある こと 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 性 質 を 持っ て いる こと 。 

飛散 性 。 離 散 性 。 分 離 性 。 分断 性 。 分散 性 。 分 別 可能 性 。 分析 可能 
性 。 デ ジタル 性 。 客 観 性 。 

乾燥 性 。 


まとまる 人 性質 の 物質 。 く っ 付く 性 質 の 物質 。 

固体 。 例 。 金属 。 

液体 。 

それ ら は 、 粉 砕 や 破壊 が 、 不 可能 で ある こと 。 

それ ら は 、 外 的 な 力 に より 、 変 形 可 能 で ある が 、 そ の 後 も 、 ま と ま 
り 続 ける こと 。 

それ ら は 、 外 的 な 力 に より 、 ス プレ ー 可 能 で ある が 、 程 無く 、 再 び 


まとまる こと 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 性 質 を 持っ て いる こと 。 
連続 性 。 ア ナ ロ グ 性 。 

柔軟 性 。 

自己 保存 性 。 自己 保身 性 。 

現状 維持 性 。 慣性 。 

順応 性 。 

原状 復帰 性 。 自 己 治癒 性 。 自己 回 復 性 。 自己 修復 性 。 
分 断 の 拒否 。 分 析 の 拒否 。 客観 視 の 拒否 。 

湿潤 性 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 

発 お こと が 不可 能 な 物質 。 頑 固 な 物質 。 変 化 不可 能 な 物質 。 固 体 。 
発 お こと が 可能 な 物質 。 和 柔軟 な 物質 。 変 化 可 能 な 物質 。 液 体 。 気 
体 。 


物質 . 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
粒子 の 社会 。 
その 構成 要素 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
粒子 その も の 。 


粒子 間 に お ける 、 静 的 な 結合 。 

粒子 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 。 

それ ら の 有無 。 

それ ら の 可能 性 や 不可 能 性 。 

それ ら の 、 時 間 的 な 、 空 間 的 な 、 存 在 の あり 方 。 

それ ら の 量 。 強弱 。 大小 。 多 少 。 長短 。 

それ ら の 人 資 。 そ の 内 容 は 、 感 覚 形 容 詞 に よっ て 表現 され る こと 。 
例 。 美 し さ 。 


粒子 間 に お ける 、 静 的 な 結合 。 

その 結合 が 強い こと 。 そ れ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 を 
も た ら す こと 。 

固 さ 。 


それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる こと 。 
硬 さ 。 その 物質 は 、 擁 まな いこ と 。 
剛性 。 そ の 物質 は 、 携 お こと 。 


の 結合 が 弱い こと 。 そ れ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 を 
時 
柔らか さ 。 そ の 物質 は 、 変 形 す る こと 。 
軟らか さ 。 そ の 物質 は 、 凹 むこ と 。 
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の 結合 が 切れ る こと 。 そ れ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 
BED さ こ と 
粉砕 性 。 切 断 性 。 離 散 性 。 撤 散 性 。 


の 結合 が 切れ な いこ と 。 そ れ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 
質 を お たら ず ど と 
まとまり 。 癒着 性 。 接 着 性 。 粘 着 性 。 自 己 治癒 性 


粒子 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 。 

粒子 同士 が 、 相 互 の 独立 を 保ち つつ 、 一 時 的 に 結合 する こと 。 
相互 の 衝突 。 一 時 的 な 結合 と 、 そ の 後 の 、 再 度 の 相互 分 離 。 
連絡 。 付き合い 。 や けり 取 り 。 交 流 。 交 信 。 物 流 。 

それ ら の 強度 の 高 さ 。 そ れ は 、 気 体 で は 高く 、 液 体 で は 低い 。 
それ ら の 頻度 の 高 さ 。 そ れ は 、 気 体 で は 低く 、 液 体 で は 高い 。 


それ ら の 作用 が 強い こと 。 

それ ら の 作用 が 切れ な いこ と 。 

それ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 を も た ら す こと 。 
相互 依存 。 同調 。 分 業 。 シ ステ ム 化 。 燃 わし さ 。 し つこ さ 。 怒 始 。 
相互 関係 に お ける 、 厚 さや 、 底 の 深 さ 。 

それ ら は 、 気 体 で も 液体 で も 、 起 きる こと 


それ ら の 作用 が 弱い こと 。 

それ ら の 作用 が 切れ る こと 。 

それ は 、 物 質 に 対し て 、 以 下 の よ うな 性 質 を も た ら す こと 。 

孤立 。 独立 。 自立 。 自 閉 。 寂 し さ 。 淡 白 さ 。 相 互 関係 に お ける 、 薄 
さや 、 底 の 浅 さ 。 

それ ら は 、 気 体 で も 液体 で も 、 起 きる こと 


粒子 間 に お ける 、 ま と まり 。 

液体 。 固 体 金 属 。 

それ は 、 物 質 に お いて 、 以 下 の 性 質 を 生み 出す こと 

粒子 間 に お ける 、 内 部 と 外部 と の 、 区 別 。 

粒子 群 が 、 そ れ ら の 外部 を 切り 捨て て 、 そ れ ら の 内 部 の み で ま と ま 
る こと 。 

それ ら の 外部 に 対す る 、 閉 鎖 性 や 排他 性 の 、 発 現 。 

それ ら の 内 部 に お ける 、 調 和 や 温 室 性 や 統制 の 、 発 現 。 


粒子 間 に お ける 、 結 合 や まとまり が 、 切 れる こと 。 
その 、 結 合 や まとまり に 、 傷 が 付く こと 。 

それ が 、 切 れ た まま に な る こと 。 

その 傷 が 、 付 いた まま に な る こと 。 

例 。 切断 され た 鉄骨 。 


それ が 、 再 び ま と まる こと 。 

それ が 、 再 び 、 接着 し 癒着 する こと 

その 傷 が 、 自 主 的 に 修復 され る こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

原状 復帰 。 原 状 回 復 。 自 己 治 癒 。 

例 。 

液体 の 水滴 を 斬る と 、 直 ぐに 、 切 れ 目 が 消え て 、 元 通り に な る こ 
と 


生物 の 皮膚 の 傷 が 、 自 然 に 治 る こと 。 


粒子 間 に お ける 、 結 合 や まとまり が 、 切 れ な いこ と 。 
時 結語 結合 や まとまり の 、 度 合い が 、 強 過ぎ る こと 。 

の 結合 が 強固 過ぎ て 、 硬 過ぎ て 、 切 る こと が 出来 な いこ と 。 
その 提 着 や 需 着 や 融合 の 度合 い が 週 ぎ て 切る こと が 出来 な いこ 
Le 


粒子 間 に お ける 、 レ ベル の 高低 の 存在 。 
低 レ ベル の 粒子 。 例 。 素 粒子 。 


高 レ ベル の 粒子 。 例 。 高 分 子 化合 物 。 生物 。 人 間 。 
低 レ ベル の 粒子 群 か ら 、 高 レベ ル の 粒子 が 、 合 成 さ れる こと 。 
高 レ ベル の 粒子 が 、 低 レベ ル の 粒子 群 へ と 、 分 解 さ れる こと 。 


物質 に お ける 、 そ うし た 粒子 構造 の 、 デ ジタル 文字 列 情報 に よる 表 
現 。 


その 実現 が 、 物 質 の 社会 学 の 発展 に お いて 、 重 要 で ある こと 。 


生物 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 


エネ ルギー 性 の 生物 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
気体 性 の 生物 。 ウィルス 。 精子 。 男 性 。 


保存 性 の 生物 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 性 の 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女 性 。 

固体 性 の 生物 。 武 装 性 の 生物 。 硬質 で 剛性 の 外装 を 、 身 に 着け た 生 
物 。 鎧 で 武装 し た 生物 。 甲虫 。 甲 南 を 身 に 着け た 武者 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 
ター ミナ ル 的 な 物質 。 気体 。 固体 。 
中 間 的 な 物質 。 調和 的 な 物質 。 液体 。 


生物 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 。 
ター ミナ ル 的 で 極端 な 、 生 物 。 ウィル ス 。 精子 。 男 性 。 
中 間 的 で 中 市 的 で 穏健 な 、 生 物 。 細 胞 。 卵子 。 女 性 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 


キツ 物質 。 


高圧 が 掛か る 物質 。 高 圧 を 掛け る 物質 。 


キツ さ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

高い レベ ル の エネ ルギー が 掛か る こと 。 高い レ ベル の 攻撃 を 受け る 
こと 。 高 い レ ベル の 暴力 支配 を 受け る こと 。 

高い レベ ル の 保存 力 が 掛か る こと 。 高い レベ ル の 束縛 を 受け る こ 
と 。 高 い レ ベル の 専制 支配 を 受け る こと 。 

高い レベ ル の 刺激 を 受け る こと 。 過 激 性 。 

ター ミナ ル 性 。 極端 性 。 

生物 や 人 間 の 場合 。 左 細 。 右翼 。 


緩い 物質 . 
低圧 が 掛か る 物質 。 低圧 を 掛け る 物質 。 


緩 さ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

低い! レベ ル の エネ ルギー が 掛か る こと 。 低い レベ ル の 攻撃 を 受け る 
こと 。 低 レベ ル の 暴力 支配 を 受け る こと 。 

低い! レベル の 保存 力 が 掛か る こと 。 低い レ ベル の 束縛 を 受け る こ 
と 。 低 レベ ル の 専制 支配 を 受け る こと 。 

低 ! レ ベル の 刺激 を 受け る こと 。 マ イル ド 性 。 

中 間 性 。 中 鹿 性 。 穏 健 性 。 

AD に 中 道 。 


物質 に は 、 以 下 の よ うな 2 種類 が 、 存 在 す る こと 


に か 1 て 。 
量 の 物質 。 
か 量 の 物 . 


質 に お いて 。 
高 品質 の 物質 。 良質 な 物質 。 
低 品質 の 物質 。 悪 質 な 物質 。 


物質 に は 、 そ の 分 析 の 視点 に 応じ て 、 以 下 の よ うな 種類 が 、 存 在 す 
る こと 。 


湿度 に お いて 。 

乾い た 物質 。 個 人 主義 の 物質 。 バ ラバ ラ な 物質 。 粉 末 状 の 物質 。 分 
離 独立 する 物質 。 自 律 的 な 物質 。 自 立 的 な 物質 。 湿 度 が 低い 物質 。 
湿っ た 物質 。 集 団 主義 の 物質 。 ま と まる 物質 。 一 体 化す る 物質 。 爾 
合 する 物質 。 合 体 す る 物質 。 同 調 する 物質 。 他 律 的 な 物質 。 相 互 依 
存 的 な 物質 。 湿 度 が 高い 物質 。 


明度 に お いて 。 


明る い 物 質 。 
光量 が 多い 物質 。 光 線 が 当たる 物質 
透明 な 物質 。 清 ら か な 物質 。 光 を 通す 物質 。 


暗い 物質 。 
光量 が 少な い 物 質 。 光 線 が 当たら な い 物 質 。 
不 稀 明 な 物質 。 滴 っ た 物質 。 光 を 通さ な い 物 質 。 


純度 に お いて 。 

純粋 な 物質 。 純 血 の 生物 。 純 度 が 高い 物質 。 

混ざっ た 物質 。 混 合 。 混 成 。 混 交 。 交 雑 。 混血 の 生物 。 雑種 の 生 
物 。 純 度 が 低い 物質 。 


温度 に お いて 。 

熱い 物質 。 暑い 物質 。 高 い 熱 エネ ルギー 量 の 物質 。 

温か い 物質 。 暖 か い 物質 。 中 市 な 熱 エ ネル ギー 量 の 物質 。 
冷た い 物質 。 涼 し い 物 質 。 寒い 物質 。 低 い 熱 エネ ルギー 量 の 物質 。 


高度 に お いて 。 
高い 物質 。 上 方 の 物質 。 高 い 位置 エネ ルギー 量 の 物質 


低い 物質 。 下方 の 物質 。 低い 位置 エネ ルギー 量 の 物質 。 


物質 に お ける 粒子 。 量子 論 と 貨 子 論 。 


粒子 の 種類 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
AP 3 

電子 。 


分 子 。 原子 。 素 粒子 。 


物質 . 


その 分 解 の 結果 。 原子 。 

原子 。 

その 分 解 の 結果 。 原子核 。 電 子 。 
原子 核 

その 分 解 の 結果 。 陽 子 。 中 性 子 。 
陽子 。 

その 分 解 の 結果 。 素 粒子 。 例 。 ク ォ ー ク 。 レ プ ト ン 。 
その 他 。 

光子 。 

量子 。 

物理 量 の 最小 単位 。 


物質 に お ける 最小 レベ ル の 粒子 の 、 数 量 。 


私 は 、 以 下 の 存在 を 、 新 た に 主張 する 。 
質 子 。 


物質 の 、 本 体 や 根本 や 本 質 の 、 最 小 単位 。 
物質 に お ける 、 品 質 や 性 質 の 、 最 小 単位 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
物質 に お ける 最小 レベ ル の 粒子 の 社会 に お ける 、 ト ボロ ジー。 


それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる こと 。 

保存 力 に 基づく トポロジ ー。 静 的 な トポロジ ー。 最 小 レ ベル の 粒子 
同士 の 、 静 的 な 、 結 合 や 構築 や 組み 立て 。 そ れ ら の 上 トポロジー。 
例 。 生物 的 神経 に お ける 、 固 定 回 路 。 

エネ ルギー に 基づく トポロジ ー。 動 的 な トポロジ ー。 最 小 レ ベル の 
粒子 同士 の 、 動 的 な 相互 作用 。 それら の トポロジ ー。 例 。 生物 的 神 
経 胡 に お ける 、 神 経 細胞 間 の 発火 の 伝達 。 生物 的 神経 に お ける 、 
可変 回 路 。 


上 記 の 両者 を 併合 し た 内 容 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 や 人 間 の 社会 に お ける トポロジ ー。 例 。G.Simmel の 形式 社会 学 
や 、L. Von Wiese の 関係 学 。 


物質 に お ける 、 品 質 や 性 質 の 、 研 究 。 
物質 の 粒子 の 社会 に お ける 、 ト ポロ ジー の 研究 。 
それ ら は 、 結 局 は 、 物 質 の 社会 学 で ある こと 。 


物質 の 社会 学 。 例 。 生物 や 人 間 の 、 社会 学 。 
そう し た 社会 学 は 、 い ずれ も 、 ト ポロ ジー の 一 種 で ある こと 。 


トポロジ ー。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


存在 物 に お ける 、 形 状 や 形式 。 
それ ら の 間 に お ける 、 相 同性 や 相似 性 や 互換 性 や 置換 可能 性 の 、 
チエ ペタ 。 


互い に 異な る 形状 や 形式 に つい て 。 
それ ら の 数 え 上 げ 。 


それ ら の 分 類 。 


そう し た 形状 や 形式 に つい て の 、 分 析 項 目 や 分 類 基 準 。 
それ ら の 策定 。 


追加 内 容 。2023 年 4 月 上 旬 初 出 。 
エネ ルギー 性 物質 と 保存 性 物質 と 
の 、 対 比 。 エネ ルギー 的 思想 と 保 
存 的 思想 と の 、 対 比 。 


エネ ルギー 性 の 物質 。 保存 性 の 物質 。 そ れ ら の 性 質 に お ける 、 対 
比 


凡例 。 
[E] エネ ルギー 性 の 物質 。 
[C] 保存 性 の 物質 。 


実例 。 
[E] 気体 。 気 体 性 の 生物 。 ウィ ルス 。 精 子 。 精 細胞 。 男 性 。 
[C] 液体 。 生 物 一 般 。 液 体 性 の 生物 。 細胞 。 卵子 。 卵細胞 。 女 性 。 


[E] 自分 か ら は 保存 行為 を し な い 人 存在 。 
[C] 自分 か ら は 仕事 を し な い 存 在 。 


[E] 能動 的 に し か 仕事 する こと が 出来 な 存在 。 
[C] 受動 的 に し か 仕事 する こと か 出来 な い 存 在 。 仕事 を 、 エ ネル 


ギー 性 物質 に 押し 付け る 存在 。 


[E] 受動 的 に し か 保存 行為 が 出来 な い 存在 。 保存 行為 を 、 保 存 性 物 
質 に 押し 付け る 存在 。 
[C] 能動 的 に し か 保存 行為 が 出来 な り 存 在 。 


[E] 現状 変更 や 現状 破壊 し か 出来 な 存在 。 
[C] 現状 維持 や 原状 回 復 し か 出来 な い 存 在 。 
[E] 動か すこ と し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 止め る こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 破壊 し か 出来 な 存在 。 
[C] 保全 し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 消耗 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 補給 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 現状 変更 し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 現状 維持 し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 危険 な こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 安全 な こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] アク セル を 踏む こと し か 出来 な い 人 存在 。 
[C] プレ ー キ を 踏む こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 変え る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 変え な いこ と し か 出来 な い 存 在 。 


[EE] チャ レン ジ す る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 禁止 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 動き 回 る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 動か な いこ と し か 出来 な い 人 存在 。 


[E] 新 機軸 の こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 前 例 踏襲 し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 体積 膨張 し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 体積 一 定 化 し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 上 學 踏 領域 に 滞留 し て いる こと が 出来 な い 存 在 。 
[C] 未踏 領域 に 進出 する こと が 出来 な い 存 在 。 


[E] 先進 的 で いる こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 後進 的 で いる こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 開放 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 閉鎖 し 隔離 する こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 内 部 を 公開 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 内 部 を 機密 化す る こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 自由 化す る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 閉じ 込め て 束縛 する こと し か 出来 な い 人 存在 。 


[E] 個別 に 動く こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 護送 船団 方 式 で 動く こと し か 出来 な いり 存在 。 


[E] 楽観 的 で 居る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 慈 観 的 で 居る こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 積極 的 で 居る こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 消極 的 で 居る こと し か 出来 な 存在 。 
[E] 反転 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 順応 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 批 利 し 反抗 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 調和 し 仲良 くす る こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 離散 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 融合 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 衝突 し て 傷 付く こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 治癒 する こと し か 出来 な 存在 。 


[E] 相手 を 毅 傷 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 相手 を 救済 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 温室 の 外部 で 生活 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 温室 生活 する こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 相手 を 攻撃 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 相手 を 締め 出す こと し か 出来 な い 存 在 。 


[E] 相手 を 暴力 支配 する こと し か 出来 な い 存 在 。 
[C] 相手 を 専制 去 配 す る こと し か 出来 な 存在 。 


エネ ルギー 的 思想 と 、 保存 的 思想 。 


エネ ルギー 性 の 物質 が 持つ 、 そ の 振る 舞い に お ける 、 ポ リ シ ー。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

エネ ルギー 的 思想 。 

例 。 


気体 的 思想 Co 
男性 的 思想 。 

移動 生活 様式 の 思想 。 
実例 。 


欧米 諸国 の 思想 。 中 東 諸 国 の 思想 。 


保存 性 の 物質 が 持つ 、 そ の 振る 舞い に お ける 、 ポ リ シ ー。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

保存 的 思想 。 

例 。 

液体 的 思想 。 

生物 的 思想 。 

女性 的 思想 。 

定住 生活 様式 の 思想 。 

実例 。 

中 華 思想 。 ロ シア の 思想 。 日 本 の 思想 。 韓 国 の 思想 。 


物質 に お ける 、 別 の 物質 へ の 対応 。 


保存 性 物質 に お ける 、 相 手 の 物質 へ の 対応 。 

例 。 液体 。 生 物 一 般 。 液 体 性 生物 。 細 胞 。 卵子 。 女 性 。 

その 物質 は 、 自 分 か ら は 、 動 か な いこ と 。 

その 結果 。 

その 物質 の 表面 は 、 平 和 で あり 続け る こと 。 

その 物質 の 内 部 は 、 調 和 し 続け る こと 。 

その 物質 の 内 部 に お いて は 、 複数 の 構成 粒子 が 、 微 動 し 、 互 い に 率 
制 し 合っ て いる こと 。 そ の 物質 の 内 部 に お いて は 、 粒 子 間 の 専制 支 
配 が 行わ れ て いる こと 。 

その 物質 は 、 体 積 が 一 定 で あり 、 膨 張 し な いこ と 。 

その 物質 は 、 そ れ 自 身 の 表 面 に お いて 、 そ の 表面 を 最小 限 に する 力 
が 、 常 時 、 働 いて いる こと 。 そ れ は 、 表 面 張力 で ある こと 。 
その 和 結果 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 を 、 そ の 内 部 か ら 、 締 め 出 すこ と 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 を 、 撃 退 す る こと 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 か ら 、 そ れ 自 身 を 防御 する こと 。 

他 の 物質 は 、 そ の まま で は 、 そ れ 自 身 の 内 部 に 入る こと が 出来 な い 
he os 


相手 の 物質 が 、 そ の 物質 の 表面 張力 より も 、 力 学 的 に 、 よ り 学 位 で 
下位 で ある 場合 。 

相手 の 物質 が 、 軽 い 場 合 。 

例 。 水面 に お ける 、 小 さい 昆虫 。 

その 物質 の 表面 は 、 少 し 凹 お むだ け で ある こと 。 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 へ の 加入 審査 に お いて 、 不 合格 と な る こ 
8 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 へ の 加入 を 一 方 的 に 拒否 され る こと 。 
相手 の 物質 は 、 そ の 物質 の 表面 に 浮い た まま と な る こと 。 

相手 の 物質 は 、 免 疫 的 に 、 そ の 物質 か ら 撃 退 さ れる こと 。 


相手 の 物質 が 、 そ の 物質 の 表面 張力 より も 、 力 学 的 に 、 よ り 優位 で 
上 位 で ある 場合 。 

相手 の 物質 が 、 重 い 場 合 。 

例 。 水面 に 投入 され る 、 大 きく て 重い 石 。 

その 物質 の 表面 が 、 凹 お むこ と 。 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 へ の 加入 審査 に お いて 、 合 格 と な る こと 。 
相手 の 物質 は 、 そ の 物質 へ の 加入 を 、 瞬 間 的 に 拒絶 され た 後 、 次 の 
瞬間 に は 許可 され る こと 。 その 瞬間 、 そ の 物質 の 表面 に に こし ぶ き が 


上 が る こと 。 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 の 表面 を 突破 し て 、 そ の 物質 の 内 部 へ と 加 
入 す る こと 。 

相手 の 物質 は 、 免疫 的 に 、 そ の 物質 へ と 感染 する こと 。 

その 物質 は 、 相 手 の 物 質 を 、 丸 呑み する こと 。 

その 物質 は 、 相 手 の 物質 に 対し て 、 迎 合 す る こと 。 

その 物質 は 、 相 手 の 物質 と 、 合 体 し 、 癒 着 す る こと 。 

その 物質 は 、 相 手 の 物質 を 、 包 含 す る こと 。 

相手 の 物質 は 、 そ の 物質 の 内 部 に 一 度 加 入 す る と 、 濡 れる こと 。 
その 結果 。 相 手 の 物 質 は 、 そ の 物質 か ら 独 立 し た 状態 で は 、 再 び 外 
出す る こと が 、 二 度 と 出来 な まく な る こと 。 


エネ ルギー 性 物質 に お ける 、 相 手 の 物質 へ の 対応 。 

例 。 気体 。 気体 性 生物 。 ウ ィ ル ス 。 精子 。 男 性 。 

その 物質 は 、 自 分 か ら 動 く こ と 。 そ の 物質 は 、 上 臨機 応 変 に 、 位 置 的 
に 、 前 進 と 後退 と を 、 繰 り 返 すこ と 。 

その 物質 の 表面 は 、 存 在 し な いこ と 。 そ の 物質 に お いて 、 内 部 と 外 
部 と の 区 別 は 、 存 在 し な いこ と 。 

その 物質 は 、 体 積 が 不定 で ある こと 。 そ の 物質 の 体積 は せ 、 そ の まま 
で は 、 膨 張 し 続け る こと 。 

その 物質 は 、 周 囲 の 物質 を 、 常 時 、 攻 撃 し 続け る こと 。 そ の 結果 、 
その 物質 が 、 周 囲 に 対し て も た ら す 圧力 。 気体 の 場合 。、 それは 、 気 
圧 で ある こと 。 

その 結果 。 

その 物質 は 、 他 の 物質 に よる 、 そ の 物質 自身 の 領域 へ の 加入 を 、 問 
題 無く 受け 入れ る こと 。 そ の 物質 の 存在 領域 は 、 他 の 物質 に 対し 

て 、 開 か れ て いる こと 。 

その 物質 の 複数 の 粒子 は 、 他 の 物質 を 、 暴 力 的 に 、 個 別に 攻撃 し 続 
ける こと 。 そ れ ら の 粒子 は 、 粗 暴 で ある こと 。 そ れ ら の 粒子 は 、 暴 
力 に よる 支配 を 行う こと 。 

その 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 力 学 的 に 、 優 位 で 上 位 で ある 場 

その 物質 の 体積 は 、 そ の まま 、 い つま で も 増加 し 続け る こと 。 


例 。 海 水面 近く を 立ち 昇る 、 火 山 ガ ス の 大 き な 気 泡 。 
その 物質 が 、 他 の 物質 に 対し て 、 力 学 的 に 、 共 位 で 下位 で ある 場 


その 物質 の 体積 は 、 増 加 が 停止 し 、 圧 縮 さ れ 、 収 縮 す る こと 。 
例 。 深 海中 の 極小 の 気泡 。 


物質 同士 に お ける 、 混合 と 秦 離 。 
共通 性 を 持つ 物質 同士 。 

共通 部 分 を 持つ 物質 同士 。 
同種 の 物質 同士 。 

互い に 握手 可能 な 物質 同士 。 

そう し た 物質 同士 は 、 互 い に 混 合 す る こと 。 
例 。 リ ン ゴ 果汁 と オレ ンジ 果汁 。 


共通 性 を 持た な い 物 質 同士 。 

共通 部 分 を 持た な い 物 質 同士 。 
異種 の 物質 同士 。 

互い に 握手 不可 能 な 物質 同士 。 

そう し た 物質 同士 は 、 互 い に 砂 離す る こと 。 
例 。 水 と 油 。 


仲介 物質 。 

ニニ つの 異な る 物質 の 両方 に 対し て 、 共 通 部 分 を 持っ て いる 物質 。 
ニニ つの 異な る 物質 の 両方 に 対し て 、 握 手 が 可 能 で ある 物質 。 

そう し た 仲介 物質 が 新た に 混ざる こと に より 、 砂 離し て いた 二 種 の 
異な る 物質 同士 が 、 新 た に 混合 可能 に な る こと 。 

例 。 互いに 秒 離し て いた 水 と 油 と に 、 新 た に 、 石 鹸 液 を 混ぜ る こ 
と 。 そ の こと で 、 水 と 油 と が 、 新 た に 混合 する こと 。 


エネ ルギー 性 物質 と 、 保 存 性 物質 と の 、 相 互 依存 。 生物 の 場合 。 


エネ ルギー 性 物質 の 一 種 と し て の 、 エ ネル ギー 性 の 生物 。 
エネ ルギー 性 の 生物 と し て の 、 ウ ィ ル ス や 精子 や 男性 。 そ の 応用 と 
し て 。 移動 生活 様式 社会 の 生物 。 男 性 優位 社会 の 生物 。 


保存 性 物質 の 一 種 と し て の 、 保 存 性 の 生物 。 
保存 性 の 生物 と し て の 、 細 胞 や 卵子 や 女性 。 そ の 応用 と し て 。 定住 
生活 様式 社会 の 生物 。 女 性 優位 社会 の 生物 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 、 相 互 依存 し て いる こと 。 
エネ ルギー 性 の 生物 が 、 仕 事 を し て 、 稼 いで 、 そ の 過程 に お いて 、 
消耗 し 、 傷 付く こと 。 


そう し た エネ ルギー 性 の 生物 に 対し て 、 保 存 性 の 生物 が 、 治 癒 を 施 
し 、 牙 分 補給 を 行う こと 。 

その こと で 、 人 保存 性 の 生物 が 、 エ ネル ギー 性 の 生物 の 生存 を 保つ こ 
に 

0 の 方 で > 

保存 性 の 生物 は 、 自 力 で は 、 仕 事 や 稼ぎ を 行う こと が 不得 手 で ある 
己 ど を 


その 結果 。 

保存 性 の 生物 は 、 エ ネル ギー 性 の 生物 に 対し て 、 仕 事 を させ て 、 稼 
が せる こと 。 

その 結果 。 

保存 性 の 生物 は 、 エ ネル ギー 性 の 生物 経由 で 、 彼 ら の 生存 に 必要 な 
資源 を 得る こと が 出来 る こと 。 


有 性 生殖 を 行う 生物 の 場合 。 


保存 性 の 生物 に よる 、 エ ネル ギー 性 の 生物 に 対す る 、 引 き 寄 せ や 繋 
ぎ 止 め が 、 実 行 さ れる こと 。 
女性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 引 き 寄 せ や 繋ぎ 止め が 、 実 行 さ れる こ 


ご 
女性 が 男性 を 引き 寄せ る 力 。 女 性 が 男性 を 繋ぎ 止め る 力 。 性 的 誘引 
カ 


エネ ルギー 性 の 生物 に と っ て の 、 保 存 性 の 生物 に 対す る 、 配 偶 者 と 
し て の 適格 性 の 審査 内 容 。 
男性 に と っ て の 、 女 性 に 対す る 、 配 偶 者 と し て の 適格 性 の 審査 内 


倫 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

保存 力 の 強 さ 。 

相手 の 傷 や 疲れ を 、 治 癒す る 力 。 相 手 と 一 体 融合 化し て 寄り 添っ 
力 。 相 手 を 看護 する 力 。 

彼ら の 子孫 を 生成 する 力 。 彼ら の 子孫 の 保育 を 行う 力 。 

相手 に 対し て 、 養 分 補給 を 行う 力 。 相 手 に 対し て 、 食事 を 用 意 する 
力 。 
物事 の 原状 復帰 を 行う 力 。 物 事 を 元 通り に する 力 。 汚 れ た 部 屋 を 、 
元 通 り に 綺麗 に する 力 。 汚 れ た 衣類 を 、 元 通り に 綺麗 に する 力 。 
定住 する 力 。 動じ ず に 、 ど っ し り 構 える 力 。 相 手 を 受け 止め る 力 。 


エネ ルギー 性 の 生物 に よる 、 保 存 性 の 生物 に 対す る 、 引 き 寄 せ や 繋 
ぎ 止 め が 、 実 行 さ れる こと 。 
男性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 引 き 寄 せ や 繋ぎ 止め が 、 実 行 さ れる こ 


ご 
男性 が 女性 を 引き 寄せ る 力 。 男 性 が 女性 を 繋ぎ 止め る 力 。 性 的 誘引 
カ 


保存 性 の 生物 に と っ て の 、 エ ネル ギー 性 の 生物 に 対す る 、 配 偶 者 と 
し て の 適格 性 の 審査 内 容 。 

女性 に と っ て の 、 男 性 に 対す る 、 配 偶 者 と し て の 適格 性 の 審査 内 
谷 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

エネ ルギー の 強 さ 。 運 動 能力 の 高 さ 。 稼 働 能力 の 高 さ 。 
仕事 を する 力 。 稼 ぐ 力 。 

物事 を 突破 する 力 。 物 事 を 貫通 する 力 。 押 し の 強 さ 。 チャレンジ 精 
神 の 強 さ 。 

仕事 に 伴う 摩耗 や 消耗 や 致傷 に 対す る 、 面 性 の 強 さ 。 

相手 に 対し て 、 自 己 保身 し や すさ を 提供 する 力 。 相 手 に 対し て 、 安 
全 で 快適 で 楽 な 、 温 室生 活 を 提供 する 力 。 相 手 を 護衛 する 力 。 相 手 
に と っ て の 敵 や 脅威 を 、 攻 撃 し 婚 滅 する 、 力 。 

移動 する 力 。 自 力 で 自発 的 に 能動 的 に 動き 回 る 力 。 


エネ ルギー 性 の 生物 と 保存 性 の 生物 と の 双方 に と っ て 。 
そう し た 引き 寄せ や 繋ぎ 止め が 、 相 互 に 必要 な 理由 。 


保存 性 の 生物 に お いて 。 

彼ら 自身 の 生存 維持 の た め の 資 源 の 獲得 。 

そう し た 資源 を 獲得 する た め に 必要 な 、 稼 ぎ や 仕事 。 

そう し た 稼ぎ や 仕事 を 、 本 来 は 、 彼 ら 自 身 で 、 一 通り 遂行 する 必要 
が ある こと 。 

し か し 。 彼 ら 自 身 に お いて 、 そ うし た 稼ぎ や 仕事 を 十 全 に 行う 能力 
が 、 不 足し て いる こと 。 

その た め 。 

そう し た 稼ぎ や 仕事 を 行う 、 エ ネル ギー 性 の 生物 が 、 生 活 上 の パー 
トナ ー と し て 、 必 須 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 の 生物 に お いて 。 
彼ら 自身 が 、 仕 事 や 稼ぎ の 実行 中 に お いて 、 と か く 、 傷 付き 、 消 耗 


し 、 疲 れ や すい こと 。 

それ ら に 対応 する た め の 、 治癒 や 、 養 分 補給 や 、 疲 労 回 復 。 す な わ 
ち 。 自己 保存 行為 。 

そう し た 自己 保存 行為 を 、 自 前 で 、 一 通り 遂行 する こと 。 

し か し 。 彼 ら 自 身 に お いて 、 そ うし た 自己 保存 行為 を 十 全 に 行う 能 
力 が 、 不 足し て いる こと 。 

その た め 。 

そう し た 保存 力行 使 を 行う 、 保 存 性 の 生物 が 、 生 活 上 の パー トナ ー 
と し て 、 必 須 で ある こと 。 


有毒 物質 と 無毒 物質 と 治癒 物質 。 


有毒 物質 。 

ある 保存 性 物質 に お ける 保存 力 を 、 無 効 化す る 、 別 の 物質 。 

元 の 物質 に お ける 、 様 々 な 静 的 結合 や 動 的 相互 作用 。 

それ ら の 結合 や 相互 作用 を 、 一 通り 、 除 去 し 抹消 する 、 別 の 物質 。 
分 解 を 行 つ 物質 。 解体 を 行う 物質 。 

それ ら の 結合 や 相互 作用 を 、 一 通り 、 置 換 し 組み 換え る 、 別 の 物 
質 。 変 質 を 行う 物質 。 変 性 を 行う 物質 。 

例 。 生 物 に と っ て の 、 病 原 菌 。 


無毒 物質 。 

ある 保存 性 物質 に お ける 保存 力 を 、 無 効 化し な い 、 別 の 物質 。 
元 の 物質 に お ける 、 様 々 な 静 的 結合 や 動 的 相互 作用 。 

それ ら の 結合 や 相互 作用 を 、 一 通り 、 現 状 維持 する 、 別 の 物質 。 
例 。 生物 に と っ て の 、 無 菌 の 食事 皿 。 


治癒 物質 。 治 療 薬 と し て の 物質 。 

ある 保存 性 物質 に お ける 保存 力 を 、 向 上 させ る 、 別 の 物 貨 。 

元 の 物質 に お ける 、 様 々 な 静 的 結合 や 動 的 相互 作用 。 

それ ら の 結合 や 相互 作用 を 、 一 通り 、 原 状 回 復 す る 、 別 の 物質 。 
例 。 生物 に と っ て の 、 食 中 毒 の 治療 薬 。 


保存 性 の 物質 に お ける 、 免疫 。 


他 の 物質 に よる 、 そ の 物質 内 部 へ の 侵入 に つい て 。 


事前 の 対策 。 
相手 の 物質 に よる 侵入 の 、 事 前 の 阻 。 


相手 の 物質 に 対す る 、 反 撃 や 撃退 。 
相手 の 物質 に 対す る 、 防 御 や 胃 


事後 の 対策 。 

相手 の 物質 に よる 侵入 を 許し た 後 。 

相手 の 物質 その も の の 、 無 毒 化 や 解毒 。 

相手 の 物質 に よる 、 変 性 力 や 変質 力 の 行使 を 、 阻 止 す る こと 。 
相手 の 物質 に よる 、 分解 力 や 解体 力 の 行使 を 、 阻 止 す る こと 。 


物質 と 、 持 ち 物 。 


エネ ルギー 性 の 物質 の 場合 。 

エネ ルギー 性 の 生物 の 場合 。 例 。 男性 。 

例 。 移動 生活 様式 の 社会 の 人 間 の 場合 。 

彼ら 自身 の 持ち 物 を 、 積 極 的 に 、 手 放し 、 捨 て 去り 、 身 か ら 離 し 、 
放流 する こと 。 

彼ら 自身 の 持ち 物 に 対し て 、 執 着 し な いこ と 。 彼ら 自身 の 土地 に 対 
し て 、 執 着 し な いこ と 。 例 。 婚 得 権益 の 喜 捨 。 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 身 軽 に な る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 動 き 回 りや すく な る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 の 速度 や 加速 度 が 、 よ り 高 速 化し や すく な る 


その こと で 。 彼 ら 自身 に お ける 、 動 か す 力 を 、 よ り 発揮 し や すく な 
その こと で 。 彼 ら 自身 の エネ ルギー 性 を 、 よ り 発揮 し や すく な る こ 


保存 性 の 物質 の 場合 。 

生物 一 般 の 場合 。 

保存 性 の 生物 の 場合 。 例 。 女性 。 

例 。 定住 生活 様式 の 社会 の 人 間 の 場合 。 

彼ら 自身 の 持ち 物 を 、 積 極 的 に 、 革 え 、 貯 め る こと 。 

彼ら 自身 の 持ち 物 に 対し て 、 執 着 す る こと 。 彼ら 自身 の 土地 に 対し 
て 、 執 着 す る こと 。 例 。 學 得 権益 の 蓄積 。 

一 度 、 彼 ら 自 身 の 内 部 に 入れ た 物質 を 、 そ の まま 外部 に 放出 する こ 
と 無く 、 ず っ と 、 彼 ら 自 身 の 内 部 へ と 、 閉 じ 込 め た まま に する こ 
司 。 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 富 むこ と 。 彼ら 自身 が 、 よ り 太 る こ 
と 。 彼 ら 自 身 が 、 よ り 肥 える こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 身 重 に な る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 が 、 よ り 、 停 止 し や すく な る こと 。 彼ら 自身 
が 、 よ り 、 不 動 に な る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 の 速度 や 加速 度 が 、 よ り 低 速 化 し 、 速 度 ゼロ 
化し や すく な る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 に お ける 、 止 め る 力 を 、 よ り 発 揮 し や すく な 
る こと 。 

その こと で 。 彼ら 自身 の 保存 性 を 、 よ り 発 揮 し や すく な る こと 


物質 に お ける 、 エ ネル ギー 性 の 高低 。 


高い エネ ルギー 性 。 大きな 質 量 で 、 高 速 で ある こと 。 
高い 保存 性 。 大 き な 質 量 で 、 速 度 ゼ ロ で ある こと 。 


低い エネ ルギー 性 。 小 さ な 質 量 で 、 速 度 ゼ ロ で ある こと 。 
低い 保存 性 。 小さ な 質 量 で 、 高 速 で ある こと 。 


低 エ ネル ギー 状態 の 物質 。 固 体 。 液 体 。 
そう し た 物質 が 、 別 の 物質 に と っ て は 、 高 エネ ルギー で ある こと 。 
例 。 人 間 に と っ て の 、 知 熱 の 火山 に お ける 溶岩 。 


高 エ ネル ギー 状態 の 物質 。 気体 。 
そう し た 物質 が 、 別 の 物質 に と っ て は 、 低 エネ ルギー で ある こと 。 


例 。 人 間 に と っ て の 、 酷 塞 地域 に お ける 寒風 の 室 気 流動 。 


物質 に と っ て の 、 エ ネル ギー と 保存 力 。 


エネ ルギー。 


ある 物質 を 構成 する 、 複 数 の 粒子 に お いて 。 

それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 静 的 な 結合 を 、 破 壊す る 力 。 
それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 を 、 破 壊す る 力 。 
それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 色 含 関係 を 、 破 壊す る 力 。 


保存 力 。 


ある 物質 を 構成 する 、 複 数 の 粒子 に お いて 。 

それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 静 的 な 結合 を 、 保 持 する 力 。 
それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 を 、 保 持 する 力 。 
それ ら の 粒子 の 間 に お ける 、 色 含 関係 を 、 保 持 する 力 。 


物質 の 三 態 と の 関連 に つい て 。 


固体 。 そ の エネ ルギー 
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液体 。 そ の エネ ルギー 


(eo 


気体 。 そ の エネ ルギー 


する こと 


気体 。 そ の 保存 力 が 、 
と 。 
液体 。 そ の 保存 が 、 
と 。 
固体 。 そ の 保存 力 が 、 


oO 


が 、 よ り 高 まっ た 場合 。 そ れ は 、 液体 化す る 
が 、 よ り 高 まっ た 場合 。 そ れ は 、 和 気体 化す る 
が 、 よ り 高 まっ た 場合 。 そ れ は 、 更 に 高圧 化 


より 高まっ た 場合 。 そ れ は 、 液体 化 する こ 
より 高まっ た 場合 。 そ れ は 、 固 体 化す る こ 
より 高まっ た 場合 。 そ れ は 、 更 に 固く な る こ 


固体 分 子 。 
静 的 な 結合 。 静 的 な 孤立 。 静 的 な 色 含 関係 。 


液体 分 子 。 
動 的 な 相互 作用 。 動 的 な 包含 関係 。 
それ ら の 発生 が 、 常 態 化 し て いる こと 。 


気体 分 子 。 

動 的 な 孤立 。 互 い に 、 完 全 に 無関係 に 飛び 回 る こと 。 
稀 に 、 互 い に 衝 突 し て 、 相 互 作用 する こと 。 

結合 の 無効 化 。 包含 関係 の 無効 化 。 


物理 学 。 化学 。 そ れ ら と 、 社会 学 や 生態 学 と の 関連 に つい て 。 


物理 学 。 化学 。 
それ ら は 、 結 局 は 、 物 質 の 社会 学 で ある こと 。 


物質 の 社会 学 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 を 構成 する 粒子 に つい て 。 

そう し た 粒子 の 間 に お ける 、 静 的 な 結合 。 
そう し た 粒子 の 間 に お ける 、 動 的 な 相互 作用 。 
そう し た 粒子 の 間 に お ける 、 色 含 関係 。 
それ ら の 研究 。 


そう し た 粒子 の 、 個 別 の 振る 舞い 。 
高速 性 。 低 速 性 。 不 動 性 。 

所 在 位置 。 進 行方 向 。 
それ ら の 研究 。 


そう し た 粒子 の 、 個 別 の 属性 。 
質量 。 色彩 。 匂い 。 
それ ら の 研究 。 


そう し た 粒子 の 、 分 布 。 
空間 的 分 布 。 時 間 的 分 布 。 
それ ら の 研究 。 


物理 学 。 化学 。 
それ ら は 、 結 局 は 、 物 質 の 生態 学 で ある こと 。 


物質 の 生 衣 学 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 を 、 仮 に 、 以 下 の よ うに 捉え た 場合 。 
物質 一 般 は 、 結 局 、 全 て 、 生 物 で ある こと 。 
様々 な 物質 の 存在 は 、 予 め 、 体 余 化 され て いる こと 。 


そう し た 様々 な 物質 に お ける 、 振 る 舞い や 生 衣 の 、 研 究 。 


物質 に お ける 、 エ ネル ギー と 保存 力 の 、 源 。 
生物 の 場合 。 


養分 。 彼ら 自身 の 生体 維持 に と っ て 必要 な 、 資 源 。 
エネ ルギー の 源 。 淡水 化物 。 糖 分 。 脂 質 。 
保存 力 の 源 。 タン パク 質 。 脂質 。 


水分 。 
それ は 、 液 体 性 そ を の も の の 源 で ある こと 。 
それ は 、 保 存 力 その も の の 源 で ある こと 。 


物質 に お ける 、 最 小 単 位 。 


物質 に お ける 、 最 小 単位 。 
それ は 、 以 下 の 2 種類 か ら 成 る 。 


クオ ンタ ム 。 Quantum. 物質 の 量 に お ける 、 最 小 単位 。 
その 源 の 概念 。 物 質 の 量 。Quantity. 


クオ ラム 。 Qualum. 物質 の 性 質 や 品質 に お ける 、 最 小 単 位 。 
その 源 の 概念 。 物質 の 性 質 や 品質 。Quality. 


クオ ラム 。 Qualum. 
その 構成 要素 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


静 的 な 結合 。 
動 的 な 相互 作用 。 
包含 関 係 。 入 れ 子 関係 。 


参考 。 ク オラ ム 。Qualum. 
その ラテ ン 語 に お ける 原義 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


し な や か な 結合 。wicker. コン テ ナ 。 basket. 
大 き な コ ン テ ナ 。hamper. 


従来 の 物理 学 で は 、 ク オン タム の み が 取 り 上 げ ら れ 、 ク オラ ム は 、 


無視 され て 来 た こ と 。 
私 は 、 ク オラ ム を 、 新 た に 、 物 理学 の 表 舞 台 に 送り 出し た い 。 
私 は 、 そ の た め に 、 こ の 文章 を 、 書 いて いる 。 


クオ ラム 。 Qualum. 


それ は 、 結 局 、 社会 学 の 研究 対象 に お ける 、 最 小 単位 で ある こと 。 
その こと は 、 物 質 の 社会 学 で も 、 生 物 の 社会 学 で も 、 人 間 の 社会 学 


で も 、 共 通 で ある こと 。 


追加 内 容 。2023 年 4 月 下旬 初出 。 
物質 の 化合 物 を 操作 する コン 

ビ ピュー ター シミ ュ レ ーション の 、 
マル チ ブ プロセス の モジ ュー ル 化 に 
よる 、 実 現 。 


物質 の 化合 物 を 操作 する シミ ュ レ ーション 。 その 実装 。 


複数 粒子 間 の 、 静 的 結合 。 
複数 粒子 間 の 、 動 的 相互 作用 。 
それ ら の モジ ュー ル 化 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

マル チ プ ロ セ ス の モジ ュー ル 化 。 

マル チ プ ロ セ ス と 、 そ れ ら に 付随 する 複数 キュ ー の 、 グ ルー プ 化 と 
モジ ュー ル 化 。 

それ ら は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

マル チ プ ロ セ ス の 、 配 列 化 


マル チ プ ロ セ ス と 、 そ れ ら に 付随 する 複数 キュ ー の 、 多重 配列 化 
や 、 多 次 元 配列 化 。 


物質 構成 の 、 配 列 に よる 表現 。 
例 。 分子 式 の 、 配 列 に よる 表現 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 を 構成 する 、 複 数 粒子 。 

例 。 分 子 を 構成 する 、 複 数 粒子 。 

例 。 原 子 を 構成 する 、 複 数 粒子 。 

そう し た 複数 粒子 間 の 、 静 的 結合 。 
そう し た 複数 粒子 間 の 、 動 的 相互 作用 。 
それ ら の モジ ュー ル 化 。 


それ ら の 、 配 列 に よる 表現 。 


例 。 水分 子 の 内 部 構成 の 、 配 列 に よる 表現 。 
H2O. 
H-O-H. 


分 子 を 構成 する 粒子 の 種類 。[H,H,O] 

それ ら の 項目 番号 。[0, 1, 2] 

粒子 同士 の 組み 合 わせ 。 それ ら の 項目 番号 を 利用 する こと 。[[0, 2], 
1, 2]] 

それ ら の 組み 合わ せ の 種類 。 静 的 な 結合 。 動 的 な 相互 作用 。「 静 的 
な 結合 静 的 な 結合 

それ ら の 組み 合わ せ に お ける 、 有 効 性 の 度合 い の 数 値 。[1.0, 1.0] 

それ ら の 組み 合わ せ に お ける 、 安 定性 の 度合 い の 数 値 。[1.0, 1.0] 

それ ら の 組み 合わ せ の 保持 確率 の 度合 い の 数 値 。[1.0, 1.0] 

それ ら の 組み 合わ せ の 保持 強度 の 数 値 。[1.0, 1.0] 


物質 構成 を 操作 する シミ ュ レ ーション 。 その 実装 
神経 回 路 を 操作 する シミ ュ レ ーション 。 その 実装 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 構成 の 、 配 列 に よる 、 モ ジュ ー ル 表現 。 そ れ ら の 配列 の 操作 。 
神経 回 路 構成 の 、 配 列 に よる 、 モ ジュ ー ル 表現 。 そ れ ら の 配列 の 操 
作 。 


マス タ 配 列 。 

粒子 を 、 独 立 し た プロ セス と 見 な すこ と 。 

粒子 の 名 前 。 粒 子 グ ルー プ の 名 前 。 グ ルー プ そ の も の を 、 粒 子 の 一 
種 と 見 な すこ と 。[Azusa''Kozue','Tarou] 


粒子 の 種類 。 粒子 グ ルー プ の 種類 。[ 女性 女性 , 男 性] 
粒子 同士 の 組み 合わ せ 。[[1, 2], [0, 2], [1, 3], [0, 3]] 
それ ら の 組み 合わ せ に お ける 、 属 性 。 


「 静 的 な 結合 , 動 的 な 相互 作用 動 的 な 相互 作用 ' 動 的 な 相互 作用 ] 
「 双 方 向 , ' 在 か ら 右 の み ', ' 右 か ら を の み ', ' 右 か ら 左 の み ] 


[強い , 弱い "強い" 弱い ] 
それ ら の 副 次 的 な 属性 。 


[可変 , 不変 , 不変 , 可変] 
ョ ーーー ーーー ョ ーーー ーー デー 
[安定 , 不安 定 , 不安 定 , 安定] 
[無効 , 有効 , 有効, 無効 ] 


アラス) マイ ナチス リブ ジラ ズ ダイナ 
それ ら の 副 次 的 な 属性 。 


「 可 変 〉 不変 , 可変 ! 可変 
「 不 安定 不安 定 ! 不安 定 〉 安定 ] 
「 有 効 , 有効 , 有効 , 無効 ] 


粒子 グル ー プ を 、 プ ロ セ ス の 多 次 元 配列 と 見 な すこ と 。 

神経 回 路 を 、 プ ロ セ ス の 多 次 元 配列 と 見 な すこ と 。 

例 。Azusa の 5 番目 の 中 の 3 番目 と 、Kozue の 2 番目 の 中 の 4 番目 と 
の 、 結 合 や 相互 作用 。 

項目 番号 は 、1 を 起点 と し た 場合 で ある こと 。 
[[Azusa][5][3],[Kozue][2][4]] 


物質 に お ける 保存 力 。 そ の 根源 。 

それ は 、 粒 子 間 力 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

粒子 問 におい て 働く 、 互 い に 引き 付け 合う 力 。 
粒子 間 に お いて 働く 、 互 い に く っ 付く 力 。 


それ は 、 静 的 な 結合 力 で ある こと 。 


例 。 接着 力 。 癒 着力 。 融 着力 。 
例 。 固 体 。 


それ は 、 動 的 な 相互 作用 の 力 で ある こと 。 

それ は 、 微 細 で 、 間 破 壊 性 で ある こと 。 

例 。 融合 力 。 ま と まる 力 。 一 体 化 する 力 。 互 助力 。 互 酬 力 。 相 互 扶 
助 の 力 。 調 和 の 力 。 平 和 の 力 。 

例 。 液体 。 


追加 内 容 。2023 年 5 月 下旬 初出 。 

複数 物質 に お ける 、 機 能 分 化 の 発 
生 。 そ れ ら の プロ セス の 、 コン 

ビ ピュー ター シミ ュ レ ーション 。 弁 
証 法 的 物質 と し て の 生物 。 生 物 に 
お ける 、 互 い に 相 反する 、 エ ネル 
ギー 性 と 保存 性 と の 、 共 存 と 合 一 
化 。 


物質 一 般 に お いて 。 

複数 の 存在 の 間 に お ける 、 機 能 分 化 の 発生 。 
その プロ セス 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 存在 に お ける 、 補 完 や 補給 や 補充 の 、 必 要 性 。 そ れ ら の 発現 。 
その 奈 件 。 

それ は 、 そ の 存在 に お ける 、 欠損 や 無効 化 の 、 発 生 で ある こと 。 
それ は 、 そ の 存在 に お ける 、 完 全 性 の 喪失 の 、 発 生 で ある こと 。 


欠損 や 無効 化 。 完全 性 の 品 失 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 

完全 な セッ ト 。 例 。 "AAA" 

欠損 し た セッ ト 。 例 。"A-A" 

本 来 、A が 三 つ 必 要 で ある に も 関わ ら ず 、 二 つ し か 無い こと 。 


例 。 

売 全 な セッ ト 。 例 。 "ABC" 

欠損 し た セッ ト 。 例 。"A-C" 

本 来 、B が 必要 で ある に も 関わ ら ず 、 そ れ が 無い こと 。 


欠損 や 無効 化 。 完 全 性 の 喪失 。 
ある 存在 に お いて 、 そ れ ら が 発生 し て いる こと 。 
そう し た 状況 下 に お いて 、 以 下 の よ うな 存在 が 、 新 た に 出現 する こ 


。 
上 記 の 欠損 や 無効 性 を 、 補 売 し 補給 し 補充 する 、 他 の 存在 。 


例 。 

完 全 な セッ ト 。 例 。 "AAA" 
欠損 し た セッ ト 。 例 。"A-A" 
それ を 補完 する セッ ト 。 例 。"-A-" 


例 。 

売 全 な セッ ト 。 例 。 "ABC" 
欠損 し た セッ ト 。 例 。"A-C" 
それ を 補完 する セッ ト 。 例 。"-B-" 


そう し た 状況 下 に お いて 、 以 下 の よ うな 状況 が 、 新 た に 出現 する こ 
と 


上 記 の 二 つ の 存在 が 、 相 互 作用 を 、 開 始 し 維持 する こと 。 
上 記 の 二 つ の 存在 が 、 相 互 に 関係 を 持つ こと 。 


その 結果 。 
上 記 の 二 つ の 存在 が 、 相 補 関 係 へ と 、 新 た に 入る こと 。 


上 記 の 二 つ の 存在 が 、 社 会 的 分 業 関係 へ と 、 新 た に 入る こと 。 
その 結果 。 
上 記 の 二 つ の 存在 に お いて 、 機 能 分 化 が 、 新 た に 実現 する こと 。 


上 記 の 二 つ の 存在 に お いて 、 社 会 シス テム 化 が 、 新 た に 実現 する こ 


複数 の 存在 の 間 に お ける 、 機 能 分 化 。 そ の 自動 化 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

大 元 の 存在 。 例 。 "ABC" 

その 存在 が 、 順 に 、 以 下 の 三 つ の 存在 に 分 か れる こと 。 
No.1. "A--! 

No.2. "-B-" 


No.3."--C" 


それ ら の 自動 化 。 


それ ら の 三 つ の 存在 が 、 相 互 作 用 する こと 。 


As に > に Be 
リ A--" > GU 
1 さ > UA = 
リ .B-" - > ECT 
CGU - > AE 
Es - > り 敵 人 a 
それ ら の 自動 化 。 


複数 の 存在 の 間 に お ける 、 機 能 分 化 。 そ の 自動 化 。 
それ ら の 実現 。 そ の た め の ア ル ゴ リ ズム 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


大 元 の 存在 を 、 機 能 項 目 の 数 だ け 、 自 動 的 に 、 自 己 複製 する こと 。 


新た に 複製 し た 各々 の 存在 の 、 各 々 の 結果 内 容 に つい て 。 

大 元 の 内 容 か ら 、 残 す 項 目 を 、 自 動 的 に 、 1 項目 ずつ ピッ クア ッ プ 
を 行う こと 。 

それ と 同時 に 、 他 の 項目 を 、 全 て 欠損 させ る か 、 全 て 無効 化す る こ 
0 


その 状況 下 に お いて 。 

各々 の 新た な 存在 同士 を 、 各 々 の 欠損 を 相互 に 補完 する 形 で 、 相 互 
作用 させ る こと 。 

その た め の プ ロ セ ス 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


各々 の 存在 が 、 そ れ 自 身 の 欠損 内 容 を 、 自 覚 し 明記 する こと 。 
各々 の 存在 が 、 以 下 の よ うな 存在 を 、 自 発 的 に 探索 する こと 。 


彼 自 身 の 欠 損 内 容 を 補 売 し て くれ る 、 他 者 。 


その 結果 。 
各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 偶 然 に 、 相 互 作 用 する こと 。 
各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 偶 然 に 、 結 合 す る こと 。 


その 結果 。 
各々 の 存在 が 、 井 々 の 欠損 を 、 新 た に 補 つ こと が 出来 る こと 。 


その 結果 。 
各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 相 補 関 係 へ と 、 新 た に 入る こと 。 


その 結果 。 
各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 そ うし た 相補 関係 を 維持 し よう と 
する こと 。 
その た め に 。 


各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 相 互 作用 を 持続 させ る こと 。 
各々 の 存在 が 、 そ うし た 他 者 と 、 結 合 を 持続 させ る こと 。 


物質 に お ける 機能 分 化 の プロ セス 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


プロ セス と し て の 物質 

その プロ セス に 、 欠 損 を 、 自 動 的 に 発生 させ る こと 。 あるいは 。 そ 
の プロ セス に 、 欠 損 を 、 予 め 発生 させ て お く こ と 。 

その プロ セス に 、 そ の 欠損 を 補填 する 動作 を 、 自 動 的 に 実行 させ る 
[を 

その プロ セス に 、 そ の 欠損 を 補填 する 他 の 物質 を 、 自 動 的 に 発見 さ 
せる こと 。 

その プロ セス に 、 そ の 物質 と の 間 で 、 相 互 作用 を 、 自 動 的 に 生成 さ 
せる こと 。 

その プロ セス に 、 そ の 物質 と の 間 で 、 相 補 関 係 を 、 自 動 的 に 成立 さ 
せる こと 。 

それ ら は 、 結 局 、 以下 の 内 容 で ある 。 

複数 物質 の シス テム 化 。 

複数 物質 の 自己 組織 化 。 


プロ セス と し て の 物質 。 

その プロ セス に お ける 所 有 や 保有 や 保持 。 そ の 表記 。 それは 、 プ ラ 
ス 記 号 で ある こと 。 

その プロ セス に お ける 欠損 。 そ の 表記 。 そ れ は 、 マ イナ ス 記 号 で あ 
る どど と 。 

例 。 化学 物質 に お ける 、 プ ラス イオ ン と マイ ナス イオ ン 。 

例 。 生物 に お ける 、 あ る 遺伝 情報 の 、 保 持 と 欠損 。 


その プロ セス に お ける 所 有 内 容 。 そ の 表記 。 それは 、 例 えば 、 文 字 
列 で ある こと 。 

例 。 化学 物質 に お ける 、 化 学 式 。 

例 。 生物 に お ける 、 遺 伝 情報 。 


その プロ セス に お ける 保有 と 欠損 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 配 列 と し て 、 表 現 可 能 で ある こと 。 
[[ 内 容 1, 保 有 か 欠損 ], [内 容 2, 保 有 か 欠損 ], .… ] 

[[ 内 容 1, プ ラス か マイ ナス ], [内 容 2,. プ ラス か マイ ナス ], .… ] 


例 。 
ある 物質 が 、A1 を 保有 し つつ 、A2 を 欠損 し て いる こと 。 
[[A1"+][A2!-]] 


複数 物質 の 間 に お いて 。 

そう し た プラ ス と マイ ナス と が 、 互 い に 惹 きつ け 合 うこ と 。 
例 。 

ある 物質 が 、A1 を 欠損 し て いる こと 。 

[[A1!-]] 

それ と は 別 の 物質 が 、A1 を 保有 し て いる こと 。 

[[A1"+] 

それ ら の 二 つ の 物質 は 、 互 い に 惹き つけ 合う こと 。 


ブ プラス の 物質 が 、 マ イナ ス の 物質 に 対し て 、 一 方 的 に 、 そ の 欠損 
を 、 補 填 し 補充 する こと 。 

マイ ナス の 物質 は 、 プ ラス の 物質 に と っ て 、 そ の まま で は 、 一 方 的 
な 和 奪 者 と な る こと 。 


複数 物質 が 、 互 い に 、 プ ラス と マイ ナス の 部 分 を 持っ て いる 場合 。 
例 。 
ある エネ ルギー 性 物質 が 、A1 を 保有 し つつ 、A2 を 欠損 し て いる こ 
と 


[LA1 リ "本 [A2-]] 

それ と は 別 の エネ ルギー 性 物質 が 、A1 を 欠損 し つつ 、A2 を 保有 し 
て いる こと 。 

[[A1.-], TA2 り 中 

それ ら の 物質 は 、 そ れ ら を 、 互 い に 、 相 互 交換 する こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 に お ける 、 市 場 の 生成 。 


複数 物質 が 、 互 い に 、 相 手 物質 に お いて 欠損 し て いる 内 容 を 、 持 っ 
て いる 場合 。 

例 。 

ある 保存 性 物質 が 、A1 を 保有 し つつ 、A2 を 欠損 し て いる こと 。 
[LA1"+ 本 」[A2!-]] 

それ と は 別 の 保存 性 物質 が 、A1 を 欠損 し つつ 、A2 を 保有 し て いる 
[ee 

[[A1.-], [AA2 り 中 

それ ら の 物質 は 、 互 い に 、 相 補 関 係 に 入る こと 。 

それ ら の 物質 は 、 互 い に 、 相 互 扶助 関係 に 入る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物質 に お ける 、 社 会 的 分 業 の 生成 。 

物質 に お ける 、 機 能 分 化 。 

物質 に お ける 、 シ ステ ム 化 。 

物質 に お ける 、 共 生化 。 


物質 の 粒子 を 、 プ ロ セ ス と 見 な すこ と 。 

そう し た 提 プ ロ セ ス が 、 常 時 、 相 互 に 独立 し て 動く こと 。 

例 。 

液体 分 子 。 気体 分 子 。 

そう し た 個別 の 分 子 を 、 そ れ ぞ れ 粒 子 と し て 捉え る こと 。 

そう し た 個別 の 分 子 を 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た プロ セス と し て 動か すこ 
[eg 

例 。 

生物 に お ける 、 細 胞 や ウィ ルス 。 

そう し た 個別 の 個体 を 、 そ れ ぞ れ 粒 子 と し て 捉え る こと 。 

そう し た 個別 の 個体 を 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た プロ セス と し て 動か すこ 
。 


物質 の 粒子 を 、 プ ロ セ ス と 見 な すこ と 。 

そう し た 粒子 プロ セス が 、 個 別に 内 色 す る 、 物 理 的 内 容 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

位置 。 

速度 ベク トル 。 


加速 度 ベ クト ル 。 


質量 。 
体積 。 半 往 。 
中 核 と な る 情報 内 容 。 


例 。 化学 物質 に お ける 、 化 学 式 。 
例 。 生物 に お ける 、 遺 伝 情報 。 
そつ うし た 情報 内 容 の 、 保 有 か 欠損 。 
保有 。 プラ ス 記 号 。 
欠損 。 マ イナ ス 記 号 。 


そう し た 粒子 プロ セス 同士 の 相互 作用 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物理 的 衝突 。 あ る い は 。 化学 反 応 。 

物理 的 結合 。 物 理 的 に 引き 付け 合う こと 。 
物理 的 離反 。 物 理 的 に 反発 し 合う こと 。 


そう し た 粒子 プロ セス 同士 の 相互 作用 。 

それ ら の 発生 の トリ ガー。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

複数 の 粒子 プロ セス の 位置 情報 が 、 互 い に 、 同 一 化す る か 近接 化す 
る ご と 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 衝 突 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

複数 の 粒子 プロ セス が 、 互 い に 、 物 理 的 に 位置 が 重なり 合う こと 。 
複数 の 粒子 プロ セス が 、 互 い に 、 物 理 的 に 位置 が くっ 付く こと 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 衝 突 章 定 。 

複数 の 粒子 プロ セス に お ける 、 位 置 情報 の 同一 性 や 近接 性 を 利用 す 
る こと 。 

その た め に 、 そ れ ぞ れ の 粒子 プロ セス の 外部 に お いて 、 位 置 情報 の 
管理 機構 が 、 別 途 必 要 で ある こと 。 

そう し た 機構 は 、 複 数 の 粒子 プロ セス 間 に お ける 、 位置 の 重ね 合わ 


せ を 、 自 動 的 に 検 和 する こと 。 

そう し た 機構 は 、 複 数 の 粒子 プロ セス に 対し て 、 そ うし た 検知 結果 
を 、 キ ュー と し て 、 損 粒子 プロ セス へ と 、 リ アル タイ ム で 通知 する 
[coys 

そう し た 機構 は 、 複 数 の 粒子 プロ セス に と っ て 、 第 三 者 の 視点 で あ 
!)、 世 界 の 創造 者 の 視点 で ある こと 。 例 。 飛行 中 の 複数 の 航空 機 に 
対す る 、 航 補 管 制 室 の 視点 。 

そう し た 視点 は 、 以 下 の 二 種類 へ と 分 別 さ れる こと 。 


大 局 的 な 把握 。 双方 の 粒子 プロ セス 同士 が 、 大 きく 離れ て いる 場 
合 。 双 方 の 粒子 プロ セス 同士 は 、 衝 突 し そう に 無い こと 。 

局所 的 な 把握 。 双方 の 粒子 ブロ セス 同士 が 、 至 近 距 離 で 接近 し て い 
る 場合 。 双 方 の 粒子 プロ セス 同士 が 、 今 に も 衝突 し そう な こと 。 


それ ぞ れ の 粒子 プロ セス が 、 そ うし た 機構 を 経 ず に 、 自 主 的 に 、 衝 
突 鹿 定 を 行う こと 。 そ の 実現 は 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション と 
し て は 、 そ の まま で は 困難 で ある こと 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 衝 突 処理 。 

それ ぞ れ の 粒子 プロ セス が 、 他 の 粒子 プロ セス に 対し て 、 キ ュー を 
用 いて 、 相 互 に 影響 力 を 、 リ アル タイ ム で 送り 合う こと 。 

そう し た 影響 力 。 

それ は 、 粒 子 間 に 働く エネ ルギー や 保存 力 に よっ て 、 計 算 さ れる こ 
ど ぁ 

例 。 

エネ ルギー。 速度 ベク トル 。 加 速度 ベク トル 。 

保存 力 。 引 力 。 粒子 間 力 。 

それ ぞ れ の 粒子 プロ セス は 、 他 の 粒子 プロ セス か ら 受 信 し た 影響 
の 内 容 を 、 リ アル タイ ム で 集計 する こと 。 

それ ぞ れ の 粒子 プロ セス は 、 そ の 集計 結果 に 基づい て 、 そ れ 自 身 の 
振る 舞い を 、 リ アル タイ ム で 計算 する こと 。 


それ ぞ れ の 粒子 プロ セス の 内 部 に お いて 。 
そう し た 集計 や 計算 の イベ ント を 、 リ アル タイ ム で 、 無 限 ル ー プ 
で 、 な る べく 短い 時 間 間 隔 で 、 自 動 的 に 発生 し 続け る こと 。 


それ ぞ れ の 粒子 プロ セス が 決定 する 振る 舞い 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 相 互 作用 。 
例 。 結 合 。 離 反 。 結合 の 破壊 。 交渉 の 持続 。 交 涼 の 打ち 切り 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 衝 突 や 結合 や 相互 作用 。 
例 。 

気体 分 子 運動 。 液体 分 子 運動 。 固 体 分 子 運動 。 

生物 に お ける 、 細 胞 や ウィ ルス の 、 振 る 舞い 。 


例 。 
粒子 プロ セス の 存在 する 空間 を 限定 する こと 。 
その た め に 、 そ れ ら の 周囲 に 、 壁 を 、 予 め 設 ける こと 。 


複数 の 粒子 ブロ セス 間 に お ける 、 通 信 。 そ の 実現 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 相 互 作用 。 

例 。 結 合 。 離 反 。 結合 の 破壊 。 交渉 の 持続 。 交 涼 の 打ち 切り 。 
それ ら を 、 物 理 的 衝突 利 定 無し に 、 実 現す る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物理 的 衝突 を 伴わ な い 、 複 数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 相 互 作 


用 。 そ れ ら の 実現 。 


通信 を 利用 し た 、 複 数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 相 互 作用 。 そ 


れ ら の 実現 。 
そう し た 相互 作用 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物理 的 衝突 を 伴わ な い 、 複 数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 保 有 品 


や 欠損 品 の 、 相 互 交 換 。 そ れ ら の 実現 。 
そうした 保有 品 や 欠損 品 を 、 文 字 列 情 報 と し て 、 表 現す る こと 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お いて 、 そ うし た 文字 列 情報 を 、 相 互 に 


送信 し 合う こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
複数 の 粒子 ブロ セス 間 に お ける 、 通 信 。 


それ ら の 通信 に お ける 、 そ うし た 文字 列 情報 。 そ れ ら の 内 容 。 
例 。 

生物 に お ける 、 遺 伝 情報 。 

それ ら の 遺伝 情報 の 、 自 動 的 な セグ メン ト 化 。 

それ ら の 遺伝 情報 の 、 自 動 的 な 、 オ ン と オフ 。 


生物 に お ける 、 複数 細胞 や 複数 ウィ ルス の 間 に お ける 、 そ つう し た 遺 
伝 情 報 の 、 交 信 。 

複数 生物 の 間 に お ける 、 そ うし た 遺伝 情報 の 、 交 舘 。 

そう し た 交信 動作 それ 自体 を 、 そ の 生物 に と っ て の 遺伝 情報 化す る 
ai 

そう し た 交信 動作 それ 自体 を 、 文 字 列 情報 化す る こと 。 

その 実現 が 、 プ ログ ラム の 基盤 と な る 関数 群 に お いて 、 予 め 必要 で 
ある こと 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お ける 、 通 信 に よる 相互 作用 。 

例 。 化学 物質 に お ける 、 プ ラス イオ ン と マイ ナス イオ ン と の 、 交 
(に 

例 。 生物 の 複数 細胞 の 間 に お ける 、 特 定 の 遺伝 情報 の 保有 の 有無 に 
つ U で の 交信 

それ は 、 神 経 回 路 に お ける 、 思 考 細胞 同士 の 、 神 経 伝達 物質 の 交信 
と 、 同 様 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 粒子 ブロ セス が 、 任 意 の 他 の 粒子 プロ セス を 、 ラ ンダ ム に 選択 
し 接続 する こと 。 

その 粒子 プロ セス が 、 相 手 の 粒 子 プ ブロ セス に 対し て 、 キ ュー を 用 い 
て 、 そ れ 自 身 に お ける 保有 品 や 欠損 品 に つい て の 情報 を 、 送 信 す る 
ら 

その 粒子 プロ セス が 、 相 手 の 粒 子 プ ブロ セス か ら 、 キ ュー 経由 で 、 返 
倫 情 報 を 、 受 信 す る こと 。 

その 返答 情報 の 内 容 。 そ れ ら は 、 以 下 の よ うに 分 別 さ れる 。 


私 は 、 あ な た の 欠損 品 を 、 十 分 に 保有 し て いる 。 私 は 、 あ な た に 対 
し て 、 補 填 や 補充 の 行為 が 、 可 能 で ある 。 

私 は 、 あ な た の 欠損 品 を 、 十 分 に 保有 し て いな い 。 私 は 、 あ な た に 
対し て 、 補 填 や 補充 の 行為 が 、 不 可能 で ある 。 

私 は 、 あ な た の 保有 品 を 、 欠 損し て いる 。 私 は 、 あ な た に 対し て 、 
補填 や 補充 の 行為 を 、 要 求 する 。 

私 は 、 あ な た の 保有 品 を 、 特 に 欠損 し て いな い 。 私 は 、 あ な た に 対 
し て 、 補 填 や 補充 の 行為 を 、 特 に 要求 し な い 。 


複数 の 粒子 プロ セス の 間 に お いて 。 欠損 品 の 、 相 互 補填 や 相互 補充 


が 、 可 能 で ある こと 。 そ の こと が 羽 明 し た 場合 。 

双方 の 粒子 プロ セス ある い は どちら か 一 方 の 粒子 プロ セス が 、 追 加 
で 、 相 手 の 粒 子 プ ブロ セス に 対し て 、 相 補 関 係 に 入る 合図 を 送る こ 
その 結果 。 

双方 の 粒子 ブロ セス の 間 に お いて 、 相 補 関 係 が 、 新 た に 成立 する こ 
ae 

双方 の 粒子 ブロ セス が 、 新 た に 、 シ ステ ム 化 し 、 そ の シス テム 内 部 
に お いて 機能 分 化す る こと 

双方 の 粒子 プロ セス が 、 新た に 、 社 会 的 2 ) 業 を 実現 する こと 。 
双方 の 粒子 ブロ セス の 間 に お いて 、 保 有 品 の 市 場 が 、 新 た に 実現 す 
る こと 。 


保有 者 と し て の 物質 。 
欠損 者 と し て の 物質 。 


保有 者 と し て の 物質 は 、 そ の 保有 内 容 の 防衛 や 防御 が 、 必 要 で ある 
その 理由 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
その 保有 内 容 の 補填 を 、 欠 損 者 と し て の 物質 か ら 強 制 さ れ な いた 


め 。 
例 。 生物 に お ける 、 學 得 権益 の 防衛 や 防御 の 、 必 要 性 。 


物質 の プロ セス 化 。 
そう し た 複数 の プロ セス に お ける 、 機 能 分 化 。 そ の シミ ュ レ ー シ ョ 
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その 手順 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


プロ セス の 自己 複製 。 そ の 実装 。 
プロ セス が 内 蔵 する 情報 内 容 の 自己 複製 。 そ の 実装 
その 情報 内 容 の デー タ セ ッ ト 。 
[PA1"+,「A2 り PA3+ 


プロ セス が 内 蔵 する 情報 内 容 の 、 自 動 的 な 分 節 化 。 そ の 実装 
その 情報 内 容 の デー タ セ ッ ト 。 

分 館 化 以前 。 

[PA1"+,「A2 り PA3+ 

分 館 化 以後 。 

[[PA1A2]+ り TA3" 邊 


プロ セス が 内 蔵 する 、 分 節 化 さ れ た 情報 内 容 。 そ れ ら の 、 部 分 的 な 
欠損 化 や 無効 化 。 そ れ ら の 自動 化 。 そ の 実装 

欠損 化 以前 。 舞 効 化 以 前 。 

[[PA1A2]. 中, [A3 リ "中 

欠損 化 以後 。 舞 効 化 以 後 。 

[[PA1A21.-, PA3 り + 由 


その プロ セス の 情報 内 容 の 欠損 を 補填 する 、 他 の プロ セス 。 そ の プ 
ロ セ ス に よる 、 そ うし た 他 プ ロ セ ス の 探索 。 そ の 自動 化 。 

その プロ セス が ラン ダム に 見 つけ た 、 他 の プロ セス へ の 働き か け と 
反応 の 取得 。 

その プロ セス の 情報 内 容 。 

[[ [A1JA2] ュー コ [AS 直 ]] 

相手 の 他 プ ロ セ ス の 情報 内 容 。 

[LA1)A2] 十 [AS-]] 


ある 情報 項目 を 保有 有する プロ セス に よる 、 そ の 項目 を 欠損 し て いる 
プロ セス に 対す る 、 補 填 の 実行 。 そ の 仕組 み の 構築 。 

その 補填 の 方 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


欠損 し て いる 物品 その も の の 補填 。 例 。 生物 に と っ て の 、 水 分 や 酸 


氷 o 

欠損 し て いる 情報 項目 その も の の 補填 。 例 。 生物 の 遺伝 情報 その も 
の 。 

欠損 し て いる 情報 内 容 に よっ て 生み 出さ れる 、 二 次 的 な 生成 物 や 生 
産物 の 、 補 填 。 例 。 生物 細胞 の 体内 で 生産 され る 、 有 機 化 合 物 。 消 
化物 と し て の 守 養 素 。 ホ ル モ ン 。 フェロ モン 。 酵素 。 


それ ぞ れ の 補填 方 法 に つい て 、 そ の 仕組 み を 、 予 め 個 別に 構築 する 


[ce 


補填 以前 。 

その プロ セス の 情報 内 容 。 
[[PA1A21], PA3 り + 和 
相手 の 他 プロ セス の 情報 内 容 。 
[[A1A2]+ り PA37] 


補填 され た 情報 項目 。 
相手 の 他 プ ロ セ ス か ら 、 そ の プロ セス へ の 補填 。[A1'A2] 
その プロ セス か ら 、 相 手 の 他 プロ セス へ の 補填 。[A3] 


補填 以後 。 

その プロ セス の 情報 内 容 。 
[[PA1A21+ 中 TA3" 邊 
相手 の 他 プロ セス の 情報 内 容 。 
[LA1A2]+ り , [A3" 二 中 


そう し た 補填 の 授受 に お いて 。 
双方 の デー タ セ ッ ト の タイ プ が 、 合 うか 合わ な いか を 、 予 め 、 自 動 
的 に 装 定 する こと 
その 結果 。 双方 の デー タ セ ッ ト の タイ ブ が 合致 し た 場合 の み 、 補 墳 
の 授受 を 実行 する こと 


例 。 

双方 の デー タ セ ッ ト の タイ プ が 合致 し て いる 場合 。 
その プロ セス の 情報 内 容 。 

[[[A1TJA2],-], [AS 相 ]] 

相手 の 他 プ ロ セ ス の 情報 内 容 。 
[[A1.A2]/+ 中 『A35T 


例 。 

双方 の デー タ セ ッ ト の タイ ブ が 合致 し て いな い 場 合 。 
その プロ セス の 情報 内 容 。 
[[PA1A21], PA3 り + 和 

相手 の 他 プロ セス の 情報 内 容 。 そ の 複数 例 。 
[[PA1A21/+ り TA] 


[LUATJA5]」 二 ] AS)-]] 
LA1。 寺 ] [A3。-]] 


複数 の プロ セス 同士 が 、 そ うし た 補填 を 、 相 互 に 行う 仕組 み 。 そ の 
実装 。 

複数 の プロ セス 同士 が 、 そ うし た 相互 補填 を 通じ て 、 相 補 関 係 に 入 
る 仕組 み 。 そ の 実装 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


そう し た 相互 補填 。 そ れ ら が 、 自 動 的 で ある こと 。 そ れ ら が 、 同 期 


的 で ある こと 。 
そう し た 相互 補填 の 必要 性 の 発生 。 そ の 発生 が 、 定 期 的 で 同期 的 で 
ある こと 。 


双方 の プロ セス に お いて 、 そ うし た 相互 補填 を 必要 と する 欠損 状態 
が 、 定 期 的 に 、 同 期 的 に 、 発 生 す る こと 。 


それ ら の 実装 に お いて 。 
予め 、 と て も シン プル な 作 け り の 多 細 胞 生物 の 仕組 み を 、 把 握 し て お 
ぐら と 。 


欠損 し て いる 情報 項目 。 補填 の 対象 と な る 情報 項目 。 そ れ ぞ れ の 明 
確 化 を 、 予 め 行う こと 。 


物質 に お ける 、 欠損 や 保有 の 発生 と 、 そ れ ら に よる 、 機 能 の 概念 の 
生成 。 
そう し た 機能 の 分 類 が 、 必 要 で ある こと 。 


例 。 生物 の 場合 。 

機能 と は 、 生 き や す さ を も た ら す 働き で ある こと 。 

生物 に と っ て の 、 そ れ ら の 機能 の 内 容 。 

それ ら の 内 容 の 詳細 に つい て は 、 私 が 執筆 し た 、 生 物 一 般 の 行動 と 
社会 に つい て の 電子 書籍 の 内 容 を 、 参 照 し て 下さ い 。 


例 。 物 質 一 般 の 場合 。 そ の 物質 を 構成 する 粒子 の 場合 。 
機能 と は 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


エネ ルギー の 源 。 動 か す 力 。 そ の 源 。 

その 粒子 の 内 部 に 昔 え られ た 、 仕 事 を 為 し 得る 能力 。 

その 粒子 が 持つ 、 移 動力 。 そ の 粒子 が 持つ 、 仕 事 力 や 稼ぐ 力 。 そ の 
粒子 が 持つ 、 改 変 力 や 破壊 力 。 

その 粒子 が 持つ 、 質 量 。 そ の 粒子 が 持つ 、 速 度 や 加速 度 。 そ れ ら を 
掛け 合わ せ た 値 。 そ れ ら の 値 を 上 げ る 、 有 要因 。 


保存 力 の 源 。 止め る 力 。 そ の 源 。 

静止 状態 。 微動 状態 。 

そう し た 状態 の 複数 の 粒子 同士 が 、 棚 く 近接 し て いる こと 。 
そう し た 状態 の 複数 の 粒子 同士 が 、 互 い に 、 頻 繁 に 接触 し た り 、 接 
着 し た り 、 結 合 し て いる こと 。 

そう し た 状態 に お ける 、 粒 子 間 力 。 そ れ ら の 強 さ 。 そ れ ら の 値 を 上 
げ る 、 有 要因 。 

従来 の 静 力 学 に お いて 。 あ る 物体 が 、 そ の 物体 に 対し て 働く 諸 力 の 
釣り 合い に より 、 静 止 する こと 。 そ うし た 均衡 状態 を 、 実 現し 鈴 持 
する 、 有 要因 。 


保存 力 。 制 止 力 。 禁 止 力 。 閉 じ 込 め る 力 。 締 め 上 げ る 力 。 破壊 を 防 
止 する 力 。 

静 力学 に お いて 、 そ れ ら の 力 が 生み 出さ れる 奈 件 の 洗い 出し が 、 必 
要 で ある こと 。 

例 。 材 料 強度 学 。 工 業 材料 。 建築 材料 。 それ ら の 材料 に お ける 、 旬 
裂 や 損傷 の 、 発 生 。 それ ら の 進展 が も た ら す 、 その 材料 の 破壊 の プ 
ロ セ ス 。 そ れ ら の 発生 を 防止 する 、 奈 件 や 要因 。 そ れ ら の 洗い 出 
し 。 


静 力 学 に お いて 。 

止め る 力 。 相 手 の 物体 の エネ ルギー を ゼロ に する 力 。 相手 の 物体 の 
活力 や 精力 を 、 ゼ ロ に する 力 。 

止め る 力 が 生み 出さ れる 、 奈 件 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 質量 が 、 相 手 の 物体 に 比べ て 、 よ り 、 十 分 に 、 大 きい こと 。 
の 結果 。 その まま 、 相 手 の 物体 を 、 跳 ね 返す こと が 出来 る こと 。 


その 状態 に お いて 。 

クッ ショ ン 性 が 有る こと 。 受 け 止 め る 力 が 有る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

柔軟 性 。 変 形 可 能 性 。 疾 反発 性 。 

スト ッ パ ー と し て の 性 質 。 疾 貫通 性 。 遮蔽 性 。 庶 断 性 。 

それ ら は 、 結 局 、 以下 の 力 を 生み 出す こと 。 

鎮め る 力 。 鎮 静 力 。 

包容 力 。 包含 力 。 相 手 の 物 体 を 丸呑み する 力 。 そ うし た 相手 の 物体 
を 、 そ の まま 内 部 に 閉じ 込め て 、 そ の 外部 に 出 ら れ な くす る 力 。 


上 記 の 内 容 の 要約 。 

相手 を 跳ね 返さ ず に 、 そ の まま 和 柔軟 に 受け 止め る 力 。 
相手 を 跳ね 返さ ず に 、 そ の まま 丸呑み し て 閉じ 込め る 力 。 
それ ら の 力 が 、 十 分 に 強い こと 。 


それ ら の 力 を 生み 出す 要因 。 そ れ ら が 、 保 存 力 の 源 で ある こと 。 


それ ら の 力 が 十分 に 強い 、 物 質 。 

例 。 

液体 。 ゼ リー。 粘液 。 

柔軟 な 固体 。 布団 や 枕 や クッ ショ ン 。 

柔軟 な 固体 に よっ て 袋 詰め され た 、 気 体 。 エ アバ ッ グ 。 

柔軟 な 固体 に よっ て 袋 詰め され た 、 液 体 。 水枕 。 

ドッ ジ ボ ー ル の 球 を 受け 止め る 競技 者 。 

男性 の 精力 を 奪っ て 、 そ の 男性 を イン ポテ ン ツ に させ る 、 女 性 。 


保存 性 の 物質 に お ける 、 保存 行為 。 保 存 力 の 、 も う 一 つの 源 。 


保存 力 の 源 。 止め る 力 。 そ の 源 。 
上 記 の 静 力 学 と は 別 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


医学 の 視点 。 建 築 学 の 視点 。 歴 史学 の 視点 。 


ある 物質 に お ける 、 そ の 保存 状態 が 悪化 する こと 。 

例 。 致傷 。 破壊 。 病気 。 劣化 。 

する と 。 

その 物質 は 、 そ の 保存 状態 の 悪化 を 、 自 力 で 、 阻 止 し 停止 し 食い 止 
め る こと 。 

その 物質 は 、 そ の 保存 状態 を 、 元 の 良好 な 状態 へ と 、 自 力 で 再 修復 
する こと 。 

その 結果 。 そ の 物質 は 、 原 状 回 復 す る こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 保存 行為 。 


保存 行為 。 
それ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


保存 状態 を 悪化 させ る 要因 。 

それ ら へ の 予防 。 そ れ ら へ の 、 防 御 や 防衛 。 

それ ら へ の 免疫 の 獲得 。 そ れ ら の 切除 。 そ れ ら の 消去 。 そ れ ら の 濃 
度 を 薄め る こと 。 そ れ ら の 無効 化 。 


保存 状態 が 悪化 し た 箇所 。 
それ ら の 修復 。 そ れ ら の 修繕 。 そ れ ら の 治療 や 治癒 。 


ある 物質 に お いて 。 

それ 自身 の 原状 回 復 。 そ れ 自 身 の 原 状 復帰 。 そ れ 自 身 の 復古 。、 そ れ 
自身 の 帰還 。 

それ ら を 実現 する 力 が 、 十 分 に 強い こと 。 


それ ら の 力 を 生み 出す 要因 。 そ れ ら が 、 保 存 力 の 源 で ある こと 。 


それ ら の 力 が 十分 に 強い 、 物 質 。 


例 。 
液体 。 ゼ リー。 粘液 。 
それ ら は 、 切 断 さ れ て も 、 瞬 時 に 再 癒着 する こと 。 


例 。 

柔軟 な 固体 。 布団 や 枕 や クッ ショ ン 。 

柔軟 な 固体 に よっ て 袋 詰 め さ れ た 、 気 体 。 室 気 枕 。 

柔軟 な 固体 に よっ て 袋 詰 め さ れ た 、 液 体 。 水枕 。 

それ ら は 、 加 圧 に より 変形 させ られ て も 、 加 圧 を 中 断 す る と 、 瞬 時 
に 元 の 形 に 戻る こと 


例 。 

生物 。 彼 ら は 、 液 体 の 一 種 で ある こと 。 

彼ら は 、 致 傷 し 発病 し て も 、 次 第 に 治癒 し 、 回 復 す る こと 

彼ら は 、 侵 入 を 受け て も 、 次 第 に 元 通 り に 押し 返す こと 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 所 有 物 を 壊さ れ て も 、 次 第 に 修繕 し 、 原 状 回 復 
させ る こと 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 が 築き 上 げた 社会 を 、 戦 争 や 革命 に よっ て 壊さ れ 
て も 、 次 第 に 復古 し 、 原 状 回 復 さ せる こと 。 

彼ら は 、 致 傷 し 発病 し た 仲間 を 、 治 療 し 看護 し 、 次 第 に 治癒 させ る 
こら 


そう し た 生物 に は 、 人 間 も 含 まれ る こと 。 


保存 性 物質 に お いて 。 

それ 自身 の 原状 回 復 。 そ れ 自 身 の 治癒 。 そ れ 自身 の 復旧 。 
そう し た 保存 力 。 そ れ ら を 実現 する 力 。 

それ ら の 発生 原理 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


複数 の 粒子 同士 が 、 互 い に 、 極 く 近 接し て いる こと 。 そ の 場合 。 複 
数 の 粒子 同士 の 間 に 、 あ る 程度 の 空間 的 な 隙間 が 開い て いる こと 。 

複数 の 粒子 同士 が 、 互 い に 固 着せ ず 、 互 い に 緩く 結合 し つつ 、 コ 
程度 の 可動 性 を 残し て いる こと 。 あ る い は 。 複数 の 粒子 同士 が 、 

由 届 時 生計 微動 状態 で 、 相 互 接触 と 相互 分 離 と を 、 和 有 え ず 燥 り 

返し て いる こと 。 

複数 の 粒子 同士 の 間 に 、 粒 子 間 力 が 働い て いる こと 。 そ うし た 粒子 
間 カ が 、 各 々 の 粒子 の 間 が 空間 的 に 少し 隅 た っ た 状態 に お いて も 、 

有効 に 働き 続け て いる こ も っ oe 

そう し た 複数 の 粒子 に 対し て 、 硬 い 固体 な ど を 押し 付け て 加 圧 し て 


も 、 そ れ ら の 粒子 の 間 に お いて 、 粒 子 間 の 結合 が 、 延 伸 し 携 み な が 
ら 問 題 無く 維持 され る こと 。 そ の 後 。 外部 か ら の 加 圧 を 止め る と 、 
粒子 間 の 結合 状態 が 、 程 無く 、 原 状 復帰 する こと 。 ある い は 。 そ 
うし た 複数 の 粒子 の 間 を 、 硬 い 固体 の 妨 で 切断 し て も 、 そ れ ら の 粒 
子 の 間 に お いて 、 粒子 間 力 が 、 引 き 続 き 有 効 に 働き 続け る こと 。 そ 
の 結果 。 粒子 同 士 の 緩い 結合 や 微動 的 相互 作用 が 、 程 無く 、 問 題 無 
く 、 復 活 す る こと 。 


弁証法 的 物質 。 

それ ら は 、 弁 証 法 的 存在 で ある 物質 で ある こと 。 

それ ら の 物質 は 、 二 律 背 反 性 や 自己 矛盾 性 を 内 包 し て いる こと 。 
それ ら の 有 双方 の 性 質 が 、 単 一 の 物質 の 中 に お いて 、 共 存 し 、 合 一 化 
し て いる こと 。 


例 。 生物 。 

それ ら は 、 自 動 的 に 、 自 己 保存 を し よう と する こと 。 

それ ら は 、 自 己 保存 状態 の 、 実 現 や 維持 の た め に 、 エ ネル ギー を 必 
要 と する こと 。 

それ ら は 、 そ うし た エネ ルギー を 獲得 する た め に 、 周 囲 の 環境 を 破 
壊す る 行動 に 出る 必要 が ある こと 。 

そう し た 行動 は 、 エ ネル ギー 性 で ある こと 。 

そう し た 行動 は 、 仕 事 を する こと や 、 稼 ぐ こ と で ある こと 。 

それ ら は 、 保存 性 と 破壊 性 と の 両方 を 、 同 時 に 内 包 し て いる こと 。 
それ ら は 、 保存 性 物質 で ある と 共に 、 エ ネル ギー 性 の 物質 で ある こ 
と 。 

それ ら の 双方 は 、 互 い に 二 律 背 反 の 関係 に ある こと 。 

それ ら の 双方 は 、 互 い に 自己 盾 の 関係 に ある こと 。 

それ ら の 双方 が 、 単 一 の 物質 の 中 に お いて 、 共 存 し 、 合 一 化し て い 
る こと 。 

その 結果 。 

生物 は 、 弁 証 法 的 存在 で ある こと 。 

生物 は 、 弁 証 法 的 物質 の 一 種 で ある こと 。 


生物 は 、 保 存 性 物質 で ある と 共に 、 エ ネル ギー 性 の 物質 で ある こ 
と 


生物 に お ける 、 保 存 性 物質 と し て の 側面 。 そ れ が 、 女 性 へ と 、 新 た 
に 機能 分 化し た こと 。 


生物 に お ける 、 エ ネル ギー 性 物質 と し て の 側面 。 そ れ が 、 男 性 へ 

と 、 新 た に 機能 分 化し た こと 。 

そう し た 機能 分 化 。 す な わ ち 。 生物 に お ける 、 性 差 の 発生 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 二 律 背 反 性 や 自己 矛盾 性 の 度合 い を 、 よ り 
軽減 し て いる こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 弁 証 法 的 存在 と し て の 度合 い を 、 よ り 軽 減 
し て いる こと 。 


追加 内 容 。2024 年 1 月 中 旬 。 ダー 
クマ ター。 プ ラッ ク ホ ー ル 。 そ れ 
ら は 、 保 存 性 の 物質 で ある こと 。 
それ ら の 一 種 が 、 生 物 一 般 や 女性 
で ある こと 。 あ る 物質 に お ける 暗 
黒 性 は 、 そ の 物質 に お ける 保存 性 
に 由 米 する こと 。 


ダー クマ ター。 ブラック ホー ル 。 彼ら の 物質 と し て の 性 賢 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼ら 自身 の 存在 を 、 対 外 的 に 、 極 限 まで 隠蔽 し 見 えな くす る こと 。 
外部 物質 を 、 内 向き に 取り 込み 、 吸 収 し 尽 す こと 。 そ の 結果 、 彼 ら 
自身 の 重力 が 、 最 大 化す る こと 。 

外部 物質 を 、 最 大 限 に 受け 止め 、 動 き を 停止 させ る こと 。 外部 物質 
の 活動 を 、 禁 止 し 寺 じ る こと 。 

相互 に 一 体 表 合 化す る こと 。 

そう し た 性 質 の 度合 い が 最 大 限 に な っ て いる 物質 。 

それ は 、 保 存 性 の 極限 で あり 極致 で ある こと 。 

そつ うし た 保存 性 物質 の 境 。 


それ は 、 マ イナ ス の 存在 の 極致 で ある こと 。 


恒星 。 彼 ら の 物質 と し て の 性 質 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼ら 自身 の 存在 を 、 対 外 的 に 、 極 限 ま で 主張 し アピ ー ル する こと 。 
外部 物質 に 対し て 、 積 極 的 に 自己 放射 し 、 対 外 的 に 攻撃 を する こ 
と 。 

外部 物質 を 、 最 大 限 に 変動 させ 破壊 する こと 。 

外部 物質 の 活動 を 、 積 極 的 に 促進 する こと 。 

相互 に バラ バラ に 飛散 し 暴れ 回 り ぶ つか り 合 うこ と 。 

そう し た 性 質 の 度合 い が 最 大 限 に な っ て いる 物質 。 

それ は 、 エ ネル ギー 性 の 極限 で あり 極致 で ある こと 。 

そう し た エネ ルギー 性 物質 の 塊 。 

それ は 、 プ ラス の 存在 の 極致 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 。 

それ は 光明 性 で ある こと 。 

それ は 、 積 極性 や チャ レン ジ 性 で あり 、 プ ラス 性 で ある こと 。 
エネ ルギー 性 の 物質 。 そ れ は 、 プ ラス の 存在 で ある こと 。 そ れ は 、 
恒星 で ある こと 。 


保存 性 。 

それ は 暗闇 性 で ある こと 。 

それ は 、 消 極性 や 退 要 性 で あり 、 マ イナ ス 性 で ある こと 。 

保存 性 の 物質 。 そ れ は 、 マ イナ ス の 存在 で ある こと 。 そ れ は 、 ダ ー 
クマ ター で ある こと 。 


中 国 の 伝統 的 思想 と し て の 、 陰 と 陽 と の 区 別 。 
それ は 、 マ イナ ス 性 と プラ ス 性 と の 区 別 で ある こと 。 
それ は 、 保 存 性 と エネ ルギー 性 と の 区 別 で ある こと 。 


生物 。 
彼ら 自身 の 自己 保存 状態 を 絶え ず 持続 する た め に 、 エ ネル ギー 性 や 
光明 性 を 常に 必要 と する 、 保 存 性 の 暗黒 性 の 物質 。 


それ は 、 ダ ー ク マタ ー や プラ ッ ク ホ ー ル の 一 種 で ある こと 。 


保存 性 の 物質 。 液 体 。 生 物 一 般 。 体 細胞 。 卵子 。 女 性 。 定住 生活 

者 。 そ れ ら の 性 質 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ダー ク 性 。 暗 黒 性 。 彼ら 自身 の 存在 を 外部 か ら 見 えな くす る 性 質 。 
全体 主義 。 集団 主 義 。 統制 主義 。 禁止 と 束縛 や 緊縛 を 主眼 と し て 、 

作動 する こと 。 相互 の 亭 制 と 潰し 合い で 、 作 動 し 続け る こと 。 調 和 
性 。 

不動 性 。 定 着 性 や 接着 性 や 癒着 性 。 定 住 生活 を 送る こと 。 

他 の 物質 を 、 彼 ら 自 身 の 内 部 へ と 、 一 方 的 に ひたすら 取り 込み 吸収 
し 貯蔵 する 性 質 。 そ の 結果 、 彼 ら 自 身 の 内 部 留保 が 最大 化す る こ 

と 。 そ の 結果 、 彼 ら 自 身 の 質 量 が 、 最 大 化す る こと 。 

彼ら 自身 の 内 部 情報 を 、 彼 ら 自 身 の 外部 に 対し て 、 決 し て 出 そ う と 
し な い 性 質 。 彼 ら 自身 の 内 部 と 外部 と を 、 区 別 す る こと 。 表 面 を 持 
つこ と 。 表 面 張力 が 強い こと 。 対外 防 衛 と 、 対 外 隠蔽 と 、 内 部 へ の 
閉じ 込め を 徹底 する こと 。 監獄 性 。 内 部 告発 を 厳禁 する こと 。 閉鎖 
性 と 排他 性 。 

対外 的 な 主張 を 避け る 性 質 。 消 極性 。 退 翌 性 。 抑圧 性 。 他 の 物質 

を 、 抑 え 込 み 、 潰 すこ と 。 局所 限定 化 を 指向 する こと 

徴 ら 自身 の 内 部 に お ける 一 体 融 合 性 や 同質 性 や 調和 の 確保 を 、 最 優 
先 す る こと 。 彼ら 自身 の 内 部 に お ける 異 分 子 の 排除 を 徹底 する こ 


と 。 

治癒 性 。 原 状 回 復 性 。 原 状 復帰 性 。 復古 性 。 前 例 踏襲 性 。 順応 性 。 
受容 性 。 

マイ ナス 性 。 陰 気 で ある こと 。 暗 いこ と 。 湿潤 性 。 

そう し た マイ ナス 性 に お ける 自己 優位 性 や 自己 優越 性 を 、 他 の 物質 
に 対し て 、 指 向 す る こと 。 


エネ ルギー 性 の 物質 。 気 体 。 ウ ィ ル ス 。 精子 。 男性 。 移 動 生活 者 。 
それ ら の 性 綿 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

光明 性 。 彼ら 自 身 の 存在 を 、 対 外 的 に 積極 的 に 可視 化す る 性 質 。 彼 
ら 自 身 の 存 在 を 、 対 外 的 に 積極 的 に 主張 し アピ ー ル する 性 質 。 
個人 主義 。 自由 主義 。 容認 と 解放 を 主眼 と し て 、 作 動 し 続け る こ 
と 。 不 調和 性 。 自由 行動 性 。 

活動 性 。 浮 動 性 。 浮 遊 性 。 移 動 生 活 を 送る こと 。 

他 の 物質 に 対し て 、 彼 ら 自 身 を 、 外 部 に 向け て 、 一 方 的 に ひたすら 


放射 し まく る 性 質 。 そ の 結果 、 彼 ら 自 身 の 消耗 が 、 最 大 化す る こ 
と 。 そ の 結果 、 彼 ら 自 身 の 質 量 が 、 最 小 化し 矯 小 化 する こと 。 
彼ら 自身 の 内 部 情報 を 、 彼 ら 自 身 の 外部 に 対し て 、 積 極 的 に 開放 す 
る 性 質 。 彼 ら 自 身 の 内 部 と 外部 と を 、 区 別 し な いこ と 。 表 面 の 存在 
を 、 根 本 的 に 欠如 し て いる こと 。 

対外 的 な 主張 や アピ ー ル を 最大 化す る 性 質 。 積 極性 。 攻撃 性 や チャ 
レン ジ 性 。 彼 ら 自 身 が 、 周 囲 の 他 物 質 に 対し て 、 衝 突 し 、 暴 れ 回 る 
eS 

拡散 性 。 布教 を する こと 。 普 馬 化 や グロ ー バ ル 化 を 指向 する こと 。 
対外 拡張 性 。 膨 張 性 。 

異種 混合 や 多様 性 の 確保 を 、 積 極 的 に 推進 する こと 。 

破壊 性 。 新 規 性 。 独創 性 。 反抗 性 。 逆 転 性 や 反転 性 。 

プラ ス 性 。 陽 気 で ある こと 。 明 る いこ と 。 乾 燥 性 。 

そう し た プラ ス 性 に お ける 自己 優位 性 や 自己 優越 性 を 、 他 の 物質 に 
対し て 、 指 向 す る こと 


追加 内 容 。2024 年 2 月 上 旬 。 エネ 
ルギー 性 。 保存 性 。 そ れ ら の 性 質 
に つい て の 、 新 た な まとめ の 表 。 


エネ ルギー 性 。 保存 性 。 そ れ ら の 性 質 に つい て の 、 新 た な まとめ の 
表 。 


エネ ルギー 性 。 保存 性 。 
高速 性 。 低速 性 。 速度 ゼロ で ある こと 。 
移動 性 。 変 動 性 。 動 作 性 。 (4 
流動 性 。 浴 留 性 。 停留 性 。 停滞 性 。 
不安 定性 。 揺らぎ 。 中 断 性 。 2 恒常 性 。 持 続 性 。 連 続 
性 。 性 。 永続 性 。 
不 確 実 性 。 不 確定 性 。 大 性 。 確 定性. 


飛翔 性 。 浮 遊 性 。 浮 動 性 。 遊牧 定着 性 。 根 を 下ろ すこ と 
性 。 
破壊 性 。 単 命 性 。 保全 性 。 現状 を 維持 する こと 


攻撃 性 。 防御 性 。 締 め 出 すこ と 。 受容 する 
な 丸呑み する こと 。 包含 する 
こと 。 受 け 止 め る こと 。 無 効 化す 
る こと 。 消化 吸収 する こと 


奪取 する こと 。 恵 ん で あげ る こと 。 
危険 性 。 安全 性 。 

捨て 映 で ある こと 。 自己 保身 性 。 

革新 性 。 守 旧 性 。 復 旧 性 。 保守 性 。 
鋭敏 性 。 鈍重 性 。 


極端 性 。 過 激 性 。 異常 性 。 偏っ て 中 間 性 。 中 道 性 。 中 証 性 。 
いる こと 。 辺境 性 。 周 辺 性 。 少 数 性 。 普 通 で ある こと 。 人 性 偽 


性 。 孤立 性 。 り が 無い こと 。 満 迄 無い こと 。 中 
心性 。 多 数 性 。 派 閥 性 。 
先進 性 。 先端 性 。 後進 性 。 遅滞 性 。 


鋭角 性 。 内 っ て いる こと 。 突き 刺 円 満 性 。 穴埋め する こと 。 傷 を 消 

すこ と 。 容 孔 す る こと 。 傷付け る すこ と 。 治癒 する こと 。 

還 。 

角 を 立て る こと 。 不穏 に する こ 角 を 立て な いこ と 。 穏便 に 済ま せ 

と 。 る こと 。 

有事 性 。 事 件 を 引き 起こ すこ と 。 無事 性 。 最初 か ら 無かっ た こと に 
する こと 。 

反抗 性 。 批 麟 性 。 不足 で ある こ 従順 性 。 順 応 性 。 忠 誠 性 。 隷 従 

と 。 反 対す る こと 。 反転 す る こ 性 。 賛 成す る こと 。 そ の まま に す 

と 。 逆転 する こと 。 変更 する こ る こと 。 慣 性 。 無 風 で ある こと 。 

と 。 風 を 吹か せる こと 。 何 か を す 何 も し な いこ と 。 様子 見 を する こ 

る こと 。 と 。 

競争 性 を 明示 する こと 。 闘争 性 を 表面 的 に は 、 互 い に 、 競争 も 闘争 

明示 する こと も 一 切 し な い 、 一 体感 に 包ま れ た 
仲良 し で ある か の よう に 、 対 外 的 
に 見 せ か ける こと 。 内 部 に お い 
て 、 相 互 に 、 中 心 位置 の 獲得 を 
巡っ て 、 陰 湿 で 昔 烈 な 内 部 抗争 
を 、 ひ た すら 繰り 広げ る こと 

敵 で ある こと 。 ラ イ バ ル で ある こ 仲間 で ある こと 。 同士 で ある こ 

と ee 


自立 する こと 。 自助 努力 する こ 助け 合う こと 。 頼 る こと 。 救 いや 
と 。 ワ 頼ら な いこ と 。 救 いや 助け を 助け を 求め る こと 。 依存 する こ 
求め な いこ と 。 自己 防衛 する こ 2 
と 。 上 自己 責任 を 強調 する こと 。 。 責任 転嫁 する こと 。 

変化 性 。 天性 。 慣 。 安 定性 。 


性 。 不 変性 。 
斬新 性 。 新 機軸 性 。 創 造 性 。 非常 伝統 性 。 古い こと 。 常 識 的 で ある 
識 で ある こと 。 革 凍 性 。 改革 性 。 こと 。 復古 性 。 


パラ ダイ ム 転 換 す る こと 。 小 改 良 す る こと 。 改善 する こと 
未踏 性 。 眺 存 性 。 學 知性 。 

加速 性 。 減速 性 。 制 止 性 。 

急速 性 。 緩慢 性 。 

多 動 性 。 静止 性 。 

積極 性 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 消極 性 。 退 層 性 。 事 な か れ 主 義 。 


表面 が 無い こと 。 表裏 が 無い こ 表面 が 有る こと 。 表裏 が 有る こ 
と 。 表 面 張力 が 無い こと 。 内 部 と と 。 表 面 張力 が 強い こと 。 内 部 と 
外部 と の 区 別 が 無い こと 。 外部 と の 区 別 が 有る こと 。 

外部 に 存在 する こと 。 外部 に 対し 内 部 に 存在 する こと 。 内 部 の 奥 の 
て 、 代 表 者 と し て 王 接 露出 する こ 部 分 に お いて 、 大 切 に 守ら れる ベ 


9 き 本 体 部 分 と し て 鎮座 し 続け る こ 
開放 性 。 通 風 性 。 換気 性 。 入 れ 替 密閉 性 。 閉 針 性 。 排他 性 。 密 寺 
え が 有 る こと 。 性 。 入れ替え が 無い こと 。 


公開 性 。 移 住 を 容認 する こと 。 義 公 開 性 。 隠 蔽 性 。 機 密 性 。 入試 
を 実施 する こと 。 締め 出す こと 
追放 する こと 

明示 性 。 明 瞭 性 。 疾 明 示 性 。 曖昧 性 。 内 部 に お ける 
暗黙 の 了解 に 従っ て 動く こと 。 

解放 性 。 定 獄 性 。 閉じ込め る こと 。 外出 出 
来 な くす る こと 

自律 性 。 別 々 に な る こと 。 別 々 に 他 律 性 。 一 緒 に な る こと 。 一 緒 に 

する こと 。 離 れる こと 。 傍観 する する こと 。 連帯 する こと 。 巻き 込 

こと 。 合 虹 する こと 。 むこ と 。 

自由 性 。 統制 性 。 検 閲 性 。 管 理性 。 相 互 牽 
制 性 。 相 互 抑圧 性 。 相 互 に 足 を 
00 うこ と 。 怒 始 深い こ 


可能 性 。 容 認 性 。 有 能 化す る こ 加 能 禁止 性 。 許 可 が 必要 で 
ご ある こと 。 


保存 性 の 能力 を 、 抑 圧し 不能 化す エネ ルギー 性 の 能力 を 、 抑 圧し 不 
る こと 。 能 化 する こと 。 
打開 性 。 打 破 性 。 閉 寒 性 。 体制 を 保持 する こと 


いい 加減 で る る こと 。 粗 維 で ある 厳格 性 。 鐵 密 で ある こと 。 高 品質 
こと 。 粗暴 で ある こと 。 低 品質 性 。 最 終 完成 度 が 高い こと 。 
性 。 最 終 完成 度 が 低い こと 。 


暴力 支配 性 。 専制 支配 性 。 


軽量 性 。 量 性 。 

浮上 性 。 昇 天性 。 天空 性 。 沈降 性 。 沈 殿 性 。 

彼 小 性 。 巨大 性 。 

消耗 性 。 補給 性 。 

消費 性 。 不 足 性 。 生産 性 。 多 産 性 。 充足 性 。 満 足 
性 。 貯蓄 性 。 

切り 捨て を 行う こと 。 攻 積 する こと 。 貯蔵 する こと 

海 汰 性 。 増殖 性 。 

條 困 性 。 欠乏 性 。 富裕 性 。 豊潤 性 。 

粗末 性 。 華 英 性 。 

取り 替え 可能 な 非 貴 重 な 存在 で あ 取り 替え 不能 な 、 大 切 で 貴重 な 存 

し 在 で ある こと 。 


疾 所 有 性 。 無 所 有 性 。 借 用 する こ 所 有 性 。 占 有 性 。 貸 所 する こと 。 

と 。 寄 宿す る こと 。 所 有 者 や 宿主 宿主 と な る こと 。 借用 者 や 寄宿 者 

と し て の 保存 性 物質 に 対し て 、 利 と し て の エネ ルギー 性 物質 か ら 、 

用 料金 を 一 方 的 に 支払 うこ と 。 利用 料金 を 一 方 的 に 徴収 する こ 

どり 

企業 者 で ある こと 。 稼 ぐ こ と 。 投 投資 者 で ある こと 。 企 業者 と し て 

資 者 と し て の 保存 性 物質 に 対し の エネ ルギー 性 物質 か ら 、 彼 ら の 
て 、 彼 自身 が 得 た 利益 を 一 方 的 に 稼ぎ の 上 前 を 揚 ね る こと 。 企業 性 


差し 出す こと の 物質 か ら 、 投 資 に よっ て 得 ら れ 
た 利益 を 一 方 的 に 回 収 す る こと 。 

道具 で ある こと 。 道具 の 使い 手 で ある こと 。 道 具 を 
メン テ ナ ン ス する こと 。 道具 の 世 
話 を する こと 。 

実際 の 作業 者 で ある こと 。 作業 の エネ ルギー 性 物質 に 対し て の 、 作 

綱 品 者 で ある こと 。 業 の 発注 者 で ある こと 。 エ ネル 
ギー 性 物質 に よる 作業 結果 の 、 検 
収 者 で ある こと 。 

Ne 可視 性 。 光 を 当て る こ 暗黒 性 。 不 可視 性 。 盲目 性 。 闇 の 
まま と する こと 。 

半 了 透明 性 。 不明 瞭 性 。 不 透明 性 。 

解明 する こと 不明 と する こと 。 そ の まま 幕 引き 
する こと 。 遮蔽 する こと 

陽性 。 プ ラス で ある こと 。 陰性 。 マ イナ ス で ある こと 。 

育 定性 。 楽 観 性 。 陽 気 で ある こ 否定 性 。 磯 観 性 。 不 安 性 。 陰 気 で 

し ある こと 。 


極端 で ある こと 。 偏 っ て いる こ 中 市 で ある こと 。 
。 


酷 寒 性 。 冷涼 性 。 酷 暑 性 。 高熱 温室 性 。 生 温か いこ と 。 中 熱性 。 

性 。 

不快 性 。 快適 性 。 

苦し いこ と 。 難し いこ と 。 生き 辛 楽 で ある こと 。 生 きやすい こと 。 

いこ と 。 

超 低 湿性 。 乾 燥 性 。 適度 に 涼し く 温 か い 湿 度 性 。 湿 潤 
性 。 濡 れ て いる こと 。 

切断 性 。 破 断 性 。 傷付け る こと 。 接着 性 。 癒着 性 。 

断 像 性 。 分 断 性 。 分離 性 。 断片 接合 性 。 縫 い 合 わせ る こと 。 統合 


性 。 絆 が 弱い こと 。 性 。 融 合 性 。 融解 性 。 繋ぎ 合わ せ 
と 。 生 が 強い こと 。 粘着 性 。 
離散 性 。 連続 性 。 同調 性 。 
分 ける こと 。 差 を 付け る こと 。 分 分 け な い こと 。 差 を 付け な いこ 
析 性 。 と 。 分 析 を 拒絶 する こと 。 一 括 
性 。 一体 性 。 丸 ご と で 扱う こと 。 
よそ よそ し いこ と 。 親密 で ある こと 。 


間 結 合 性 。 相互 作 用 し な いこ と 。 結合 性 。 相互 作用 が 有る こと 。 相 
引力 が 無い こと 。 引 力 を 行使 し な 互 作用 が 頻 驚 で ある こと 。 引力 が 
いこ と 。 疎遠 性 。 独自 性 。 孤独 有る こと 。 引 力 が 強い こと 。 協調 
性 。 個性 が 強い こと 。 義 社会 性 。 性 。 連帯 性 。 社会 性 。 没 個性 。 周 


囲 の 色 に 染まる こと 。 
関係 を 持た な いこ と 。 自 閉 性 。 音 関係 を 持ち た が る こと 。 通信 し た 
債 不 通 で ある こと 。 が る こと 。 
低圧 性 。 高圧 性 


空き が 有る こと 。 隙 が 有る こと Ei 隙間 が 無い こ 
隙間 を 室 s け る こと 。 余 裕 が 有る こ と 。 和 密 性 。 密 性 。 隙間 を 埋め 


きら る と 。 詰め 込む こ と 。 余裕 が 無 
いこ と 。 

仮想 性 。 存在 し な いこ と 。 真空 実体 性 。 実 在 性 。 存 在 す る こと 

性 。 

専門 性 。 契 約 性 。 総括 性 。 総合 性 。 何 で も 引き 受け 
る 選 と 。 

切り 分 ける こと 。 ー 括 し て 丸呑み する こと 

喝 付 ける こと 治癒 する こと 

紋 す こと 。 再生 する こと 


す こと 。 時 する と と 。 oo 
加減 で あや る こと 。 ル ー ル を 守ら な と 。 ル ー ル を 守る こと 。 遵守 する 


いこ と 。 違 反する こと 。 2 
個別 性 。 単独 性 。 集団 性 。 全体 性 。 一 体 融合 性 。 


粉 粒 性 。 バ ラバ ラ で ある こと 。 ま 団体 性 。 ま と まる こと 。 和 群れ る こ 


と まり が 無い こと 。 と 。 つる お こと 。 


多様 性 。 不 調和 性 。 画 一 性 。 調 和 性 。 

異質 性 。 同質 性 。 

拡散 性 。 集中 性 。 

普遍 性 。 目 己 中 心性 。 

間 限 定性 。 限定 性 。 

大 局 的 で ある こと 。 グ ロー バル で 局所 性 。 

ある こと 。 

低 密度 性 。 室 貴 性 。 真空 性 。 高密 度 性 。 凝縮 性 。 実 体 性 。 
独立 性 。 相互 依存 性 。 


剛性 。 硬 いこ と 。 固 いこ と 。 八 一 柔軟 性 。 ) ト で ある こと 。 融通 
了 MC 。 融通 が 利 か な いこ が 利く こと 。 ク ッ シ ョ ン 性 。 


EX が 無い こと 。 個体 間 力 が 二 和 2 が 有る こと 。 個体 間 力 が 


弱い こと 
エネ ルギー 性 の サブ クラ ス 。 2 ラズ 。 
気体 。 液体 。 
粉 状 の 固体 。 金属 固体 。 
ウィ ルス 。 生物 一 般 。 細 胞 
精子 。 卵子 。 
男性 。 女性 


追加 内 容 。2024 年 9 月 中 旬 。 保存 
性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 中 心 
性 実現 の 重要 性 。 エ ネル ギー 性 優 
位 社 会 に お ける 、 社 会 的 普遍 性 実 
現 の 重要 性 。 保存 性 優位 社会 に お 
ける 、 和 社会 的 な 排除 や 拝 洪 や 排出 
や 拝 殿 。 保存 性 優位 社会 に お け 
社会 的 中 心性 と 専制 支配 力 と 


の 相関 。 そ うし た 相関 の 、 コ ン 
ビュ ー タ シミ ュ レ ーション に よる 
測定 の の 、 必要 性 。 


保存 性 が 優位 の 社会 。 

例 。 保存 性 物質 の 社会 。 液体 分 子 群 の 社会 。 生 物 一 般 の 社会 。 女 性 
優位 社会 。 

そう し た 社会 に お いて 。 


ある 個体 に お いて 。 

相手 の 個体 を 彼女 自身 の も と へ と 引き 寄せ る 力 。 引 力 。 

相手 の 個体 が 彼女 自身 の も と か ら 去 る こと を 出来 な くす る 力 。 求 心 
入 。 

相手 の 個体 が 彼女 自身 に 対し て 反対 し 反抗 する こと を 出来 な くす る 
力 。 専 制 支配 力 。 

相手 の 個体 が 彼女 自身 を 現在 の 位置 か ら ど か そう と し て 衝突 し て 来 
た 場合 。 彼 女 自 身 が 、 問 題 無く 不動 状態 や 定住 状態 を 保っ た まま 、 
相手 を 締め 出し た り 懐 数 し て 無力 化す る こと が 出来 る 力 。 不 動力 。 
定住 力 。 


保存 性 優位 社会 に お いて 。 

そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 自 己 保身 の 実現 に お いて 、 
より 有利 に な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 現 状 維 持 や 原状 回 復 や 治癒 
や 原状 復帰 の 実現 に お いて 、 よ り 有 利 に な る こと が 出来 る こと 。 
そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 社 会 的 優位 者 や 社会 的 上 位 
者 と な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た 力 が 一 番 大 きい 個体 が 、 そ の 社会 に お ける 中 心 者 と な る こ 
と 。 

社会 的 中 心性 。 そ れ は 、 保存 性 優位 の 社会 に お ける 、 容 極 の 、 自 己 
保身 実現 可能 性 で ある こと 。 

社会 的 中 心性 。 そ れ は 、 保存 性 優位 の 社会 に お ける 、 容 極 の 、 社 会 
的 上 位 性 で ある こと 。 


そう し た 社会 的 中 心性 を 実現 する カカ が 大 きい 者 。 そ れ は 、 以 下 の 内 
容 で あ る 。 
質量 の 大 きい 者 。 比重 の 大 きい 者 。 重 い 者 。 内 的 な 貯蔵 や 貯蓄 の 質 
量 が 多い 者 。 


保存 性 優位 社会 に お ける 唯一 の 絶対 者 。 そ れ は 、 社 会 的 中 心 者 で あ 
る こと 。 

社会 的 中 心 者 。 そ れ は 、 社 会 の 中 心 に 君臨 する 者 で ある こと 。 そ れ 
は 、 社 会 の 中 心から 、 周 囲 の 他 者 の 動き を 、 意 の まま に 統制 する 者 
で ある こと 。 

保存 性 優位 社会 に お ける 、 自 己 保 身 性 の 権化 。 そ れ は 社会 的 中 心 者 
で ある こと 。 


エネ ルギー 性 が 優位 の 社会 。 
例 。 エ ネル ギー 性 物質 の 社会 。 気体 分 子 群 の 社会 。 男性 優位 社会 。 
そう し た 社会 に お いて 。 


ある 個体 に お いて 。 
彼 自 身 を 高速 で 移動 させ 得る 、 力 。 


ある 個体 に お いて 。 

相手 個体 の 學 得 領 域 を 侵略 し て 、 そ こ か ら 相 手 個 体 を 弾き 飛ば し て 
追い 出す 力 。 

その こと で 、 そ の 領域 を 、 新 た に 彼 自 身 の 學 得 領域 へ と 変え る 力 。 
その こと で 、 そ の 領域 に 存在 する 資源 を 、 新 た に 彼 自 身 の 學 得 権益 
へ と 変え る 力 。 

その こと で 、 彼 自身 が 新た な 稼ぎ を 得る 力 。 

そう し た 、 彼 自身 が 新た な 仕事 を する 力 。 


ある 個体 に お いて 。 

相手 個体 を 弾き 飛ば し て 大 きく 移動 させ る 力 。 
相手 個体 を 破壊 する 力 。 

相手 個体 を 突破 し 貫通 する 力 。 

相手 個体 を 変形 させ る 力 。 


そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 自 己 拡大 の 実現 に お いて 、 


より 有利 に な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 仕 事 や 稼ぎ の 実現 に お い 
て 、 よ り 有 利 に な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た 力 が 大 きい ほど 、 そ の 個体 は 、 社 会 的 優位 者 や 社会 的 上 位 
者 と な る こと が 出来 る こと 。 

そう し た 力 が 一 番 大 きい 個体 が 、 そ の 社会 に お ける 普 負 者 と な る こ 
と 。 

社会 的 普遍 者 。 そ れ は 、 社 会 の 隅 々 まで 満 信 無く 高速 で 飛び 回 る 者 
で ある こと 。 そ れ は 、 彼 自身 の 存在 を 社会 の 隅 々 まで 満 刀 無く 拡散 
させ 拡大 させ 得る 者 で ある こと 。 


エネ ルギー 性 優位 社会 に お ける 唯一 の 絶対 者 。 そ れ は 、 社 会 的 普通 
者 で ある こと 。 

エネ ルギー 性 優位 社会 に お ける 、 自 己 拡 大 性 の 権化 。 そ れ は 社会 的 
普通 者 で ある こと 。 


排除 。 排 江 。 排 出 。 排 民 。 そ うし た 行為 。 
生物 一 般 に お ける 、 体 内 の 不要 物 や 有害 物 を 排 江 す る 行為 。 例 。 動 
物 に お ける 、 糞 尿 の 排 洪 。 


保存 性 優位 社会 の 内 部 に お いて 。 


無用 な 者 。 

役立た ず の 者 。 不 要 な 者 。 役 目 を 終え た 残り か す に 相当 する 者 。 社 
会 的 中 心 者 に お ける 、 彼 女 自 身 の 社会 的 中 心性 の 更 な る 増進 に 、 何 
ら 貢 献 し な い 者 。 


有害 な 者 。 

社会 的 中 心 者 の 自己 保身 を 脅かす 者 。 社会 的 中 心 者 に 対し て 、 反 対 
し 反抗 する 者 。 社会 的 中 心 者 に 対し て 、 攻 撃 を 行い 危害 を 加え よう 
と する 者 。 

社会 的 中 心 者 が 學 に 設定 し た 内 部 調和 を 乱す 者 。 保存 性 より も エネ 
ルギー 性 で 動作 する 者 。 多 動 者 。 単独 行動 者 。 周 囲 と の 交信 を 拒絶 
する 者 。 自 閉 者 。 異質 な 者 。 

社会 的 中 心 者 に よる 、 彼 女 自身 の 學 得 権益 を 社会 内 部 へ と 貯蔵 し 続 
ける 行為 。 そ うし た 行為 を 妨げ る 者 。 

社会 内 部 に 革 積 し 続け る 、 使 用 済み の ゴミ や 残 津 の 山 。 そ れ ら は 、 


社会 内 部 に お ける 貯蔵 スペ ー ス を 、 無 駄 に どん どん 占拠 し 続け る こ 
と 。 そ れ ら に 相当 する 者 。 例 。 無 能 者 。 障 害 者 。 要 介護 の 高齢 者 。 


その 社会 の 内 部 に お ける 、 無 用 な 者 や 有害 な 者 。 そ うし た 者 を 、 そ 
の 社会 の 内 部 か ら 、 拝 除 し 追放 する こと 。 

そう し た 力 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

絞る 力 。 絞 り 出 す 力 。 

締め 上 げ る 力 。 締 め 付 ける 力 。 

それ ら を 組み 合わ せる こと で 、 以 下 の 内 容 の 力 を 実現 する こと 。 
傍 め 出す 力 。 追い出す 力 。 

そう し た 力 を 行使 する こと で 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
社会 的 中 心 者 に と っ て 、 邪 魔 や 負担 や 脅威 と な る 者 。 そ の 、 社 会 内 
部 か ら の 、 拝 除 や 排 洪 や 排出 や 排 屈 。 

そう し た 排除 や 排 江 の 行為 は 、 社 会 的 中 心 者 と 周囲 の 者 が 一 体 と 
な っ て 協力 する 形 で 、 そ の 社会 全体 で 一 斉 に 実行 され る こと 。 そ れ 
は 、 全 体 主義 的 行為 で ある こと 。 


保存 性 優位 社会 の 内 部 に お いて 。 
各個 体 は 、 以 下 の よ うに 行動 する こと 。 


外部 有用 者 の 内 容 物 を 、 搾 り 出 し て 、 そ の 内 部 へ と 導入 する こと 。 
例 。 女性 が 彼女 自身 の 体内 に 男性 の 精子 を 導入 する こと 。 

外部 有用 者 の 、 内 部 へ の 招 鴨 と 、 高 い 地位 の 付与 。 

外部 有用 物 の 吸収 や 消化 や 同化 。 


内 部 無用 者 の 存在 自体 を 絞り 出し て 、 そ の 外部 へ と 放出 する こと 。 
内 部 無用 者 の 解 鹿 や 追放 。 
内 部 無用 物 の 排 江 や 排出 や 異化 。 例 。 動物 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 糞 
尿 を 体外 へ 排 江 す る 行為 。 


そう し た 個 体 に と っ て 、 周囲 の 他 者 は 、 以 下 の よ うに 分 類 され る 
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有用 者 。 彼女 自身 の 自己 保身 の 水準 を 上 げ る 他 者 。 彼女 自身 の 社会 
的 中 心性 を 上 げ る 他 者 。 

無用 者 。 彼 女 自身 の 自己 保身 の 水準 を 上 げ な い 他 者 。 彼女 自身 の 社 
会 的 中 心性 を 上 げ な い 他 者 。 

有害 者 。 脅 威 。 ラ イ バ ル 。 彼女 自身 の 自己 保身 の 水準 を 下げ る 他 

者 。 彼女 自身 の 社会 的 中 心性 を 下げ る 他 者 。 


保存 性 の 個体 は 、 自 己 保 身 の 水 準 を 上 げ る 他 者 を 内 部 へ と 起用 し 厚 


過 し 、 そ つう で 無い 他 者 を 冷遇 し 解雇 し 追放 する こと 。 

保存 性 の 個体 は 、 彼 女 自身 の 社会 的 中 心性 を 上 げ る 他 者 を 内 部 へ と 
起用 し 厚 加 し 、 そ う で 無い 他 者 を 准 遇 し 解 鹿 し 追放 する こと 。 
そう し た 准 暫 や 解雇 や 追放 の 行為 。 そ れ は 、 社 会 的 な 排除 や 排 江 や 
排出 や 排 の 行為 で ある こと 。 


保存 性 優位 社会 に お いて 。 
その 社会 は 、 表 面 張力 に よっ て 、 内 部 と 外部 と に 常時 骨 別 され る こ 
ee 


保存 性 優位 社会 の 内 部 に お いて 。 


間 個 体 は 、 社 会 内 部 の 、 よ り 上 位 の 者 に 対し て 、 常 時 100% 隷 従 す 
る こと 。 よ り 上 位 の 者 と は 、 そ の 社会 内 部 に お いて 、 よ り 中 心 に 位 
置 する 者 で ある こと 。 

各個 体 は 、 社 会 内 部 の 、 よ り 下 位 の 者 に 対し て 、 彼 自身 に 対し て 
100% 隷 従 す る よう に 、 常 時 強制 する こと 。 よ り 下 位 の 者 と は 、 そ 
の 社会 内 部 に お いて 、 よ り 周 辺 や 周縁 に 位置 する 者 で ある こと 。 
ある 個体 に お いて 。 周囲 の 各個 体 の 動き を 統制 し 制止 する 力 。 周囲 
の 各個 体 の 動き を 、 盗 意 的 に 一 方 的 に 決定 する 力 。 そ うし た 専制 支 
配 力 。 そ の 力 の 強 さ は 、 そ の 個体 の 社会 的 中 心性 の 高 さ に 比例 する 
(co 


保存 性 優位 社会 の 内 部 に お いて 。 


各個 体 は 、 社 会 外部 の 、 よ り 強 大 な 者 か ら の 圧力 を 、 常 時 1009 盲 
目的 に 無 奈 件 に 丸呑み する こと 。 それ は 、 社 会 外部 か ら の 圧力 が 、 
その 社会 の 表面 張力 を 上 回 っ た 場合 に 起き る こと 。 

答 個 体 は 、 社 会 外部 の 、 よ り 幸 小 な 者 か ら の 圧力 を 、 常 時 10096 完 
全 無視 し て 一 切 動じ ず 締め 出し 続け る こと 。 そ れ は 、 社 会 外部 か ら 
の 圧力 が 、 そ の 社会 の 表面 張力 を 下回っ た 場合 に 起き る こと 。 


社会 の 中 心 者 と し て の 地位 。 容 極 の 自己 中 心性 を 実現 し 得る 地位 。 
そう し た 地位 の 、 新 規 獲得 や 死守 や 奪 枯 。 
各個 体 は 、 そ の 実現 を 目指 し て 、 外 部 か ら は 一切 見 えな い 形 で 、 凄 
絶 な 内 部 抗争 を 、 永 続 的 に 繰り 広げ る こと 。 


そう し た 動作 の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション に よる 再現 。 


例 。 液体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション に よる 再現 。 

液 滴 の 中 心 に 位置 する 分 子 が 、 周 囲 の 各 分 子 の 動き を 、 次 意 的 に 一 
方 的 に 、 統 制 し 決定 し 制 目 上 し て いる こと 。 

その 事実 を 、 操 分 子 間 に 働く 分 子 間 力 の 、 強 さと 社会 的 方 向 性 と 
を 、 加 分 子 毎 に 算出 する こと に よっ て 、 実 証する こと 。 


個体 間 力 の 社会 的 方 向 性 。 

ニニ つの 個体 の 間 に 働く 、 個 体 間 力 に お いて 。 

その 力 は 、 二 者 間 の 、 ど ちら 側 か ら ど ちら 側 へ と 向い て いる か ? 
その 力 は 、 二 者 間 の 、 ど ちら 側 か ら ど ちら 側 へ と 一 方 的 に 行使 され 
て いる か ? 

その 力 は 、 中 心 者 か ら 周辺 者 へ と 向い て いる か ? その 力 は 、 周辺 者 
か ら 中 心 者 へ と 向い て いる か ? 

その 力 は 、 ど の 程度 強大 か ? 


それ ら の 測定 が 必要 で ある こと 。 


追加 内 容 。2024 年 9 月 下旬 。 物質 
一 般 の 社会 に つい て 。 引力 や 民 力 
と 、 保 存 性 や エネ ルギー 性 と の 対 
応 関 係 。 引 力 や 兵力 と 、 専 制 支配 
や 暴力 支配 と の 対応 関係 。 物 質 一 
貞 に お ける 引力 の 存在 と 、 資 本 主 
義 の 根源 と の 関連 。 それら の 知見 
の 、 生 物 一 般 の 社会 や 人 間 社 会 へ 
の 適用 。 


引力 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ 、 引 き 寄 せ 、 惹 き 付 け 、 接 着 
させ る 、 力 。 周囲 の 他 の 個体 B の 足 を 引っ 張る 力 。 周囲 の 他 の 個体 B 
の 動き を 、 亭 制 し 邪魔 し 制御 する 、 力 。 

それ は 、 す べ て の 個体 が 、 共 通 に 所 有する 力 で ある こと 。 万 有 引 
沈 
それ は 、 地 上 に お いて は 、 重 力 で ある こと 。 それは 、 地 球 が 所 有 す 
る 引力 で ある こと 。 

そう し た 重力 。 そ れ は 、 地 球 付近 の 個体 を 、 全 て 強制 的 に 地上 へ と 
落下 させ る こと 。 

それ は 、 地 球 付近 の 個体 に 対し て 漏れ な く 働 く 、 専 制 支配 力 で ある 
こと 。 

そう し た 引力 に お ける 、 専 制 支配 力 。 そ れ は 、 内 的 な 保存 や 引き 締 
め の 力 と 、 表 裏 一 体 で ある こと 。 それは 、 対 外 的 な 拘束 力 や 統制 力 
と 、 表 裏 一 体 で ある こと 。 

そう し た 引力 。 

その 力 の 強 さ は 、 そ の 個体 A の 質量 の 大 き さ に 、 比 例 す る こと 。 
その 力 の 行使 は 、 そ の 個体 A の 周囲 の 、 他 の 個体 B に 向け て 、 影 響 カ 
や 説得 力 や オー ラ の 形 で 、 遠 隔 的 に 、 常 に 働い て いる こと 。 

ある 個体 A が 、 周 囲 の 他 の 個体 B に 向け て 、 引 力 を 行使 する こと 。 
ある 個体 A が 、 周 囲 の 他 の 個体 B か ら の 引力 を 、 被 る こと 。 

ある 個体 人 に お ける 、 そ うし た 引力 の 影響 が 有効 な 範囲 。 そ れ は 、 
以下 の よう に 呼 称 する こと が 可能 で ある こと 。 引力 圏 。 

それ は 、 台 風 に お ける 暴風 圏 や 強風 園 と 、 同 様 で ある こと 。 

それ は 、 勢 力 圏 と 、 概 念 的 に 同等 で や る こと 。 

ある 個体 A 人 に お ける 引力 圏 。 そ の 圏内 に お いて は 、 他 の 個体 B に 向け 
て 、 以 下 の よ うな 力 が 、 常 に 有効 な 状態 で 行使 され 続け て いる こ 
だ 

ある 個体 A が 、 他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ 引き 寄せ た まま 離さ 
な いよ うに する 、 力 。 

ある 個体 A が 、 他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ 落下 させ 着陸 させ た 
まま 動け な くさ せる 、 力 。 


ある 個体 人 に お ける 、 他 の 個体 B に 向け た 引力 の 行使 。 
その 行使 は 、 個 体 A が 質量 を 所 有する 限り 、 個 体 A の 自由 意思 に 逆 
ら っ て で も 、 自 動 的 に 、 個 体 B に 対し て 強制 的 に 実行 され る こと 。 


その 行使 は 、 局 所 的 で ある こと 。 その 行使 は 、 複 数 の 個体 同士 の 局 
所 的 な や り 了 取り の みて で 実現 され る こと 。 そ うし た や り 取 り に お いて 
は 、 ユ ニ バ ー サ ル な 管制 シス テム は 、 一 切 利 用 され な いこ と 。 


ある 個体 4 に よる 、 そ うし た 引力 の 行使 が 、 他 の 個体 B に 対し て も た 
ら す 結果 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

個体 B が 、 破 壊さ れる こと 。 個体 B が 、 変 形 す る こと 。 

個体 8 が 、 そ の 存在 位置 を 、 強 制 的 に 移動 させ られ る こと 。 個体 B 
が 、 そ の 存在 位置 を 、 強 制 的 に 固定 され る こと 。 


そう し た 物理 的 な 引力 の コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション に お いて 。 
従来 採用 され て きた 視点 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 航空 管 
制 室 の 視点 。 天 空 か ら の 大 局 的 な 視点 。 普 包 的 で グロ ー バ ル な 視 
点 。 高 速 飛翔 者 の 視点 。 エ ネル ギー 性 の 視点 。 

し か し 。 そ うし た 視点 は 、 今 後 、 廃 され る べき で ある こと 。 

代わ けり に 採用 され る べき 、 新 た な 視点 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 
こと 。 地 上 か ら の 、 局 所 的 で 限定 的 な 視点 。 保存 性 の 視点 。 

その 理由 。 引 力 は 、 元 来 、 エ ネル ギー 性 で は 無く 、 保 存 性 に 基づく 
力 で ある か ら 。 


引力 。 そ れ は 、 保 存 力 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 人 に お ける 、 周 囲 の 他 の 個体 B と の 間 に お いて 。 

相互 に 、 自 他 を 、 引 き 寄 せ 、 結 合 さ せ 、 一 体 化 さ せ 、 く っ つけ て 離 
さ な い |、 力 。 

相互 の 、 結 合 や 連結 の 関係 を 、 そ の まま 現状 維持 する か 、 更 に 強化 
する 、 力 。 

相互 の 、 結 合 や 連結 の 関係 を 、 そ の まま 保存 する 、 力 。 

相互 の 、 結 合 や 連結 の 関係 を 、 絶 え ず 生 成 し 有 効 化す る 、 力 。 
相互 の 位置 関係 を 、 そ の まま 不動 に する 、 力 。 

相互 の 結合 や 連結 の 関係 に 生じ た 傷 を 、 治 癒し て 解消 させ る 、 力 。 
相互 の 結合 や 連結 の 関係 に 生じ た 断絶 を 、 再 び 元 通り に 回 復 し て 原 
状 復帰 させ る 、 力 。 


それ は 、 正 反対 の 性 質 を 持つ 個体 や 物体 同士 の 間 で 働く こと 。 
例 。 

磁石 の N 極 と S 極 と の 間 に 働く 、 相 互 に 引き 合っ て 結合 する 、 力 。 
電子 の 陽 イ オン と 陰 イ オン と の 間 に 働く 、 相 互 に 引き 合っ て 結合 


る 、。 力 。 
生物 の 男女 の 間 に 働く 、 生 殖 時 に 、 相 互 に 引き 合っ て 結合 する 、 
2 の 。 


それ は 、 共 通 の 性 質 を 持つ 個体 や 物体 同士 の 間 で 働く こと 。 

例 。 

液体 分 子 の 間 に 働 く 、 相 互 に 引き 合っ て 作用 し 合う 、 分 子 間 カ 。 
複数 の 生物 一 般 の 間 に 働く 、 彼 ら 自 身 の 生 存 力 向上 の た め に 、 仲 間 
や 社会 を 形成 する 力 。 


殿 力 。 そ れ は 、 エ ネル ギー で ある こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 


ある 個体 人 に お ける 、 周 囲 の 他 の 個体 B と の 間 に お いて 。 
相互 に 、 自 他 を 、 引 き 離 し 、 離 反 さ せ 、 分 離さ せる 、 力 。 
相互 に 、 自 他 の 結合 を 、 絶 え ず 拒 絶する 、 力 。 

相互 に 、 自 他 の 結合 を 、 絶 え ず 破 壊し 無効 化す る 、 力 。 
相互 の 位置 関係 を 、 絶え ず 変 化 させ 変動 させ る 、 力 。 


それ は 、 共 通 の 性 質 を 持つ 個体 や 物体 同士 の 間 で 働く こと 。 
例 。 

磯 石 の N 極 と N 極 と の 間 に 働 く 、 相 互 に 離反 し て くっ つか な い 、 
力 


磁石 の S 極 と S 極 と の 間 に 働 く 、 相 互 に 離反 し て くっ つか な い 、 力 。 
電子 の 陽 イ オン と 陽 イ オン と の 間 に 働 く 、 相 互 に 離反 し て くっ つか 
な い !、 力 。 

電子 の 陰 イ オン と 陰 イ オン と の 間 に 働く 、 相 互 に 離反 し て くっ つか 
な い 、 力 。 そ れ は 、 電 流 や 電力 の 、 発 生 源 で ある こと 。 


それ は 、 正 反対 の 性 質 を 持つ 個体 や 物体 同士 の 間 で 働く こと 。 

例 。 

生物 の 間 に 働く 、 異 な る 種類 の 生物 同士 が 、 生 殖 時 に 、 相 互 に 離反 
し て くっ つか な い 、 力 。 

生物 と し て の 人 間 の 間 に 働 く 、 異 な る 人 種 の 人 間 同士 が 、 相 互 に 離 
反し て くっ つか な い 、 力 。 


岳 力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 人 に お ける 、 周 囲 の 他 の 個体 B と の 間 に お いて 、 隙 間 を 生成 
する 力 。 

隙間 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

明か り 窓 。 暗 導 に 向け て 、 光 が 差 し 込む 箇所 。 外界 に 向け て 、 公 開 
され た 箇所 。 外界 に 対し て 、 セ キュ リティ ホー ル と な る 箇所 。 
それ ゆえ 。 力 と は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

明か り 窓 を 生成 する 力 。 暗闇 の 空間 に 対し て 、 外 部 か ら 光 明 を も た 
ら す 力 。 

公開 窓 を 生成 する 力 。 閉鎖 的 な 空間 に 対し て 、 外 部 か ら 開 放 性 を も 
た ら す 力 。 閉鎖 的 な 空間 か ら 、 外 部 へ と 、 内 部 機密 情報 の 漏洩 を も 
た ら す 力 。 防 御 的 な 空間 に 対し て 、 外 界 か ら の 有効 な 攻撃 を 新た に 
可能 に する 力 。 


岳 力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 人 に お ける 、 周 囲 の 他 の 個体 B と の 間 に お いて 。 
相互 の 結合 や 連結 を 、 切 断 し 破壊 し 無効 化す る 力 。 
相互 関係 上 の 、 切 れ 目 や 有 裂 け 目 や 割れ 目 を 生成 する 力 。 


周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 関 作 上 の 傷 を 生成 する 力 。 
周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 暴 力 を 振る つ 力 。 あ る 個体 4 に お ける 、 
周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 暴 力 支配 を 有効 化す る 力 。 


そう し た 力 の 保有 は 、 あ る 個体 人 に お いて 、 以 下 の 行 為 の 実現 を 、 
新た に 可能 に する こと 。 

周囲 の 他 の 個体 B か ら 、 離 反する こと 。 

周囲 の 他 の 個体 B と 、 動 作 的 に 逆行 し 逆転 し 対立 する こと 
周囲 の 他 の 個体 B と 、 動 作 的 に 競争 し 闘争 する こと 
AA 反抗 し 反乱 し 反撃 し 、 革命 p を 起こ すこ 


周 還 の 他 の 個体 B か ら 、 動作 的 に 自主 独立 し 自立 する こと 。 

周囲 の 他 の 個体 B に よる 支配 か ら 、 解 放さ れ 自 由 に な る こと 。 
相互 離散 的 に 、 個 人 主義 的 に 、 自 由 主義 的 に 、 振 る 舞 つこ と 。 
各自 が 、 好 き な 時 間 に 、 好 き な 方 向 へ と 、 高 速 で 、 識 間 移動 する こ 
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周囲 環境 に 対し て 、 変 化 や 変動 を 引き 起こ すこ と 


閉鎖 的 な 周囲 環境 に 対し て 、 抜 け 丸 や セキ ュ リ ティ ホー ル を 、 生成 
する こと 。 


兵力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

エネ ルギー 性 の 物質 に お ける 、 有 人 能 性 の 根源 。 

例 。 

気体 は 、 温 度 が 高い ほど 、 そ の 分 布 勢力 を 拡大 し や すい こと 。 
ウィ ルス 性 の 生物 。 生 物 一 般 に お ける 、 精 子 や 精細 胞 や 男性 。 彼 ら 
は 、 周 囲 の 他 者 へ の 闘争 や 競争 へ の 意識 が 高い ほど 、 ラ イ バ ル と の 
生存 競争 に 打ち 勝つ て 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子孫 を 残し や すい こと 。 


引力 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 


開い た 隙間 の 割れ 目 を 、 相 互 に 引き 寄せ て 縫い 合わ せ て 、 再 結合 し 
て 密閉 する 力 。 
ー 旦 生 成 し た 傷 を 、 治 癒す る 力 。 


開い た 隙間 の 明か り 窓 を 、 再 び 閉 鎖 し 遮蔽 する 力 。 そ うす る こと 
で 、 今 まで 光 が 差 し 込ん で いた 内 部 に 、 暗 闇 を 再び 取り 戻す 力 。 
開い た 隙間 の 抜け 穴 を 、 再 び 閉 針 し 遮蔽 する 力 。 そ うす る こと で 、 
今 まで 存在 し て いた 対外 的 な セキ ュ リ ティ ホー ル を 、 再 び 解 消す る 
22。 


ー 旦 断絶 し た 結合 や 連結 を 、 回 復 し 、 再 生成 し 、 原 状 復帰 する 力 。 


そう し た 力 の 保有 は 、 あ る 個体 人 に お いて 、 以 下 の 行 為 の 実現 を 、 
新た に 可能 に する こと 。 


周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 関 係 上 の 傷 を 修復 し 、 関 係 を 元 通り に 
回 復 す る こと 。 

個体 A 自 身 の 元 か ら 離 れ て いっ た 他 の 個体 B に 対し て 、 強制 的 に 、 よ 
けり を 戻す こと 。 

個体 A 自 身 の 元 か ら 離 れ て いっ た 他 の 個体 B を 、 強 制 的 に 、 個 体 A 自 
身 の 元 へ と 呼び 戻す こと 。 


他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 強 制 的 に 、 引 き 寄 せる こと 。 
他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 強制 的 に 、 連 れ 戻 すこ と 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 強制 的 に 、 引 き 止 め 繋 ぎ 止め る 
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他 の 個体 B が 個体 A 自 身 か ら 離 れる こと 。 そ の こと を 、 強制 的 に 、 不 
可能 に する こと 。 

他 の 個体 B が 個体 A 自 身 の 元 か ら 出 て いく こと 。 そ の こと を 、 強制 的 
に 、 不 可能 に する こと 。 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 に 対し て 、 強 制 的 に 、 依 存 さ せる こと 。 
他 の 個体 B の 動作 を 、 強 制 的 に 、 東 縛 し 統制 する こと 。 

他 の 個体 B が 所 持 し て いた 、 動 作 上 の 自由 や 独立 性 を 、 強 制 的 に 、 
奪い 去る こと 

他 の 個体 6 が 、 個 体 A 自 身 の 許可 無し に その 場 に 居 続 ける こと 。 そ の 
こと を 、 根 本 的 に 、 不 可能 に する こと 。 

他 の 個体 B に 対し て 、 専 制 支配 を 永続 的 に 行う こと 。 

他 の 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 か ら の 離反 や 反抗 を 、 強 制 的 に 、 不 
可能 に する こと 。 

個体 A 自 身 が 設定 し た 宇 獄 に 強制 的 に 収容 され た 、 他 の 個体 B。 個体 
A 自 身 が 、 そ う IN そう し た 年 獄 か ら の 解放 を 、 一 
方 的 に 次 意 的 に 拒 多 す る こ こと 


他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 に 対し て 、 強 制 的 に 、 順 応 さ せる こと 。 
他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 に 対し て 、 強 制 的 に 、 調 和 さ せる こと 。 
他 の 個体 B に 対し て 、 個 体 A 自 身 が 次 意 的 に 望む 内 容 を 、 強 制 的 に 一 
方 的 に 丸呑み 学習 させ る こと 。 

他 の 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 と の 仲良 し 関係 を 、 一 方 的 に 強制 す 
る の らち 。 


他 の 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 の 囚 人 や 玩具 と し て 振る 舞 つこ と 
一 方 的 に 強制 する こと 


引力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 の 存在 で を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 引 き 込 み 取 り 込 む 、 力 。 
その よう に いっ た ん 個体 A 自 身 の 元 へ と 取り 込ん だ 、 内 容 物 。 そ う 
し た 内 容 物 を 、 個 体 A 自 身 の 元 で 、 し っ か り 保 有 し 続け て 、 決 し て 


手放さ な い 、 力 。 


そう し た 力 の 保有 は 、 あ る 個体 人 に お いて 、 以 下 の 行 為 の 実現 を 、 
新た に 可能 に する こと 。 


周囲 の 他 の 存在 C を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 貯 め 込 み 貯蔵 し 貯蓄 する 
周囲 の 他 の 存在 で C を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 所 属さ せる こと 。 
周囲 の 他 の 存在 で C を 、 個 体 A 自 映 に よっ て 、 所 有する こと 。 

個体 ん 自身 が 、 そ うし た 所 有 物 を 、 個 体 A 自 身 の 私 的 財産 と し て 、 保 
有 し 保存 し 続け る こと 。 

個体 ん 自身 が 、 そ うし た 行為 を 、 エ ンド レス に 送 行 し 続け る こと 。 
その 結果 。 

個体 A 自 身 が 、 存 在 と し て 、 婁 だ る ま 式 に 、 よ り 肥 え 太 り 重 た く な 
る こと 。 

個体 A 自 身 が 、 存 在 と し て 、 雪 だ る ま 式 に 、 個 体 A 自 身 の 質 量 を 、 よ 
増大 させ る こと 。 

その 結果 。 個 体 A 自 身 が 周囲 に 対し て 行使 可能 な 引力 が 、 雪 だ る ま 
式 に 、 増 大 し 続け る こと 。 

その 結果 。 個体 A 自 身 が 、 周 囲 の 他 の 存在 で を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ 
と 、 よ り 引 き 込 み 取 り 込 みや すく な る こと 。 


そう し た 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 取り 込ま れ 、 個 体 A 自 身 に よっ て 保存 
され 保有 され て いる 、 周 囲 の 他 の 存在 C。 

それ ら は 、 結 局 、 個体 A 自 身 の 保有 する 引力 を 、 よ り 効 果 的 に 増大 
させ る た め の 、 元 手 で あり 資本 で ある こと 。 


個体 A 自 身 が 、 周 囲 の 他 の 存在 C を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 取 けり 込 
み 、 貯 蓄 し 保有 し 続け る こと 。 

その こと で 、 個体 A 自 身 の 質 量 が 、 増 大 する こと 。 

その こと で 、 個体 A 自 身 の 引 力 が 、 増 大 する こと 。 

その こと で 、 個体 A 自 身 が 、 以 下 の よ うな 能力 を 、 雪 だ る ま 式 に 増 
大 させ る こと が 可能 に な る こと 。 

個体 A 自 身 が 、 周 囲 の 他 の 存在 で を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 よ り 高 い 
効率 で 、 取 り 込 み 、 貯 蓄 し 保有 し 続け る 能力 。 

その こと で 、 個体 A 自 身 が 、 以下 の 内 容 を 新た に 実現 する こと が 、 
十分 に 可能 に な る こと 。 

個体 A 自 身 が 、 物 質 世 界 に お ける 資本 主義 の 優良 な 体現 者 と な る こ 
と 。 


例 。 

巨大 恒星 ん が 、 周 囲 の 星 星 B を どん どん 取り 込ん で 、 恒星 A 自 身 の 内 
部 に 貯め 込ん で 行く こと 。 

その こと で 、 巨 大 恒星 A は 、 恒星 A 自 身 が 巨大 化す る 速度 を 、 更 に 高 
め て いく こと 。 

そう し た 巨大 恒星 人 に と っ て 、 周囲 の 星 星 B は 、 恒星 A 自 身 の 巨大 化 
を 更に 推進 する た め の 資 本 と し て 作用 し て いる こと 。 

そう し た 巨大 恒星 人 は 、 宇 宙 室 間 に 拡がる 星 星 の 世界 に お ける 、 典 
型 的 な 資本 主義 者 で ある こと 。 


結局 。 

物質 一 般 に 内 在 す る 引力 こそ が 、 物 質 世 界 一 般 に お ける 資本 主義 の 
根源 で ある こと 。 

そう し た 物質 世界 一 般 に お ける 資本 主義 の 、 サ ブ プク ラス 。 そ れ は 、 
例え ば 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

生物 一 般 の 社会 。 人 間 社 会 。 そ うつし た 社会 に お ける 、 資 本 主義 の 発 
生 と 持続 。 

資本 主義 。 そ れ は 、 物 質 世 界 に お いて 一 般 的 に 見 られ る 、 動 作 の た 
め の イ デオ ロ ギ ー で ある こと 。 


引力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 と の 結合 や 連結 の 持続 を 、 エ 
ンド レス に 強制 し 続け る 、 力 。 

周囲 の 他 の 個体 B と の 間 に 、 調 和 関 係 を 、 エ ンド レス に 、 生 成 し 構 
築 し 続け る 、 力 。 

周囲 の 他 の 個体 B に お いて 発生 する 、 個 体 A 自 身 か ら の 分 離 独立 解放 
へ の 、 芽 。 そ うし た 芽 を 、 エ ンド レス に 、 容 赦 無く 素 く 潰し 続け 
る 、 力 。 

周囲 の 他 の 個体 B に お いて 発生 する 、 個 体 A 自 身 か ら の 自由 化 へ の 、 
芽 。 そ うし た 黄 を 、 エ ンド レス に 、 容 赦 無く 惹く 潰し 続け る 、 力 。 


そう し た 力 の 保有 は 、 あ る 個体 人 に お いて 、 以 下 の 行 為 の 実現 を 、 
新た に 可能 に する こと 。 

個体 A 自 身 と の 調和 関係 を 破壊 し よう と する 、 周 囲 の 他 の 個体 B。 

例 。 個体 A 自 身 に 対し て 、 反 抗 や 批 章 や 反対 の 動作 を 行う 、 他 の 個 
体 B。 


個体 A 自 和 映 が 、 そ うし た 個体 B に 対し て 、 よ り 大 き な 引 力 を 、 容赦 無 
く 行 使 す る こと 。 

その 結果 。 

個体 ん 自身 が 、 そ うし た 個体 B を 、 個 体 A 自 身 に 対し て 、 力 ずく で 、 

降伏 させ 屈服 させ る こと 。 

その 結果 。 

個体 A 自 身 が 、 そ うし た 個体 B に よる 反乱 を 強権 的 に 鎮圧 する こと 

に 、 問 題 無く 成功 する こと 。 

その こと で 、 そ うし た 個体 B に 対し て 、 個体 A 自 身 と の 調和 関係 を 、 
再び 強制 する こと 。 


引力 。 

それ は 、 結 局 、 以下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 の 個体 B に 対し て 、 エ ンド レス に 専制 支配 を 続け る 、 力 。 


に 】 ル PA 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

物質 に お ける 保存 性 を 、 実 現す る 力 。 

物質 に お ける 保存 力 の 根源 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 物質 に お いて 、 主 に 所 有 さ れ て いる こと 。 
例 。 液体 。 生 物 一 般 。 細 胞 性 生物 。 女 性 。 卵子 。 陽 イオ ン と 陰 イ オ 
ン と の ペア 同士 。 磯 石 の N 極 と S 極 と の ペア 同士 。 


岳 力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

物質 に お ける エネ ルギー 性 を 、 実 現す る 力 。 

物質 に お ける 破壊 性 や 変動 性 を 、 実 現す る 力 。 

物質 に お ける エネ ルギー の 根源 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 物質 に お いて 、 主 に 所 有 さ れ て いる こと 。 
例 。 気体 。 ウ ィ ル ス 。 男 性 。 精 子 。 陰 イオ ン と 際 イ オン と の ベア 同 
士 。 磯 石 の N 極 と N 極 と の ペア 同士 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

他 の 個体 B に 対し て 、 個 体 A 自 身 と の 相互 結合 や 相互 連結 の 状態 を 維 
持 す る こと を 強制 する 、 力 。 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 で 、 拘 束 し 束縛 し 続け る 、 力 。 

他 の 個体 B に 対し て 。 個体 A 自 身 と の 間 で 、 調 和 や 仲 恨 し の 関係 を 築 
く こ と を 強制 する 、 力 。 


他 の 個体 B の 存在 を 、 個 体 A 自 映 の 元 へ と 所 属さ せ 、 吸 収 合併 併合 す 
る > の 


他 の 個体 B の 存在 を 、 個 体 A 自 身 の 元 で 内 的 に 貯蔵 貯 革 し 、 個 体 A 自 
身 が 所 有 権 を 有する 財産 や 資本 へ と 、 更 に 新た に 転化 させ る 、 力 。 


他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 か ら 動 け な く させ る 、 力 。 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 で 不動 化し 不 自 由 化 し 固定 化す る 、 
深 た 

他 の 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 定住 させ る 、 力 。 

他 の 個体 6 が 個体 A 自 身 の 元 か ら 移 動 す る こと を 、 強 制 的 に 禁止 す 


る 、 力 。 

他 の 個体 5 が 個体 A 自 身 の 元 か ら 分 離し 離反 する こと を 、 強 制 的 に 禁 
止 する 、 力 。 

他 の 個体 5 が 個体 A 自 身 の 元 か ら 解 放さ れ 自 由 化 さ れる こと を 、 強 制 
的 に 禁止 する 、 力 。 


に yg 

それ は 、 物 質 世 界 一 般 に お いて 、 定 住 生活 様式 を 生成 させ る 、 根 源 
的 な カカ で ある こと 。 

例 。 比較 的 温暖 で 湿潤 な 大 地 に お いて 、 農 耕 民 の 定住 化 と 、 彼 ら の 
社会 の 女性 優位 化 が 、 発 生 し て いる こと 。 

その 具体 例 。 中 国 。 日 本 。 韓 国 。 ロ シア 南部 。 東 南ア ジア 諸国 。 そ 
れ ら の 、 稲 作 や 麦 作 や 畑作 の 社会 。 


ある 個体 A 人 に お いて 。 

そう し た 引力 の 行使 。 そ れ は 、 実 際 に は 、 他 の 個体 B か ら 、 個体 A 自 
身 に 対し て も 、 同 時 に 行使 され て いる こと 。 

そう し た 引力 の 行使 。 そ れ は 、 相 互 的 で ある こと 。 それは 、 双 方 向 
性 で ある こと 。 そ の 理由 。 引 力 は 、 質 量 を 持つ 個体 一 般 に お いて 、 
普遍 的 に 所 有 さ れ て いる か ら 。 例 。 現 代物 理学 に お いて 、 万 有 引 力 
と いう 呼称 が 、 引 き 続 き 多 用 され て いる こと 。 


そう し た 引力 の 行使 に 基づく 、 あ る 個体 4 に お ける 、 他 の 個体 B に 対 
する 束 績 。 そ れ は 、 結 局 、 相 互 東 績 で ある こと 。 

例 。 人間 社 会 向け の 臨床 心理 学 に お ける 相互 束縛 の 概念 。 そ の 概念 
の 根源 は 、 結 局 、 物 質 世 界 一 般 に お ける 万 有 引 力 に 由来 する こと 。 


兵力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A に お いて 。 

個体 ん 自身 を 、 他 の 個体 B の 元 で 、 自 由 に 動け る よう に する 、 力 。 
個体 A 自 身 を 、 他 の 個体 B の 元 か ら 離 れ て 、 移 動 で きる よう に する 、 
の 

個体 A 自 身 の 存在 を 、 他 の 個体 B の 元 で 、 可 動 化し 流動 化す る 、 力 。 
個体 A 自 身 の 存在 を 、 他 の 個体 B の 元 か ら 、 解 放し 自由 化す る 、 力 。 
個体 ん 自身 が 、 他 の 個体 B に 対し て 、 反 抗 や 批 利 や 社会 的 革命 を 行え 
る よう に する 、 力 。 

個体 A 自 身 が 、 他 の 個体 B か ら の 相互 結合 や 相互 連結 の 要請 を 、 一 方 
的 に 拒絶 出来 る よう に する 、 力 。 

個体 ん 自身 が 、 他 の 個体 B の 元 で 、 相 互 に 対立 し 不調 和 の まま で いら 
れる よう に する 、 力 。 


兵力 。 
それ は 、 物 質 世 界 一 般 に お いて 、 移 動 生活 様式 を 生成 させ る 、 根 源 
的 な 力 で ある こと 。 


例 。 金属 固体 内 部 に お ける 、 電子 の 群れ に よる 、 絶 え 問 無い 自由 流 
動 の 発生 、 そ れ ら が 、 電 力 エ ネル ギー を 生成 し て いる こと 。 


引力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

ある 個体 A 人 に お いて 。 

周囲 の 他 者 B の 存在 を 、 個 体 A 自 身 の 元 へ と 、 吸 収 し 合併 し 併合 す 
る 2 に 

その こと で 。 個体 A 自 身 の 存在 を 、 よ り 大 きく 重く する 、 力 。 
そう し た 力 は 、 物 質 世 界 一 貞 に お ける 、 資 本 主義 の 根源 と な る こ 


と 。 
そう し た 力 の 行使 。 そ れ は 、 ど こま で も 無期 限 に 無制限 に 、 永 続 す 


る 紀 吉 。 

そう し た 力 の 行使 。 そ れ は 、 そ の 個体 A の 内 部 へ の 物質 的 な 資本 の 
革 積 を 、 生 み 出す こと 。 

それ は 、 異 な る 個体 の 間 に お いて 、 内 的 な 資本 蓄積 の 質量 に お ける 
格差 を 、 生 み 出 すこ と 。 


そう し た 資本 主義 の 存在 。 そ れ は 、 物 質 一 般 の 世界 に お いて 、 元 か 
いこ と 。 


例 。 

冬季 の 降 害 地帯 。 

雪だるま は 、 坂 道 を 転がる と 、 勝 手 に どん どん 大 きく 重く な る こ 
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それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

その 雪だるま は 、 自 主 的 に 彼 自 身 の 資本 増強 を 行う 資本 主義 者 で あ 
る こと 。 そ の 十 だ る ま に お いて は 、 体 積 や 質量 の 増大 に 伴い 、 内 的 
な 資本 蓄積 が 起き て いる こと 。 


例 。 

生物 と し て の 人 間 。 そ の 社会 に お いて 。 

ある 企業 に よる 、 他 の 企業 の 吸収 合併 が 、 常 態 化 し て いる こと 。 
そう し た 企業 は 、 自 主 的 に 彼ら 自身 の 資本 増強 を 行う 資本 主義 者 で 
ある こと 。 そ うし た 企業 に お いて は 、 所 有 資 金 の 増大 に 伴い 、 内 的 
な 資本 蓄積 が 起き て いる こと 。 


物質 一 般 の 社会 を 構成 する 2 つの 力 。 引 力 と 殿 力 。 


引力 。 

それ は 、 以 下 の よ うな キー ワー ド に よっ て 、 構 成 さ れる こと 。 
相互 結合 力 。 相互 連結 力 。 

保存 力 。 維 持 管理 力 。 

拘束 力 。 東 縛 力 。 定 住 さ せる 力 。 所 属さ せる 力 。 閉鎖 力 。 

ー 体 融合 化す る 力 。 内 的 調和 力 。 内 的 協調 力 。 内 的 折衝 力 。 
治癒 力 。 原 状 回 復 力 。 

内 部 吸収 力 。 内 部 所 有力 。 内 部 貯蔵 力 。 内 部 蓄積 力 。 内 部 資本 増強 
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自己 質量 を 重く 大 きく する 力 。 自 己 引力 増強 に お いて 資本 主義 を 通 
す 力 。 


兵力 。 

それ は 、 以 下 の よ うな キー ワー ド に よっ て 、 構 成 さ れる こと 。 
相互 分 離 力 。 相 互 離反 力 。 

エネ ルギー。 活動 力 。 運 動力 。 仕 事 する 力 。 稼 ぐ カ 。 

自由 化す る 力 。 解放 する 力 。 独 立 する 力 。 

離散 力 。 個 人 主義 を 通す 力 。 独自 行動 力 。 反 抗力 。 批 和 力 。 客 観 視 
する 力 。 

破壊 力 。 切 断 力 。 分 析 力 。 変 動 生成 力 。 高 速 移動 力 。 

間 所 属 を 通す 力 。 義 保有 を 通す 力 。 財 産 を 喜 捨 する 力 。 間 借り する 


2 に 
自己 質量 を 軽く 小さ くす る 力 。 


引力 だ け で 無く 、 兵 力も 、 物 質 一 般 の 社会 を 構成 する 重要 な 要素 で 
ある こと 。 

例 。 

相互 離反 。 反抗 。 自 由 化 。 


慰 力 が 持つ 性 質 は 、 反 社会 性 で は 、 決 し て 無い こと 。 
兵力 は 、 物 質 一 般 の 社会 に お ける 、 も つう 一 つの 構成 要素 で ある こ 
ご 。 


兵力 の 発揮 は 、 エ ネル ギー 性 の 物質 に お ける 、 主 要 な 特徴 で 長所 で 
ある こと 。 

例 。 

殿 力 の 発揮 は 、 生 物 一 般 の 社会 に お いて 、 エ ネル ギー 性 が 強い 男性 
に お ける 、 主 要 な 特徴 で 長所 で ある こと 。 


それ は 、 生 物 と し て の 人 間 の 社会 に お いて も 当て は まる こと 。 

殿 力 の 発揮 は 、 人 間 社 会 に お いて 、 エ ネル ギー 性 が 強い 男性 に お け 
る 、 主 要 な 特徴 で 長所 で ある こと 。 

兵 力 の 社会 的 価値 は 、 男 性 優位 社会 に お いて 、 相 対 的 に 高い こと 。 
例 。 西欧 諸国 に お ける 、 現 状 の 社会 体制 に 対す る 批 侯 精神 の 重視 。 


追加 内 容 。2024 年 9 月 下旬 。 そ の 
2。 従来 の 物理 学 に お ける 、 地 球 
の 重力 や 位置 エネ ルギー や 保存 力 
の 概念 。 そ れ ら を 全面 的 に 置換 す 
る 、 新 た な 上 位 互換 の 視点 の 必要 
性 。 そ の 最終 目標 と し て の 、 物 質 
一 般 に お ける 引力 や 兵力 の 法則 の 
朋 明 の 必要 性 。 物 質 一 有 般 に お ける 
物理 法則 の 研究 に お いて 新た に 克 
服 さ れる べき 、 従来 の 社会 的 価値 
観 。 


以下 の 内 容 に つい て の 、 一 口説 明 。 

従来 の 物理 学 に お ける 、 地 球 の 重力 や 位置 エネ ルギー や 保存 力 の 概 
念 。 そ れ ら を 全面 的 に 置換 する 、 新 た な 上 位 互換 の 視点 が 、 新 た に 
必要 で ある こと 。 

そう し た 視点 に 基づい て 、 以 下 の 内 容 を 解明 する こと が 、 今 後 の 物 
理学 に お ける 最終 目標 の ー つ と な る べき こと 。 物 質 一 般 に お ける 引 
力 や 兵力 の 法則 。 

そう し た 物質 一 般 に お ける 物理 法則 の 研究 に お いて 、 従 来 の 物理 学 
者 の 間 に 保有 され て いる 婚 存 の 様々 な 社会 的 価値 観 の 克服 が 、 新 た 
に 必要 で ある こと 。 


従来 の 物理 学 に お ける 、 物 体 運 動 の 捉え 方 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で 
ある こと 。 


地球 の 重力 に よっ て 、 地 球 の 地上 付近 の 高い 位置 に 存在 する 物体 
が 、 地 上 へ の 落下 運動 を 引き 起こ すこ と 。 そ うし た 物体 は 、 地 上 へ 
の 落下 の 最 中 に 、 運 動 エ ネル ギー を 一 時 的 に 所 有する こと 。 

そう し た 落下 物体 に お ける 運動 エネ ルギー の 新た な 発生 、 そ うし た 
現象 は 、 従 来 の 物理 学 に お いて 、 位 置 エ ネル ギー の 革 え の 消化 と し 
て 捉え られ て きた こと 。 

外部 観察 者 側 か ら は 。 そ うし た 位置 エネ ルギー が 、 そ の 物体 に お い 
て 、 予 め 貯 蔵 さ れ 保存 され て いた よう に 、 見 える こと 。 

そう し た 現象 が 、 従 来 の 物理 学 に お いて 、 以 下 の よ うな 呼称 で 、 第 
一 義 的 に 優先 し て 呼ば れ て いる こと 。 保存 力 。 


し か し 。 そ うし た 従来 の 物理 学 に お ける 物体 運動 の 捉え 方 は 、 物 体 
一 般 に お ける 引力 の 働き を 普遍 的 に 把握 する 上 で は 、 実 は 、 不 適切 
で ある こと 。 
そう し た 内 容 把握 は 、 今 後 は 、 以 下 の 内 容 へ と 買 き 換え られ る べき 
で ある こと 。 


2 つの 個体 人 と B の 間 に お いて 、 引 っ 張り 合い の 勝負 が 、 予 め 常 時 生 
起 し て いる こと 。 

より 引力 の 強い 個体 人 は 、 そ うし た 引っ 張り 合い の 勝負 に 勝つ こと 

で 、 よ り 引 力 の 弱い 個体 B を 、 個 体 A 自 身 の 方 へ と 、 一 方 的 に 引き 寄 
せ 続 ける こと が 出来 る こと 。 

より 引力 の 弱い 個体 B は 、 そ うし た 引っ 張り 合い の 勝負 に 負け る こ 

と で 、 よ り 引 力 の 強い 個体 A の 方 へ と 、 一 方 的 に 引き 寄せ られ 続け 

で Yo 昌 


引き 寄せ る 側 の 個体 A が 予め 設定 し た 、 引 き 寄 せら れる 側 の 個体 B に 
と っ て の 、 足 場 。 

個体 B は 、 そ の 足場 に 到達 する まで 、 引 き 寄 せる 側 の 個体 A へ と 、 引 
き 寄 せら れ 続 け 、 移 動 し 続け る こと 。 

個体 B は 、 最 後に は 、 そ の 足場 に 衝突 し て 、 動 作 が 止ま る こと 。 そ 
うし た 動作 の 停止 や 終了 。 それ は 、 引 き 寄 せる 側 の 個体 A の 引力 行 
使 に よる 効果 で ある こと 。 

そう し た 動作 の 停止 は 、 そ の 足場 が 再び 何ら か の 理由 で 崩壊 する ま 
で 、 ず っ と 有効 で ある こと 。 

そう し た 動作 の 停止 は 、 以 下 の 奈 件 の 成立 が 有効 で ある 限り 、 ず っ 
と 有効 で ある こと 。 

引き 寄せ る 側 の 個体 A の 引力 の 強 さ が 持続 し 続け る こと 。 引 き 寄 せ 
る 側 の 個体 A の 質量 の 大 き さ が 持続 し 続け る こと 。 


従来 の 物理 学 に お ける 、 重 力 や 位置 エネ ルギー の 説明 。 

地球 の 重力 に よっ て 、 地 球 の 地上 付近 の 高い 位置 に 存在 する 物体 

が 、 地 上 へ の 落下 運動 を 引き 起こ すこ と 。 

そう し た 物体 は 、 地 上 へ の 落下 の 最 中 に 、 運 動 エ ネル ギー を 一 時 的 
に 所 有する こと 。 そ うし た 運動 エネ ルギー の 発生 源 を 、 位 置 エ ネル 
ギー と 呼称 する こと 。 

そう し た 内 容 は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 書 き 換 えら れる べき で ある こ 

と 。 


物質 世界 一 般 に お ける 、 引 力行 使 や 兵力 行使 の 、 法 則 。 

より 引力 が 強い 個体 人 に よる 、 引 力行 使 に よっ て 。 そ うし た 個体 A の 
付近 位置 に 存在 する 、 よ り 引 力 が 弱い 個体 B。 そ うし た 個体 B が 、 よ 
引力 が 強い 個体 A へ と 引き 寄せ られ て 移動 する 運動 を 、 引 き 起 こ 
すこ と 。 

そう し た 個体 B は 、 よ り 引 力 が 強い 個体 A が 設定 し た 足場 へ の 移動 の 
最 中 に 、 運 動 エ ネル ギー を 一 時 的 に 所 有する こと 。 

そう し た 運動 エネ ルギー の 発生 は 、 個 体 A か ら 個 体 B に 対し て 及ぼ さ 
れる 引力 に 、 由 来 す る こと 。 

そう し た 個体 8 が 、 よ り 引 力 が 強い 個体 A が 設定 し た 足場 へ と 到達 し 
た 時 点 に お いて 。 そ の 個体 B の 運動 エネ ルギー は 、 以 下 の 内 容 へ と 
転換 され 、 そ の 個体 B か ら は 消失 する こと 。 

そう し た 2 つの 個体 A や B 各 々 の 内 部 に お ける 、 構 成 粒子 問 の 結合 
連結 。 そ うし た 結合 や 連結 の 連鎖 に よる 、 構 成 物 。 

それ ら は 、 そ うし た 2 つの 個体 A や B 各 々 の 内 部 に お ける 、 構 成 粒子 
間 の 保存 力行 使 の 結果 の 産物 で ある こと 。 

それ ら を 、 そ の 運動 エネ ルギー の 行使 に よっ て 、 破 壊す る こと 。 そ 
の 際 に 、 発 熱 が 生じ る こと 。 それら の 実行 の た め に 、 そ の 個体 B の 
運動 エネ ルギー が 消費 され て 、 消 滅する こと 。 


上 記 の 内 容 に お いて は 、 引 力 と 同時 に 、 圧 力 の 行使 も 、 同 時 に 考 護 
すべ き で ある こと 。 

上 記 の よう に 行使 され る 引力 の 強 さ か ら 、 圧 力 の 強 さ を 差し 引い 
て 、 数 値 計算 な ど を 行う べき で ある こと 。 

場合 に よっ て は 、 以 下 の 事 象 が 発生 する 可能 性 も 十分 に 存在 する こ 
だ 

2 つの 個体 4 と B と の 間 で 行使 され る 兵力 の 強 さ が 、2 つ の 個体 A と B 
と の 間 で 同時 に 行使 され る 引力 の 強 さ を 上 回 る こと 。 


その こと で 、2 つ の 個体 A と B と が 、 互 い に 反対 方 向 へ と 、 離 れ て 移 
動 し て 行く こと 。 

個体 B に お ける 、 個体 A の 引力 由来 の 運動 エネ ルギー を 行使 し た 、 個 
体 A と B の 物質 構造 の 破壊 、。、 そ うつ し た エネ ルギー 的 活動 。 そ れ は 、 結 
局 は 、 兵 力 の 発揮 の 一 種 で ある こと 。 

そこ に お いて は 、 個体 A の 引力 が 、 個 体 B の 力 へ と 、 転 換 さ れ て い 
る こと 。 そ れ は 、 結局 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 引 力 の 、 兵 力 へ の 
転換 。 


今後 の 物理 学 に お いて 、 取 る べき 視点 。 

地球 上 や 地球 付近 の 物体 の 動き の み に 囚 われ な いこ と 。 

地球 上 や 地球 付近 の 物体 の 動き の 数 理 的 把握 と 再現 の み に 、 研 究 の 
視野 を 限定 し な いこ と 。 


地球 上 や 地球 付近 の み に 限 定 さ れ な い 、 全 物質 世界 の 全て の 物質 個 
体 に 共通 する 、 総 括 的 な スー パー クラ ス の 知見 。 
そう し た 知見 を 得る こと に 集中 する こと 。 


地球 上 や 地球 付近 の み に 、 そ の 有効 性 を 限定 され た 、 物 理 運動 法 

則 。 

それ ら は 、 全 て の 物質 個体 に 共通 する 、 総 括 的 な スー パー クラ ス の 
視点 か ら は 、 結 局 は 、 サ プク ラス の 限定 され た 視点 に 基づく も の で 
し か 無い こと 。 

そう し た サブクラス の 、 限 定 さ れ た 視点 か ら の 脱却 が 、 新 た に 必要 
で ある こと 。 


その 実現 の た め に 矯正 され る べき 、 従 来 の 物理 学者 が 保有 する 社会 
的 価値 観 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 


人 間 を 世界 の 中 心 へ と 位置 付け る 世界 観 。 人 間 を 世界 の 頂点 へ と 位 
曹 付け る 世界 観 。 人 間 の 存在 と 、 そ の 他 の 存在 と を 、 無 理 や り 由 別 
する 、 価値 観 。 

例 。 自然 物 と 人 工 物 と を 区 別 す る 価値 観 。 西欧 諸国 や 中 東 諸 国 を 基 
盤 と し て 、 全 世界 的 に 信仰 され て いる 、 一 神 教 の 価値 観 。 ユ ダ ヤ 

教 。 キ リス ト 教 。 イ スラ ム 教 。 そ れ ら が 生み 出す 、 天 動 説 の 視点 。 


地球 上 や 地球 付近 か ら の 視点 の み を 取る よう に 、 研 究 の 視野 を 一 方 
的 に 限定 する 価値 観 。 


例 。 地球 上 や 地球 付近 に お ける 資源 獲得 競争 に 勝利 する た め の 、 実 
利 的 視点 。 そ うし た 利益 獲得 的 な 視点 し か 持 と つう つと し な い 、 投 資 家 
的 な 生物 的 価値 観 。 

人 間 が 居住 する 地球 上 や 地球 付近 と 、 そ の 他 の 宇宙 空間 と を 、 無 理 
や り 区 別 する 視点 。 そ れ は 、 人 間 世 界 と 、 そ の 他 の 自然 世界 と を 、 
無理 や り 区 別 する 視点 に 基づく こと 。 

現状 の 人 間 の 物理 学者 た ち が 、 そ うし た 世界 観 や 価値 観 し か 持て な 
いこ と 。 そ れ は 、 地 球 上 や 地球 付近 に し が 居住 出来 な い 、 現 状 の 人 
間 た ちの 能力 的 な 限界 に 基づく こと 。 

今後 の 、 全 物質 世界 に 共通 する 物理 的 一 般 法 則 の 研究 の 進展 に お い 
て 。 上 記 の よう な 、 地 球 上 や 地球 付近 へ と 限定 され た 狭い 視点 か ら 
の 、 新 た な 解放 や 自由 化 が 、 必 須 で ある こと 。 


追加 内 容 。2024 年 11 月 上 旬 。 保 
存 性 物質 に お ける 、 内 部 発熱 と 内 
部 発光 の 発生 の メカ ニズム 。 保存 
性 物質 に お ける 、 熱 エネ ルギー 内 
部 保有 の メカ ニズム 。 その 物質 に 
お ける 構成 要素 同士 の 引力 行使 の 
大 き さ と の 関連 。 保存 性 物質 内 部 
に お ける 、 保 存 性 と エネ ルギー 性 
と の 共存 。 弁証法 的 物質 と し て の 
保存 性 物質 。 保存 性 物質 に お け 

る 、 エ ネル ギー 性 行為 と し て の 爆 


発 と 、 そ の 斉 後 の 再度 の 沈静 化 
の 、 定 期 的 な 繰り 返し の 発生 に つ 
いて 。 


保存 性 物質 。 

その 内 部 に お ける 構成 要素 の 粒子 同士 は 、 強 力 な 相互 引力 行使 に 
よっ て 、 万 遍 な く 集 合 し 集結 する こと 。 

その 内 部 に お ける 構成 要素 の 粒子 同士 は 、 よ り 中 心 的 な 位置 の 獲得 
を 目指 し て 、 絶 え ず 内 部 抗争 し 続け て いる こと 。 

そう し た 内 部 抗争 の 原動力 が 、 内 部 粒子 相互 の 足 の 引っ 張り 合い で 
ある こと 。 そ れ は 、 内 部 粒子 相互 の 間 に お ける 、 引 力行 使 で ある こ 
ee 

それ は 、 塊 を 、 万 遍 な く 形 成す る こと 。 

それ は 、 表 面 を 、 万 通 な く 形 成す る こと 。 そ れ は 、 内 部 機密 性 を 取 
得する こと 。 

それ は 、 円 球 の 形状 を 、 形 成す る こと 。 そ れ は 、 円 満 な 外見 を 取る 
こと 。 そ れ は 、 対 外 的 に 、 内 部 調和 を 演出 する こと 。 例 。 水滴 。 
星 。 


保存 性 物質 。 

その 内 部 に お ける 構成 要素 の 粒子 同士 は 、 強 力 な 相互 引力 行使 を 絶 
え ず 行っ て いる こと 。 

そう し た 引力 の 行使 。 

それ は 、 他 の 粒子 の 運動 に 対し て 、 ブ レー キ を 掛け る こと に 相当 す 
る こと 。 

それ は 、 他 の 粒子 の 運動 を 制圧 する こと に 相当 する こと 。 


熱 。 それは 、 粒 子 や 個体 の 振動 と し て 、 捉 えら れる こと 。 


ある 個体 の 運動 が 、 外 的 な 力 に よっ て 、 制 圧 さ れ 抑 圧 さ れ た 場合 。 
その 運動 エネ ルギー は 、 熱 エネ ルギー へ と 転化 する こと 。 


ある 個体 の 運動 が 、 周 囲 の 他 の 個体 か ら の 引力 に よっ て 、 制 圧 され 


抑圧 され た 場合 。 

その 個体 の 運動 は 、 振 動 へ と 変化 する こと 。 

その 運動 エネ ルギー は 、 熱 エネ ルギー へ と 転化 する こと 。 

その 結果 。 そ の 個体 は 、 発 熱 す る こと 。 

その 個体 が 高熱 化し た 場合 。 そ の 個体 は 、 発 光 す る こと 。 そ の 個体 
は 、 周 囲 に 対し て 、 光 明 性 を も た ら す よう に な る こと 。 そ の 個体 
は 、 周 囲 を 、 明 る く 照 ら す よう に な る こと 。 


ある 個体 の 運動 に 対す る 、 周 囲 の 他 の 個体 か ら の 引力 の 大 き さ の 度 
合い 。 そ の 度合 い が よ り 高 まる ほど 、 そ の 個体 は 、 よ り 発 熱し 発光 
する こと 。 


ある 個体 の 運動 に 対す る 、 周 囲 の 他 の 個体 か ら の 引力 の 大 き さ の 度 
合い 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 個体 の 自由 運動 に 対し て 、 周 囲 の 他 の 個体 が 足 を 引っ 張り 、 邪 
魔 を する 度合 U い 。 そ の 大 き さ の 度合 い 。 

ある 個体 の 運動 に 対す る 、 周 囲 の 他 の 個体 か ら の ブレ ー キ や 制圧 力 
の 大 き さ の 度合 い 。 

そう し た 、 周 囲 の 他 の 個体 か ら の 引力 の 大 き さ 。 そ の 度合 い は 、 保 
存 性 物質 に お いて 、 そ の 中 心 部 や 中 枢 部 に 行く ほど 、 高 まる こと 。 
その 結果 。 

保存 性 物質 に お いて は 。 

その 中 心 部 や 中 枢 部 に 行く ほど 。 

その 構成 要素 同士 相互 の 族 集 力 や 凝縮 力 が 、 よ り 高 まる こと 。 
その 高密 度 化 や 過密 化 の 度合 い が 、 よ り 高 まる こと 。 

その 質量 の 大 き さ の 度合 い が 、 よ り 高 まる こと 。 

それ は 、 よ り 重 く な る こと 。 


保存 性 物質 に お いて は 。 

その 中 心 部 や 中 枢 部 に 行く ほど 。 

その 構成 要素 同士 相互 の 引力 の 大 き さ の 度合 い が 、 よ り 高 まる こ 
ea 

その 構成 要素 同士 相互 が 足 を 引っ 張り 合 つ 内 部 抗争 の 度合 い が 、 よ 
り 高 まる こと 。 

その 構成 要素 同士 相互 の ブ プレー キ の 大 き さ の 度合 い が 、 よ り 高 まる 
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その 構成 要素 同士 相互 の 制圧 力 の 大 き さ の 度合 い が 、 よ り 高 まる こ 
と 。 そ れ は 、 よ り 高 圧 化す る こと 。 

その 構成 要素 同士 相互 の 調和 形成 力 の 大 き さ の 度合 い が 、 よ り 高 ま 
る こと 。 


その 難 構 成 有 要素 の 自由 運動 が 振動 へ と 転化 する 度合 い が 、 よ り 高 ま 
る こと 。 

その 提 構成 要素 が 発熱 し 発光 する 度合 い が 、 よ り 高 まる こと 。 そ れ 
は 、 よ り 高 熱 化 する こと 。 そ れ は 、 よ り 明 る く な る こと 。 


その 結果 。 

保存 性 物質 は 、 本 質 的 に 、 体 温 を 持つ こと 。 

その 体温 は 、 そ の 質量 が 大 きく な る ほど 、 そ の 中 心 部 や 中 枢 部 に お 
いて 、 よ り 高 温 化 する こと 。 


保存 性 物質 に お いて は 。 

その 中 心 部 や 中 枢 部 に 行く ほど 。 

その 潜熱 や 蓄熱 の 度合 い が 、 よ り 高 まる こと 。 

その 熱 エ ネル ギー 革 積 の 度合 が 、 よ り 高 まる こと 。 

その 内 部 エネ ルギー 蓄積 の 度合 いり が 、 よ り 高 まる こと 。 

そう し た エネ ルギー 性 。 そ れ は 、 運 動 エ ネル ギー で は 無く 、 熱 エネ 
ルギー で ある こと 。 


その 結果 。 


引力 。 保 存 力 。 そ れ ら は 、 熱 エネ ルギー の 発生 源 に な る こと 。 
そう し た 熱 エ ネル ギー。 それら は 、 外 部 の 他 の 物質 に 対し て 、 運 動 
エネ ルギー や 兵力 を も た ら す こと 。 

し か し 。 そ うし た 熱 エ ネル ギー は 、 保 存 性 物質 の 一 番 奥 の 部 分 に 秘 
匿 さ れ て いる こと 。 

保存 性 物質 に お ける 高熱 エネ ルギー を 保持 し て いる 部 分 。 

その 部 分 は 、 外 界 と の 接触 は 、 遮 断 さ れ 、 不 可能 に な っ て いる こ 
と 。 

その 熱 エ ネル ギー が 、 運 動 エ ネル ギー や 圧力 へ と 転化 する こと 。 そ 
れ は 、 実 質 的 に 不可 能 に な っ て いる こと 。 

その 熱 エ ネル ギー は 、 保 温 さ れ 蓄 熱さ れ 続 ける こと 。 そ の 働き は 、 
魔法 瓶 と 同じ で ある こと 。 そ れ は 、 保存 性 物質 の 温室 化 を も た ら す 


SG 
そう し た 保温 性 や 蓄熱 性 の 実現 は 、 対 外 接触 の 遮断 に よっ て も た ら 
され て いる こと 。 


そつ うし た 高熱 性 。 そ れ は 、 そ の 物質 の 奥深 くに 秘蔵 され て いる こ 
と 。 そ れ は 、 外 界 か ら は 、 そ の まま で は 認識 不可 能 で ある こと 。 そ 
れ は 、 そ うし た 中 枢 部 に 潜入 する こと に よっ て 、 初 め て 朗 識 可能 と 
な る こと 。 

例 。 地球 内 部 の 高熱 性 。 そ れ は 、 活 火山 の 噴火 に よる 溶 震 や マグ マ 


の 外部 流出 に よっ て 、 初 め て 外界 か ら の 認識 が 可能 に な る こと 。 

た だ し 。 そ の 保存 性 物質 全体 が 、 高 熱 化 し て いる 場合 。 そ の 保存 性 
物質 の 表面 も 、 高 熱 化 し て いる 場合 。 

そう し た 高熱 性 。 そ れ は 、 外 界 か ら 、 十 分 に 認識 可能 で ある こと 。 
例 。 恒星 が 発する 高熱 。 太陽 が 発する 高熱 。 


そう し た 中 枢 部 に お ける 潜熱 エネ ルギー の 革 積 。 それは 、 そ の 物質 

に お ける 内 部 圧力 の 高まり を も た ら す こと 

そう し た 内 部 圧力 が 一 定 の 限度 を 超え て 高まっ た 場合 。 そ れ は 、 対 

外 的 な 噴火 や 爆発 や 革命 を も た ら す こと 。 そ れ は 、 ヒ ステ リー の 発 

作 に 相当 する こと 。 例 。 地球 に お ける 活 火山 の 噴火 。 

保存 性 物質 に お ける 、 そう し た 内 部 圧力 の 上 昇 の 常態 化 。 そ れ は 、 

保存 性 物質 に お いて 、 対 外 的 な 噴火 や 爆発 や 革命 や ビ ヒステリー の 発 

作 を 、 定 期 的 に も た ら す こと 

例 。 地 球 に お ける 活 火山 の 定期 的 な 噴火 。 生 物 と し て の 人 間 の 社会 

に お ける 、 人 々 の 内 的 不満 の 蓄積 の 恒常 的 な 高まり と 、 そ れ が も た 

ら す 社会 的 革命 の 定期 的 な 発生 。 女性 に お ける 、 感 情 的 爆発 や ヒス 
テリ ー 発 作 の 、 定 期 的 発生 。 

保存 性 物質 に お ける 、 そ うし た 爆発 的 行為 の 発生 後 。 そ うし た 保存 

性 物質 は 、 直 ぐに 、 保存 性 の 本 質 を 取り 戻し 、 再 び 沈 静 化し て 落ち 

着く こと 。 

例 。 地球 に お ける 活 火山 の 、 噴 火 後 の 沈静 化 。 生物 と し て の 人 間 の 

社会 に お ける 、 昔 命 発生 後 の 、 社 会 の 沈静 化 と 、 落 ち 着 き の 取 り 戻 
レ 


引力 。 保 存 力 。 そ れ ら は 、 熱 エネ ルギー の 発生 源 に な る こと 。 

そう し た 熱 エ ネル ギー。 それら は 、 そ の 物質 の 高温 化 を も た ら す こ 
と 。 そ れ ら は 、 そ の 物質 の 発光 を も た ら す こと 

し か し 。 そ うし た 光 は 、 保 存 性 物質 の 一 番 奥 の 部 分 ) に 秘匿 され て い 
る こと 。 

保存 性 物質 に お ける 高 輝度 の 光 を 保持 し て いる 部 分 。 

その 部 分 は 、 外 界 と の 接触 は 、 遮 断 さ れ 、 不 可能 に な っ て いる こ 

と 。 

そう し た 発光 性 。 そ れ は 、 外 界 か ら は 、 そ の まま で は 認識 不可 能 で 
ある こと 。 そ れ は 、 そ うし た 中 枢 部 に 潜入 する こと に よっ て 、 初 め 
て 認識 可能 と な る こ CS 

た だ し 。 そ の 保存 性 物質 が 、 そ の 中 枢 部 だ け で な く 、 そ の 外縁 部 ま 
で 、 十 分 に 高熱 化し て 発光 し て いる 場合 。 そ の 保存 性 物質 の 表面 

も 、 高 熱 化 し て 発光 し て いる 場合 。 


そう し た 発光 性 。 そ れ は 、 外 界 か ら 、 十 分 に 認識 可能 で ある こと 。 
例 。 恒星 が 発する 光 や 輝き 。 太 陽 が 発する 光 や 輝き 。 地 球 内 部 の 高 
温 マ グマ の 、 活 火山 爆発 時 の 外部 流出 に 伴う 、 発 光 。 


ある 物質 内 部 に お ける 、 そ の 構成 要素 同士 の 引力 行使 の 度合 い の 大 
き さ 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 物質 に お ける 保存 力 の 大 き さ 。 あ る 物質 が 、 保 存 性 物質 と し て 
捉え られ る 度合 い の 大 き さ 。 

その 大 き さ は 、 そ の 物質 内 部 の 族 集 力 や 凝縮 力 の 大 き さ に 、 比例 す 
る こと 。 

その 大 き さ は 、 そ の 物質 内 部 の 密度 の 大 き さ に 、 比 例 す る こと 。 
その 大 き さ は 、 そ の 物質 内 部 の 質量 の 大 き さ に 、 比 例 す る こと 。 
その 大 き さ は 、 そ の 物質 が 内 部 保有 する 発熱 性 や 発光 性 の 大 き さ 
に 、 比例 す る こと 。 

その 大 き さ は 、 そ の 物質 が 内 部 保有 する 熱 エ ネル ギー や 光 エ ネル 
ギー の 大 き さ に 、 比 例 す る こと 。 


その 結果 。 

保存 性 物質 の 中 心 部 や 中 枢 部 に お いて は 、 保存 性 と エネ ルギー 性 と 
が 、 共 存 し て いる こと 。 

保存 性 。 そ れ は 、 運 動 の 減速 や 制止 や 禁止 を も た ら す こと 。 そ れ 
は 、 引 力 を も た ら す こと 。 

エネ ルギー 性 。 そ れ は 、 運 動 の 加速 を も た ら す こと 。 そ れ は 、 居 力 
を も た ら す こと 。 

保存 性 物質 の 中 心 部 や 中 枢 部 に お いて は 、 そ うし た 相互 に 矛盾 する 
性 質 が 、 共 存 し て いる こと 。 

保存 性 物質 の 中 心 部 や 中 枢 部 に お いて は 、 エ ネル ギー 性 が 、 潜 熱 の 
形 で 保有 ささ れ て いる こと 。 そ うし た エネ ルギー 性 の 保有 は 、 そ の 物 
質 本 来 の 保存 性 の 性 質 と は 相反 する こと 。 


その 結果 。 

保存 性 物質 の 中 心 部 や 中 枢 部 は 、 弁 証 法 的 物質 と 化し て いる こと 。 
そう し た 性 質 が 、 そ うし た 保存 性 物質 の 一 類型 と し て の 生物 一 般 へ 
と 、 そ の まま 受け 継が れ て いる こと 。 

そう し た 生物 一 般 に お いて 。 

保存 性 の 部 門 を 生き た 細胞 が 担当 し 、 エ ネル ギー 性 の 部 門 を ウィ ル 
ス が 担当 し て いる こと 。 

保存 性 の 部 門 を 女性 が 担当 し 、 エ ネル ギー 性 の 部 門 を 男性 が 担当 し 


て いる こと 。 


定住 生活 様式 の 社会 。 女性 優位 社会 。 例 。 中 国 。 ロ シア 。 韓国 。 日 
本 。 東 南ア ジア 諸国 。 

その 社会 の 動き や 構成 は 、 保 存 性 物質 と し て 捉え られ る こと 。 
その 社会 の 内 部 に お いて は 、 人 々 の 間 に お いて 、 足 の 引っ 張り 合い 
や 内 部 抗争 の 発生 が 、 常 態 化 し て いる こと 。 

その 社会 の 内 部 は 、 保 温 さ れ 、 温 室 化し て いる こと 。 

その 社会 の 中 枢 部 は 、 高 温 で ある こと 。 そ れ は 、 そ の 社会 に お け 
る 、 内 部 秘 基 され た エネ ルギー 源 で ある こと 。 

その 社会 の 中 枢 部 と し て の 都市 や 都心 。 そ れ は 、 そ の 周縁 部 の 地域 
に 比較 し て 、 よ り 高 温 で あり 、 よ り 明 る く 光 りり 輝い て いる こと 。 


保存 性 物質 に お いて は 。 

その 質量 が 大 きく な る ほど 。 

その 発熱 や 発光 の 度合 い が 、 よ り 高 まる こと 。 

例 。 

星 の 世 界 に お いて 。 巨大 恒星 は 、 小 さ な 地球 より も 、 よ り 高 温 で あ 
り 、 よ り 光 り 輝 いて いる こと 。 

た だ し 。 小 さ な 星 も 、 少 し 発熱 し 発光 し て いる こと 。 例 。 地球 それ 
自体 も 、 大 陽光 の 反射 以外 に 、 自 力 で 発熱 し 発光 し て いる こと 。 


ある 物質 個体 に お ける 、 動 か す 力 の 大 き さ 。 

ある 物質 個体 に お ける 加速 度 や 速度 の 大 き さ 。 

ある 物質 個体 に お ける 、 運 動 エ ネル ギー の 大 き さ 。 

それ ら は 、 そ の 個体 に お ける 圧力 の 大 き さ に 相当 する こと 。 


ある 物質 個体 に お ける 、 止 め る 力 の 大 き さ 。 

ある 物質 個体 に お ける 、 減 速 プ レー キ の 力 の 大 き さ 。 

ある 物質 個体 に お ける 、 潜 熱 エ ネル ギー の 大 き さ 。 

それ ら は 、 そ の 個体 に お ける 引力 の 大 き さ に 相当 する こと 。 


エネ ルギー 性 物質 に お いて は 、 自 由 運 動 が 発生 する こと 。 


3 六 

保存 性 物質 の 中 核 部 に お いて は 、 自 由 運 動 制止 に 伴う 潜熱 が 発生 す 
る こと 。 

そう し た 潜熱 の 恒常 的 な 蓄積 は 、 そ の 物質 の 内 部 か ら の 噴火 や 爆発 
や 革 命 を 、 引 き 起 こす こと 。 

それ ら は 、 結 局 、 一 時 的 で 瞬発 的 な エネ ルギー 性 の 行為 と な る こ 

っ 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

保存 性 物質 は 、 定 期 的 に 、 一 時 的 に 、 エ ネル ギー 性 物質 と し て 作用 
する こと 。 し か し 、 そ の 後 、 そ れ は 、 保存 性 物質 と し て の 本 質 を 、 
直ぐ に 取り 戻す こと 。 そ の 状態 は 、 程 無く 沈静 化す る こと 。 

保存 性 物質 は 、 平 常 は 保存 性 メイ ン で 平静 を 保ち つつ 、 定 期 的 に 、 
瞬時 の 爆発 を 引き 起こ し 、 そ の 後 走 ぐ に 、 そ れ 自 身 を 鎮静 する こ 

5 


そう し た 性 質 は 、 保 存 性 物質 と し て の 生物 一 般 へ と 引き 継が れ て い 
る の 選 吉 。 

そう し た 性 質 は 、 生 物 社 会 の 一 員 と し て の 人 間 社 会 へ と 引き 継が れ 
て いい る と 。 


保存 性 物質 一 般 に お いて 。 それ 自身 の 内 部 中 枢 か ら の 、 噴 火 や 爆発 
や 潮 命 の 行為 の 、 定 期 的 な 生起 。 そ うし た 生起 は 、 不 可 避 で ある こ 


8 

保存 性 物質 一 般 に お ける そう し た 性 質 の 、 サ ブ ク ラ ス と し て の 生物 
一 般 へ の 拡張 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 一 般 に お いて 。 彼 自身 の 内 部 中 枢 か ら の 、 噴 火 や 爆発 や 革命 の 
行為 の 、 定 期 的 な 生起 。 そ うし た 生起 は 、 不 可 避 で ある こと 。 
生物 社会 に お いて 。 そ の 社会 の 内 部 中 枢 か ら の 、 噴 火 や 爆発 や 革命 
の 行為 の 、 定 期 的 な 生起 。 そ うし た 生起 は 、 不 可 避 で ある こと 。 
生物 一 般 に お ける そう し た 性 質 の 、 サ ブ プク ラス と し て の 人 間 へ の 拡 
張 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 個 人 に お いて 。 彼 自 身 の 内 部 中 枢 か ら の 、 噴 火 や 爆発 や 時 命 の 
行為 の 、 定 期 的 な 生起 。 そ うし た 生起 は 、 不 可 避 で ある こと 。 

人 間 社 会 に お いて 。 そ の 社会 の 内 部 中 枢 か ら の 、 噴 火 や 爆発 や 革命 
の 行為 の 、 定 期 的 な 生起 。 そ うし た 生起 は 、 不 可 避 で ある こと 。 


追加 内 容 。2024 年 12 月 上 旬 。 


Python3 の マル チ プ ブ プロセッシング 
機能 を 利用 し た 、 引 力 と 兵力 の 両 
方 を 考慮 し た 、 汎 用 的 な 物質 動作 
シミ ュ レ ーション ブログ ラム 。 そ 
の 最初 の スク ラッ チ 版 の ソー ス 
一 ド 
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参考 文献 。 

私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 

私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の プロ セス に つい 


の 
私 の 略歴 。 


私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 。 


私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 


要約 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 

その こと に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 明 。 


男女 の 性 差 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

精子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 。 

それ ら の 、 証 接 的 な 、 延 長 で あり 、 反 映 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 忠 実に 、 基 づい て いる 。 
精子 と 卵子 と の 、 社 会 行動 上 の 差 。 


それ は 、 全 て の 生物 に お いて 、 共 通し て いる 。 
それ は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も 、 当 て は まる 。 


男性 の 心身 は 、 精 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 

女性 の 心身 は 、 卵 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 

子 除 の 生育 に 必要 な 、 宗 養分 と 水分 。 

卵子 は 、 そ れ ら の 、 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


生殖 設備 。 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


卵子 が 占有 する 、 栄 養分 や 水分 。 
精子 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 。 
男性 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


所 有 者 が 上 位 者 で あり 、 借 用 者 が 下位 者 で ある 。 


その 結果 。 

米 状 分 や 水分 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 卵 子 が 上 位 者 で あり 、 精 子 が 下位 者 で ある 。 
生殖 設備 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 女 性 が 上 位 者 で あり 、 男 性 が 下位 者 で ある 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 精 子 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 精 子 に 対し て 、 受 精 を 、 一 方 的 に 許可 する こと 。 
そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 男 性 に 対し て 、 婚 問 を 、 一 方 的 に 許可 する こと 。 
そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 行為 を 、 行 う 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 
その こと で 、 男 性 を 、 様 々 な 側面 か ら 、 総 合 的 に 搾取 する こと 。 


卵子 は 、 精 子 を 、 性 的 に 誘引 する 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
それ 自身 の 内 部 へ の 、 精 子 の 進入 。 

その こと に つい て の 、 許 認可 。 

その 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 


男性 に 対す る 、 セ ックス の 詩 誰 可 。 
その 権限 。 


彼女 自身 が 所 有する 生殖 設備 。 
男性 に よる 、 そ れ ら の 、 借用 。 
その 詩 認可 。 
その 権限 。 


男性 か ら の 求 靖 。 
それ に 対す る 詩 諾 。 
その 権限 。 


生物 が 、 有 性 生殖 を 行う 限り 、 以 下 の 内 容 は 、 確 実に 存在 する 。 
男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 無 くす こと は 、 決 し て 出来 な い 。 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 説明 する 。 
世界 に は 、 男 性 優位 の 社会 だ け で な く 、 女 性 優位 の 社会 も 、 同 様 
に 、 普 通 に 、 多 数 存在 する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 。 
その 、 世 界 社会 に お ける 、 新 た な 再 確認 。 


男性 優位 社会 は 、 移 動 生活 様式 の 社会 で ある 。 
女性 優位 社会 は 、 定 住 生活 様式 の 社会 で ある 。 


精子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 男 性 の 心身 。 
彼ら は 、 移 動 生活 様式 者 で ある 。 


卵子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 女 性 の 心身 。 
彼ら は 、 定 住 生活 様式 者 で ある 。 


男性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モ ン ゴ ル 。 


女性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 や 北朝 鮮 。 東 南ア ジア 。 


男性 は 、 行 動 の 自由 の 確保 を 最 優先 する 。 

男性 は 、 上 位 者 に 反抗 する 。 

男性 は 、 下 位 者 を 、 暴 力 で 強引 に ね じ 伏 せ て 、 服 従 さ せる 。 
男性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は 、 少 し だ け 残 す 。 
下位 者 に よる 反抗 。 

その 可能 性 。 

下位 者 に よる 自由 行動 。 

その 可能 性 。 

それ ら の 余地 。 


男性 優位 社会 は 、 暴 力 に よる 支配 を 行う 。 


女性 は 、 自 己 保身 を 最 優先 する 。 
女性 は 、 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 する 。 


女性 は 、 下 位 者 を 、 隷 従 さ せる 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 
最大 限 の 高慢 さと 弄 大 さ を 、 用 いる こと 。 


下位 者 に よる 反抗 や 自由 行動 。 
それ ら の 行動 の 余地 を 、 完 全 に 封 級 し て 、 一 切 不 可能 に する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

周囲 の 同調 者 と 、 予 め 、 示 し 合わ せ て 、 行 われ る こと 。 

下位 者 に よる 反抗 を 、 一 切 、 許 さ な い こと 。 

下位 者 を 、 逃 げ 場 の 一 切 無い 、 密 閉 室 間 に 藍 禁 する こと 。 

上 位 者 の 気 が 済む まで 、 粘着 的 に 、 行 われ れる こと 。 

下位 者 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て 、 一 方 的 に 、 虐 待 し 続け る こ 
で 。 

ん 


女性 優位 社会 は 、 専 制 に よる 支配 を 行う 。 


欧米 諸国 と 、 ロ シア や 中 国 と の 、 対 立 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 十 分 に 説明 可能 で ある 。 
男性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と の 、 対 立 。 


移動 生活 様式 は 、 男 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
定住 生活 様式 は 、 女 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


女性 優位 社会 で は 、 以 下 の 内 容 が 、 恒 常 的 に 発生 する 。 

上 位 者 と し て の 女性 に よる 、 以 下 の よ うな 行動 。 

自己 弱者 性 に つい て の 、 窓 意 的 な 連呼 。 

男性 の 強者 性 に つい て の 、 次 意 的 な 連呼 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 故 意 に 隠蔽 する 。 

女性 の 社会 的 優位 性 。 

男性 差別 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 に 、 隠 蔽 する 。 


女性 優位 社会 に お ける 、 そ の 内 部 の 機密 性 や 閉鎖 性 や 排他 性 。 
その 内 部 情報 の 義 公 開 性 。 
それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 に 、 隠 蔽 する 。 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 、 性 差別 を 無く すこ と 。 

その 実現 は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 試み は 、 し ょ せん は 、 綺 麗 事 の 理想 の 主張 に 過ぎ な い 。 
それ ら の 行為 は 、 全 て 無駄 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 否定 する こと 。 
性 聞 別 に 反対 する こと 。 

欧米 主導 の 、 そ うし た 社会 運動 。 

それ ら は 、 基 本 的 に 、 全 て 無 意 味 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 前 提 と する 、 社 会 政策 。 
その 展開 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

人 間 の 本 質 。 

それ ら に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 明 。 


当方 は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 転換 し 、 破 壊す る 。 


従来 の 、 欧 米 や ユダ ヤ や 中 東 に よる 主導 の 、 移 動 生 活 様式 の 思想 。 
それ ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 由 別 する 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 

家 茜 の 恒常 的 な 層 。 そ の 必要 性 。 

そつ うし た 見 方 。 


私 の 主張 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


人 間 の 存在 は 、 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 完 全 に 包含 され る 。 

人 間 の 本 質 は 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 よ り 効 果 的 に 説明 で きる 。 
人 間 を 、 生 物 の 一 種 と し て 、 眺 め る こと 。 

人 間 の 本 質 を 、 生 物 一 般 の 本 質 と し て 、 捉 える こと 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 の 複製 。 
自己 の 存続 。 
自己 の 増殖 。 


それ ら の 本 質 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 み 出 す 。 
私 的 な 生き や すさ 。 

その 、 飽く な き 追 求 。 

それ へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 み 出 す 。 
有人 能 性 の 獲得 。 
學 得 権益 の 獲得 。 
それ ら へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 生じ させ る 。 
生存 に お ける 、 優位 性 。 

その 確認 。 

その 必要 性 。 


その こと は 、 結 果 的 に 、 生 物 の 間 に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 
社会 的 優劣 関係 。 
社会 的 上 下関 係 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 然 的 に 生み 出す 。 
上 位 者 の 生物 に よる 、 下 位 者 の 生物 に 対す る 、 虐 待 や 搾取 。 


その こと は 、 生 物 に 対し て 、 原 罪 を 、 回 避 不 可能 な 形 で 、 も た ら 
す 。 
それ は 、 生 物 を 、 生 き に くく する 。 


そう し た 原則 や 生き に くさ か ら 人 逃れ る こと 。 

その 実現 。 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は 、 生 き て いる 限り 、 決 し て 、 実 現 出来 な 
し 1。 

それ は 、 生 物 の 一 種 で ある 人 間 に お いて も 、 同 様 で ある 。 

人 間 の 原則 は 、 生 物 で ある こと その も の に より 、 生 じ て い る 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 発見 し た 。 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で ある 、 進 化 論 。 
それ に つい て 、 以 下 の 内 容 を 指摘 する こと 。 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 斉 け 。 

その た め の 、 新 た な 説明 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 否定 する 。 
人 間 は 、 生 物 の 進化 の 完 成形 で ある こと 。 
生物 の 頂点 に 、 人 間 が 、 君 臨 す る こと 。 


そう し た 見 方 。 
生物 は 、 自 己 複製 を 、 ひ た すら 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 繰 り 返 す だ 
け で ある 。 


生物 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 純 粋 に 物質 的 な 存在 で ある 。 
生物 は 、 進 化 へ の 意思 を 、 全 く 持 た な い 。 


生物 の 自己 複製 に お ける 突然 変異 。 
それ ら は 、 純 粋 に 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 起 きる 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 新 た な 形態 を 、 自 動 的 に も た ら す 。 


従来 の 進化 論 の 説明 。 
そう し た 新た な 形態 が 、 従 来 の 形態 より も 、 優 れ て いる こと 。 
そう し た 説明 は 、 何 も 根拠 が 無い 。 


現状 の 、 生 物 の 一 斑 と し て の 人 間 の 、 形 態 。 

それ が 、 生 物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お いて 、 そ の まま 
保 た れる こと 。 

そう し た 保証 は 、 一 切 無 い 。 


生物 を 取り 巻く 環境 は 、 常 に 、 予 想 外 の 方 向 へ と 変化 する 。 

以前 の 斑 境 に お いて 適応 的 だ っ た 形 外 。 

それ ら は 、 次 の 変化 し た 環境 に お いて は 、 往 々 に し て 、 以 下 の よ う 
な 形質 と な る 。 

その 新た な 環境 に 対し て 、 不 適応 で ある こと 。 


その 結果 。 

生物 の 形態 は 、 自 己 複製 と 突然 変異 に より 、 常 に 変化 する 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 全 く 保証 し な い 。 

より 望ま し い 状態 へ の 進化 。 

その 持続 。 


//// 
私 の 、 上 記 の 主張 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


世界 の 上 位 を 独占 する 、 世 界 一 の 既得 権益 者 。 
そう し た 、 男 性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 

ユダ ヤ 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は 、 彼 ら を 中 心 と し て 、 生 成 さ れ て いる 。 

それ ら の 内 容 は 、 彼 ら が 、 彼 ら 自 身 が 有利 に な る よう に 、 一 方 的 に 
決定 し た 。 

それ ら の 背景 を な す 、 彼 ら の 、 伝 統 的 な 社会 思想 。 

キリ スト 教 。 


進化 論 。 

リベラ リズ ム 。 

民主 主義 。 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 、 様 々 な 社会 思想 。 
それ ら の 内 容 を 、 根 本 的 に 破壊 し 、 封 殺し 、 初 期 化 する こと 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける 、 女 性 優位 社会 の 関所 の 度合 い 。 
その 拡大 。 

その 実現 を 、 更 に 促進 する こと 。 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 根 本 的 に 生き づら い 、 社 会 的 内 実 。 
それ は 、 上 位 者 へ の 隷 従 と 、 下 位 者 へ の 専制 支配 に よっ て 、 完 全 に 
満た され て いる 。 

例 。 

日 本 社会 の 内 実 。 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 。 

その 発生 メカ ニズム を 徹底 的 に 解明 する こと 。 
その 結果 の 内 容 を 、 暴 露 し 、 内 部 告発 する こと 。 
そう し た 内 容 で ある こと 。 


//// 

私 の 書 天 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 隠 れ た 、 重 要 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 今 まで 、 以 下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 。 
男性 優位 社会 の 人 々 が 、 彼 ら 自身 の た め に 生成 し た 、 社 会 理論 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 社 会 を 説明 する 、 自 前 の 社会 理論 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 自 前 で 持つ こと が 出来 る よう に する こと 。 
その 実現 。 


その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 
世界 秩序 の 形成 に お いて 、 現 在 、 優位 に 立っ て いる 、 男 性 優位 社 


会 
アニマ 


それ ら の 弱体 化 。 
女性 優位 社会 の 力 の 、 新 た な 強化 。 
私 が 、 そ れ を 、 手 伝 うこ と 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 自 前 の 社会 理論 を 、 い つま で 経っ て も 、 な か な か が 持つ こと 
が 出来 な いこ と 。 

その 理由 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 析 行 動 そ の も の を 、 心 の 底 で 、 嫌 っ て いる こと 。 
対象 と の 一 体 化 や 、 対 象 と の 共感 を 、 対 象 の 分 析 よ り も 、 優 先 す る 
こさ 。 

彼ら 自身 の 社会 が 持つ 、 強 い 排他 性 や 閉鎖 性 。 


彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て 、 強 い 抵 質感 を 
持っ て いる こと 。 


彼ら 自身 の 女性 的 な 自己 保身 性 に 基づく 、 強 い 退 暴 性 。 
未知 の 危険 な 償 域 を 探査 する こと を 嫌っ つこ と 。 
安全 性 が 既に 確立 され た 、 前 例 踏襲 ば か り を 優先 する こと 。 


前 例 の 無い 、 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 行動 その も の を 、 嫌 つこ と 。 


前 例 と し て の 、 男 性 優位 社会 の 社会 理論 。 


その 内 容 を 、 ひ た すら 暗記 学習 する こと 。 
それ し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な いこ と 。 


( 2022 年 3 月 初出 。 ) 


婦 者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当たっ て の 
方 法論 。 


私 の 執筆 の 目的 。 


生物 に と っ て の 生き や すさ 。 生物 に と っ て の 生存 可能 性 。 生 物 に 
と っ て の 増殖 可能 性 。 そ れ を 増大 させ る こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 一 番 、 価 値 が ある こと で ある 。 そ れ は 、 生 
物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 善 で ある 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 
に 、 光 明 性 を も た ら す 。 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 最 上 位 の 
社会 的 地位 の 獲得 。 軸 権 の 獲得 。 獲得 し た 皮 得 権益 の 維持 。 
社会 的 下位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 有 能 性 の 
獲得 に よる 、 社会 的 上 昇 。 社会 的 革命 の 生成 に よる 、 社会 的 上 位 者 
の 上 學 得 権益 の 、 破 壊 と 初期 化 。 

その 実現 に 役立つ 思想 。 真実 。 生物 が 、 自 分 自身 の 真実 を 知る こ 
と 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 冷酷 で 上 厳しく 辛 天 な 内 容 で ある 。 そ の 
受容 。 そ の 助け に な る 思想 。 そ れ ら を 、 効 率 良 く 生み 出す 方 法 。 そ 
の 確立 。 


私 の 方 法論 。 

上 記 の 目的 。 そ の 実現 に 当たっ て の 手順 。 そ の 実現 に 当たっ て の 基 
所 。 そ の 実現 に 当たっ て の 注意 点 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て 、 環 境 や 生物 社会 の 動向 を 常に 佑 
農 し 観察 し 把握 する こと 。 そ れ ら の 行為 は 、 以 下 の 内容 の 源泉 に な 


る 。 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 解明 に お いて 、 説 明 力 や 説得 力 の あ 
る アイ デア 。 

ある アイ デア に よっ て 、 上 真実 を 8 0 % 説 明 で きそう な 見 通し が 立っ 
た 場合 。 そ の アイ デア の 内 容 を 、 ど ん どん 書き 出し て 、 体 化 する 
こと 。 真実 に 近 そ つう な 、 説 明 力 の 高 そ うな 思想 を 、 独 力 で 、 ど ん ど 
ん 生み 出す こと 。 そ の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 。 難解 な 説明 を 避け る こと 。 

過去 の 前 例 と の 照合 は 、 後 回 し に する こと 。 正 し さ の 完全 な 検証 
は 、 後 回 し に する こと 。 

簡潔 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 そ の 行為 を 、 最 優先 す 
る こと 。 そ れ は 、 例 えば 、 以 下 の 行為 と 同様 で ある 。 簡潔 で 分 か り 
や すく 使い や すい コン ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 開発 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 と スタ ンス 。 
私 の 執筆 に お ける 、 理 想 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 


私 が 生成 する 内 容 の 説明 力 の 最大 化 。 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 。 
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それ ら の 実現 の た め の 方 針 や スタ ンス 。 そ れ ら は 、 下 記 の 内 容 で あ 
る 。 


私 の 執筆 に お ける 、 ス タン ス 。 


私 が 、 文 章 の 作成 に お いて 、 考 慮 する 、 根 本 的 な 方 針 。 
それ ら の 対比 。 

それ ら の 主要 な 項目 一 覧 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 概念 性 。 / 下位 概念 性 。 
要約 性 。 / 詳細 性 。 
根幹 性 。 / 枝葉 性 。 

一 般 性 。 / 個別 性 。 
基本 性 。 / 応用 性 。 
抽象 性 。 / 具体 性 。 
純粋 性 。 / 混合 性 。 
集約 性 。 / 粗 放 性 。 

一 貫 性 。 / 変動 性 。 
普遍 性 。 / 局所 性 。 

綱 維 性 。 / 例外 性 。 
定式 性 。 / 壮 定 式 性 。 
簡潔 性 。 / 複雑 性 。 
論理 性 。 / 非 論理 性 。 
実証 可能 性 。 / 実証 不能 性 。 
客観 性 。 / 非 客 観 性 。 
新規 性 。 / 皮 知 性 。 
破壊 性 。 / 現状 維持 性 。 
効率 性 。 / 甘 効 率 性 。 
結論 性 。 / 中 途 性 。 
短縮 性 。 / 冗長 性 。 


全て の 文章 に お いて 、 内 容 面 で 、 以 下 の よ うな 性 質 を 、 最 初 か ら 、 
最上 級 の 形 で 、 実 現す る こと 。 


概念 上 位 性 。 


要約 性 。 
根幹 性 。 
一 般 性 。 
基本 性 。 
抽象 性 。 
純粋 性 。 
集約 性 。 
一 貫 性 。 
普遍 性 。 
綱 維 性 。 
定式 性 。 
簡潔 性 。 
論理 性 。 
実証 可能 性 。 
客観 性 。 
新規 性 。 
破壊 性 。 
効率 性 。 
結論 性 。 
短縮 性 。 


その 実現 を 最 優先 し て 、 文章 の 内 容 を 、 執 筆 す る こと 。 

その 内 容 を 、 な る べく 早く 完成 させ る こと 。 

その 内 容 を 、 書 き 上 げた 部 分 毎 に 、 表 ぐに 、 本 文 に に 、 マ ー ジ し て い 
く こ と 。 

それ ら を 、 最 優先 する こと 。 

例 。 

固有 名 詞 を 、 使 わな いこ と 。 

ロー カル な 、 抽 象 度 の 低い 意味 の 語句 を 、 使 わな いこ と 。 


先進 的 な コン ピュ ー タ プロ グラ ミン グ 技 術 を 、 文 章 作成 の 方 法 へ 
と 、 積 極 的 に 、 応 用 する こと 。 


例 。 

オプ ジェ クト 思考 に 基づく 、 文 章 作 成 の 技術 。 
クラ ス と イン スタ ンス の 概念 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記述 。 


例 。 


アジ ャ イル 開発 の 方 法 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 

頻繁 に 、 以 下 の 行動 を 、 繰 り 返 すこ と 。 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 。 

その 電子 書籍 ファ イル の 、 公 開 サ ー バ ー へ の アッ プロ ー ド 。 


私 は 、 従 来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を 、 採 用 し て い 
る 


従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は 、 説 明 力 の ある 内 容 の 導出 に お いて 、 
間 効 率 で ある 。 


書籍 の 執筆 に お ける 、 私 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


統合 失調 症 の 患者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 最 下位 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 扱い が 、 一 番 、 劣 悪 な 者 か ら の 視点 。 

社会 か ら 、 拒 絶 さ れ 、 差 別 さ れ 、 迫 害さ れ 、 追 放さ れ 、 隔 離さ れ た 
者 か ら の 視点 。 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 。 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

一 番 、 社 会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 容 加 し た 患者 か ら の 視点 。 
社会 に お ける 、 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 。 

社会 に 対し て 、 生 涯 、 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 。 

生物 や 人 間 に 対 し て 、 根 本 的 に が っ か !) し た 者 か ら の 視点 。 
生物 や 人 間 に 対 し て 、 絶 望 し た 者 か ら の 視点 。 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

稚 患 し た 病気 の せい で 、 彼 自身 の 遺伝 的 子孫 を 残す こと を 、 社 会 的 
に 拒絶 され た 者 か ら の 視点 。 

秩 加 し た 病気 の せい で 、 極 め て 短命 に 終わ る こと 。 そ の こと を 、 運 
命 付け られ た 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 生 き や す さ や 救い を 、 生 涯 、 得 られ な いこ 
と 。 そ の こと が 、 予 め 確 定 し て いる 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 有 人 能 性 を 、 生 涯 、 得 られ な いこ と 。 そ の こ 
と が 、 予 め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 

秩 患 し た 病気 の せい で 、 生 涯 に わた っ て 、 社 会 か ら 、 虚 待 や 搾取 を 
受け 続け る こと 。 そ の こと が 、 予 め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 
そう し た 者 に よる 、 生 物 社会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 告発 の 視点 。 


私 の 人 生 目 標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男女 の 性 差 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 。 

生物 その も の 。 

それ ら の 本 質 を 、 自 力 で 、 分 析 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 、 私 の 人 生 目 標 は 、 以 下 の ひよ つう な 人 々 に よっ て 、 大 きく 妨 
害さ れ た 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧米 諸国 。 

そう し た 、 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる 、 女 性 優位 社会 の 
人 々 。 例 。 日 本 と 韓国 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 男 女 の 本 質 的 な 性 差 を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 男 女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を 、 社 会 的 に 、 妨 害 
し 、 禁 止 し て いる 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に と っ て 、 本 質 
的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と の 、 本 質 的 な 共通 性 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 必 死 で 、 区 別 し 、 差 別 し よ 
うと する 。 

彼ら は 、 人 間 の 、 人 間 以 外 の 生物 に 対す る 優位 性 を 、 必 死 で 、 主 張 
し よう と する 。 


そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に と っ 
て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


女性 優位 社会 の 女性 た ち 。 例 。 日 本 社会 の 女性 た ち 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表 向き は 、 決 し て 
認め な い 。 

女性 専用 社会 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 そ れ ら の 社会 の 内 部 の 真 
実 。 

彼ら は 、 そ の 公開 を 、 決 し て 認め な い 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に と っ て 、 本 質 


的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 
そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に と っ 
て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


上 記 の よう な 人 々 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 目 標 を 、 根 本 的 に 、 妨 害 し た 。 
そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 を 、 そ の 土台 か ら 、 狂 わせ 、 破 
壊し 、 台 無し に し た 。 

私 は 、 そ れ ら の 結果 に つい て 、 と て も 即 っ て いる 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 鉄 丁 を 下 し た い 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 理 解 さ せ た 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 自 力 で 解明 し た い 。 


男女 の 性 差 に お ける 、 真 実 。 
人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける 、 真 実 。 
メ / 


私 は 、 人 間 社 会 を 、 冷 静 に 、 客 観 的 に 、 分 析 し た か っ た 。 

そこ で 、 私 は 、 人 間 社 会 か ら 、 一 時 的 に 、 私 自身 を 、 隔 離し た 。 
私 は 、 人 間 社 会 の 佑 踊 者 と な っ た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 経 由 で 、 毎 日 、 ひ た すら 、 観 察し 
続け た 。 


その 結果 。 
私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 手 に 入れ た 。 
人 間 社 会 の 全体 を 、 最 下位 か ら 佑 陣 す る 、 独 自 の 視点 。 


その 結果 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 自 力 で 、 何 と か 、 掴 ん だ 。 
// 

男女 の 性 差 の 本 質 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 。 
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その 結果 。 
私 は 、 新 た な 人 生 目 標 を 、 手 に 入れ た 。 


私 の 、 新 た な 人 生 目 標 。 


彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て 、 対 抗 し 、 挑 戦 する こと 。 
そし て 、 以 下 の 内 容 を 、 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こと 。 
の の 4 

私 が 自力 で 掴ん だ 、 男 女 の 性 差 の 真実 。 

私 が 自力 で 掴ん だ 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 真実 。 


// 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 を 作成 し て い 
る 。 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 の 内 容 を 、 


日 々 、 熱 心 に 、 改 訂 し 続け て いる 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 
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や 人 間 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of livabihity. Functionalism of 
life. Society as life. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 宜 居 的 要素 。 生 活 的 功能 主 叉 。 社 会 即 生 
活 。 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 3reMerrr 6raTOYCTDOeHHOCTL. 
Q①yHKrrOHaJIbHOCTb ※※ 共 SH. OOrTeCTBO KaK 水 3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生き や すさ の 素 。 生 物 の 機能 主義 。 生物 
と し て の 社会 。 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a system. 
History for life. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 訪 史 的 規律 。 訪 史 是 一 介 和 糸 銃 。 訪 史 的 生 
物 。 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 3akorpr rcrODrr. MICTOD KaK CCTeMa. 
McTODrII Ha BCIO 水 3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 歴史 。 生 
物 に と っ て の 歴史 。 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal Authority. A 
Society of Strong Mothers. Japanese Society as a Case Study. 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母 素 威 的 社会 理 形 。 強勢 母 款 的 社 
会 。 以 日 本 社会 妨 條 案 研 究 。 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) CorrraJrbtra TeODMI 呈 MaTeDIHCTBa: 
O6mecrBo crJTbHbrx MaTeDe 牙 . ITOHCKOe OOeCTBO KaK TDMMeD. 
Iwao Otsuka (Sep 15, 2020) 母 権 社会 論 - 強い 母 の 社会 。 事例 と し 
て の 日 本 社会 。 - 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. A 
society of acquired settled grouDs. 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日 本 社会 的 机 制 。 后 天 定 居 群 体 的 社 


と っ 
べべ o 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) MexarrraMpr TrOHCKoOrO OOrmecTBa. 
O6mecrBo IDro6peTeHHbrx OCe ル LBTX TDYHL. 

Iwao Otsuka (Aug 28, 2020) 日 本 社会 の メカ ニズム 。 後 天 的 定住 集 
団 の 社会 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertial Society 

Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 恨 性 社会 ( 中文 版 本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) rrreprrrorrroe oO6mmecTBo 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 慣性 社会 ( 日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神 各 社 会 学 ( 中文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Hepocorrroorr 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神経 社会 学 ( 日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) Erom transportation-centric society to 
communication-centric society. The Progress of Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 丸 以 交通 力 中 心 的 社会 向 以 通信 妨 中 心 
的 社会 。 特 型 的 送 展 。 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) Or o6mecrBa, ODreHTMDOBaHHOTO Ha 
TDaHCIIODT, K OOITeCTBY, ODMCHTMDOBaHHOMY Ha KOMMYHLIKaTILIM. 
IIDOTDeCC IIGDeXOIHOTO IIeDMO. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社会 か ら 通信 中 心 社会 へ 。 移 
行 の 進展 。 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual -The 
Elemental Reduction Approach. 

twao Otsuka (Nov 9, 2020) 人 人 社会 学 - 元 素 到 原 法 。 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Corrrororrtg TEfdHOCTMI - づ TeMeHTHpIL 
TIOIXOI K COKDaITIHMIO. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 - 要素 還元 アプ 
ロー チ - 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introduction Of A White Tax To Counter 
Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 引 入 白人 税 以 打 填 対 黒 人 的 岐 視 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) BBenerrre 6eroro HaJrOra 馬 
IDOTIIBOIGMLCTBMI 呈 有 UCKDIIMLIHaLILMI HEDHbIX 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 黒人 差別 対策 と し て の 販 人 税 導入 


Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, perception. 
Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. Loose and tight. 
Tense and relaxed. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 互 感 党 、 知 党 。 明 選 暗 。 温 暖 与 寒 
府 。 硬 科 。 松 与 革 。 紫 著 与 放 松 。 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) JrrrocTE OrmmyImeHr, BOCTDrIHTI1G. 
CBeT7Oe TeMHOe. TerrTO I XOJIOIHO. TBeD ル IEt I MATKIL. 
CBo6oHbIM MI TYTO 黄 . HarDzDKeHHPIMI II DACCTa0eHHbBIM. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明 暗 。 温 冷 。 硬 
軟 。 緩 さと きつ さ 。 緊張 と リラ ックス 。 


Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. Maternal 
and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) 母性 避 父性 。 母 和 父 。 父母 司 板 
2 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) MareprrrHcrBo OTTOBCTBO. 
IMaTeDMHCKaI MI OTIOBCKaI BIACTb. POIMTeJLM 以 BIACTbB. 


Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 と 権力 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex discrimination. 
They cannot be eliminated. Social mitigation and compensation for 
them. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 性 列 差 昇 和 性 列 岐 視 。 宅 人 元 法 消除 。 
対 尼 人 行 社会 角 解 和 社 依 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) IIoroBre Da3JrrTdrTI II 有 UMCKDIMIFHaII 呈 
TO TOOBOMY TDI3HaKY. OH He MOTYT ObITb yCTDaHeHbr. 
CorrrtaJbHOe CMHTHeHe KOMIIeGHCaIILI 38 HMIX. 

twao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 、 そ れ ら は 無く せ 
な い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled group 
societies. Female dominance. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 群 体 社会 的 机 制 。 女性 主 号 地 
位 。 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) MexarrrsMbr o6rmecrB TDIO0DeTeHHbIX 
OCe ル JTbIX TDYIHT. 用 OMLIHYDOBaHTe CHITLMH. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニズム 。 女 
性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resources. Their advantages and disadvantages. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 的 所 有 槍 和 疾 所 有 。 基 利 幣 。 
Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) BraerIrre II He BaIeHrIe DeCYDCaM. 
MX TTDerIMyITeCTBa He ル OCTaTKI. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 の 所 有 と 疾 所 有 。 そ の 利点 と 欠 


ババ oO 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence of 
economic disparity. Causes and solutions. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 時 富 避 供 央 。 邊 済 差 距 的 出現 。 原因 和解 
靖 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Barorroydrre 6enFlocTb. IIOgBeHr1e 
3KOHOMI1HCCKOTO HeCDaBCHCTBa. IIDrdrHbr II DeITCHM1 久 . 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕 と 貧困 。 経 済 的 格差 の 発生 。 その 原 
と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delinquents. A true delinquent. 
The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真正 的 不良 分 子 。 両者 之 
周 的 区 列 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Corrrrarprrbre DecTyTHrKr. HacTogInr 履 
TPDeCTYIIHMK. Pa3HMTIa Me2KIY HLMM. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 両者 の 違 
し 1。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music videos. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何 大 賞 済 臣 音 示 祝 頻 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak Hacaxk 有 UaTbC 如 MTDOBbIMT1 
MY3pbIKaJTbHbIMr1 KJIKIIIAMIT. 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfilling ]ife. The 
SOurce oOf them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 値 得 生 活 的 生活 。 充 医 的 生活 。 他 休 的 
Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 水 srE, ocTOMHa ※M3HL. 
IlorriOrleHHa 刀 3Hb. MCTOdHrtK MX. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 そ れ ら の 
源 。 


私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の プロ セ 
ス に つい て 。 


ご 訪問 あり が と う ご ざ いま す ! 


私 は 本 の 内 容 を 頻 敬 に 改訂 し て いま す 。 

その た め ヽ 読者 の 皆様 に は 、 随時 サイ ト を 訪れ て いた だ き 、 新刊 や 
改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ く こ と を お 勧め し て いま 
す 。 


自動 翻訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 


DeepL GmbH 


私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 
私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 
日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 


私 の 略歴 。 


私 は 、1964 年 に 、 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 。 

私 は 、1989 年 に 、 東 京 大 学 文 学部 ネ 和 

私 は 、1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 の 、 社 会 学 
の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 の 、 心 理学 
の 職種 に 、 最 終 合格 し た 。 

私 は 、 大 学卒 業 後 は 、 日 系 大 手 IT 企業 の 研究 所 に 勤務 し て 、 コ ン 
ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 試作 業務 に 従事 し た 。 

私 は 、 現 在 は 、 企 業 を 退職 し て 、 執 筆 活 動 に 専念 中 で ある 。 


Source code 1 


# coding: UTE-8 


1mpor モ mu1tiprooessS1nd 

From mu1]tiproocesS1nd 1mpor セ t ProocesS, OUueue, Pipe 
1mpor os 

1mpor 上 1me 

1mpor random 

1mport math 

From deo1ma1 1mport Deoima1 

1mpor 上 numpy aS8 np 


1mPpOrt py9ame 
From Py9ame 1mport draw 
From Py9ame 1mport gfxQdraw 


Qdef norm( ヌ ) : 
return nD .Sdrt (np . do 七 ( タ / タ ) ) 


QdefF sqdr キ (X) : 
"nmYSafe square root 上 "WP 
return TP . Sdr 七 (nmD.C11Dp( タ , 0, np.1nF) ) 


QdefF Vector_norma1]ize () ・ 


# ベク トル を 定義 
#VYector = np.array([3, 4]) 
# ノル ム を 計算 
# norm np.1ina19.norm (VGC 上 と ) 
norm np.1ina1g.norm ( 半 ) 
# ベク トル を ノル ム で 割る 


norma]ized_ Vector = xx / norm 


# print ("正規 化 さ れ た ベク トル :", norma1ized_vecor ) 


Gturn noOrmal1izGd_ VGCO エ 


defF co11iqde_without_accera1ation (1, VY2, エ 1, r2, d1, 9d2, 
#def co111iqde_with_accera]ation (a1, a2, 1, ヾ Y2, r1, r2, co 


WW 


ProoesS evVentua1 oo11isons 


##### a11 veoctor data be1ow 

## a1, a2, #aocera1ation 

間 1, V2, #Ve1ooi セ ty 

# r1, r2, #position 

# d1, d2, #1ength of (radius * 2) 
# m1, m2, #mass 


# Re]1a モ 1Ye pos1tions and Ye1ooities 
#da = a2-a1 
QV ー V2ー ゞ 1 
Qr 三 エ 2ー エ 1 


# Backtraok 

#nda = norm (da) 

nQV = noOrm(QV) 

1 ndV = テ = 
# Speocia1] case: over1apptng partiocles with < 
ndQF 三 noOrm(Qr) 
ofFfse = .5*dF*(.5* た (d1+qd2) /ndr 一 1.) 
1 = offse 二 
ェ 2 += ofEfse 

# Continue 


半 ### 井 井 井 韻 半 半 すす 韻 半井 半 人 ## DF て OCGSS OF Ve1ooity on1y 


ru 三 np.dot (dvV, qr) /ndv 
QS 三 rU 十 Sdr (ru* え 2 十 .25* (dQ1+d2) **2 ーー np.do 七 (c 
if np.snan (ds) : 


1 


/0 


# Time sinoe oo11isron 


Q キ Cc 


# New co11ision parame て ter 


QrC 


# Center of mass ve1ooity 


VCmm 


ds/ndv 


Q エ 。 ー. dQV* を dE で 


(m1*Y1 + m2*V2) / (m1+m2 ) 


# Ve]1ooities af て er co11ision 


QVE 
Y1 
Y2 玉 


QV 一 2.*Qdro た np.dot (dQY, 


Vcm 一 dQVF * m2/(m1+m2) 
VCm + dvVF * m1/(m1+m2) 


すす ## 韻 # 間 韻 韻 韻 井 韻 半 半 半 半 半 間 韻 韻 間 間 韻 


# Backtraoked posiions 
エ ]1 侍 =ー エ ]1 十 (1 モー- ゞ 1 ) *d 上 C 


クモ 


エグ 2 十 (2 モー①2 ) *d 葉 上 で 


# Update Va1ues 


エエ] = エ 1 代 
エク = エク FE 
Y] = 1 人 F 
V2 = Y2F 
is 七 renewed_data テ [Y1, 


return 1is 上 _ renewed__data 


Y2/ 


#def co111ide_without_accera1ation (V1, 


defF co11iqde_with_acceralation (a1 , 


a2/ 


ProoesS evVentua1 oo11isons 


drC) /np . do (dQro, 


で 汗 ょ 


Y2 ァ / 
Y1/ 


エク / 


で 江 > 
Y2/ 


d1, 


エク / 
Pe 


d2/ 


Qd1, 
エグ の 。 


m1 , 


d2 
d] 


##### a11 veotor data be1ow 

a1, a2, #acoera1ation 

Y1 , VY2, #Ve1oOC1tY 

1 , r2, #position 

Qd1, dQ2, #1ength of (radius * 2) 
m1, m2, #mass 


に : 王 に - ニ 半 に : 症 に - ニ 半 に 


# Re1a モ 1Ye pos1tions and Ye1ooities 


# da = a2-a1 
QV 三 2 グー ゞ 1 
Q エ 三 エク グー エ 1 


# Backtraok 
# nda = norm (da) 
nmQdV = noOrm(QV) 
1f ndV = テ = 
# Specia] oase: over]apping partio]1es With < 
ndQF = noOrm(Qr) 
ofFfse 七 = .5*Qr*(.5*(d1+qd2) /ndr 一 1.) 
1 = offse 
ェ 2 += ofEfse 七 
# Continue 


半 ### 韻 井 井 韻 半 半 すす 韻 # 韻 半 ## PD て OCGSS OF Ve1ooity on1y 


ru 三 nDp.dot (dvV, dr) /ndv 
QS TU 十 Sdr (ru* え 2 十 .25* (dQ1+d2) **2 ーー np.do 七 (c 
if np.snan (ds) : 

1/0 


# Time sinoe co11ision 
Qto = ds/ndv 


# New co11ision parameter 
QrC 三 dQr 一 dQV*Q キ Cc 


# Center of mass Ve1ooity 


VCm 三 (m1* ゞ 1 二 m2*V2) / (m1+m2 ) 


# Ve]1ooities af て er co11ision 


dvf = dv 一 2.*dro た np.dot (dQV, dro) /np . do (dro, 
#daf = da 一 2.*qdro * np.dot (da, dro) /np . do (dro, 


Y1fF = Vcm 一 dVF * m2/(m1+m2 
VY2F = Vcm + dQVF * m1/(m1+m2 
Y1Fn = Yeotor_norma1ize(V1E 
Y2Fn = Yeotor_norma1ize(V2E 
a11en = np.1ina1g.norm (a1) 
a21en = np.1ina1g.norm (a2) 
a1f = a11en * ゞ 1fn 


a2F = a21en * ゞ 2fn 


) 
) 
) 
) 


寺 韻 ## 韻 ## 井 半井 ## 韻 ## 井 韻 # 韻 # 


# Backtraoked posiions 
1]1 侍 = エエ] 十 (1 人 - ゞ 1 ) *d 上 CC 
エ 2 全 ニー エ 2 十 (2 モーV2 ) *d 七 C 


# Update Va1ues 


エ ]1 = エ 1 
2 グロ 
Y1 = ゞ 1 
Y2 = ゞ 2 
a1 = a1f 
a2 = a2fE 
ist _ renewed_data = [a1, a2, Y1, Y2, r1, r2, 


return 1ist 上 renewed__data 


Qef arrowPos(A, B, w, h, 号 , R) : 
Vx = B[O] - A[O] 

Vy = B[1] - A[1] 

VY テ math . Sdr (Vx*VX 十 Vy*Vy ) 


中 下 ZS >。 直 き 


d1 , 


Gurn ーー1 


Ux = Vx/ ゞ 
Uy = Vy/ ゞ 
[0] = B[O] - Uy*w - Ux*h 
エ [1] = B[1] + Uxx*w 一 Uy*h 
R[0] B[0] + Uy*w 一 UxX*h 
R[1] = B[1] - Uxx*vw -- Uy*h 


Qdef draWwAFFOwW (A, B, wW, h, C, Contexxt ) : 


呈 テニ [0, 0] 
R = [0, 0] 
tf arrowPos (A, B, w, h, 七 , R) == -1: 
eurn 
Py9game .draw.11ne (context, pygame .Co1or(oc) , A, B, 11) 
PyY9ame . draw .pPoTygon (context , pygame .Co1or (c) , [ ロ , B, RI] 


Qdef QrawPar モ ic]les(n, a_ xr, a_yr, a r, a Col]or, a fx, a 1 
A = [0, 0] 
B = [0, 0] 


For 1 in range(n) : 
PyY9game .9Exdraw .aaC1 エ Ce (Context, 1nt (a_ xr[1] た d1< 
Py9game .dExdraw.E111ed_ Ciro1e (Context, 1n(a_ xr[: 


if ( (math . SdrF モ 上 ((a_ fx[1] * a fx[1]) + (a_ fy[i] * < 
fdata_sqd_x = ((a fx[i]) / (math.sqrt(a_fx[i] 
fdata_sq_y = ((a_fy[i]) / (math.sqrt(a_fx[i] 
# if((fdata_ sd x > 0) and (fdata_sq_y > 0) ) : 
A[O] = a xr[1]*qdispSca1e 
A[1] = a yr[1i]*qdispSca1e 
B[0] = a_ xr[i]*qdispScale + fdata_sq_x * 10 
B[1] = a_yr[i]*qdispScale + fdata_sq_y * 10 
#B[O] = a xr[1i]*dispScale + (a_fx[i] / math. 
#B[1] = a_yr[i]*qdispScale + (a_fy[i] / math. 


QdrawArrow(A, B, 2, 2, a Coor [1] , contex ) 


# リス ト 数 値 の 正規 化 。 最 大 値 を 1 に 。 最 小 値 を 0 に 。 


defE min_max_ normal1ization(11st_ orgin) : 


accum_ Value = 0O 
for 1 in range(1en(11is モ 上 _origin) ) : 
aCCum alue テ aocum_Value 十 ]is 上 or1d1in[1] * 11< 


aCCum__ Sdr ヒ = math. sqdrt (accum_Va1UG ) 
norm_value_]is = [] 
for 1 in range(1en(11s モ 上 _or1igin) ) : 
norm_ Value_1is .append(Floa 上 (1is 上 oriqin[i] / ac 


reGturn norm_ Value_1is 


# Oueue に デー タ を 書き 込む 
def write (d) : 
# if _。 name _ == ' main  『'・: 
# # FreezeG_SuDPOr ( ) 
pFr1n キ ("ProoesS 上 の O write: {})'.Forma セ (os . getp1d ( ) ) 
For Yalue in [!AY, !B7,/ !CT] : 
pr1in 七 ("Pu {}) to queue . . . ' .Eormat (Ya1 ue ) ) 
す ・Put (Ya1u6 ) 
time.sleep (random . randomm ( ) ) 


# Ooueue か ら デ ー タ を 読み 取り 


defF read( す ) : 
# 1Ff 。 name _ == " main  '<: 
# # FreezeG_SuDPPOrt ( ) 


Pr1in ("Prooess to read: {}'.fEormat (os .9etp1d() ) ) 
whi]1e True: 

Va1ue デ .de (True ) 

Print ("Get { }) from dueue . ' . Eormat (Ya1 ue ) ) 


半 #### 人 Fo て W1ndows 


#1Ff 。 name == main  !': 
## 韻 ### 提 
# e = mu1]tiprooesstnqd.Ever () 


# 親 プ ロ セ ス が oueue を 作っ て 、 子 プロ セス に 渡す 


# デ Oueue () 

# DPw = Prooess (Large エニ w エ 1te, ar9d8= (dd, ) ) 
# pr Prooess (target エ =read, args=(d, ) ) 
# # pw を 起動 し 、 書 き 込 み 開 始 

# Dw . S 上 ar ( ) 

# # pr を 起動 し 、 読 み 取 り 開 始 

# Dr . S 上 ar ( ) 

# # pw が 終了 する の を 待つ 

# 

# e . Se ( ) 

# Pw・]otn ( ) 

# # pr は 無限 ルー プ な の で 、 強制 終 了 

# Pr .terminae ( ) 

# eVent2 = mu1]tiprocessind.Even ( ) 


event_array = [] 

For 1]ighter_num a in randge (2) : 
eVent temp = mu1tiprooess1nd .EVer ( ) 
eVen 七 _array .aPDenQd (event_temb) 


parent _ conn_array デ [] 

chi1qd_ conn_array = デ [] 

For 1]ighter_num Co in randge (2) : 
parent_oconn_ て temp, chi1d _ conn_temp = Pipe () 
parent_Conn_array .apPenQ (paren 七 _oonn_ em ) 
chi1d_ conn_array .aPpenQd (chi1d_oconn_ て em ) 


叶 -aEEaW 王 - 1 

For 1]ighter_num 1 in randge (2) : 
_temp = Oueue ( ) 
qd_array .aPpenQd (d_temDp) 


enV_Va1ue_input = 100 

enV _ Value_output = 0O 
particle_name_array = デ ['p_01','p_02'] 
Sleep_time_length_particl]e = 0.05 
Sp1tke_thresho1o_ particle = 100 
Outpu モ 上 _Va1ue_Ppartiol1e = 100 


qd_Va1ueG_aFrray_1nPut = [] 
For Value_num 1 in range (1) : 

q_temp = Oueue ( ) 

qd_Val1ue_array_ 1nput . appenQ (q_temD) 


_ Va1UuUG_ar エ ray_OUtDu モ t = テ [] 
For Value_num 1 in ran9e (3) : 
q_temp = Oueue ( ) 
_ Va1UuG_array_ OUu キ Dut . appenQd(q_temp ) 


##Ve1OoC1 キ 上 
##acce1eratton 
#masS 

#1ocation_X 
#1ocation_Y 
#s1ze_radius 
#FOrCe_a 上 raoion 
#Force_repu1lsiron 
#Foroe_a11 


## エ nmDU_ OUuDu 七 _S モ エエ data_ Format 
#partiocle_a11] num:2,partiole_1d_num:2,1oocation_X:100,1oc 


def partio1]e (name, す _1nput , d_ OU 上 Du 七 _a エ Fay,S1eGep_ 上 1me_1]enc 
Value_array デ [リリ / リリ 
q_i1nput _ get_array デ [] 
1n1 七 data_array_temp = [] 
1n1 七 data_array_temp = 1n1t data str .. Sp11t(',『) 


dd_1nit num 1 = 0O 
nit data_array テ [] 


Se1f partio]le_ 1d_ num = 0O 
selfF ]ocation X= 0O 
selfF ]ocation_Y= 0O 
Self mass = 0 
Self _ velocity_X = 0O 
self Velooity_Y = 0O 
SelfF aoce1eration X = 0O 
Self aooe]eration_Y 
Se1f size_ radius = 0 


Space_s1ize X= 1000 
Space_sSize Y= 800 
un1VGTSa1 draV1 キ ta 上 iona1 constant = 2 


GCG1VeGQ_ Par モ 1oc1e_1d_num Se1fF_ partiole_1d_num 
rece1ivedQ_1ocation X = 0O 
rece1ivedQ_1ocation_Y = O 
rece1tveQd_mass = 0O 
recCe1VveQ_veloocity_X = O 
recCe1VveQ_ Velooity_Y = O 
rece1tved_acce1eration_ X = 0O 
rece1ived_acceleration_Y 
rece1ved_ size_radius = 0O 


| 
の) 


is 七 co]1ision_resu]t_ data_without_acoeralation = [] 
Se1lf ve]1oo1ity_afFter_ co11ision_1ist = [] 
rGCG1VeQ_Ve1OcC1ty_afFter co]1]1ision 1is 七 = [] 


For 1n1it num 1 1n range(1en (1n1t _ data_array_temD) ) 
1n1 モ 上 data_array_temp[d_1n1it num 1] .Sp11t(':!) 
data_ temp_1n1 七 = ((1nit data_array_temp [q_ini_r 


1fF (1ni 上 data_array_temp[qd_1n1it_num 1i] .find ('part 
jpartiocle_a1]1] num = in (data temp_ in ) 


1f (1ni モ 上 data_array_t 上 emp[qd_1n1it_num_ i] .find ('part 
Se1TfF partiocle_1d _num = ir (data_ temp_ in ) 


pr1nt (se1fE par モ ico]1e_1d num) 

1fF (1ni モ 上 data_array_temp[qd_1n1it_ num 1] .find('1occ 
SelfF ]ooation_X = fF1]oa (data_temp_ ini) 
print(se1fE 1ocation_ 双 ) 


1fF (1ni モ 上 data_array_temp[qd_1n1it num i] .find('1occ 


SelfF ]ooation_Y = fF]oa (data_temp_ in も) 
1fF (1ni 上 data_array_temp[qd_1n1it_ num i] .find(「'mass 
SelfE mass = fF1]oat (data_temp_ ni も) 
ff (1n1it 上 _ data_array_t 上 emp[d_1nit_num_ 1] .find('Ve1< 
SelfF Ve]1ooity_X = fF]oa (data_temp_1ni) 
1fF (1n1it_ data_array_t 上 emp[d_1nit_num_ 1] .find('Ve1< 
) 


SelEfF velocity_Y = fE1oa (data_temp_1ni キ 
1fF (1ni モ 上 data_array_t 上 emp[qd_1n1it _ num i] .fEind('aoce 


Self acoeleration_X = F]oat (data_ temp_1n1) 

1fF (1ni 上 data_array_t 上 emp[qd_1n1it_num i] .find('aoce 
Self_ acceleration_Y = F1]oa (data temp_1n1) 

ff (1n1it 上 data_array_t 上 emp[d_1n1it_num_ 1] .find('size 
SelfF size radius = Fl]oa (data 上 emp_ in ) 

1fF (1ni モ 上 data_array_temp[qd_1n1it_num_ i] .find(「'unit 
un1V ら GTSa1_9raV1 モ at1ona1 constan キ = Float (dat 

1fF (1ni モ 上 data_array_temp[qd_1n1it_ num i] .find('spac 
Space_s1ze_X = Fl]oa (data_temp_1ni) 

ff (1n1it data_array_t 上 emp[d_1n1it_num 1] .find('spac 
Space_Ss1ze_Y = Fl]oa (data_temp_1ni) 


Wh116e TruG: 
time.s1eep (1 ) 
time.sleep(s1eep_t 上 ime_ length) 


# エ e 上 urn_ Va1ue = myOueue . emp て ty ( ) 
# エ Ge 上 urn_ Va1ue = myOueue.dS1zG( ) 
tf (q_input . empty () == Fa1se) : 
q_input ]1en_ now = q input .ds1ze () 
For d_1nput_num_1 1n range(d_input_1len_now) ・: 
qd_1npu 上 _get_array .apPend ( (J_1nput .ge 


キ 


や エ 1n 七 (d_1nput 上 _9e_ ar エ aY ) 

Print('\Nn『') 

q_input _ sum = 0O 

For _1npu モ array_1 1n rande(1en(d_1nput_get 
qd_1nput_Sum デ d 1npu モ _sum +† d _1nput_get 


GCG1Ved_Qata_array_d_1nput_temp = [] 
reGCe1Ved_data_array_d_1nput_temp = q_int 
q_received_ num 1 = 0O 


#pr1int ("RDA pre 「『') 
#D エ 1nt (reCe1VeQ_ data_arFay_d_1npu キ て temp ) 
For d_reoe1ved_num_ 1 1n range (en (receiv 
Qata_ ar エエ ay_temD テ (FeGCe1Yed_data_ar ュ 
#prin ('RDA data_array_ て temp 『) 
#Dr1nt (data_array_ て em ) 
data_temp = data_array_temp [1 ] 
ff (recCe1tveQ__ data_array_d_1nput_temp | 


rGCG1VeQ_ par モ tic]le_ id _num = rt(( 
1Ff (reCG1VeQ__ par モ 1c]e_1d _num == se]1 
Con 七 1nue 
el1Se: 
#pr1int 上 ('R 『) 


#Dpr1nt (reCe1tVeQd_ part1icle_1d_num) 


if (recCe1tveQ__ data_array_d_1nput_temp | 
#pr1int ("RLX pre 「') 
#pr1nt (rece1Vved__ data_array_d_tnt 


reGCe1Ved_ 1ocation_X = Fl1oat ( ( (da 
#print ("RTLX 「『') 
#pr1nt (rece1ved_ 1ooat1ion_ 多 ) 
1 和 ff (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput temp 
reGCe1Ved_ 1ocation_Y = Fl1oat ( ( (da 
1 和 ff (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput temp 
recCe1ved_mass = Fl]oat (( (data_ ten 
1f (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_ temp 
rGCG1VeQ_ VeloOo1ty_X = F1oat ( ( (da 
if (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_ て emp 
rGCG1VeQ_ VelOoc1ty_Y = F1]oat ( ( (da 
1 和 ff (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_ temp 


reGCe1ved_acceleration_X = FE1]oa 
1f (recCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_temp | 


reCetvedQ_acceleration_Y = Floa ( 
ff (recCe1tveQ__ data_array_d_1nput_temp | 
reGCe1tVeQ_s1ze_radius = fF]oa ( ( (c 


np_se1F _ accelerat1on = np.array ( [se] 
mnD_ エエ GCG エ VGQ__ aCCG1 ら Gra 七 1On ー nmD.ar エ ay ( 
np_Se1FE Ye]1ocity = np.array([se1fF Ve 
nmD_ エエ GCG エ 1VGQ_ VG1OC1 ユ 上 = nD.array ( [rec 
np_se1fF 1ocation = np.array([se1F 1c 
n わ _reGCetved_ 1ooca1on = np.array ( [rec 
SeG1lfF radius_ 2 = se]fF size rad1ius メ * 2 
て エ GCG1VGQ_ radQ1uS_2 ー て GCG1VeGd_S1zG_ エ <c 


ff (recCe1tVeQ__ partic]e_ id _num != se1FfF_ 


# (magn1tude of at 上 traction) = (ur 
distanoce_between_se1fF and_receit 
distance_between_se1f and__ receit 
magn1tude_oF a 上 上 て エ aC 上 1On テ un1Ver 
tota1_mass_both_se1f and_reCe1Vc 
at 上 raction_by_se1fE ratio = se1]FfF_ 
a 七 エエ ac 二 1on_Dy_reCe1Ved_ratio = + 


mnD_ VGCtO エ _ Or191n_ From_SeG1fF 七 O_rec 
#nDp_Vector_oriqgin_fFrom_se1fF の _r 
#VeCtor_or1g1in_fFrom_se1fF 上 の reoCe 
#VecCtor_norma11zed_fFrom_se1fF 上 o 
np_Veotor_normalized_from_se1fF t 
#D エ 1nt (Vector_norma11zed_fFrom_se 
mpD_ VGCto エ _oOr1gin_fFrom_reoeived_t 
#nD_VGC 二 O エ _O エ 191n_ Fom_ エ GCG1Ved_ 
# さ ら C 上 OF_ Or191n_ From_ reGCe1Ved_ 華 O_ 
#VeGCtOr_norma11zed_ FrOom_ エ GCeG1Vec 
mpD_Veotor_normal1zed_fFrom_reGoe1 ヽ 
#D エ 1nt (Vector_norma11zed_From_re 


magn1tude_oF_ at 上 モ 上 raot1ion_by_se1f_ 
magn1tude_oF_ at 上 モ 上 raotion_by_se1f_ 
magn1tude_oF_a 上 上 aoC モ 1on_Dby_rece1 
magn1tude_oF _a 上 上 aoC 上 1on_Dy_reoe1 
#magn1tude_ofE _a モ raotion_by_se]1 1 
#magn1itude_ofEf _a モ raotion_by_se]1 1 
#ma9dn1ttude_oOfF _a ヒ 上 エ aC 上 1On_Dy_ エ GeCe 
#madn1ttudeG_OEF a ヒ 上 エ aC 上 1On_Dy_ エ GeCe 


SelfF Force_capac1ity_X = ((se1Ef nr 
Se1fEF force_capac1ity_Y = ((se1Ef nm 
#reCe1Vved_ Foroe_oapac1ty_X = ((+ 
#recCe1Vved_ Foroe_oapac1tty_Y = ((+ 
if(distance_between_se1fF _ and rec 

SeG1E ForCe_Capaoc1ty_X = ((Se 

SeG1TEF FoOrCe_Capac1ty_Y = ((Se 


#np_Se1E Ve1oOo1 キ 上 = np.arrav 
#nD_ エ GCG1 ユ VeGQ_ VeG1OC1Ky テー np.< 
#np_Se1EF 1ooa1on = np.a エ エ ay 
#nD_rGCe1VeQd_ 1ooa1on テ np.< 
#Sse1F_radius_2 = se1fF size_r 
## エ ら CG1VGQL__rad1uS_2 三 エ GCG1Vc 


1]1ist co11ision_resu]1t _ qata_v 
st co11ision_resu]lt _qdata_v 
#11s 七 co]11ision_resu1] 七 data_ 
#se1F Ve]1oc1ty_aFter co111s: 
#se1F_Ve1oo1ity_X = se1fF ve1c 
#se1F Ve1oc1ty_Y = se1fF_ve]c 
# エ GCG1VGQ Ve1OC1t 上 y_aFEter_ Co] 
# エ GeCeG1VedQ_ Ve1oOc1ty_X = reoce: 
# エ reCe1tVed_Ve1oc1ty_Y = rece1 


1ist co11ision_resu] 上 data_v 
1ist_co11ision_resu] 上 data_v 
#11s 二 上 _ co]11ision_resu]t _qdata_ 
se1EF_acce1eration after oco]1] 


SeG1TEF Ve1oo1ty_after_ co11is1c 
SeGlEf accoeleraion_X = se1f < 
Se1lf acooeleration_Y Se1f < 
Se1lEfF Ve]1oc1ity_X = se1fF Ve1oc 
Se1lEF Ve]1oo1ty_Y = se1fF Ve1oc 
reGCe1Ved_ acce1eration_after_ 
て GCG1VeQ_ Ve1Oc1ty_afFter oo] ] 
reGCe1Ved_acceleration_X = rc 
reGCe1Ved_aoceleration_Y = rec 
エ GCG エ ユ び GdQ_ で G1OC1 ユ 上 YY_X 三 エ reoe1t 
エ GCG エ ユ び @GdQ_ で G1OC1 ユ 上 エマ _Y = reoeit 


Se1f_ acce1erat1on_X renewed = Se 
selfF_ accelerat1on_Y_renewed = Se 
# エ reCe1Ved_acCCelera1ion_X renewend 
# エ ecCe1VeQd_acoelera1on_Y renewend 


#Change 1n Ve1ooiY . 


# (new Ve1OoC1tY) = (or1gina] Ye1c 
#Change 1n position . 
#(new position) = ((origina1 ve] 


1ength_of time_el1apsed = sleep_t 
SeG1TEF Ve]1oc1ty_X reneweQd = se1f ヽ 
Se1lEF Ve]1oc1ty_Y_reneweQd = se1f_v 
#reCe1Ved_ Ve1oc1ty_X renewed = +r 
#reCe1Ved_ Ve1oc1ty_Y_renewed = +r 


if(se1fF 1]1ooation_X <= 0): 
#se1fF ]1ocation_X renewed = ( 
SeG1lE Ve]1oo1ty_X reneweQ = (< 
SelEF acceleration_X renewed 
tf(se1fF ]1ooation_Y <= 0): 
#se1fF ]1oocation_Y_renewed = ( 
SeG1lE Ve1ooc1ty_Y_reneweQ = (< 
Se1lEf acceleration_Y_renewed 
if(se1F 1ocatiton_X >= SpaCe_S1ze 
#se1F 1ocation_X renewed = < 


革 半 芋 疾 


キモ 


SeG1TE Ve1oo1ty_X reneweQ = (< 
Self acceleration_X renewed 
if(se1F 1ocation_Y >= Space_S1ze 
#se1fF ]1ocation_Y_renewed = < 
SeG1TE Ve1ooc1ty_Y_reneweQ = (< 
SelEf acceleration_Y_ renewed 


Se1lfF ]1ocation_X renewed = se1f ] 
Se1fF ]1ocation_Y_renewed = se1f ] 


SelfF ]oocation_X = se1]FfF 1]1ooation_ 
SelEF ]ooation_Y = se1FfF 1]1ooation_ 
SeG1lEfF Ve]1oo1ty_X = se1fF Ve1oo1ty_ 
SeG1TEF Ve1oco1ty_Y = se1fF Ve1oo1ity_ 
Self_ acceleration_X = se1fF _aooe] 
SelEf _ acceleration_Y = se1fF aooe] 
#Out 上 Du モ 上 _S 上 て _ data_fForma 
#part1io]1e_1d_num:2,1ocation_X:100,1oca: 


d_OUtDput Ss モエ = テ "partiole_1d_num:" 十 str(se1fF_ pa 
FoOr 可 _ OutLDu 七 arFay_1 1n range(1en (d_Out 上 Put_a エ エ av 
1Ff (d_OutDut array_1 != se1fF part1o1e _1d _num) 


q_OutDut_ array[_Output_ array_1] .Du モ (qd_c 
す _OutDu 上 _ array .Dut (dQ_oOutDpu モ 上 _ st と ) 
print ("OUTNn『 ) 
Print (q_output_str + "Nn') 
2 やせ nm も .C た Nm や ) 


1f(d 1nput_sum >= sprke_ て thresho1d) : 
For  _output_array_1 in range(1en(q_out 
q_OUtDput_a エ ray[ 可 _OutLDut_array_1] .Du 


q_i1nput _ get_array デ [] 


半 ###For W1ndows 
遇 直 name = デー " _ main に 


せ ##### 


# Tn1itia]1ze pygame 

PyY9game . 1ni 七 ( ) 

#s1ze = [1000, 800] 

Space_S1ize = [1000, 800] 

Contex モ _ py9dame = テ py9game.disp1ay . Set_mode (space_s12G ) 


#####dame pygame は それ 自体 が プロ セス と し て 稼働 する の で 、 こ の プロ 


contex モ 上 _ dummy = 0 
1n1 七 data str a1 = "partiole_a11 num:2,partic]e_id _r 
1n1 七 data_ str a2 = "partio]le_a11 num:2,partic]e_id _r 


#def oe11] input (name, GnV_Ya1ue, 可 _ Output_array,S1Leep_ 七 ime 
#def oe11] output (name, enV_Va1ue,d_1nDpu ) : 
#def oe11] neuron_middle (name,_1nDput , 可 _ Output_array,S1ee 


# Ce ] 1nDput_Dproo = Proocess (targe モ =ce1 1 1npu 七 , argS=( 
# わ a エ モエ 1C1 ら G DFOC = テ Process (上 ar す deG セ エ =part1o]1e, argS= (part 
par エモ 上 1C1G_Dproco_a1 = ProoesS (targe エ = ニ par モ 1C]e, ar9dS= (Dc 
Pa エモ 1cC1eG_Dproo_a2 = ProoesS (targe エ =par モ 1C]1e, ar9d8= (Pc 
#par モ io1e (name,_1nDput , 可 _OUtput_array,SLeep_t 上 ime_1er 

# Ce11 _ Output 上 _D わ roo テ Prooess (上 ar9d9e 上 = ニ Ce11_ OutDpu 七 , ar9s< 

# Ce1 1 inDut_ proC . S モ ar セ 


pa エモ 1C1G_DproC_a1 . S 上 ar エキ 


() 
() 
pa エモ 1c]1e_proo_a2 . S 上 ar () 
t( 


# Ce1 1 Output_proo . Sar ( ) 
reGCe1VeQ_particle_id num = 0O 
rece1vedQ_1ocation X = 0O 
rece1ived_1ocation_Y = O 
rece1veQd_mass = 0O 
recCe1veQ_veloocity_X = O 
recCe1VveQ_velooity_Y = O 
rece1vedQ_acce1eration_X = 0O 
rece1vedQ_acce1eration_Y = O 


reCetved_ size_radius = 0O 


n = 1 
twop1 = 2 ォ *math .p 
dispSoale = 1 


q_i1nput _ get_array デ [] 


runn1nd 三 TrUG 


# Toop unti1 the user o+1ioks he oc1ose button . 
whi1e runnind: 
# po11 for events 
# py9game .OUTT event means the user oc1]iocked X to 
For eVent 1n pygame . evernt . ge ( ) : 
1F evVern . 上 ype == py9ame .OUTT : 
runn1ind = False 


time.sS1leep(s1eep_ モ time_1ength) 


# エ eturn_ Value myOueue . eGmpy ( ) 
# エ eturn_ Value myOueue .dS1ze () 
1F( 可 q_Va1ueG_array_Ou キ Put [2] .empty () == Fa1lse) : 


q_input 1en_ now = q_Value_array_Ou て pu [2] .qs 
For d_1nput_num_1 in range(d_input_1len_now) ・: 
q_1nDpu 上 9e モ 上 _ ar エエ ay . apPPend( (d_Value_ar 


# わ エ 1nt ( 可 _1nmnDu 上 _ 9et_a エ エ aY ) 

#print ("NNn『) 

q_input _sum = 0O 

For _1nPpu モ t_array_1 1n rande(1en(d_1nput_get 
qd_1npu Sum デ 1nDpu モ t_sSum † dd _1nput_get 
GCG1Ved_Qata_array_d_1input_temp = [] 
GCG1Ved_Qata_ar エ ray_d_1tnput temp = q_int 
q_received_ num 1 = 0O 
#pr1int ("RDA pre 「『') 
#D エ 1nt (reCe1VeQ_ data_arFay_d_1npu て t_ て em ) 
For d_reoe1ved_num_1 1n range (en (receiv 


キモ 


data_ar エ ay_temD ニ (FeGCe1Ved_data_ar ュ 
#print ('RDA data_array_ て temp 『) 
#pr1nt (data_array_ て tem ) 

Qdata_temp = data_array_temp [1 ] 

if (rece1tveQ__ data_array_d_1nput_temp | 


rGCG1VeQ_ par モ tic]le_ id _num = rt(( 
1Ff (reCe1VeQ__ par モ io]e_1d _num == se]1 
Con キ 1nue 
el1Se: 
#pr1int('R 『) 


#Dpr1nt (reCe1tVed_ part1ic1e_1d_num) 


if (recCe1tveQ__ data_array_d_1nput_temp | 
#print ("RLX pre 「') 
#pr1nt (rece1ved__data_array_d_tnt 


recCeived_]ocation_X = fF1oat ( ( (dc 
#Dprint ('RLX 「『') 
#pr1nt (rece1ved_ 1ooat1on_ 多 ) 
if (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput temp 
reGCe1Ved_ location_Y = Fl]oat ( ( (da 
if (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_ temp 
reGCe1vVed_mass = Fl]oat (( (data て ten 
if (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_ temp 
rGCG1VeQ_ VelOoc1ty_X = F1]oat ( ( (da 
if (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_ temp 
rGCG1VedQ_ VelOoc1ty_Y = F1]oat ( ( (da 
if (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_ temp 
reGCe1ved_acceleration_X = FE1]oa 
if (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_ temp 


reGCe1ved_ acceleration_Y = FE1]oa ( 

1 和 ff (reCe1tVeQ__ data_array_d_1nput_ temp 

reGCe1Ved_s1ize_ radius = fF]oa ( ( (cd 
a_※ エ デー [reoeivedQ_1ooation_ 双 ] 
a_yr = [rece1ived_ 1ocation_Y] 
a_ エー [rece1tVed_s1zeG_radius] 


a_Coor = 


[ "white"] 


a_Fx = [reocetved_acceleration_] 
a_fy [recetved_acce1eration_Y] 


# 画面 を 黒色 (#000000) に 塗り つぶ し 
contex モ 上 _pydame .f111((0, 0, 0)) 


QrawPart1io]es(n, a ※ エ , a_yr, a エ , a Co1]or, a fx, 


QrawPart1o1eS(n, a_Xr, a_yF, a 了 , a Color, a fx 
# FE]1ip() the disp1ay to pu your work on soreen 


Pygame .disp1ay .E11D() 


q_input _ get_array デ [] 


Py9game . du1 ( ) 


#pw 
#DF 


ProcessS (tarde 上 = ニ wr1te, ar98=(d, ) ) 
ProoessS (tardge ヒ = ニ ェ read, ardS= (d, ) ) 


11ght = Process (tarde モ =119hter, ards=(d_array[O], e 
#11ght . setDaemon (True ) 
1ight . sar ( ) 


11ght2 = Prooess (targe モ =]11ghter2, args=(q_array [1], 
#11ght . setDaemon (TruG ) 
11gh2 . St 上 ar ( ) 


Car_S デ Proocess (上 arde モ =car, ar9dS= ("MTNT" , す _ar エ ayY/ 
#cCar . SetDaemon (TruG ) 
Ca エ _S .S ヒ ar () 


1ght Conn_p = Prooess (targe キ モ =1 1ghter_cConn, ar98=( ト 
#11gh . setDaemon (True ) 
11ight_ocConn_P . S モ ar ( ) 


11ght2_cConn_D = Prooess (tardet モ =11ghter2_oConn, ar9S= 
#11gh . setDaemon (True ) 
11ight2_oconn_p. Star () 


Car_S COnn_p デ ProoessS (上 ar9ge 上 = ニ Car_S_Conn, ar9s=( "MI] 
Car_S_ Conn_Dp Prooess (targe ヒ 上 =cCar_S_Conn_no_even 七 , 
#cCar . SetDaemon (TruG ) 

Car_S_COnn_p.S ヒ ar ( ) 


#defF he11o() <: 
井 Prin キ ("he11o, wor1Qd") 


#t = Timer(1, he11o) 
#t.start() # 1 秒 後 he11o が 実行 され る 
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### 
## 
## 
## 
## 


Summary reSults of under1yingd asSumptions a キ 上 the ime 
本 辻 刻 伸 建 時 的 基本 恨 朗 矯 果 摘要 。 

O6oGmeHHbrG DeG3Yb 叩 abI TDG 芽 TO 旭 O※※GH 匠 入 , 38O 氷 GHHEIX 己 OOCF 
この プロ グラ ム の 作成 時 に お ける 基盤 的 な 前 提 知 識 の 要約 。 


Zusammenfassende Erqgebntsse Qder zugrunde 1]1iegenden Ar 


## Resume des resu1]tats des hypotheses sous-]acentes au 
## Resu1tados resumtaos das suposcoes sub]acentes ro mo 
## Resu1tados resumtaos de 1os supuestos subyaoentes en 
## Has1] ringkasan dar1 aSumS1 ユ -aSumS1 yan9g mendasar1 Dao 
## Bu program1n olTuSturu1du9u S1rada a1 上 上 a yatan ゞ arSaY ュ 
## 0O| 芯 中 ココ 習 0| 叶 言 9 避 和 ll 2 号 フ 1 る 0 植 号 叶 用 寺泊 日 
## Riep11ogo de1 risu1]tat1 de11e ipotes1 sot 上 tostant1 a1 


す ## 半 # 韻 井 韻 韻 韻 井 韻 半 半 せ 六 # 提 韻 井 韻 井 韻 半井 半 半 半 半 韻 半 韻 す 韻 半 半 半 半 半 半 韻 半 韻 韻 半 半 半 半 ## 提 1 


##### COomponents needed to run a process-based materia] 
# Tnqdividuals and particles. The space in whioh they ex 


#Spatia1 geograph1ic nfFormat1on . 
#G1oba1 cartographio nformation . Looca1 cartographio in1 
##The Sum Or SUuPGerPpOS1 て ron of the Vartous Foroes of a キ + 


#An 1nd1iY1dua1] or partio]e as a Cons1tuen of matter . 
#The interna] at 上 tributes and interna] infFormation of an 
##Ve1oo1ty anQd acceleration of an nd1iY1dua1] . The magnt 
##The direction in which the indiYidua] 1S moVvind. 

##The amount of heat generated by the inqdividua1. The de 
##The XY ooordinates of the ind1v1dua1's position . 
##Mass of the ind1iVidua1 . MasS per un Vo1]ume. Tota1 ma 
##Vo1ume ofF 上 he 1nd1iVidua1 . Surfaoe area of an 1nd1uV1duec 


##The interaotion between ndividua1s. 
##The sum of he foroes of atraction anQ_ repuls1ion @GxXer 
##The sum of he externa1] foroces ofF a 上 raction anQd rePpu] 


##Co11isions and contacts between the individua1 and ot 
##TheG 1den ヒ 1 上 Y Or OVer1aDp of pos1itions ofF both 1nd1V1due 


##The 1aw of conserVaton of foroce when such interac1or 
##To ca1cu1ate, for each ndiyidua1, 上 he new Ve1ooity or 
### 和 AA 上 上 て エ ac 上 1Ve fForoe 1s constant and nvariant as 1]ongd as 


#Factors that change the fForoes ofF a ヒ 上 act1on and repu1 
##Tn 上 he ocase of a 上 上 raction. An 1noreaSse or Qdeorease 1n 
# Examp1e . The break1ng up, SDp11ttingd, and difEfuston of 


# Examp1e . The 1ndivV1dua] merges and fuses with each ot+ 
#Tn the oase ofF repuls1ton. An inorease or deorease in 


#F1u1d. The movemen ofF mu]tip1e indiVY1dua]1s 1n One SUPe 
#So11d. A supero1]ass ofF mu] モ tip]1e indiY1dua]s hat are ur 


#St 上 at 上 1o st 上 ate. A motionlesS 1nd1V1dua] exer 上 ing a Cons 七 a 
# Tha モ 上 it is a foroe 上 ha 七 moVeS 上 he Sur エ FoOunQ1tnd 1mnd1iy1dt 
# Nex モ 上 . Tha モ it 1s the foroe て 上 hat causeS he SUurroundino 
# エ 上 muSs 七 わ G a DOS1 ヒ 1 で eG FoOroCe for 上 he Su エエ roundind 1nd1Y1 
# エ 上 must be a nega ヒ 1 ヾ e FoOroe For 上 he Su エ FounQdind 1nd1Y1 


#Dynamios . That a moY1ng 1ndiV1dua1 exerts a repulstve 1 


#PreS Su エ G . 
# AA Foroe app1ied from outs1de or ns1qde an 1nd1iY1dua] t 
# 入 Foroe app1ied from outs1de or ns1qde an 1nd1iY1dua] t 


#The way an 1nQ1iV1dua] or partio1e moves . 1near mo て or . 


#Data communiocation between proocesses. That is, data oon 
#Oueue . 

#ExcChan9g1ng Var1ouS Qata with other 1nd1iViduals as other 
# 

#Tn eaoch prooceSS . 

#The inpu キ and output ofFE 上 he queue must both be array da 
##To run an infFinite 1oop inside て the process, and to ret 


# 一 一 

#Output of a queue . 

#The physirca] 1ocaton of the nd1iVidua1 itse1f . 
#The mass of he 1nd1iV1qdua]1 . 

#The ind1ivV1idua1's own ve1]ooity and acooelerat1on . 
#The radius sze of he indiY1idua] 1tse1F. 


# 一 一 
#Oueue 1nput . 


#The physitca] 1ocation of another 1nd1iY1dua1 . 

#The other indiV1dua1's mass. 

#Ve1ooity and acoeleration of the other 1nd1iVidua] . 
#Radius sze of he other 1nd1iV1dua] . 


#Numerioa1] coalcu1ation ns1de the prooeSsS . 

# 

# 

#The physica] position of the nd1iVidua] itse1f . 

#The mass of the indqdividua1 tse1f . 

#Physioa1] 1ooation of the other ndqdiuvidua]1 . 

#The mass of he other 1nd1iV1dua] . 

#Ca1culate て the foroe ofF a 上 raction from he other 1nd1iui 
# 

# 

#The physica] position of the nd1iVidua] itse1f . 

#The radius sze of he indiY1idua] 1tse1fF. 

#The physica] 1ocation of the other nd1V1dua1 . 

#The radius sze of he other indiY1dua]1 . 

#Ca1culate whether or not there is a oo11ision between 1 


#ーーー 

#Abou て 上 the gravitationa1] Foroe . 

# 

#The magn1itude of the grav1itationa1 foroe . 

#TheG Va1ue 18S pFrOPOrt 上 1ona1] to the produot of the masses 
#The Va1ue 18 1nVerSeG1y DrOPor モ tiona1] to the square ofF 
#The Val1ue must be coaloculated by the fo11owing9 DroceQdure 
# (madgn1tude of a 上 上 ract1on ) = テ (umn1VerSa] 9raV1 キ 上 ationa1] Cc 


#The un1Yersa] 9draV1tationa] constan 七 . Tts Yalue must De 
#ーーー 


#About repu1lsron . 
# 


#The mass of the body tse1f . 

##The Ve1ocity and acoceleratton of て he 1nd1Y1dua]1] . 

#The mass of another ndiV1idua]1 . 

#Ve]1ooity and acoeleration of the other 1nd1iV1dua] . 
##Based on て the above four Ya]l]ues, ca]cu1]ate て the amount < 


#ーーー 

#Ca1lculation of he tota1] force Capaoity . 

# 

# 一 一 

#ADOut 9raV1 キ at 上 iona 和 1 a 上 上 ract1on . 

# (madgn1tude of a 七 上 ract1on ) テ (un1VerSa] 9raV1 キ 上 ationa1] oc 
# サ ーー 一 

#About repu1]sron . 

# (the 1ndiV1dua1'S own ForoCe Capac1ttyY) = (the ind1iYidua] 
# (Foroe capaoity of he other 1nQd1iV1tdua1) = (mass of he 


#Add1ing 上 together the above men モ 1oned ForoeS of a 七 上 エ ac1c 
#Based on the resu1]ting balance of the foroes of se1fF ar 
#Ca1culate て the indiY1dua1's own new phys1ca1 positon Da 


# サ 一 ーー 

#AcoCe1erat1On . 

# (the indiVvidua1's own acceleration) = ((the individua1 
# (acceleration ofF the other 1nd1ividua1) = ((new Ve1ooi ゝ 
# 

#Re1ation between amournt of fForoe and acooeleration . 

# (the 1nd1iYidua1's own repulsion) = (the ind1ividua1's ov 
# (repulsion of て the other 1nd1iVidua1) = (mass ofF the othe 


# (magn1tude ofF mutua1] a 上 モ raotion between se1fF and others 
# 

# (Dtreotion ofF mutua] a モ raotion between se1F and others 
#TF 上 he s1gn 18 PoS1t1ve . The 1nQd1iV1idua] 1tse1fF a 二 上 ao 
#When the sign 1s negative . The 1ndiv1dua] tse]1fF 1s att 
# 

# 

#Change 1n Ve1ooity. 

# (new velocity) = (origina1] Ye]1ocity) + ((acce1erat1on ) 
#Change 1n posit1on . 


#(new postion) = ((origina1 Ye1ocity) * (1ength of e1at 


す 半 # 半 # 間 韻 井 韻 韻 間 井 韻 半 半 せ 半 半 韻 井 韻 半 間 間 韻 


#### 返 行基 耳 辻 程 的 材料 行 力 模 払 程 序 所 需 的 月 件 。 
# 人 イ 体 和 粒 子 。 宅 介 存 在 的 空 周 。 宅 仙 的 状 恋 随 時 財 的 疲 化 。 


# 空 回 地理 信息 。 
# 全 球 地図 信息 。 局 部 地 國 信 人 息 
## 在 上 共 XY 学 本 上 的 各 和 吸引 力 和 排 兵 力 的 忠和 或 次 加 。 吸引 力 雷 和 送 。 必 


# 作 和 丸 物 原 成 分 的 條 体 或 粒 子 。 

# 介 体 的 内 部 属性 和 内 部 信息 。 

## 人 体 的 速度 和 加 速度 。 全体 声 生 的 慰 力 大 小 。 

## 介 体 返 区 的 方 向 。 

## 人 体 声 生 的 吉 量 。 人 体 志 生 的 払 量 及 共 温度 。 

## 人 体位 置 的 xyY 学 酸 。 

## 人 体 的 原 量 。 単位 体 邊 的 原 量 。 忌 原 量 。 人 体 声 生 的 重力 大 小 。 
## 人 体 的 体 税 。 介 体 的 表面 松 。 


## 人 体 之 的 相互 作用 。 
## 人 イ 体 受 到 的 吸引 力 和 排 慰 力 的 忌 和 。 
## 人 体 受 到 的 外部 吸引 力 和 排 殿 力 的 忌 和 。 人 的 室 同 分 布 。 


## 人 体 避 共 他 人 体 之 同 的 寿 和 接 触 。 六 吐 人体 之 同相 互 施 加 的 吸引 力 和 排 . 
## 隊 人 人 体 的 位置 相同 或 重 暮 。 


# 友 生 六 衝 相互 作用 時 的 力 守恒 定 律 。 保 守 力 和 能 量 力 的 忌 和 。 吸引 力 和 排 . 
## 根 据 篤 定 律 , 寺 算 毎 人 人体 在 机 人 人体 之 同 施 力 后 的 新 速度 或 加速 度 。 選 : 
## 只 要 毎 條 人体 的 原 量 不 竣 , 吸引 力 就 征 恒 定 不 訟 的 。 


# 改 人 次 毎 條 人 体 吸引 力 和 拝 必 的 因 素 # 

# 企 吸引 的 情況 下 全体 康 量 的 増減 

# 例 如 : 人 体 分 解 、 分 釜 、 折 散 成 多 人 更 小 的 並 人体 。 人体 引力 的 減 小 。 人 
# 例 子 。 人体 之 周 通 辻 相 互生 合 和 相 互 粘 附 面 融 合成 一 條 更 大 的 単 一 世 体 。: 
# 在 慰 力 的 情況 下 。 人体 速度 或 加速 度 的 増加 或 減 少 。 條 体 熱 量 的 増減 。 


# 流 体 。 多 人 人体 在 一 介 超 美 中 的 返 区 , 同時 保 持 基 形 状 的 可 有 性 。 液体 。 侯 
# 固 体 。 由 多 條 人体 狙 成 的 超 美 , 六 叶 人 体 相互 希 合 罰 一 体 , 静止 或 深 練 , 呈 


# 静 止 状 恋 。 一 基 不 芝 的 介 体 対 周 国 施 加 恒 定 的 引力 。 

# 記 是 一 和 使 周 国 的 介 体 移 菅 的 力 # That it is a force that move. 
# トーイ 宅 是 一 衝 力 量 , 使 周 国 被 自己 吸引 的 條 体 在 自己 的 作用 下 固定 不 # 
# 対 周 国 的 人 来 聞 , 記 必 須 是 一 和 和 概 的 力量 , 元 疹 是 最初 近 是 中 同 。 和 概 | 
# 最 后 , 記 必 包 対 周 還 的 人 声 生 仙 面 的 影 史 。 信 功 力 就 是 忠 市 年 。 


# 克 力 。 即 返 区 的 條 体 対 共 周 国 施 加 一 衝 排 胡 力 。 ピ 必 氏 足 一 和 使 周 国人 体 牧 
# 計 力 # 

#* 一 衝 外 部 或 内 部 施 加 到 條 体 上 的 力 , 使 條 体 自身 不 功 。 

# 和 人 体外 部 或 内 部 施 加 的 力 , 使 條 体 停止 , 面 休 体 本 身 不 会 停止 。 

# 人 体 或 粒 子 的 返 効 方 式 。 直 仁 返 区 。 曲 仁 返 効 。 往 算 返 区 。 波浪 返 効 


# 
# 電 程 之 同 的 数 据 通 信 。 即 條 体 本 身 必 一 條 人体 之 同 的 数 据 通信 。 


# 了 列 。 

# 通 辻 英 列 王 其 他 條 体 作 刃 其他 送 程 交 換 各 科 数 据 。 
# 

# 在 毎 條 送 程 中 


# 居 列 的 和 入 和夫 出 都 必 有 走 数 月 数 据 
# 在 尋 程 内 部 返 行 一 條 元 限 循 下 , 以 固定 的 時 周 同 隔 , 不 回 断 地 重 算 候 外部 氷 


# サ 一 ーー 

# 列 的 御 出 

# 條 体 本 身 的 物理 位置 # 

# 條 体 的 原 量 

# 條 体 自身 的 速度 和 加 速度 
# 條 体 自身 的 半径 大 小 


# サ 一 一 一 

# 久 列 珠 入 

# 巡 一 人 人体 的 物理 位置 

# 協 一 條 人 体 的 原 量 

# 協 一 人 人 的 速度 和 加 速度 


# 協 一 條 人 的 半径 大 小 。 


# 

# 條 体 本 身 的 物理 位置 。 

# 條 体 本 身 的 原 量 。 

# 基 他人 体 的 物理 位置 

# 対 方 的 原 量 

# 根 据 上 述 四 介 数 値 , 寺 算 来 自 細 一 人 人体 的 吸引 力 。 
# 


# 

# 対 方 的 物理 位置 

# 條 体 本 身 的 半径 大 小 。 

# 基 他人 体 的 物理 位置 。 

# 基 他人 体 的 半径 大 小 。 

# 根 据 上 述 四 介 値 辻 算 自身 与 孝一 介 條 体 之 同 是 否 存在 寿 


# 

# 引 力 的 大 小 # 

# 其 値 選 自 身 和 他人 原 量 的 乗 税 成 正 比 。 

# 引 力 値 司 自身 和 他 者 之 回 距 高 的 平方 成 反 比 。 

#The Value must be coal1oculated by the fo11ow1in9 DrocCeQdure 


# (吸引 力 大 小 ) =( 万有引力 常 数 )*( (本 体 原 量 )*( 他 体 原 量 ) ) /(: 
# 万 有 引 力 常 数 。 基 値 必 須 恒 定 。 


#ーーー 

# 共 十 岳 力 

# 

# 物 体 本 身 的 原 量 # 


## 休 体 的 速度 和 加 速度 
# 労 一 人 人 的 原 量 


# 協 一 人 人 的 速度 和 加 速度 
## 根 据 久 上 四 介 数 値 , 寺 算 当 自己 和 労 一 介 人 委 生 犬 挿 対 , 自己 和田 一 條 人. 


# 甘 手引 力 』 

#( 吸引 力 大 小 ) = (万有引力 常 数 ) * ( (自身 原 量 )*( 対 方 原 量 ) ) /(: 
# サ ーー 一 

# 共 十 慰 力 。 

#( 條 体 自身 的 受 力 能力 ) = (全体 自身 的 原 量 ) * (全体 自身 的 加速 度 ) ) 
# ( 一 介 人 的 受 力 能力 ) = ( 兄 一 介 人 的 原 量 ) * ( 兄 一 介 人 的 加速 度 ) 


# 特 上 述 自己 和 他 人 的 吸引 力 和 拝 力 相 加 。 
# 根 据 得 出 的 自身 和 他 者 的 力 的 平衡 , 分 列 二 算出 全 人 新 的 速度 和 加 速度 。 
# 根 据 上 述 希 果 直 算出 介 人 新 的 物理 位置 # 


# サ ーー 一 
# 加 速度 
# 修 体 自身 的 加速 度 ) 條 体 自身 的 新 速 度 ) - ( 全体 自身 的 原 速度 ) ) / 


= 

#( 其他 人 体 的 加速 度 ) =( ( 其他 人 体 的 新 速 度 ) - (其他 條 体 的 原始 速度 ) 
# 

# 力 和 加 速度 之 同 的 其 衝 。 

# 條 体 自身 的 慰 力 ) = ( 全体 自身 的 原 量 ) * ( 全体 自身 的 加速 度 

#( 共 他 人 体 的 慰 力 ) = ( 其他 條 体 的 原 量 ) * ( 其他 條 体 的 加速 度 ) 

# (自身 選 他 人 之 周 的 相互 吸引 力 大 小 ) = (万有引力 常 数 ) *( ( 自身 原 量 ) 


# 

# 自 己 選 他人 之 財 的 相互 吸引 力 方 向 ) = ( (自己 的 原 量 ) -( 他 人 的 原 量 ) 
# 如 果 符 号 妨 正 。 人 体 本 身 会 吸引 共 他 人 体 向 自己 伴 近 。 

# 如 果 符 号 罰 條 数 。 人 体 本 身 被 其他 人 体 吸 引 。 

# 


# 
# 速 度 的 変化 

# ( 新 速 度 ) = ( 原 速度 ) + ( ( 加速度 ) * ( 笛 直 的 時 同 代 度 ) ) 

# 位 置 変 化 。 

#( 新 位置 )= ( (原始 速度 )*( 所 用 的 同 代 度 ) ) + (1/2) * (加速 度 


すす ## 半 # 間 韻 韻 韻 韻 提 井 韻 半 半 せ 半 半 半井 韻 半 提 半 韻 


半 ### KOMrTTOHGHTEr, HGOOXO 尋 婦 MbIG 所 本 妃 3aTVCKA LTDOTDaMMEI MO 尋 GJ 
# OmnerbHErG 尋 IO 刀 て 共 せ CmYItEI. IIDOCTDaHCmBO, B KKOTOPDOM OH 


#IIDOCTDaHCmBGHHa 呈 GOTDa① 共 ロ GCKa 呈 切 H ゆ ODMaL1T7 呈 。 
#T ア TO6abHa 呈 KaDPTOTDa ゆ 切ら CKa 号 HHDODPMaL 切 。 JIOKa 旭 5Ha 刀 KaPTC 
##CYMMa 切 刀 共 CYTGDTO 紅 堅 Da 純 共 せ HbTX で 芝 林 TD 区 中 妙 GH 切 号 匠 Omm 


# 芋 所 世 婦 本 馬 女 ACTYTLA KK COCmaBHa 刀 ACT5 MaTGD や 以 。 
#BHyTDGHHYG amDTOYTEI 芝 BHYVTDGHH 号 互 ITHDODMaL 切 号 人 IH 世 人 B 婦 YYM 
##CfkKxODOCT5  YCKOPGHYTG 切 芋 万 芝 B 芝 五 3 。 BG 刀 切 婦 る で 婦 旭 5T 〇 中 叩 コ 旭 丈 世 
##HaTrDaBG 旦 切ら , B KKOmODOM 如 B 芝 G 呈 で 戸 本 攻 B 芝 。 

##KKO 旭 芝 ロ は GCTBO 〇 TmGI 馬 a, BEI 提 G 紀 GMOTO HH 旭 人 B 匠 過 YYMOM. CmGTGH5 me 
###KOODIHaTbT XY TO 如 O※GHTI 互 HB 牙 YYMa . 

##Maocca ocoCi. Macoa Ha 6GrmHrrrty OoOeMa. OOma 紀 MaCCa. Ber 
##OOCeM 芝 H 所 B 芝 YYMa . II 旭 OmaT5 TOBGDXHOCTT 切 H 提 人 TB 匠 YYMa ・ 


韻 #B3arIMOG 芝 CBYTG MG※Y OCOO 太 MT . 
##CYMMa  C 芝 旭 ロロ 生 ※※GH 芝 号 芝 Omma 旭 KTTBaH 芝 互 , 旭 G 芝 CmBVIOTITX Ha Oc 
##CYMMa HGTmHYTX で 切 林 TD 切 呈 呈 光ら HI 互 切 〇 mma 旭 KK 切 己 H 切 互 , 旭 G 基 CmBYIOn 


井 #CmO 昔 KHOBGH 牙 互 芝 KOHTaKTEL MG※※ 提 V H 如 人 BB 芝 五 OM 世 DVTMTT 芋 ル 
##O エ HaKOBOCTb 華 で OBII 刀 ら H 芝 G TO3I 芝 以 OOOTX 芝 H 芝 B 則 OB 。 


##3afKOH COXDaHG 是 切 号 で 芝 旭 5T TD 切 中 aK 切 X 4 切 MO 尋 GC 中 切 号 X 。 CyYMMG 
##Bbrr 女 C 打 芝 中 5 万 号 Ka 家 五 OO 切 H 如 芝 B 切 本 YYMA HOBYIO CKOPOCT5 芝 女 
##C 芝 馬 3 TDD 牙 中 号 ※GH 芝 互 TTOCTO 号 HH 芝 HGISMGHHa 所 O mmGX TOD, LOKG 


#①afKKmODEI, KKOTOD5bIG 切 3MG 是 号 IO〒 で 区 UET TD 切 呈 号 ※GH 切 号 芝 〇 中 下さ 九 KK 世 さ H ア 
##B C エ YaG TID 切 串 呈示 G 是 切 下 。 ツ BG 芝 王 ら 是 切 G 旭 要 YMGH5mGH 切 G MaCCEI 了 
# IIprrMeGD . Pa36rreHrteG, や DaCmGT 旭 G 五 婦 G 世相 ①Y ラ 切 上 芝 昌 本 婦 B 芝 五 YYMA 
# TIPDrtMGD . 想 理 本 人 TB 芝 本 VMEBI で 旭 BIOTC 号 で 旭 BaEOTC 呈 PDYT C IPYTc 
#B C 旭 ロロ AG の O 呈 a 旭 KK 芝 己 是 芝 上 。 ツ BG 石 切ら HYTG 芝 女 YMGH5mG 是 切ら CKODOC 


# 〇 orr . 旭 B 芝 了 ※GH 芝 G CEKO ア BK 区 切 旧 本 BB 芝 末 VYMOB 巳 OHOM CVIIGDJ 
#TBGD 世 OG 中 G 旭 O . CyLGDK 旭 CC MHO 光 GCTBa 切 是 万 直己 引 万 YYMOB,/ KOTODE 


#Cmam 切 ロ HOG COCTO 只 HG . HGTO 旭 B 芝 水 HEI 以 て HH 世代 B 芝 / OKaSEIBaIOm 処 T 
韻 HmO SmO C 芳 Aa, KOTODa 紀 BT ポ GT OKDY※※IOI 黄 HH 提 TB 切 西 KM 
# aGG . 本 mmO STO で C 芝 則 A,/ KKOTODa 呈 34C 串 aB 林 刀 ら エ OKD 光 IOIYTX H7 
# OHa 怒 O 尋 水 Ha OBrT5b TO 九 の 要ら G 旭 5b HO 黄 で 区 台 O 尻 万 林 紀 OKDY※※IOYTX 匠 H7 
韻 B KOHITG KOHIIOB, OHa O 尋 ※Ha OErmb OTDPITaTGTbHO 以 で 芝 打 O 入 万 了 


# ITTHaMrtKa. 骨 BT 水 Y 思 臣 娘 で 互 芋 世 世 芝 世 OKa3bIBaGmT 〇 ma 旭 KYIBaIOIIVIO G 


# 旭 aBTGHTTG . 
# C 芝 馬 a, TPD 芝 旭 O※GHHa 号 CHaDPY※ 牙 世 婦 3HYTD 切 芋 万 芝 B 世 3/ 王 mOOEr 
# C 芝 旭 a, TPD 芝 旭 O※GHHa 互 CHaDY※ 牙 芝 旭 匠 婦 3HYTD 切 芋 万 要 B 世 3/ 王 mOOEr 


## CroCo6, KOTOPEIM B 切 水 G 呈 切 H 刀 BB 切 本 切 本 人 daCTITa. JIrtHG 入 HOe 


#Data Communioat1ion between DFOCeGSSeGS. TO Gcmb OOMGH 九 aF 
#OdGDGIb . 

#OOMGH Da5 九 匠 は HEBTMYT 刀 AHH5TMT ご C PDYTTTMTT 切 是 万 牙 B 切 五 YYMAMT 芝 散 DY エ T 
# 

#B Ka※※ 末 OM TPDOLGCCG . 

#Bxo 石 芝 BEIX 〇 世 の O せ GDPDG ど 本 本 O 尋 ※HEI CErmb MaCCBaIMTT 操 HHETIXX 。 
## け moOEr aryCmrmb OGCKOHG せ HEI 以 In 女 KT BHVTD 切 TPDOLGCCa 切 TOE 


#ーーー 
BbIXO 〇 提 〇 は GDG 怒 。 

#① 切 ら 切 は ら CKOG MGCTOTO 旭 O※GHYTG CaMOTO HIYTB 芝 TVYMa ・ 
#MacCoCa HIYB 切 YYMa ・ 

#COOCmBGHHa 呈 CKODPOCTE 芝 YCRKODGHTTG HIYTBUYYMa ・ 
#Pa3MGD Da エ IIYCa CaMo 芝 OCoGY. 


# 一 ーー 

#BXO エ 選 OdGDPGTb . 

#① 芝 ら 共 ロロ GCKOG MGCTOTOO※G 是 匠 6 PD エ OTO 切 是 人 B 切 VYM ろ ・ 
#MaCCa DYTOTO HH 提 人 BB 婦 則 YYM3 . 

#CKODPOCTE 芝 CKODGH 芝 G DYTOTO 切 H 如 BB 切 YYM ろ ・ 
#PaIYTYC DPYTOTO ロロ GOBGKa . 


#HCTGHrHETG BEITCGH 切 下 BHYTD TPDOLTIGCCa . 

# 

## 

#① 共 切ら CKOG TO 旭 O※※GHTG CaMOTO HUYB 芝 UYYMa ・ 

#MaCCa CaMOTO HH 尋 TB 牙 YYMa . 

#① 切 ら 共 は ら CKOG TO 旭 O※GHTG PDYTOTO HIYTB 芝 TVYMG . 

#MaCCa DYTOTO HH 提 婦 B 芝 YYM3 。 

##PaCC せ ma 芝 串 GO 切 則 Y TDIT 号 ※※GH 堅 CO CTODOHbI PDYTOTO は せ GTOBGKc 
# 

## 

#① 共 ら 共 はら CKOG TO 旭 O※※GHYTG CaMOTO HUB 芝 UYYMa ・ 

# Pa3MeGD Pa 旭 イ YCa CaMOTO せ G 尋 OBGKa . 

# ① 芝 は GCKOG TO 旭 O※GHYTG 世 DYTOTO HIYB 芝 UYYMa ・ 

#Pa3MGD Da 五 婦 Ca 式 PDYTOTO 切 H 芝 BB 切 YYM ろ ・ 

# BEruC ア mb , GCTE 如 CmO 旭 KHOBGHTYTG MGX ポ UY HYM 切 PDYTMM, OC 


#ーーー 

#O TPpaB 婦 manr 切 OHHO 以 で 切 G 

## 

#BG 馬 て ロ Ha TPDaB 下 aL 匠 OHHO 以 で 芝 ET 。 

# BG エ アロ HH る TDDOTODL 婦 OHa 旭 Ha TPDO て 3BG 世 GHTTIO MaCC CGG 呈 切 DPY1 
#BG 馬 YY ロ HA OODaTHO TPDOTOPDL 切 OHa 旭 HH Ka 世 の amY や CCTOH 切 上 MG 
#BG ア エロ Ha 刀 O 尋 水 Ha OErTE やわ CC せ 牙 中 Ha C 旭 G エ YIOIYIM OODa3OM 

# (BG 九 婦女 Ha LTD 芝 中 呈 光ら 時 臣下 ) 一 (VHYMBGDCa 旭 5bH 戸 DaB 呈 aU 切 HH 戸 T 


#YHrTBGDCa 旭 5 Ha 妃 エ D8 選 切 呈 ILIYTOHHa 呈 TOCTmO 刀 HHa 互 . 世 G 3HadGHTTG 石 C 


# サ ーー 一 

#O6 _OmmaKKTTBaHTTTT 。 

# 

#Macoca CanorO me 尋 a. 

##CrxODOCm5b 共 VCKODPGHrTG ロコ GTOBGKa . 

#MaCCa DPYTOTO せ GTOBGKa . 

#CKODOCTE 切 YCKODGHTYTG エロ DYTOTO GTOBGKa . 


##Ha OCHOBG BErrtGTD 切 BG 世 ら GHHEIX 叶 GTETDGX ら 是 る 王 ら G 耳 切 娘 つき CC 避 芝 呈 a 以 呈 6 


# サ ーー 一 

#PaCdem OOme 商 MOmHOCT 切 で Et 。 

# 

#ーーー 

#O TPDaB 芝 maLtIYTOHHOM TID 切 2 ポ GHTT 。 

# (BGIYIGYTHA TPD 切 中 号 ※※GH 芝 互 ) 三 (HBGDCa 旭 bHa 紀 DaB 切 LTOHHa 互 T 
# 一 ーー 

#Omma 旭 KTTBaHTTG 。 

# (CoOOCmBGHHa 号 で C 芝 如 a HH イ B 芝 五 A) 三 (COOCTBGHHa 刀 MACCa HH エ ロイ BY 
# (C 芝 馬 OBa 紀 CTOCOOHOCTT5 DY ロ OO 切 H 世 BB 婦 石 YYMa) 三 (MaCCa 即 DY エ 


#CrO 了 ※GHrTG EBITIGVYIIOM 妃 HHVTBIX で C 切 本 IID 切 呈 昌 宮 G 是 切 末 蔽 OTTd 馬 KK 共 BH 切 上 C 
#Ha OCHOBG TOTVHGHHOTO 6a 旭 aHCa の C 芝 末 CGOg』 切 刀 DY エ 区 BBIH 切 で 旭 ル 
#BErd 婦 で エ 四 G HOBOG ①⑪ 婦 B 女 せら CKOG TO 旭 O 光 GHTYTG H 旭 條 BB 切 可 YYMA/ の OCHOE 


#ーーー 

# ツ CKODGHTG . 

# (CO6CmBGHHOG YCKODPGHTYTIG せ GTOBGKA) 三 ((COOCTBGHHa 玉 HOBa 互 
# (CKKODGHYIG 世 DYTOTO HIYTB 匠 YYMA) 三 ((HOBa 紀 CKODPOCT5 九 DY エ 
## 

#COOmHOmGHTYTG MG※ 世 Y KO 旭 匠 ロロ GCTBOM で 芝 旭 5T 切 YCKODGHIIGM . 

# (COOCmBGHHOG の OT 路 丈 切 Ba 是 切ら 芝 是 所 B 芝 YYMA) 王 (COOCmBGHHa 号 NM 
# (O エ 呈 aKK 切 己 理 匠 G 刀 D エ OO 芝 旦 万 芝 B 匠 上 3) 三 (MACCa 世 DYTOTO 芝 是 所 婦 B ア 


# (BG 尋 女 ロ 婦 HA 表 4YTMHOTO TID 中 号 ※GH 切 上 MG※Y COOO 芝 芝 台 DYTYMYT) = 
# 

# (HarDpaB 旭 G 旦 匠 G BarMHOTO TID 臣 中 呈 ※※GH 切 互 MG※Y COCO 徹 世 DY エ Mr 
# 世 ご CYT HaEKK TO 旭 O※ 芝 GbH5T。 Ca 切 是 万 雪 吾 切 且 ロ わ 切 呈 呈 BaGT KK CGCe 
# 世 ご エ YT SHaKK OTDYIIaTGbH5T。 Ca 切 是 万 直己 廿 T わ 切 中 呈 人 BaGT KK CGCe 
# 

# 

# ほ Me HGHrTG CKODOCm . 

# (HOBa 紀 CKODOCT5 ) 三 (CXO エ Ha 紀 CKOPDOCT5) 十 ((yoCkopeHre) 】 
#aMerHGHrG TO 旭 O 水 G 匠 呈 

## (HOBOG IO 旭 O※※GHIG) 三 ( (CXO 双 Ha 号 CKOPDOCTb) * (TPDO 尋 O 刀 ※YTmGJ 


すす 半 ### 間 韻 韻 韻 韻 韻 井 韻 半 半 せ 六 半 半井 韻 間 提 半 韻 


#### プ ロ セ スベ ー ス の 物質 動作 シミ ュ レ ーション プロ グラ ム を 動か す た め 
# 個体 や 粒子 。 そ れ ら が 存在 する 空間 。 時 間 経 過 に 伴う 、 そ れ ら の 状態 の : 


# 室 間 地理 的 な 情報 。 
#+ グ ロー バル な 地図 情報 。 ロ ー カ ル な 地図 情報 。 
## そ の xy 座標 に お ける 、 癌 種 の 引力 と 殿 力 の 、 合 計 や 重なり 合い 。 引 カレ 


# 物 質 の 構成 要素 と し て の 、 個体 や 粒子 。 

# あ る 個体 に お ける 、 内 部 属性 や 内 部 情報 。 

## そ の 個体 の 、 速 度 と 加速 度 。 そ の 個体 が 行使 する 必 の 大 き さ 。 

## そ の 個体 の 、 進 行方 向 。 

## そ の 個体 の 、 熱 量 。 そ の 個体 の 、 発 熱 の 度合 いや 温度 。 

## そ の 個体 の 、 位 置 の xY 座 標 。 

## そ の 個体 の 、 質 量 。 単 位 体積 当たり の 質量 。 総 質量 。 そ の 個体 が 行使 す 
## そ の 個体 の 、 体 積 。 そ の 個体 の 、 表 面積 。 


# 複 数 の 個体 の 間 に お ける 、 相互 作 用 。 
## そ の 個体 に 対し て 掛か る 、 引 力 と 兵 力 の 、 合 計 。 
## そ の 個体 が 対外 的 に 行使 する 、 引 力 と 圧力 の 、 合 計 。 それ ら の 室 間 的 な 


## そ の 個体 と 他 の 個体 と の 衝突 や 接触 。 そ れ ら の 個体 の 間 に お ける 、 引 力 
## 双 方 の 個体 に お ける 、 位 置 の 同一 性 や 重複 性 。 


# そ つう し た 相互 作用 の 発生 時 に お ける 、 力 量 保存 の 法則 。 保存 性 の 力 と エネ 
## そ の 法則 に 従っ て 、 双 方 の 個体 同士 の 力 の 行使 の 後に お ける 、 新 た な 速 | 
## 引 力 は 、 各 々 の 個体 に お ける 質量 が 変化 し な い 限 り 、 一 定 不変 で ある こ 


答 々 の 個体 に お ける 、 引 力 や 丘 力 の 変化 要因 。 
# 引 力 の 場合 。 そ の 個体 の 質量 が 増減 する こと 。 
# 例 。 そ の 個体 が 、 よ り 小 さ な 複 数 の 部 分 個体 へ と 、 割 れ て 分 有 裂 し 拡散 す 
# 例 。 そ の 個体 が 、 よ り 大 き な 単 一 個体 へ と 、 相 互 結合 し 相互 癒着 する こ 
# 力 の 場合 。 そ の 個体 の 速度 や 加速 度 が 増減 する こと 。 そ の 個体 の 熱量 か 


# 流 体 。 複数 の 個体 が 、 互 い に 一 つ に まとまっ た スー パー クラ ス の 状態 で 、 
# 固 体 。 複数 の 個体 が 、 互 い に 一 つ に まとまっ た スー パー クラ ス の 状態 で 、 


# 静 態 。 動か な い 個 体 は 、 周 囲 に 対し て 、 絶 え ず 引力 を 及ぼ し て いる こと 。 
+ それ は 、 周 囲 の 個体 を 、 そ れ 自 身 へ と 引き 寄せ る よう に 動か す 力 で ある 
# 次 に 。 そ れ は 、 そ れ 自 身 へ と 引き 寄せ られ た 周囲 の 個体 を 、 そ れ 自 身 の 
# それ は 、 初 期 的 ある い は 中 途 的 に は 、 周 囲 の 個体 に と っ て 、 プ ラス の 動 
#* それ は 、 終 局 的 に は 、 周 囲 の 個体 に と っ て 、 マ イナ ス の 動力 で ある こと , 


# 動 態 。 動 く 個体 は 、 周 囲 に 対し て 、 圧 力 を 及ぼ し て いる こと 。 それは 、 計 


# 圧 力 。 
# それ 自身 で は 動 こ つと し な いあ る 個体 を 動か そう と し て 、 そ の 個体 の 外 | 
# それ 自身 で は 止ま ろう と し な いあ る 個体 を 止め よう と し て 、 そ の 個体 の 


# 個 体 や 粒子 の 動き 方 。 看 線 運動 。 曲 線 運 動 。 往復 運動 。 流 動 。 


# 
# キ ュー を 通し て 、 他 の プロ セス と し て の 他 の 個体 と 、 各 種 デ ー タ の や り 耶 
# 


各 プ ロ セ ス に お いて 。 
# キ ュー の 入力 と 出力 は 、 共 に 配列 デー タ と する こと 。 
# プ ロ セ ス 内 部 で 無限 ルー プ を 実行 し て 、 外 部 か ら の 入力 の 取得 と 、 そ れ に 


# サ ーー 一 

# キ ュー の 出力 。 

# そ の 個体 自身 の 、 物 理 的 位置 。 
# そ の 個体 自身 の 、 質 量 。 

# そ の 個体 自身 の 、 速 度 と 加速 度 。 
# そ の 個体 自身 の 、 半 径 サイ ズ 。 


# サ 一 ーー 

# キ ュー の 入力 。 

# 他 の 個体 の 、 物 理 的 位置 。 
# 他 の 個体 の 、 質 量 。 

# 他 の 個体 の 、 速 度 と 加速 度 。 


# 他 の 個体 の 、 半 径 サイ ズ 。 


# 


# 

# そ の 個体 自身 の 、 物 理 的 位置 。 

# そ の 個体 自身 の 、 質 量 。 

# 他 の 個体 の 、 物 理 的 位置 

# 他 の 個体 の 、 質 量 。 

# 上 記 の 4 つの 数 値 に 基づい て 、 そ の 他 個 体 か ら の 引力 を 、 計 算 す る こと 。 
# 


# 

# そ の 個体 自身 の 、 物 理 的 位置 。 

# そ の 個体 自身 の 、 半 径 サイ ズ 。 

# 他 の 個体 の 、 物 理 的 位置 。 

# 他 の 個体 の 、 半 径 サイ ズ 。 

+# 上 記 の 4 つの 数 値 に 基づい て 、 自 他 の 衝突 の 有無 を 、 計 算 す る こと 。 


#ーーー 
# 引 力 に つい て 。 


# 

# 引 力 の 大 き さ 。 

# そ の 値 は 、 自 他 の 質量 の 積 に 、 比 例 す る こと 。 

# そ の 値 は 、 自 他 の 距離 の 2 乗 に 、 反 比例 する こと 。 

# そ の 値 は 、 以 下 の 手 順 で 計算 され る こと 。 

# (引力 の 大 き さ ) = ( 万有引力 定 数 ) * ( (その 個体 自身 の 質量 ) * (人 
# 万 有 引 力 定数 。 そ の 値 は 、 一 定 で ある こと 。 


# サ ーー 一 
# 慰 力 に つい て 。 


# 

# そ の 個体 自身 の 、 質 量 。 

# そ の 個体 自身 の 、 速 度 と 加速 度 。 
# 他 の 個体 の 、 質 量 。 

# 他 の 個体 の 、 速 度 と 加速 度 。 


# 上 記 の 4 つの 数 値 に 基づい て 、 自 他 の 衝突 時 に お ける 、 そ の 個体 自身 が 人 


# 一 一 

# 力 量 の 総合 計算 。 

# 

# 引 力 に つい て 。 

# (引力 の 大 き さ ) = (万 有 引 力 定数 ) * ( (その 個体 自身 の 質量 ) * ( 他 
# 

# 慰 力 に つい て 。 

# ( その 個体 自身 の 力量 ) = (その 個体 自身 の 質量 ) * (その 個体 自身 の 加 
# ( 他 個体 の 力量 ) = ( 他 個 体 の 質量 ) * ( 他 個 体 の 加速 度 ) 

# 

# 上 記 の 自 他 の 引力 と 兵 力 と を 、 足 し 合わ せる こと 。 

# そ の 結果 算出 され る 自 他 の 力量 バラ ンス を 元 に 、 そ の 個体 自身 の 、 新 た な 
# そ の 結果 を 元 に 、 そ の 個体 自身 の 新た な 物理 的 位置 を 、 算 出す る こと 。 

# 

# 加 速度 。 

#( その 個体 自身 の 加速 度 ) = ( ( その 個体 自身 の 新た な 速度 ) 一 ( その 個 
#( 他 個体 の 加速 度 ) = ( ( 他 個 体 の 新た な 速度 ) 一 ( 他 個 体 の 元 の 速度 ) 


# 
# 力 量 と 加速 度 と の 関係 。 

# ( その 個体 自身 の 慰 力 ) = (その 個体 自身 の 質量 ) ょ (その 個体 自身 の 加 
#( 他 個体 の 兵力 ) = ( 他 個 体 の 質量 ) * ( 他 個 体 の 加速 度 ) 

#( 自 他 相互 の 引力 の 大 き さ ) = (万 有 引 力 定数 ) * ( (その 個体 自身 の 氏 
# 

# ( 自 他 相互 の 引力 の 向き ) = ( (その 個体 自身 の 質量 ) 一 ( 他人 個体 の 質量 
# そ の 符号 が プラ ス の 場合 。 そ の 個体 自身 が 、 他 個体 を 、 そ の 個体 自身 へ と 
# そ の 符号 が マイ ナス の 場合 。 そ の 個体 自身 が 、 他 個体 へ と 引き 寄せ られ る 
# 

# 

# 速 度 の 変化 。 

#( 新た な 速度 ) = ( 元 の 速度 ) + ( (加速 度 ) * (経過 時 間 の 長 さ ) ) 
# 位 置 の 変化 。 

#( 新た な 位置 ) = ( ( 元 の 速度 ) * (経過 時 間 の 長 さ ))+(1/2)+* 


す #### 間 韻 韻 韻 韻 韻 井 韻 半 半 せ 半 半 半井 韻 半 間 間 間 


#### Komponenten, d1e zur AusfFuhrung eineS Drozessbas1e ュ 
## Tnd1ividuen unQd Partike] . Der Raum, 1n dem S1e extis キ 1 ら er 


#Raum1ioche geografFisohe Tnforma1onenr . 
#G1oba1e kartografisohe Tnformat1ionen. Loka1e kartograFf ュ 
##Die Summe oder Uber1agerung der versohiedenen Anziehur 


#E1nm Tnd1iV1duum oder Te1]ohen al]s Bestandtei] qder Mater: 
#Die inneren E1gensohaften und de nneren Tnformationer 
##Geschwindigkeit und Beschleun1tgund eines Tndiv1duums . 
##D1e Riohtung, in die soh das Tndiv1duum bewegt . 

##D1eG Vom Tnd1ivY1duum erzeudgte Warmemenge . Der Grad der ヽ 
##D1G XYー-Koordinaten der Position des Tnd1iV1duumas . 
##Masse des TndiV1duums. Masse pro Vo1umeneinhei モ 上 . Die 
##Vo1umen des TndivV1duums . OberfF18ache eines TndivV1duums . 


##D1e Wechse1wirkunqg zwisohen den Tndividuen . 
##D1e Summe der Anziehungs- und Absto8undSsk エ fte, de at 
##D1e Summe der ueren Anziehungs- und Abstofundskra 人 Fc 


##Ko11is1ionen unQd Kontakte zwisochen dem Tnd1iV1Qduum und ea 
##D1e Tdentitat oder Uberschneidung der Positionen der k 


##Das Gesetz der Erha1tunqg der Kraft, wenn so1che Weochse 
##D1e Berechnund der neuen Gesohw1tnd1qgkei モ oder Besch1et 
##D1e Anziehungskraft 1s 上 konstant und unVer8ndler1ioh, < 


#Faktoren, die die Anziehungs- unQd Absto8ungskrafFte in - 
##Tm Fa11e der Anziehung. Eine Zunahme oder Abnahme der 
# Beispie1]. Das Aufbreohen, Aufspa1ten unQd Vertei1en eir 
# Beispie1]. Das Tnd1ividuum Fus1ionier モ 上 unQd Versohmi1z mi 
#Tm Fa11e der AbstoRung. EE1ne Zunahme oder Abnahme der 


#F1GSS19. Di1e Bewedund meh エ Grer TnQd1ivV1duen 1n ener Obe+ 
#FestkOrper . E1ne Superk]lasse Von mehreren TndivY1duen, c 


#Statisoher Zustand. 苔 1in unbeweg1ioches Tnd1iu1duum, daS e 
# Dass es eine Kraf st, die das umgebende Tnd1iV1duum < 
## We1titer. Dass es die Kraft is, die bewirkt, dass de t 


# S1e muSS eG1ne DoS1 二 1Ve Kraf 上 Gr die umgebenden Tnd1 マ Yi 
# Se mussS am Ende eine negat1Ve KrafE 七 tr de umgebende 


#Dynamik. Dass en sch bewegendeSs Tnd1iV1iduum ene abs 七 c 


#Druok . 
# EE1ine Kraft, die Von aufen oder nnen aufF ein Tnd1iV1duu 
# EE1ine Kraft, die Von aufen oder nnen aufF ein Tnd1iV1duu 


#D1e Ar und Weise, wie sioch ein TnQd1iY1duum oder ein Te: 


#Datenkommunikation zwischen Prozessen. Das heit, die L 
#Wartesch1ange . 

#Austausch Verschiedener Daten mi て anderen Tnd1iViduen a] 
# 

#Tn ]edem Prozess. 

#Die Eingabe und die Ausgabe der Warteschl1ange mussen De 
##Um eine End1ossch1eife nnerha1b des Prozesses 1aufen 


# 一 一 

#Ausgabe einer Warteschlange . 

#Der phystsche Or des Tnd1iVY1duums se1bs . 

#Die Masse des TnQd1iV1duums . 

#Die Geschwindigkei und Beschl1eunigung des TndiV1duums 
#D1ie GrGRe des Radius des Tndividuums se1bst . 


# サ ーー 一 

# 芯 1ngabe in die Wartesch]1ange・. 

#D1ie phystsoche Posi モ on enes anderen TndiuY1duums . 

#D1ie Masse des anderen Tnd11duums . 

#Geschwindigke1it und Besch]1eunigund des anderen TnQd1Y1du 
#GrG3e des Rad1ius des anderen TnQ1V1duums . 


#Numerisohe Berechnund nnerha1b des Prozesses . 


## 

## 

#Die physisohe Posi モ 1on des Tnd1iY1duums se1bs . 

#Die Masse des Tnd1ivV1iauums se1bst . 

#Physika1isoche Pos1 モ 1on des anderen TnQd1iV1duums . 

#D1ie Masse des anderen Tnd1u1duums . 

#Bereochnen Sie die AnziehungskrafFt des anderen TnQd1iV1dut 
## 

# 

#D1ie physisoche Posi モ ion des Tnd1iY1duums se1bs . 

#D1ie GrGRe des Radius des Tndividuums se1bst . 

#D1ie physirsohe Pos1 モ 1on des anderen TnQd1iV1duums . 

#D1e GrOe des Radius des anderen Tnd1Y1duums . 

#Bereochne anhanQ der ゞ 1er ob1gen Wer モ te, obD eine Ko11isc 


## 一 一 

#Uber die GravitationskraFft . 

# 

#D1eG GrOSG deGr GraV1t 上 a1onskra 人 ft . 

#DGr Wer 1S 七 や て oOPOr 上 1ona1] zum Produk aus den Massen ゞ c 
#Der Wer 1s umgekehr 七 proODPpor モ 1ona] zum Ouadrat des AD< 
#Der Wert muss nach fol1gendem VerfFahren bereochne werder 
# (GrOoRe der Anziehung) = ニ (un1Verse11e GraV1ta キ ionskons 七 = 


#D1e uniVerse11e GraV1 モ 上 ationskonstante . Thr Wert muss kc 


# サ ーー 一 

#Uber die Absto3ung・. 

# 

#Die Masse des KOorpers se1bs. 

##Die Geschwindigke1t und Besch1euniqung des Tnd1Y1duums 
#Die Masse eines anderen Tnd1V1Qduums . 

#Geschwindigke1it und BeschTeunigund des anderen TnQd1Y1du 
##Berechnen Sie auf der Grundlage der Vier oben genannc 


#ーーー 
#Berechnung der gesamten Krafttkapaz1 七 8 . 


# 


# サ ーー 一 

#Uber die Anziehungskraft der Sohwerkraft . 

# (GrOGRe der Anziehung) = テ (un1Verse11e GraV1ta キ 1onskons 七 = 
# サ ーー 一 

#Uber die Absto3ung・. 

#(e1genes KraFtVermogen des Tnd1iViduums) = (egene Masse 
# (Kraftkapaz1t8 モ 上 des anderen Tnd1iV1duumSs) = (Masse des ea 


#AdQd1ier man die oben genannten Anziehungs- und Absto1ur 
#Bereohnen Sie auf der Grund1lage des sch ergebenden G1e 
#Berechne die neue physirsohe Pos1tion deSs TndiV1duumSs Da 


# 一 一 

#Besch1eun1iqdund す ・. 

#(die eigene Beschleunigund) = ((die eigene neue Geschwni 
# (Besch1eunigund des anderen Tnd1iV1duumSs) = ((neue Geso 
# 

#Re1ation zwisohen Kraft und Beschleun1gund. 

#(e1gene Abstoung deSs TndiV1duums) = (eigene Masse des 
# (Abstound des anderen TnQdiuY1duumsS) = (Masse des andere 


# (GrOGRe der gegense1tigden Anziehund zwisohen sioh se1bst 
## 
# (Richtung der degense1tigen Anziehunqd zwisochen soh se] 
#Wenn das Vorze1chen や OS1 モ 1 ゞ 1s 七 . Das TndiY1duum se1bs 
#Wenn das Vorzeiochen nega モ 1 1s 七 . Das TndiY1duum Se1bs 
# 


# 

#Anderung der Geschwindigkeit . 

# (neue Geschwindigke1t) = (ursprundgl1ioche Geschwindigkeit 
#Anderung der Posit1ion . 

# (neue Pos1tion) = ((ursprund1ioche Geschwindigke1it) * (1 


寺 韻 半 # 韻 半井 韻 村井 半 # 韻 韻 井 半 # 韻 ## 韻 韻 


#### Composants neoessaires a 1'exeocution d"'un programme 
# TndiV1idus et particules. 1L'espace dans 1eque] 11s ex1s 


#Tnformations geographiques Spatia1es. 
#TnfFormations cartographiques dlobales . TnfForma モ 1on cart 
## 廿 a SOmme ou 1a SuDperpos1tion des difFferentes foroces d' 


#Un 1nd1Y1QU OU Une part1ou1e en tan 七 que cons モ uan 七 de 
#Les at て tributs internes et 1]es nformations nternes d't 
##a Vitesse et 1'acce1eration d"'un ndiVvidu. 1 'amp1eur 
##a direction dans 1aque11e 1'individu se dep1aoce . 

##a quant 上 ite de cha1eur qeneree par 1'1individu. Le degr 
##Les Coordonnees XY qde 1a posiion de 1 "indiVidu . 
##Masse de 1"'individu. Masse par unite de Vo]ume. La mas 
##Vo1ume de 1 "indiVidu. SurfFace d'un 1ndiy1du . 


##! 1nteraction entre 1]es ndiVidus . 
## 攻 a SOomme des Foroes Q'a 上 エ acC モ 1on e ヒ Qe repu1s1On GeXGerc 
## 攻 A SOmme deS FoOrCeGS GxGrneS dQ"'a ヒ 上 ract1on e de repu]1 < 


##Co11isions et oontaots entre 1 "inQdiV1du et d'autres 1r 
## 廿 !1dent1te ou 1e chevauchemern 七 deS positionS deSs deux 


## 二 a 1o1 de conservation de 1a foroe 1ors de oes 1nterac 
##Ca1Cu1er, pour ohaque 1nd1iV1du, 1a nouve11e Vitesse Qu 
## 二 Aa Force dQde repulsion es oonstante et nvariante ant 


#Les FaocteurS du1 mod1ifEient les Foroes dQ'a ヒ 上 rac1ion et c 
##Dans 1e oas qde 1 "at 上 rac キ ion. Une augmentat1on ou une c 
# Exemp1le. 1'ec1atement, 1a diVisron et 1a diffusion d't 
# Exemp1le. Les 1nd1iv1dus fFus1tonnent e 七 s'unissen 七 1es ur 
#Dans 1e oas de 1a repul]sion. Une auqdmentation ou une d] ュ 


#F1u1de. Le mouvement de pl1us1eurS 1nd1iV1dus danS une St 
#So11de. Une superolasse d'1nd1iY1dus mu1ltiples du1 son 


#EEtat statique. Un individu immobi1e exercant une foroe 
# Ou' ュ 1 s'agit d"'une fForoce qu1 dep1aoe 1 '1nd1V1QdUu GeGnY ュ rc 
# Su1tvant. Oue co'es 七 1a foroe du1 fa1 七 que 1eS 1nd1iV1dus 
# Ou'e11e so ume FoOrCG DOS1t1Ye pour es 1nd1iV1dus du 


# 苔 11e do @tre une fForoce nega 上 1VeG POur eS 1nd1iV1dus c 


#Dynam1que. OU "un 1nmQ1V1du Gn moOUuVemen GxGrCG ume forCe 


#La presston. 
# Une ForCe app11qduee Qe 1 'Gxt@G エ 1 エ GUu エ OU Qe 1'1n ヒ @r1eur 
# Une ForCe app11qduee Qe 1 'Gxt@ エ 1 エ GUu エ OU Qe 1'1in ヒ Gr1eur Cc 


#La Facon dont un 1ndiV1du ou une partioule se dep1aoe . 


#Commun1Ca 上 ion de donneGeS eGn エ G DFOCeGSSuS. C'eGS ヒ ーーd1 エ 6 
#F11e d'attente. 

#Echange de diverses donnees avec d'autres ndividus ou 
# 

#Dans Chaqdue prOCeSSus . 

#L'entree et 1a sortie de 1a fi1e dQ'attente do1tvent @ て rec 
##POu エ GxGCuter une bouc1e infinie a 1'1nter1eur dQdUu DrOCc 


# サ ーー 一 

#Sortie d'une File d'attente . 

#'emplacement phys1que de 1 "1nd1iV1du 1u ュ -m@me . 
#La masse Qde 1"'ind1iVidu. 

#La Yi1tesse et 1'acoce1eration de 1 "indiV1du . 

# エ La 上 ai11e du rayon Qe 1'1nQd1iV1du 1u1-meme . 


#ーーー 

#Entree de 1a fi1e qd'attente . 

#'emplacement phys1que d'un au ヒ エ G 1nd1i1du . 

#La masse Qe 1'autre 1ndiV1du. 

#La ゞ itesse et 1'acce1eration de 1 'au キ re 1nd1V1du . 
# エ ia tai11e qu rayon de 1'autre 1nQd1iV1du . 


#Ca1oCu] numer1due 84 1'1nG エ 1Gu エ QU DrOCeSSUuS . 


# 


# 

# エ La pos1tion phyS1qdue Qe 1'1nd1iY1du 1u1-meme . 

# エ La masse de 1'1nd1iVY1du 1u1-meme . 

# エ La pos1tion phyS1qdue de 1'autre 1nd1V1du. 

#La masse de 1'autre 1nQd1V1qdu. 

#Calculez 1a Foroe d'at 上 traotion de 1'autre 1ndiVYidu en 1 
# 

# 

# エ La pos1t1on phyS1due Qe 1'1nd1iVY1du 1u1-meme . 

# エ La 上 ai11e du rayon Qe 1'1nd1iV1du 1u1-meme . 

# エ La pos1t1ion phyS1qdue Qe 1'autre 1nd1V1qdu. 

#La tai11e du rayon de 1'autre 1nd1iy1du . 

#Calculer s'1]  a ou non une Co]1ision enEre 1u1i-meme e 


# サ ーー 一 

# 入 DropoS Qe 1a foroe graV1tationne11e . 

# 

#'ampleur de 1a Foroe graY1t 上 at1onne11e. 

#a Va1Gur GS や roOPOrt 上 ionne11e au DFrodui モ des masseSs Qe 
#a Valeur GS 1nVerSemen 七 わ て OPDOr モ t1onne11e au oarre qae ] 
#a aleur do @tre cal1Cu1ee par 1a DrOCedure Su1Vane . 
# (madgn1tude de 1 "at 上 モ raotion) = (constante un1iVverse11e de 


#La constante un1iverse11e qde gravitation. Sa Valeur doit 


#ーーー 

#A propos de 1a repu1sion. 

# 

#a maSsSe Qu CorpS 1ui-meme . 

##a Vitesse e 上 1'aoce1eration de 1 "1nd1iV1idu . 

#La masse dQ'un autre 1ndiV1du. 

#a Yi1tesse et 1'acoce1eration de 1 'autre 1nd1V1du . 
##Sur 1]1a base des quatre YaleurS Ci-dessus, Ca1culez 1a 


#ーーー 
#Ca1ocu1] de 1a capaoite de force tota1e . 
# 


# サ ーー 一 

# 入 DrODpOS Qe 1'a 上 上 エ racC1On 9raV1 キ at 上 ionne11e . 

# (madgn1tude de 1 "at 上 モ raotion) = (constante un1iVverse11e de 
# サ 一 ーー 

#A propos de 1a repu1sion . 

# (capac1te de foroce de 1 '1nd1iVidu) = (masse Qde 1'1ind1iVic 
# (Capac1te de fForoe de 1'autre 1ndiV1du) = (masse de 1'8 


#En additionnant 1]es fForoes dQ'a 上 raction et de repu1s1or 
#En se basan sur 1'equ1i]1ibre des Foroes de so1 et des ea 
#Calculer 1a nouve11e pos1t1ion phys1qdue de 1'ind1iY1du er 


# サ ーー 一 

#ACCe16rat1ioOn . 

# (acce1@eration de 1 "individu) = ((nouve11]e vitesse de 1 
# (acCCe1eration de 1'aure 1nd1iV1du) = ((nouvel1e ゞ itessge 
# 

#Re1a モ 1on entre 1a quan モ 16 de foroe et 1'acoe1eration. 
# (repuls1on de 1'1indiV1du) = (masse de 1'1ind1iVv1du) * (ac 
# (repuls1on de 1'au モ re 1nd1iV1du) = (masse de 1'autre no 


# (magn1tude de 1 "at モ raction mutue1le entre so et 1es at 
## 
# (Dreco1ion de 1 "at 上 モ raction mutue1le entre so e 1es at 
#S1 1e sgne es pos1t1if. "1nd1 ヾ 1dUu 1u ロ 1 ユー-m@me a 七 上 1re 1es 
#Lorsque 1e sgne es negatif. "1nd1Y1du 1u1-m@eme es 七 a 
## 


# 

#Changement de vitesse . 

# (nouVel1e 1tessSe) ニ (itesse 1n1iiale) + ((acce1era1+c 
#Changement de positon . 

# (nouVve11e pos1tion) = ((Vitesse initiale) * (duree qu t 
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#### ComponenteS neCeSsS4 エ 1OS para exeGCu モ ar um pro9grama 


## Tnd1iV1duoS @e par モ iculas. 〇 O espaco em que eles ex1stemm . 


#TnformacoeS geodgrafFioas espac1a13 . 
#TnformacGes coartografFicas gl1oba1s. TnfEormacCoes Car ヒ Ogr@ 
### 和 AA SOma OU a SUPGrDpoS1cCao das Varias Forcas de arac8ao 


#Um 1nd1Y1QUO OU par 上 1ou1a ComoO um ConSt 上 ュ itu1inte da ma@+ 
#Os atributos nternos @e aS nformacoes nternas Qde um 1 
##Ve1ooidade e aceleracao de um ndividuo. A maqgnitude c 
##A direocao rna qua1] oO indiv1duo esta se movendo . 

##A quant1idade de ca1or gerada pe1o nd1iVtduo. 〇 grau dQe 
##AS Coordenadas XY da posrcao do ind1Y1duo . 

##Massa do indiv1duo. Massa Por unidade de Yo1ume. Massa 
##Vo1ume do indivtiduo. Area de superfFfioie de um individu 


##A 1nteracao entre os 1nd1iv{1duos . 
##A soma das ForcaS Qe a エ acCao eG reGDu1S34O GeGro1das SoD+ 
##A Soma daSs ForcCaS eGx 七 GrmnaS QGeG a ヒ て エ aCaoO @G reGDu1S8O eXGerc 


##Co1isOGes e contatos entr@e の O nd1iVtduo @e Outros 1nd1iuY1c 
##A 1qdentidade ou sobreposrcao de poscGes de ambos os 1 


##A 1e1 de conservacao qa forca quando essas nteracGes 
##Ca1Cu1ar, para Cada 1nd1iY1duo, a nova Ve1ooidade ou ac 
##A Foroa de atracao @e constante e 1nVar1avVe] , desde que 


#FatoreS due al]teram as forocas de atracao e repuls8ao em 
##No caso da atracao. Um aumento ou uma diminuicao na ma 
# Exemp1o. A quebra, a QiVisao e a difusao de um 1nQdiuYhic 
# Exemp1o. O 1nQd1iV1duo se funde @e se funde Com OS Ouros 
#No caso Qe repulTsao. Um aumento ou uma diminuitcao na Ye 


#F1u1dO. 〇 moV1mentO de 4rios 1nd1iV1duoS em uma SUuDGrC] 
#S611doO . Uma SUDG エ FC1aSS ら G dG 3 エ 1OS 1nd1V1tduoOS due S383o ur 


# 芯 St 上 ado es 上 4 モ 1co . Um 1nd1V1duo 1moVe] que exercCe uma For 
## Oue @e uma FEorCa due mOVG 〇 1nd1iV1QduO ao redor de forma 
# Prox1mo. Oue @e a foroca due fFaz2 Com due OS 1mQd1iV1duoS 
韻 DGVeG SeGr Uma FOFCa DOS1 キ 1Va Para OS 1nQd1iV1duoS ao rednc 
# DeVe ser uma Forca neGga 上 1+Va Para OS 1nQd1iV1duoS ao redc 


#D1namioa. Ou@e um 1mQd1iV1duoO em moV1mentO exerCe uma Forc 


#PresS38o . 
# Uma forca ap11ocada Qde fFora ou Qe dentro de um 1ndiuV1idt 
# Uma forca ap11ocada Qde fFora ou Qe dentro de um 1ndiy1idt 


# 入 maneG1ra COmO um 1nd1V1duO ou part{1oul]a se move. MoVinr 


#Comunioacao de dados entre proocessos. Ou Se]a, a Comunn1 
#EFi1a. 

#TroCa Qe 4r1os dadoS Com OutroS 1nd1V1tduoS @e OutroS Dr 
# 

#Em Cada DrOCeSs8o・. 

#A entrada e a sarda da fi1]a devem ser dados de mat エ 1z. 
Pa エコ GXGCU セ ar um 1OoOD 1nfFE1in1 七 O den エ OoO QO DrOCeSSO @G rec 


# サ ーー 一 

#Sarda de uma fi1a. 

# 入 1ocoal1izaCao Ft1S1Ca dQO DrOP エ 1O 1nQ1V1dUO . 

#A massa Qo nd1iVLduo . 

# 入 Velooc1dade eG a aCeleracCao dQO DFrODF1O 1nd1V1duo . 
#O 上 amanhO dQO ra1O dO DFOD エ 1O 1nQ1iV1duo . 


# サ ーー 一 

#Entrada da fi1a. 

# 入 1]oca11zaCao ETS1Ca Qe Ou エ oO 1nQdiV1duo . 

# 和 AA maSSa QO Ouro 1nd1VLduo . 

#Ve]1oc1dade eG aceleraCao doO Outro 1nd1V1iduo . 
#TamanhO dO ra1O QO oOu エ oO 1nd1V1duo. 


#C81Cu1O nume エ 1CO den ヒ ro dQO prooceS38O . 
# 


## 

#A pos1cao FTS1Ca dO や FrOD エ 1O 1nd1VLduo . 

#AA maSsSa QO DrOpr1O 1nd1iViduo. 

#Loca11izaC8O FTS1Ca QO OUu ヒ の 1nd1V1duo . 

#A massa do outro nd1Y1duo. 

#Calcule a foroa Qde a 上 racao do Out 上 ro 1ndiV1tduo com base 
# 

## 

# 和 AA poS1cCao FTS1Ca dO や FrOD エ 1O 1nd1VLduo . 

#O 上 amanhO dQO ra1O dO DFOD エ 1O 1nQ1iV1duo . 

# 和 AA 1oca1l1zaCao FTS1Ca dQO Ou エ oO 1nQdiV1duo . 

#O tamanho _dO ra1O dO Ou キ エエ O 1nd1Y1duo. 

#Calcule se ha ou nao uma co1isao entre ele e oO ouro oc 


# 一 一 

#Sobre a foroca draV1t 上 aoona]1 . 

# 

# 和 AA magn1tude da Forca dravitaoiona1 . 

#O Va1or @ proporotona1] ao produto das massas de s+ mesn 
#O Val1or @e inversamente proporotona1] ao quadrado da dist 
#O Val1or deve ser ocalculado pe1o segu1nte prooed1mento. 
# (madgn1tude da atracao) = (ConStantG 9raV1 キ 上 ac1ona] un1Ve 


# 入 ConstantG 9raV1t 上 aoiona1] un1Vversa] . Seu Va1Or deVe 8S6r 


# 一 一 

#Sobre a repu188o . 

# 

## 入 maSSa dO DrTOPF エ 1O COrPO. 

##A ve]1oc1idade e a aceleracao do nd1iV1duo . 

# 和 AA maSSa QGe Our エ oO 1nd1VLduo . 

#Ve]1oc1dade eG acCeleracCao doO Outro 1nd1Viduo . 

##Com base nos quatro Yal]ores ao1ma, coalocu1e a quan キ 1dac 


# サ ーー 一 
#Ca1cu1o qa capao1dade de foroca て tota1 . 
# 


# サ 一 ーー 
#Sobre a atracao gravitaoiona] . 


# (magn1tude da atracao) = (constanteG 9raV1tac1ona] un1Ve 
# サ ーー 一 

#Sobre a repu188o . 

#(a Capac1dade de EoOrCa dO DrODF1O 1nd1iV1tduo) = (a massa 
# (Capac1dade de ForcCa QO Out モエ ro 1nd1iV1tduo) = (massa do ot 


#Somando as forocas de atracao e repulsao de s1 mesmo e cd 
#Com base no equ1t11ibr1io resu1tante das foroas de s1 mesn 
#Ca1cule a nova postcao fisioa do nd1Vrduo com base no 


# サ ーー 一 

#Ace1erac8o . 

## (a aCG1 ら G エ aC8O dQdO PrOD エ 1O 1nQd1iV1tduo) = ((a noVa Ve1oo1de 
# (acCe1GraCaoO do Outro 1nd1Viduo) = ((nova Ve1oordade do 
# 

#Re1acao entre a quantidade de forca e a aoel]eraC8ao . 

# (a reGDPu1 SO dQO DFrODr1O 1nQdiu1duo) = テ (a maSssa dQO DrODpr1c 
# (reGDU1 838O dQdO _Ou キ エ O 1nQd1V1tQduo) = (maSsSsa dQO OUu キ oO 1nd1V{fc 


# (magn1tude da atracao mutua entre oO eu @ oOS outros) = ( 
# 
# (Drecao da atracao mutua entre O eu @ OS outros) = ma 
#SG O S1na] FEOr DOS1 ヒ 1O. 〇 O DFODr1O 1nQ1iV1duo ara1 Ou キ + 
#Ouando oO sna] For neda ヒ 1VO. 〇 O DFOD エ 1O 1nd1iV1duoO @e ar<c 
# 


# 

#Mudanca na Ve1ooidade . 

# (nova Ve1]ooidade) = (Ve1]1ocidade oriqdina1) + ((acelerace8 
#Mudanca de posrcao. 

# (noVa poscao) = ((vVe1ooidade origina1) * (duracao do t 
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#### COmponenteS neCesar1OoS para eG]GCutar un programa de 
# TnQiV1duoS Y par モ {toulas . EE] espac1to en e+] que exrstenr . 


#TnformaC1Gn 9eGodgFaF1Ca GSDPao1a1 . 
#Tnformac1on oartografFica globa1 . TnfEormac1on oartogr る af ュ 
#a Suma の SuPerpoS1oion de 1as distintas fEuerzaS Qde a+ 


#Un 1nd1Y1QUuO の par モ 1ou1a Como ConS モ 1tuyente de 1a mater 
#Los a モ r1butos internos y 1a nfFormao1on 1nterna de un 1 
##Ve1ooidad y ace1erao1on de un 1ndividuo. La magn1tud < 
##a direocoioOrn en 1a que se mueve e1] ndiy1duo. 

##a cantidad de ca1or generada por @e1] 1nd1iY1duo. E1 qr 
##Las Coordenadas XY qde 1a postoiGn de1] 1nd1iY1duo . 
##Masa de1] indiv1duo. Masa por unidad de vo1umen. Masa t 
##Vo1umen de1] 1nd1iViduo . SuperfF1o1e de] 1nd1Y1duo . 


### 七 A tn 上 G エ aCC1On en キ エ 6 1nd1iV1duos . 
##a Suma de 1]as fuerzasS de atracoc1orn yY repu1s1On e]ero1 
## 七 A Suma de as FuerzaS GxternaS Qe at 上 raco1Oon y repu1s1 


##Co1isiones y contaotos entre e1] 1nd1iv1duo y otros ndi 
## 廿 a 1den モ 1dad oO SuperpoS1ocion de posoiones de ambos ir 


##a 1eGy QG ConSerVao1On de 1a fFuerza Cuando Se produoer 
##Ca1Cu1ar, para Cada 1nd1Y1duo, 1a nueva Veloodad o ac 
## 二 Aa Fuerza de atraooion es oonstante e invariante mient 


#FactoreSs due modifioan ]as FuerzaS de a ヒ エ acCo1On y repu] 
##EEn e] ocaso de 1a atraco1on . Un aumento oO disminuo1on co 
# 世 emp1O. aa ruUDtura, dQ1V1S1On Y difEus1OGn d@e un 1ndiy1dt 
# emp1o. E] individuo se fusiona y se funde con 1os de 
#En e1] ocaso de 1a repu1]s1Oon. Un aumentO oO dismtinuo1on de 


#F1u1do. 世 1 movimiento de mu1tip1]es inQdiuY1duoS en una St 
#So11qdo. Superclase Qde mu1tip1les 1ndiv1duos due Se unen 


# 芯 St 上 ado es 上 4 キ 1co . Un 1nQd1iV1duo 1nmoV11 que e]Jeroe una ft 
# Oue es una fuerza due mueVe a1] inQd1iY1duo oiroundante c 
# S1gutente. Oue es 1a fuerza due haoce que 1oS 1nd1iuV1duc 
# Oue Sea una FUuUGFZa DOS1 七 1Va Para OS 1nmndQ1V1dUuOS C1 エ CUT 


# Debe ser una fFuerza nedat 上 ia para OS 1nd1iV1QduoOS C1rot 
#D1inamioa . Oue un 1nmQdiuV1duo en moV1imiento e]erza una fue 


#Pres1oOn . 
# Una fuerza ap1icada desde Fuera の den ヒ ro de un 1nd1V1c 
#EFuerza aplioada desde Fuera 〇 O den エ oO Qe un 1nd1Y1duoO Dea 


# エ La Forma en dUG S@e mueVe un 1nd1V1duO の part 上 iou1a. MoY ュ 


#Comun1iCao1On de datoS en エ 6G DrOCeSoS . ES deGC1r, Comun1c 
#Co1a . 

#Tnteroamb1O Qe _ datOS dQ1VerSOS Con oOroS 1nQd1V1duoS Como 
# 

#Em Cada DrOCe8o . 

#La entrada y 1a sa1]ida de 1a col]a deben ser ambas daos 
## 世 6eCu モ 上 ar un buoc1e infin1 て to dentro de1] proceso, yY repet 


# サ ーー 一 

#Sa11da de una co1a. 

#a ubioao1on Fis1ioca de] Drop1O 1nd1V1Qduo. 

#La masa Qe1] indiy1duo . 

#La Ve]1oc1tdad y ace1erac1on de1] Drop1O 1nQd1V1duo . 
#E] tamafo de1] radio de] prop1o 1nd1iV1duo. 


# 一 一 

#Entrada de co1a. 

#a ubioao1Gn Eis1oa de oroO 1nQd1iV1duo . 

#La masa Qe1] ot エ o nd1V1duo . 

#Ve1oci1dad y acelerac1on de] oro 1nd1Y1duo . 
#Tamafno de1] radio qde] oro inQd1Y1dUuo . 


#Ca1Cu1O numer1Co den モ ro Qde1] prooce8o . 


# 
# 


#a poS1c1on frs1ca Qde1] prop1O 1nd1V1duo . 

#La masa Qe1] prop1O nd1iViduo. 

# エ La posS1o1Oon Fts1oa Qe1] O 七 Oo 1nd1V1duo . 

#La masa Qe1] otro nd1V1duo . 

#Ca1cular 1a fuerza Qe atraoo1On de] otro inQd1Yiduo en 


# 
# 


#a poS1o1on frs1ica Qde1] prop1O 1nd1V1duo . 

#E] tamafo de1] radio de] prop1oO 1nd1V1Qduo. 

# エ La poS1o1Oon Fts1oa QeG1] O ヒ の 1nd1V1duo . 

#E] tamafo de1] radio de] otro inQ1iV1duo . 

#Ca1cu]ar si hay oO no Co]is1ioGn en キ re @G] DFrOD1O 1nd1uV1duc 


菩 一 一 


#Sobre 1a fuerza drav1taotona]1 . 


# 

#La magn1tud de 1a fuerza 
# 世 1] で a1or GS DrOPoro1ona1 
# 世 1] Ya]1or es 1nVersamen セ te 
#E] Yalor debe oca1ocu1]arse 


9raV1 キ a 七 の エ ュ 1a . 

a1 producto de 1as maSsa8 DFOP1 
ProOPporoona1 a1] cuadrado de 1< 
meQd1ante e1] sgutente prooedinr 


# (madgn1tud de 1a atraco1On) = (constante 9raV1 キ a 二 Or1a Ur 


#a_ Const 上 an モ 上 G 9raV1 七 a 上 Or1a un1versa] . Su Valor Qebe ser 


# 一 ーー 
#Sobre 1a repu1s1on . 
## 


#a maSsa deG] DrOD1O CueGTrPO . 

## エ ia ve1ooidad y acoe1erao1Gn de] 1nd1iv1duo . 

#La masa de OrO 1nd1V1duoO . 

#Ve1oocidad y aceleraoc1on de] oro 1nd1Y1duo . 

##En base a 1]os ouatro Ya1ores anteriores, Ca]oul]a 1]a Ca 


電 ーー 一 


#Ca1cu1o de 1a capaodad de fFuerza to キ a]1 . 


# 

# 一 一 

#De 1a aa ヒエ aCC1On 9 エ FaV1 ユ キ a 七 の エ 1a . 

# (magn1tud de 1a atraco1On) = (constante 9graV1 キ a 七 or1a UTr 
# サ ーー 一 

#Sobre 1a repu1s1on . 

# (capac1dad de Fuerza Qe1] Prop1O 1nQd1Yiduo) = (masa de1 
# (Capac1dad de fuerza Qe] otro 1ndiViduo) = (masa de1 ot 


#Sumando 1]as fuerzaS menotonadas de araoc1on yY repu1] s1G 
#En base a1] equi11ibr1o resu1]tante de 1a8 FueGrZa8 DOD1a< 
#Ca1cular 1a nueva posioion frsica de1] indivY1duo basada 


# 一 一 

#Ace]1erao1Onr . 

# (ace1erao1On Qde1] prop1o 1nd1iViduo) = ((nueva Ye1ooidad 
# (acelerac1On de otro 1ndiYiduo) = ((nueva Ve1oc1dad de 
# 

#Re]1ac1Gn entre oant1dad de fFuerza y acel1erao1oOn . 

# (repul Ss1Gn d@G] DFrODp1O 1nd1V1duo) = (masa de] Drop1o no 
# (repu]s1On de otro inQd1iY1duo) = (masa de1] oo 1nd1Vic 


# (magn1tud de 1a at 上 raoo1On mutua entre e1] 1ndiV1duo y 1c 
# 
# (D1reoo1On de 1a atraoc1On mutua entre unoO mismo y 1os 
#S1 @eG] S19nO GS DOS11VO . 芯 ] や FrOP1O 1nQd1iV1duo atrae hao1 
#S1 e] s1gnO eS negda ヒ 1 の O . 芯 ] や FrOPD1O 1nd1iV1duo eS a ヒ ra1dqdc 
## 


# 

#Cambio de ve1ooidad. 

# (nueVa Ve1oo1dad) = (Ve1oocidad origina1) + ((ace1erao1< 
#Cambio de posro1onr . 

# (nueVa POS1o1On) = ((Ve1ooidad origina1) * (durao1oOn de 
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#### Komponen yang diper]lukan untuk men]alankan program 
# TndiV1du dan partike1] . Ruang tempat mereka berada . Trc 


#Tnformas1 geografEis spas1a]1] . 
#TnfFormas1 kartografF1 globa] . TnfFormas1 kartografFi loka] 
##J け um]1ah at 上 au SUuPGrDpoS1sS1 Qar+1 berbaga1 gaya tarik dan co 


#Sebuah 1nd1iuV1du atau partike] sebaga1 penyuSsun mater1 . 
# 和 At 上 1Dut nterna1] qdan informas1 1nterna] 1nd1V1du . 
##Kecepatan dan DeGrCepatan Suatu 1nd1V1du. BesSarnya dayea 
##Arah pergerakan 1nQ1V1du . 

##Jum1ah panas yang dihasi1kan ol1eh individu. Tingkat Pc 
## Koordina XY dari posis1 1nd1uV1du . 

##Massa 1ndividu. Massa per satuan Vo1ume. Massa tota1 . 
##Vo1ume 1ndiY1du. LuaS permukaan 1nd1Y1du . 


##Tnteraks1 anar 1nd1iv1du . 
##Jum1ah gaya tarrk dan gaya to1ak yang diberikan pada 1 
##Jum1ah gaya tarik qan tol1ak eksterna] yang diberikan < 


##Tabrakan dan kontak antara 1nd1iY1du dengan 1nd1Y1du 1。 
##Tden モ itas atau tumpang tindih posrs1 kedua 1nd1Y1du . 


##Hukum kekeka1an gaya ketika interaks1 tersebu 上 ter]adi 
##Untuk menghitung, untuk setiap 1nd1vidu, kecepatan a 二 = 
##Gaya 上 arik-menarik adalah konstan dan tidak berubah-ut 


#Fakto ェ -fFaktor yand mengubah gaya tarik dan gaya to1ak + 
##Da1am kasus daya tarik. Peningkatan atau Denurunan mas 
# Contoh . Pecahnya, terpeocahnya, dan menyebarnya Suatu 1 
# Contoh . Tndividu bergabung dan menyatu satu sama 1]ain 
#Da1am kasus tolakan. Peningkatan atau penurunan keoepat 


#Ca1ran . Perqerakan beberapa 1nd1iV1du da1am SatUu SuDpGrKe 
#Padat . Superkelas yand Lerd1iri dar1 beberapa 1nd1iV1du ゝ 


#Keadaan statis. Sebuah benda yang tidak bergerak yand Tr 
# Bahwa 1tu adalah gaya yandg menggerakkan 1nd1iV1du di se 
# Se1an]utnya. Bahwa 1tu adalah kekuatan yang menyebabke 
# TEtu haruS men]ad1 kekuatan poS1t ュ ifF bag1i 1ndiV1duー ュ nd1v 


# Tn1i harus men]ad1 kekuatan negatifF bag1i 1ndiV1duー ュ nd1v 
#D1inamika. Bahwa 1nd1V1du yang bergerak memperikan kekua 


# Tekanan . 
# Sebuah gaya yang diterapkan dari 1]uar atau dalam ndiv 
# Gaya yand diberikan dar1 1]1uar atau dalam 1nd1iV1du un て tt 


#Cara sebuah 1nQd1iV1du atau par モ ke] bergerak. Gerak 1]1n: 


#Komunikas1 data antar proses . Yaitu, komunikas1 data ar 
#An キ rian. 

#Pertukaran berbaga1 data dengan ndivY1idu 1]ain sebaga1 
# 

#Da1am setiap proseSs . 

#Masukan dan ke]luaran dar1 antrian haruS berupa data ar+ 
##Untuk men]alankan perulangan 上 ak terbatas di da1am prc 


# サ ーー 一 

#Ke1uaran dar1 sebuah an て tr1an . 

#okas1 Ftsik 1nd1iV1du 1tu Sendir1i . 

#Massa dar1 ind1iv1du tersebut . 

#Keocejpatan dan percepatan 1nd1V1Qdu 1tu Sendir1 . 
#Ukuran radius 1nd1iV1du 1 上 u sendir1i . 


# 一 ーー 

#Tnpu antrian . 

#Lokasi fisik 1ndiVidu 1ain. 

#Massa nd1iVidu 1atn . 

#Keocepatan dan percepatan 1nd1iV1du 1ain. 
#Ukuran radius ndividu 1ain. 


#Perhitungan numer1ik dQ1 dal1am PDproSseS . 
# 


# 

#Posisi Fisik 1nd1iV1du itu send1r1 . 

#Massa dar1 1ndiuV1du 1tu send1ir1 . 

#Lokasi fFisik indiVvidu 1atn. 

#Massa ndiVidu 1atn . 

#H1tun9d 9aya 上 ar1k dar+1 1nd1V1du 1ain berdasarkan empa 
# 

# 

#Posisi Fisik 1nd1iV1du iu send1r1 . 

#Ukuran ]a エ ュー]a エ 1 1md1V1du 1tu sendir1 . 

#Lokasi fFisik indiVidu 1atn. 

#Ukuran radius 1ndiVvidu 1ain. 

#Menghitung ada tidaknya tabrakan antara dirinya dendan 


#ーーー 

#Tentan9 9gaya 9raV1 キ as1 . 

## 

#Besarnya 9aya 9rav1tas1 . 

#N1i1ainya sebanQdtnd dengan has11] ka]11 masSsa d ュ 1 Send1r ュ 
#N1i1ainya berbanding terba1ik dengan kuadrat ]arak an キ a+ 
#N11ai1 harus dihitung dengan prOSeQdur berikut . 

# (besarnya daya tarik) = (konstanta qdraV1tas1 un1VeGrSa] ) 


#Konstanta 9raV1tas1 universa] . Ni]lainya harusS konstan . 


# サ ーー 一 

#Tentang to1akan . 

# 

#Massa ubuh 1tu send1ir1 . 

# Keocepatan dan peroepatan 1ndiV1du. 

#Massa ndiVidu 1atn . 

#Keocepatan dan perocepatan 1nd1iV1du 1ain. 

##Berdasarkan empat ni1ai di atas, hitunglah ]um1lah gaye 


# サ ーー 一 
##Perhitungan kapasitas qaya to キ a1 . 
# 


# サ ーー 一 

#Tentanqg daya artk gravitas1 . 

# (besarnya daya tarik) = (konstanta qdraV1tas1 un1VeGrSa] ) 
#ーーー 

#Tentang to1akan . 

# (kapas1taS 9daya 1nd1V1Qdu 1u Sendir1) = (massa 1ndiy1dt 
# (Kapasitas gaya 1nd1iV1du 1ain) = (massa 1nd1iV1du 1ain) 


#Jumlahkan gaya tarik qan gaya tolak dir1 sendir1i dan Or 
#Berdasarkan keseimbpandan yang dihasi1kan dar1 gaya d ュ r ュ 
# 昌 1 て und Poss1 fisik baru 1nd1iVv1du berdasarkan hasi1] d1 ュ 1 


# サ ーー 一 

#Akseleras1 . 

# (berCepatan 1nd1V1du 1tu senQdir1) = ((kecepatan baru 1r 
# (berCepatan 1nd1iVidu 1ain) = ((keocepatan baru 1nd1V1du 
# 

#Hubungan antara ]umlah gaya dan percepaan . 

# (tolakan 1nd1iV1du 1tu SGnd1ir1) 三 (mas8a 1nd1iV1du iu Se 
#(to1akan 1ndiVidu 1ain) = (massa 1ndividu 1ain) * (perc 


# (besarnya gaya tarik-menarik antara dir1 sendir1 dan Or 
# 
# (Arah daya tarik て imbpa] ba1ik antara dir1 sendir1 dan cd 
#J1ka 上 andanya DoS1 キ if . TnQ1iuV1du itu send1ir1 menar1k no 
#J1ka tandanya nega1f . TnQd1iV1du 1tu Send1r1 上 Gr エモ 上 ar1k Dec 
# 


# 

#Perubahan kecepatan . 

#(kecepatan baru) = (kecepatan awa1) + ((percepatan) * ( 
#Perubahan posts1 . 

# (posis1 baru) = ((kecepatan as11) * (1ama waktu yang 七 e 


寺 韻 半 # 韻 半井 韻 村井 半 # 韻 韻 井 半 # 韻 ## 韻 韻 


#### Surec 上 aban1+ br ma]zeme davran1S1 S1mulasyon D エ Oc 
# Birey1er ve parcacrk1ar. Tcinde bu1unduk1ar1 uzay. Zan 


#Mekansa1 codrafi bi1gi . 
#KGrese1] kar モ tografFik b11g1 . Yere] kartografFik b11gi . 
##XY koordinat 上 1ar1ndak1 ces1 上 11 Cekim ゞ @e ime kuvVVe 上 er ェ ュ 


#Maddenin br bi1eseni ol]arak D1r birey Veya Parcao1Kk . 
#B1r bireyin cse] nitelik1eri ve rose bi1gi1er1 . 

##B ユ エエ D わ 1rey1in h1z1 Ve 1Vmes1 . Birey arafF1ndan uygulanar 
##B1reyin hareke e モ 1d1 yOn. 

##B1rey 上 arafF1nQdan せ て re モエ 1]en 18S1 m1k ヒ ar エ + ュ . B1rey 上 arafF1nda 
##B1rey1in konumunun XY koordina1ar+ . 

##B1rey1n kutles1. Birim haocim basna kut1e. Toplam ku て ] 
##B1rey1in hacm1i. Bireyin yuzey alan+ . 


##B1rey1er aras1ndaki etki1esim. 
##B1rGyG uy9gulanan Cekim Ye 1 上 me kuvvet 上 1erinin top1amn . 
##B1rey 上 arafF1nodan uydgulanan d1S cek1m Ve 1tme kuvVvVet]e+ 


##B1rGy Ye d19er b1reyler araS1nQdak1 CarD1Smalar Ve ema 
##Her 1k1 bireyin poztsyon1ar1n1n Ozdes1191 ya da OrtGsn 


##Bu tuGr etki1es1im1er meydana ge1d1 す 91nde kuVVvetin korunt 
##Bu yasaya Ore 1k1 Direy arasS1ndak1 kuVVet 上 1er1n uy9u1<c 
##Her bireyin kut1es1 ded す ismed1 す 1 SuUreGCe 1 上 me kuVVet1 sc 


#Her bireydek1 cek1m ゞ @e 1me kuVVe 上 1]er1n1i de91siren fak 
##Cek1m durumunda. Bireyin kut1es1nde D1r art1S Veya a2<c 
#Ornek . Bir bireyin paroa1anmas1, boG1Gnmes1 ve brden fe 
# Ornek. Birey1er birbir1erine bag1anarak Ve kars111k1+ 
#1tme durumunda. Bireyin h1znda ya da ivmesinde bir art 


#Ak1skan. Biroen faz1a bireyin, seki]11erinin dedisken11G 
#Kat 上 1 . Sek1] er1nin sab ュ 七 119 す 1n1 koruyarak D1rb1r1eriy1e 


#St 上 at 上 1k Qurum . CGVreGS1ne Sab わ 1 上 br cek1im kuVVe1 uygu1av 
# Cevres1ndek1 birey1 kend1istne dodru cekeoek seki1de ha 
# Sonrak1 . Kenda1sine dodru cek1t1en cevredek1 birey1erin 
# Cevres1ndek1 btreyler oin ya basl1ang1cta ya da or セ ヒ ada 


# Sonunda Cevres1ndek1 bireyler on negatifF br guo o1n 
#D1namik. Hareket 上 eden やわ 1 エ も 1 エ GY1mn CGV エ GS1ne 1 モ 上 1o1 br k 


#Bas1nC. 
# Kendi bas1na hareke etLmeyen b1r birey1 hareke e 二 トモ ュ rn 
# Kendi kendine durmayan わ 1r birey+i durdurmak on br 


#B エ 1 エ D1rGy1n YeGya ParCaC19 す 91n hareket etme sek11i. Do す drusa 


#S せ エ GC]Gr araS1 er1 11e モ is1m1t. Yani, bireyin kendisi 1] 
#Kuyruk . 

#Kuyruk1a エ arFaC111 す 91y1a d19er Surecler olarak dQ19der bre 
# 

#Her 1s1emde . 

#KuyruUdUn 91rd1S1 VG C1kE1S1n1n her ikis1 de d1z1 Ver181 
##Sureo1n 1onde SonSuz br QOGngu ca11S 上 +rmak VeG d1Sa エ 1c 


# サ ーー 一 

#B エ 1 エ kuyrU す Un で C1kt1S1 . 

#B1ireyin kendisinin fizikse] konumu. 
#Bireyin kGt1es1 . 

#B1reyin kend1 h1z1 Ve 1VmeSs1 . 
#B1rey1n kendis1in1in arF1CaDP boyutu . 


# サ ーー 一 

#Kuyruk gir1s1 . 

#Baska bir bireyin fizikse1] konumu . 
#D1i9 す er bireyin kGut1es1 . 

#D19er b1rey1in h1z1 Y@e 1VmeSs1 . 
#D19@G エ わ 1rGy1m YaF1Cap boyutu. 


#ts1em icinde sayrsa1 hesap1ama . 
## 


# 

#B1ireyin fizikse] konumu . 

#B1ireyin kend1 kut1esi . 

#D19er bireyin fizikse] konumu . 

#D1i9 す er bireyin kut1es1 . 

#Yukar1dak1 dGr モ ded み ere qdayanarak d1der bireyden ge1len < 
# 

# 

#B1reyin kendisinin fizikse] konumu. 

#B1rey1n kendis1in1in Ta エ F1Cap boyutu . 

#D19er bireyin fizikse] konumu . 

#D19@r わ 1rGy1m YaF1Cap boyutu. 

#Yukar1dak1 dGrt de みす ere qdayanarak kendis1 Ve br baskas1 


# サ ーー 一 

#Yercek1im1 kuvvet1 hakk1nda. 

# 

#Yercek1im1 kuvvetinin buyuk1ud . 

#De9er, Den]11ik で e d19erler1n1in kGt1e]1er1inin Carp1mrya < 
#Deder, ben1ik Ve d19 み er1i aras1ndak1 mesafFenin kares1 +1e 
#Ded す er asa す 1dak1i proseQduir1e hesaplanma11d1r . 

# (Cekimin buyuk1G9u) = (evrense1 cekim sabit1) * ((birev 


# 世 rensSeG] yercekim1 sab ュ 1 . Deder+1 sab も 1 上 o1ma11d1 エ . 


# サ ーー 一 

#1tme hakknnda. 

# 

#VUcudun kend1 kGt1es1 . 

##B1rey1n h1z1 Ve 1VmeSs1 . 

#Baska br bireytn kGit1les1 . 

#D19er b1rey1in h1z1 Y@e 1Vmes1 . 

##Yukar1dak1 dQOr qde9 み ere dayanarak, kendisi 11e di9 す er Di 


# サ ーー 一 
#Top1am kuvvet kapasitesinin hesap1anmas+1 . 
## 


# 一 一 
#Yercekimse] cekim hakk1nda. 


# (cekimin buyuk119u) = (evrense1] cekim sabit1) * ((birev 
# サ 一 ーー 

#1ttme hakknnda. 

# (b1reyin kend1 kuvvet kapasites1) = (bireyin kend1 kut] 
# (D19er btrey1in kuvvet kapasttes1) ー (dQ19er わ 1rey1in ku] 


#Yukar1da bahsed1tlen ben]1k Ve d19er1erinin cek1m Ve 1 キュ 
#Ben1ik Ve d19 み 9er1er1inin kuVvet erinin ortaya Cc1kan dende 
#Yukar1dak1t]1erin sonucuna Qdayanarak bireyin kend1 yen1 1 


# サ ーー 一 

#1tvme 

# (b1reyin kend1 1Vmesi) = ((bireyin kend1i yen1 hiz1) 一 ( 
# (dQ196r D1rey1n 1Vmes1) テ ((d1ider bireyin yen1 h1z+1) 一 ( 
## 

#KuVVe 上 mtk モ ar ュ Ve 1Vme arasS1ndak1 +]iski . 

# (b1reyin kend1 1tme kuVVeti) = (bireyin kend1 kGt1es1 ) 
# (dQ196r D1rey1in 1 上 me kuVvet1) = (dider bireyin kGt1es1 ) 
# (ben11ik Ve d19er1er1 aras1ndak1 kars111k]+ cek1imin buyt 
## 

# (Kendis1 Ve Q19er]er1 araS1ndak1 kars111k]+ cek1imtn YOr 


#1tsaret pozitifse. Bireyin kendisi dider birey1eri kendi 
#1tsaret negatifF o1dudunda. Bireyin kendisi digder bireye 
## 


## 

#H1zdaki dedtsim . 

# (yen1 h1z) = (or1i]1ina1]1 h1z) 十 ((1Vme) * (gecen SuUrG) ) 
#Pozisyon dedisik11di . 

# (yen1 konum) = ((or1]1ina1] h1z) * (gecen SuUrenin uzun1uG 


すす ## 半 # 間 韻 韻 韻 韻 韻 井 韻 半 半 せ 六 せ オ 半井 韻 半 間 間 韻 


#### 妊 儲 フ | 草 号 | 言 舎 可 0| 付 王 呈 コ 習 語 久吉 中 所 国 習 8 を 


# 用 刊 実 省 氏 . 泊 尋 ト 在 唱 計 記 ざさ 全人代 O| 叩 号 堂 刈 引 過 計 . 


# き [下る 足 . 
# 言 星 押 生 列 條 足 . 私 相 奴 列 革 る 品 
##XY 天正 O 入 FIF9H 填 9I 恨 昌 叶 時 引 可 革 貴人 き 知 . 串 当 本 0I 


# 早 召 ら | 舎 避 全 呈 和 9| 才 天 正己 名 入 . 
# 刊 引 同 早 合計 思 遇 早 中 . 


全 
## 用 和 テ フ 1 0| 二 詩 詞 時 登 . 

# 用 刊 導入 購 人 8 引 財 引 きき. 絆 2 剤 中 付 書 人 8 桂 モ 購 引 登 呈 HH. フ 
## ノ H 刊 居 天 引 xY 守正 泊 HFH. 

## 用 刊 引 名 時 . 避 邊 早 可 守 如 登 沼 HIFF. 者 如何 汗 HH. 2 州 刊 フト フト S 
## 用 剤 引 早 避 . 2 州 刊 引 下 習 婦 . 


## 用 刊 全 B| 侍 谷 
## ノ 用 刊 O| フト 引 
## ノ 用 刊 O| フト 引 


##2HOIaF | 言 |9| ?H9| 寺 言 昌 居 考 . 避 時 用 可 言 9l @ 引 昌 【 
中 才 矯 | 唇 久信 正己 唱 広 引 妊娠 . 


##O| 本 慎 谷合 谷 き 0| 岩 時 思 合 呈 詞 習 引 足 在 畠 計 中 全 作 相 
##0| 振 殖 | 中 下 旭 刊 人 IOIO| 召 0| 谷 き 詩 主人 

## 避 当 誤 合用 刊 中 名 合 0| 習 I 和 | 曽 言 針 泊る き $ 

# オ 用 刊 当 相当 計 叶 当 言 軒 居 利 有 記 中 . 

## 避 当 引 お 〒. 省 刊 引 人 名 全 0| き フ H 計 オロ 如 全 党 HH 
# Il. 慎 州 剤 フト 


HS| 公 台 村 刊 中 呈 可 , 是 党 , 娠 信司 


# 工 鹿足 富 言 当 き 村 | 宇和 本 習 則 時 | 財 朗 電 H 華 呈 過 財 財 呈 


# 刀 2 下 谷 印 . 言 人 0I 和 | 豊 忘 州 刊 フト 在 届 娠 0 崇 避 桂 舘 当 言 フ F+ こ 
# 生 岬 用 剤 言 人 2| 答 己 中 召す 2| モ 婦人 己 呈 全 軸 用 剤 言 言 人 0|i 
# H 言 . 代 フ |Ol2 購 可 演 全 届 刊 言 2 フ | OHHOI ユエ 人 入 ユエ 言 人 0| 
# 矯 言 記 自記 き 7 サ | 全 軸 刊 2 下 ざき 有 相 居 0|010F 司 HH 

# 如 詞 全 四 2 品 2| 早 侍 信 下 習 0| 呈 910F 剖 け . 早 如 用 当 


# 紀 店 語 到 0| 三 洲 知 フ ト 相 四 9l 叶 時 当 言 フ IS 所 克 外 人 四 


# 6 
# 信人 へ 呈 言 広 OI| 蘭 用 天 早 言 旭 0| フ | 相 2 刊 引 可 早 下記 時 
# 信人 時 軸 務 | 喘 用 矯 言 軸 務 8 レ | 旨 玉 用 刊 引 早生 


# 呈 入 へ 婦 印 OIE 全 人 . 主 
#FH フ | 販 . 

# フ | 販 言 結 中 ロ 呈 王 呈 知人 へ 時 FI 号 1 可 革 FH@ 計 印 OI 還 言 誠 
# 

# 下 呈 凡人 へ . 

# 司 | 名 過半 音 選 怠 器 当 

## 工 中 旭 全 出 早 人 早計 早 エ 言 侍 媒 村 ユ 包 早 呈 早 四 回 骨 言 居 結 引 


# 一 一 

# 四 2| 連 相 # 章 当 . 

#2HQI 入 和 引 言 可 人 当 私 . 
# 腹 引 吾 早 . 
#H 刊 引 人 [ 汰 舎 丘 思 
# 用 剤 入 刊 中 叶 お ヨ フ | . 


# サ ーー 一 

#2| 雷 泊 当 . 

#[ 号 2 刊 引 言 可 人 当 え |. 

[ 是 刊 引 信 早 . 

#F 号 刊 引 # 舎 丘 異 介 千 丘 . 
「 号 刊 引 # ヨ フ | . 


# 工 中 利 全 HH 早 当 人 和 記 社 , 
# 
# 


# 用 刊 和 [ 天 引 


言 可 
#H 刊 和 刊 Bl 選評 . 
#F 旦 誕 知 Bl # 量 可 信 居 知 
#F[ 旦 天 g| 選 訂 . 
# 恒 | 印 フ HA| 吾 言 時 時 らら 呈 F 号 用 利 引 中 過言 剤 佳 名 日 
# 
# 
# 有 H 刊 入 刊 | 旦 可 公 尺 . 
# ノ H 刊 刊 | 時 妊 ヨ フ | . 
#FT 呈 用 知 | 旦 可 公 尺 . 
#I 呈 用 双 Bl 時 ヨ 2| 折 日 F[. 
# 恒 | 印 フ HA| 吾 言 2| 叶 ら 呈 入 祭 填 け 号 族 知 人 サ S| 寺 言 dd 早 言 齋 
# 一 ーー 
# 千 当 0l 植 妊 早 操 日 F[. 
# 
ま 寺 号 引 選 2 名 革 。 
#O| 笛 如 穫 介 填 919| 居 寺 | 吾 Ol 昌 可 吾 昌 FI. 
# 人 [人 村谷 時 AIOIB| 2 可 引 天台 O| 軒 明 可 計 詞 筆 可 日 
#O| 笛 如 ロ 言 習 式 O| 中 中 剤 佳 引 OE 悟 日 FF. 
#( 串 骨 引 ヨ フ |) = (中 富 1 肖 95| き 生 ) * (( 刊 | 玉 冬 ) * ( き HS 
# 中 富 9I 恨 5| 谷本 . 0| 就 如 負 婦 呈 OF 習 昌 FI. 
# サ ーー 一 
# 時 時 販 0O| 店. 
# 
# 百 人 [ 刊 | 娠 語 . 
## 誕 利 、 合 正中 2 含 呈 . 
#F[ 旦 天 B| 娠 訂 . 
#FI 呈 用 双 Bl # 言 丘 昌 | 寺 呈 
## 違 | 印 フ H| 就 言 時 ら 中 , 入 祭 填 号 放 刊 フト 寺 言 営 思 人 4 ュ 


# 一 ーー 
# 寺 如 引 きき 言 人 
# 


# き 紀 0| 呈 慎 中 . 
#( 避 当 相 ヨ フ |) = ( 叶 定 名 当 相 合 生 ) * ((2H 刊 代 刊 引 浪 寺 ) * (FT 
# 一 一 

# 叶 唱 当 0 HH 部 

#(H 和 式 利 引 習 号 (用 刊 式 刊 引 浪 寺 ) * (2H 剤 入 刊 中 フ 
#(H 号 用 知 引 習 時 ) = ( 叶 呈 2 州 刊 引 多野)*( 串 号 用 刊 引 | 舎 丘 


# 恒 引 妊 填 


# サ ーー 一 

ドス ルト 宣 旦 。 

#(2HOI 穫 介 | フ | 合 丘 ) = ((2H@I 和 丸 介 中 呈 葵 合 呈 ) - (21@| 刃 人 
#( 是 州 知 中 フ | 舎 丘 ) = ((H 号 知 引 旭 合 丘 ) - (F 号 知 l 3 
# 

# 久 | 中 直言 丘 人 IOIS| 着 . 

# (用 刊 引 入 [ 逢 叶 書 当 ) = (| 刊 引 入 逢 吾 寺 ) * (| 刊 引 和 知 フト 舎 
#(F「 号 用 天 引 | 叶 書 紀 ) = ( 号 用 知 | 殖 二 ) * (HH 旦 用 和 引 | 信 
#( 人 | フト FI 号 族 知 人 IOIS| 如き 引 恨 ヨ フ |) = ( 叶 呈 9l 選 9| 全 人 本) * 
# 

#( 人 [フト F[ 号 放 知人 IOIB| 如き 相当 時 合 ) = (( 刊 穫 逢 引 娠 登 ). 
# 早 フト 叶 全 | 妊 早 . 用 刊 入 刊 フト H 呈 用 刊 言 入 2 フ | 葵 ら 呈 媒 d 紀 る 
# 早 フト 言 古 Ql 妊 守 . 用 知 和 知 フト ロ 旦 用 天 言 召 9 如 HEI. 

# 

# 

ま 圭 呈 骨 半 ド 、 

#( 伸 厨 丘 ) = ( 昼 名 言 丘 ) + (( フ 「 合 丘 ) * ( 妊 半 居 利 サ ) ) 

# 司 | 円 妊 . 

#( 旭 外 入 ) = (( 習 可 合 丘 ) * ( 妊 直 利 全 如 0|) ) + (1/2) * (フト 洗 


すす 半 # 半 # オ 韻 韻 韻 韻 韻 井 韻 半 半 せ 半 # 韻 電 韻 韻 間 間 韻 


### 井 COmDOneGnt 上 1 neGCeS8a エ 1 DG エ T GSG9JUu1rG un PFTOoqramma d1 < 
# TnQdiVidau1 e partioe1le. Lo spaz1o in cu esstono. TLe 


#TnfFormaz1on1 deograF1che Spaz1a11 . 
#TnfFormaz1on1 CartografFiohe globa11. TnfFormaz1On1 Car 七 Oc 
## エ la somma oO 1a sovrapposizione de11e Var1ie forze d1 at 


#Un 1nd1iV1duoO Oo una Partioe11a come ocost1ituente de11a ma 
#G] 1 a 七 上 1bu モ 1 interni e 1e informazioni 1nterne d1 un 1 
##Ve1oo1ta e acceleraz1one d1 un individuo. L "enta de] 
##a direz1One 1n Cu1 1 "ind1iV1duo S1 muoVe . 

##a quantita di ca1ore generata da11 "individuo. T1] grac 
##Le Coordinate XY qde11a posizione de11'1ind1i1duo . 
##Massa de11 "1nd1iViduo. Massa per un1 七 a di Yol]1ume. Massa 
##Vo1ume de11 "1nd1iViduo . SuperfF1C1e d1 un 1ndiV1duo . 


##! エ nteraz1Oone 上 ra 911 1nQ1V1du1 . 
##a Somma de11e fForze di a 上 上 raz1oneG @G reGDu1S1Ome GSero1 
## 攻 a SOomma de11e Forze eserne d+1 araz1one @G repu1]s1or 


##Co111is1on1 @G Cont 上 at 上 1 ra 1 "1md1iV1duO @G a1 キ 上 エ ュ 1ndiy1du 
##! 1den 二 1ta oO 1a sovrapposrzione de11e posizion1 di ent 


##a 1egge d1 conservaz1one de11a forza quando S1 ゞ er: 
##Ca1Co1are, per odn1 1nd1Y1duo, 1a nuova Ve1ooia o aoc 
## 七 A Forza d1 at 人 trazione @e costante e invariante finohe 


#Fat 上 tor1 che modifEioano 1e Forze di a 上 上 raz1one @e repu1s1 
##Ne] ocaso de11'attrazione. Un aumento o una diminuz1ione 
#Esempio. La scompos1z1ione, 1a diVisione e 1a difEfus1one 
# Esempio. '1nd1iViduo s1 fonde e si oonfFonde oon 1 'a1 モ + 
#Ne1 caso de11a repul]s1ione. Un aumento oO una dimtinuz1one 


#F1u1do . エ ] moV1men モ O dQ1 D1U 1nd1V1du1 1n una Superol]ass 
#So11do. Una SuperolasSe d1 1nd1Y1du1 mu1l ヒ 1p11 ohe Ss1 ur 


#St 上 atO st 上 atioo. Un 1ndiViduo 1mmobi1e che eseroita una 1 
# Che @e una forza oche muove 1 "inQdiv1duo oroostante in nr 
# エ ] prossimo. Che @e 1a forza ohe fa si ohe g1i 1ndiV1dt 
# D ら GVG GSSGFrG una FEOrZa DOS ユ 上 1Va やわ @G エ す 911 1nmQ1V1du1 C ュ 1 エ Cc 
# A11a F1ne deGVeG GSSere una fForza negdat 上 1Va per d1+ ndiv 


#D1namtoa. Che un 1nd1iV1duo in movimento esero1ta una fc 


#Press1one. 
# Una forza app1tiocata da11'esterno o da11 "interno di un 
# Una forza app1tiocata da11'esterno o da11'interno di un 


# エ ] modo 1n Cu1 un 1nd1iViduo oO una partioe11a si muove . 


#Comun1iCaz1One d1 da 上 1 上 ra DroCesS1 . OVVerO, 11a Comun1Ce 
#Codla . 

#ScCamD1O d1 Var1 da 七 1 Con a1 上 1 1nQd1V1Qdu1 O a]1 ヒ 1 DrOCes 
## 

#Tn ogn1 DrOoeS8Oo・. 

#'1ngressSo eG 1'usoita de11a coda devono essere en セ tramb: 
##Per esedutre un oo1o infinito a11 "1nterno de1] prooceS< 


# サ ーー 一 

#Usc1ta d1 una Coda. 

#La poszione fisioa de11'individuo stesso. 

#La massa Qde11'indivViduo . 

#La ve]1ocita e 1'aocce1eraz1ione Qde11 "indiY1duo stesso. 
# エ La dimenstone qae1 ragg1to Qde11'1ndiV1duo stesso. 


# 一 ーー 

#Tngresso de11a ooda . 

#La poszione fis1ioa d1 un a1tro 1nd1V1duo . 

#La massa de11'a1tro 1nd1Y1duo . 

#Ve1ocita e acceleraz1one Qe11'a1 上 ro 1ndiV1duo. 
#D1mens1one de1] raqg1o de11'a1 エ oO 1nd1Y1duo . 


#Ca1co1o numer1ico a11"'1interno de1] prooes38o . 
# 
# 


#La poszione fisioa de11'indiv1iduo stesso. 

#La massa Qde11'1individuo stessO. 

#La posizione fisioa de11'a1tro 1nd1V1duo. 

#La massa de11'a1troO inQ1Y1dUo . 

#Ca1co]are 1a forza di at 上 raz1one de11'a1 モ ro 1nd1i1duo 1 
# 

# 

#1a posizione fisioa de11'indiv1duo stesso. 

#La dimensione de1] ragdg1o de11'1ndividuo stesso. 

#La posizione fisioa de11'a1tro 1nd1V1duo. 

# エ La dimenstone qae1 ragg1to qde11'a1 上 ro 1ndiV1duo. 
#Ca1colare se Cc'@e o meno una Co1]1isione キ エ a 1 '1nd1iV1duo 


# サ ーー 一 

#Per quanto r1gduarda 1a fForza draV1taz1ona1e. 

# 

# エ La grandezza Qel11a forza draV1 キ aziona1e . 

# エ ] Va]ore @ proPorz1ona]e a1] prodotto de11e masse di se 
# エ 1] Ya]ore @e nversamente proporziona1e a1] quadrato de11 
# エ 1] Ya]ore deve essere Cal1co]1ato con 1a segduenteG prOcedt 
# (madgn1tudine qde11 'a 上 モエ az1oneG) = (costante dQ1 9raV1 キ az1c 


# エ La costante 9draV1taz1ona1e un1versa]e. T] suo Valore de 


# 一 一 

#Ciroa 1a repu1]srone . 

# 

#La massa Qde1] corpo stesso・. 

# エ La Ye]1ocita e 1'aocceleraz1ione de11'inQdQiuY1dUuo . 

#a maSssa dQ1 un a1roO 1nd1V1duo. 

#Ve1ooita e acce1erazione Qde11 'a1 ヒ ro 1nd1V1duo. 

##Tn Dase ai1 qua 上 上 ro Va1or1 preoeden モ ti, coalco1are 1a qua 


# 一 一 

#Ca1co1o de11a capaoita d1 forza tota1e. 
# 

# サ ーー 一 


# 入 DFOpoS1tO de1 1 'a 上 モ エエ az1One 9raY1taz1ona1e . 

# (magn1tudine de11'at 上 モエ az1one) = テ (costante graY1taz1ona] 
# サ 一 一 

#Per quanto riguarda 1a repu1stone . 

# (capac1ta di forza qde11 "1ndiViduo) = (massa de11'1indiui 
# (capac1ta di forza Qde11 'a] モ ro 1ndiViduo) = (massa de11 


#Sommando 1e suode モ e Forze di atraz1one @e repu+]stone c 
#Tn base a11'equ1t11br1o rsu1ltante de11e forze d1 s@e e c 
#Ca1oco1are 1a nuoVa posiztione fisioa de11'inQd1iY1duo in 


# 一 一 

#AcoCe1eraz1one . 

# (acceleraz1ione de11 1nd1iY1duo) = ( (nuova Yeloota de11 
# (acceleraz1ione de11'a1troO inQd1iV1duo) = ( (nuoVa Ve1Oo+8 
# 

#Re1az1one 上 ra duan モ 1ta d1 fForza @eG aooeleraz1one. 

# (rePulS1OneG prOPr1a Qe11 '1nQdiV1duo) 三 (maSs8S8a DrOPr1a de 
# (repuls1one de11'a1tro inQdiY1duo) = (massa de11'a1 モ ro 1: 


# (ent 上 ta Qe1] 'a 上 上 エ az1OnG エ GC1Drooa ra S@e @ 9g1i a1tr ュ ) = 
# 
# (Dtrez1one de1] ] 'a 上 ヒエ azZ1OmG エ GC1 や DOCa 上 ra Se @ 911 a] キ エ ェ ュ 
#Se 11]1 segno @ pos1i キ 1Vo. 1'1nd1iV1duo stessoO a キ 上 rae 911 = 
#Ouando 11 segno @e negat1iYo. "1nd1iV1duo stesso @ at 上 rat 
# 


# 

#Cambiamento d1 Ve1ooia. 

# (nuOVa VeG1OC1ta) = (Ve1ooita origina1e) + ((acce1eraz1c 
#Cambiamento d1 posiz1one. 

# (nuOVa POS1z1one) = ((Ve1ooita originale) * (1unghezza 


To return to the top page. 


